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序論
 
 
『魚山蠆芥集』は、真言声明の主要曲目を収録する法会用の譜本である『声明集』に旋
律や音価の表記また各曲目の曲調の情報等の注記が付された、南山進流
１
の教則本であり、
現在でも真言宗諸山で使用されている。
 
現在使用されている『魚山蠆芥集』の諸本は、智生房長恵（一四五六～一五二四）によ
って一五一七年に編纂された三巻本の『魚山蠆芥集』からすべて派生している。この三巻本の『魚山蠆芥集』は、十六世紀後半に順良房朝意（一五一八～一五九九）によって度々書写され、江戸期以降 は、高野山、智山にお て何度も刊行された。当本は 現在でも高野山以外の真言宗諸山で広く規範的な教則 として使用されている。換言すれば、現在この三巻本の『魚山蠆芥集』から派生する教則 を利用する声明の流派は、全て南山進流とみなすこともできる。このよう ほとんどの真言宗 声明は南山進流によって統一された事態は三巻本の『魚山蠆芥集』の成立によって將された もいいうる であ
 
真言声明の実態解明のための基礎研究として、本論考では、以上のような位置にある三
巻本の『魚山蠆芥集』 成立過程について明 かに ことを目指す。
 
序論では、まず、本論文の目的について、次に、本論文の概要として、声明関連の専門
用語の確認と定義、本論考の構 と 成立過程の時代区分 説 、文献資料の紹介を行い、最後に『魚山蠆芥集』に関連する先行研究を概観する。
 
 
一
 
本論文の目的
 
 『魚山蠆芥集』の先行研究は『魚山蠆芥集』編纂以後の資料についての考究が中心 あ
る。したがって、未だ高野山に大進上人流が流入してから が成立 に至るまでの経緯を中心に扱った研究は存在しない。本稿では、このことに着目して『魚 蠆芥集』の成立過程について考究 っていく。
 
特に、大進上人流流入以後の高野山の声明の系譜についての口伝書 記述と『魚山蠆芥
集』の先駆資料 ある『声明集』の関連性を絶えず意識していくこと す れらの資料が有機的な繋がり 中で語られることによって『声明集』諸 の立ち位置が定まり、それによって『魚山蠆芥集』成立までの南山進流 具体的な伝承過程が解明されると考える。
 
 
二
 
本論文の概要
 
 （一）声明関連の名称・用語の確認と定義
 
 
本論文の概要を示すにあたり、使用する『声明集』『魚山蠆芥集
』 、
基本構造、曲目構
成等の用語についての定義と必要な事柄を示しておきたい。
 
 ｟一｠『声明集』
 
南山進流で使用され「声明集」と呼ばれる 形態が小型の枡型本で、基本的に詞章（歌
詞）と博士（音符）のみが記載されている法会用の譜本を『声明集』とする。 の『声明
 2 
 
集』は、『魚山蠆芥集』の先駆資料に位置付けられる。
 
また、南山進流の『声明集』とほぼ同じ曲目を収載し「声明集」と呼ばれることがある
醍醐流の声明集成を「醍醐流の『声明集
』 」
と記す。なお、醍醐流について新井〔一九九
一〕は、
 
 
 
 
 
醍醐流は醍醐座主の勝賢（一一三八―一一九六）により一流として声明の基盤が確立
 
 
 
したが、その実質的な作業は弟子の任賢が行った。（中略）醍醐流は一三世紀中頃印
 
 
 
禅と玄慶とに分かれたが、一四世紀中頃に聖尊（一三〇一―一三七〇）により統合さ
 
 
 
れた。
２
 
としている。本稿で醍醐流といった場合、この系譜を指す。また、資料編③
「 『
声明集』
詞章一覧」に、『声明集』に収録されている全曲の詞章を掲載し、博士が記載さ ている全ての詞章にナンバーを付した。これは、博士の骨格を対照する際、対象箇所を同定すためである。なお、掲載した詞章は、南山進流の最古の版本で影印本として公刊されている
３
「文明四年版」に基づいて作成した。この「文明四年版」 詳細については、第四章
第一節第一項で改めて述べ
 
 
｟二｠『魚山蠆芥集』
 
 
形態が大型の美濃紙判（袋綴本）で、曲調や唱法上の注意 旋律等が注記されている声
明の教習に用いる南山進流の譜本を『魚山蠆芥集』とする。
 
『魚山蠆芥集』を「魚山私鈔」と呼称する場合もあるが、長恵がこの名称を使用したか
否かは不明のためこの名称は使用しない。な
お、『魚山蠆芥集』の書名の由来は、弘法大
師空海（七七四～八三五）の『性霊集』巻六の「方丈の草堂は法界を呑んで蠆芥の如く、花山の松林 宝樹に変じて刹説の如し。梵曲は魚山の如く、綿花は龍淵の如し
４
」である。
また、「魚山」 中国 声明の発生の地名（山東省東阿県、三世紀初期魏の曹植がこの地で梵唄を制作）である。日本では声明を意味し、天台声明大原流 拠地大原 魚 という。「蠆芥」は「あくた、ちり」の意味で、そのように数多く 声明を めた楽譜集を意味する。
 
  
 
 
｟三｠覚証院方・東南院方・金剛三昧院方
 
十四世紀後半頃に『声明集』の口伝書として慈鏡（一三六八～一三九六～ によって撰
述されたとされる『声明声決書』に、十三世紀 後半に、南山進流で覚証院方と金剛 昧院方と東南院方の三流がそれぞれ興ったという記述がある。それに たがって、南山進のなかの声明の支流名として 覚証院方」「東南院方」「金剛三昧院方」を用いる
 
なお、この三流の実態については不明な点が多い。『声明声決書』によると、覚証院方
は覚証院の勇心房隆然（一二五八～一三四一～）が、金剛三昧院方 金剛三昧院の証蓮房覚意（一二三七～一二九三～）が、東南院方
は東南院の龍信房釼海（生没年不詳）がそれ
ぞれ樹立したとされる。したがって の名称はそれぞれの派祖の住処に因んで名付けられと思われるが、こ 名称と三流の伝承の関連性は して高くない
５
。また、覚証院方の
系譜は限られた資料
６
によって一応江戸期まで確認できるものの、金剛三昧院方、東南院
方の系譜等の情報 ほとんど残されていない
７
。
 
また、鎌倉期から室町期にかけて、高野山は金剛峯寺方と大伝法院方と金剛三昧院方の
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三勢力に分かれていたが、この三勢力と声明の三流との関係も明確ではない。
 
覚証院方の正嫡が金剛峯寺の検校に補されているので、金剛峯寺方では覚証院方の声明
が唱えられていたと一応考えられる。
 
金剛三昧院方において金剛三昧院方の声明が伝承された可能性は大いに考えられるが、
これを裏付ける資料がない。
 
南山進流関連の資料から大伝法院方の声明に関する情報を見つけることができないため、
大伝法院方の声明につい は現在のところ不明である。今後南山進流以外の資料に調査範囲を拡げ、 の問題について継続的に追求して行きたい。
 
 
｟四｠曲目構成と基本構造
 
 
『声明集』は、資料編⑤
「 『
声明集』詞章一覧」に示したように、ａ〈三礼・如来唄〉
から
δ
(教化〉まで、全二十九曲によって構成されている。これらの曲名を曲目と呼び
〈
 
〉で示す。これらの曲は、複数曲の組み合わせに別けることができ、この曲の組み合
わせを曲目構成と呼び、［
 
］で示す。
 
 
『声明集』は次のように［法用］［供養法］［讃］の三つの曲目構成からなる。
 
 
 
［法用］
 
 
ａ〈三礼・如来唄〉〜
 
ｉ〈対揚〉
 
 
 
［供養法］
 
ｊ〈金剛界〉
 
 
〜
 
ｍ〈礼讃文〉
 
 
 
［讃］
 
 
 
ｎ〈四智梵語〉
 
〜
 
δ
〈教化〉
 
また、曲目・曲順と博士の骨格から構成されるものを基本構造と呼ぶ。
 
 
｟五｠博士の骨格と旋律
 
 
博士の骨格とは 音高の動きを表示するために四十五度の間隔で表記される「宮」「商」
「角」「徵」「羽」の五音の組み合わせ・ を指す。
 
旋律とは「宮」「商」「角」「徴」「羽」 「五音」それぞ に与えられる固有の装飾
音や音型のことである。それらは、「ユ」（＝「由
」 ）
「ス」（＝「直
」 ）
「ソ」（＝
「反
」 ）
等の名称で博士の傍らに表記される。
 
 
（二）構成と『魚山蠆芥集』成立過程の時代区分
 
 
第一章では、本稿の中心資料である『魚山蠆芥集』の基本的情報と当書に関わる事柄に
ついて論じる。
 
第一節では、『魚山蠆芥集』の と、長恵の『魚山蠆芥集』の撰述から 魚山蠆芥集』
の刊行までの変遷を概観する。
 
第二節では、『魚山蠆芥集』を撰述した長恵と『魚山蠆芥集』の普及 礎を築いた朝意
について論じる。
 
そして、第三節から第七節においては『魚山蠆芥集』 内容について概観する。すなわ
ち、第三節では、曲目・曲順、第四節では、曲調、第五節 は、博士・旋律・仮名、第六節では、注記、第七節では、三巻本の『魚山蠆芥集』から付加されている「音律開合名目」についてそれぞれ紹介する。
 
第二章から第四章までは、『魚山蠆芥集』の成立過程を初期・中期・後期に分け、高野
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山に大進上人流が流入した時期から『魚山蠆芥集』が成立するまでについて考察を行う。
 
これは『声明集』の発展段階に即して区分したものである。すなわち、初期は『声明集』
の基本構造が作られる時期、中期は、『声明集』
の基本構造は一様になったが、『声明集』
諸本において博士の骨格が多様な時期、後期は、基本構造及び博士の骨格が一様となり、『魚山蠆芥集』の基が出来上がった時 である。
 
第二章では、『魚山蠆芥集』の成立過程初期について考察を行う。ここでは、大進上人
流が高野山に伝来してから、『声明集』の基本構造が覚証院方の隆然系の『声明集』に確定し、その後覚証院方が二系統に分かれたとされるまでの間について論じる。
 
具体的な年代は、正等房勝心（～一一一八～一二三七～）が大進上人流の本拠地の移転
の要請の手紙を中川の慈業（～一二四三～）に送 嘉禎元年（一二三五）から重弘（～一三五九）が示寂した正平十四年（一三五九）までに設定す 。特に、 声明集』の基本構造がこの時期にどれほど確定されていたのかについて考究を行う。
 
 
第一節では、十四世紀末に撰述された 声決書』と『声実抄』によって初期の実態につ
いて考察を行う。これ よって、十三世紀初頭 十四世紀初頭にかけての初 の実態について推定したい。また、この時代に『声明集』が存在していたのかについても検討を行いたい。
 
第二節では、『魚山蠆芥集』の成立過程を論じるにあたり、 魚山蠆芥集 の記譜の根
幹をなす「覚意の五音博士」を考案した覚意 功績について考察を行う。
 
第三節では、大進上人流の声明譜と覚意が「五音博士」 翻譜した声明譜を比較対照す
ることによって覚意がそれまでの大進上人流の記譜法の声明譜を五音 書き直したことを明らかにした 。つまり、覚意 五音を付す前の元々の声明譜を特定し その声明譜と、五音博士が付された後の声明譜の一致 確認を目指す。
 
第四節では、初期の『声明集』すなわち神奈川県立金沢文庫が管理している称名寺所蔵
の二本の『声明集』及び「文保二年本」の曲目・曲順と博士 骨格 ついて『魚山蠆芥集』を指標として対照し、初期にお て基本構造がどれほど 定 ていた かについて明らかにすることを目指す。また『声実抄』によっ 初期の『声明集』が般若房定意（十二世紀末～十三世紀前半頃
） 、
宝蓮房祐真（十三世紀前半頃）の『声明集』の何れのものであ
ったのかについても確認を試みる。
 
第三章では、『魚山蠆芥集』の成立過程中期について考察を行う。この時期は、『声明
集』の基本構造が確定して以後から『声明集』刊行以前 でである。具体的には、重弘示寂以後、つまり正平 四年（一三五九）か 明集 の刊行、つまり文明四年（一四七二）以前までに設定する。この時期に 覚証院方 二系統に分かれた可能性が考えられまた、種々の『声明集』や口伝書が登場し、「文明四年版」刊行の道筋が作られたといえる。また、本章では、『声明集』諸本 『声
明集私案記』『声明集隆法口伝』を中心資料
として用いる。
 
第一節では、中期の『声明集』諸本の属する系統の特定を目指す。
 
第二節では、『声明集私案記』の基本的性格について紹介する。
 
第三節では、『魚山蠆芥集』編纂に大きな影響を与えたとされる『声明集私案記』がど
の系統の『声明集』に依拠するのかについて考察 行う。
 
第四節では、『声明集私案記』 覚証院と東南院、衆徒方と金剛三昧院とを対比した
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述をみることによって、『声明集私案記』の流派観について明らかにしたい。
 
第四章では、『魚山蠆芥集』の成立過程後期
について考察を行う。ここでは、『声明集』
の刊行から『魚山蠆芥集』の成立までについて論じる。具体的な年代は『声明集』が刊行された文明四年（一四七二）から三巻本の『魚山蠆芥集』が編纂された永正十四年（一五一七）までに設定す 。
 
第一節では、まず、「文明四年版」の依拠した中期の『声明集』の系統を明らかにする。
すなわち、中期 みたどの系統のものが、「文明四年版」に影響を与えているのかについて明らかにする。さら 、「文明 年版」と
『魚山蠆芥集』との関係性について考察を行
いたい。
 
第二節では、『魚山蠆芥集』の教則本としての成立に関わる問題について考察を行う。
すなわち、『声明集』の骨組みに長恵がどのような要素を付加し、南山進流の規範的教則本を作り上げ のかについて明らか することを目指す。すなわち、最初に『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』の受用 ついて、次に『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』以外 受用について検討し、その結果 基づいて考察を行う。
 
 
三
 
文献資料
 
 
 本稿において利用する中心的テクストを初期、中期、後期毎に挙げる。
 
 
（一）初期の資料
 
 本稿では、初期の資料として『声明集』三本と種々の「秘讃」の声明譜を利用す こ
こでは、三本の『声明集』と四本の「秘讃」の資料 書誌について確認する。なお、今回、覚意が五音博士に書き直す前の「秘讃」を特定するために醍醐寺所蔵の「秘讃」も利用する。この資料については称名寺所蔵の「覚意の五音博士」の「秘讃」と比較対照する際に分かる範囲で書誌について確認を行う。
 
 
｟一｠『声明集』
 
 初期の『声明集』で「覚意の五音博士」以前のものは存在しない。僅かに称名寺に「覚
意の五音博士」で記譜された『声明集』系統のものが二本所蔵され いる。また、転写本であるが、岡山金剛福寺に「覚意の五音博士」で記譜された文保二年 奥書を持つ『声集』系統 資料が存在していた。
 
本稿では、称名寺所蔵の資料を「称名寺本ａ」「称名寺 ｂ」とそれぞれ呼ぶことにす
る。両者は、覚意の記譜に遡ることができる
可能性がある。以下、分かる範囲でこれらの
書誌について確認しておきたい。
 
また、もう一本の資料を「文保二年本」と呼
ぶことにする。これは、その後の『声明集』
と形態が若干異なるが 基本的構造は類似している。また、この「文保二年本」は、後世に加筆されたと考えられる注記によって覚証院の隆然（一二 八～一三四一～）と 関係性が指摘できるものであ 。金剛福寺に所蔵され 「文保二年本」は現在所在不明で
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大山〔一九五九〕に口絵写真として二枚ばかり掲載されている
８
。また、中川〔一九七六
ａ〕でも少しく言及されている
９
。幸いにも、金剛福寺所蔵の「文保二年本」を岩原諦信
氏が書写したものが高野山大学附属高野山図書館に所蔵されている。今回はこの資料を利用する。
 
なお、〔南山進流声明集〕
（ 「
称名寺本ｂ
」 ）
は『金沢文庫資料全書』第八巻「歌謡・
声明篇
 
続
１０
」（以下、『金沢文庫資料全書』第八巻）の書誌情報を用いる。
 
 
№１〔進流声明集〕
（ 「
称名寺本ａ
」 ）
 
称名寺所蔵。複写資料で確認。
 
書写年次不明（鎌倉末期～室町初期
） 。
書写者不明。巻子装。一軸。紙数不詳。一紙二
二三行。一行一五文字。〔外題〕「金剛界
」 。
〔内題・尾題〕無し。〔奥書〕無し。
 
 
№２〔南山進流声明集〕
（ 「
称名寺本ｂ
」 ）
 
称名寺所蔵。複 資料及び『金沢文庫資料全書』第八巻で確認。
 
書写年次不明（鎌倉時代
） 。
釼阿（一二六一～一三三八）書写。巻子装。一軸。楮紙。
一八紙。一紙一〇行。一行 四字。〔外題・内 ・尾題〕無し。〔奥書〕無し。
 
 №３「文保二年本」
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵（
４５４
コ
１６
）複写資料で確認。
 
昭和四（一九二九）年、岩原諦信（ 八八三～一九六五）写。袋綴装（四つ目綴
） 。
一
冊。表紙共七六丁。竪二九・五㎝。横二 ・ ㎝。半丁四行。一行八字
 
〔貼外題〕「古本声明集
」 。
 
〔内題・尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
本云
 
文保二年八月一日
 
普一
 
（醍醐様の博士図、高野様の博士図等を挟む）
 
金剛福寺
 
紫雲山
 
于時寶暦七丑年三月吉祥
 
智教
 
 
｟二｠「秘讃」
 
 
覚意が相伝したことを示す を有する『声明集』は現存しないが、幸いにも に
は、覚意が相伝した「秘讃」の資料が数多く所蔵されている。今回は、これらの資料を利用し、覚意の功績を明らかにしていきたい。ここでは、今回利用する「覚意の五音博士」によって記譜されている「秘讃」の書誌について分かる範囲で確認する。これらはすべて『金沢文庫資料全書』第八巻に収載されている資料である。したがって、この資料集の解説を参考にし 書誌情報を示すことにする。
なお、四本のうち二本は種々の「秘讃」を収
載した秘讃集である。ここに収められている個々の「秘讃」の覚意の奥書は第 章で改めて報告する。また、「覚意の五音博士」以前の記譜法を保持してい と考えられる醍醐寺所蔵の「秘讃」も今回利用する。先述したよう 、これについては「 五音博士」の「秘讃」と比較対照する際に 確認する。
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 （№１）『秘讃類聚集』
 
称名寺所蔵。『金沢文庫資料全書』第八巻（一一六～一二四頁）で確認。
 
延慶二（一三〇九）年、釼阿（一二六一～一三三八）写。巻子装。一軸。楮紙。竪三〇・〇㎝。横三三六・〇㎝。紙数不詳。一行一〇字。
 
〔外題・無題・尾題〕無し。
 
〔端裏書〕「ヒサン類聚集」
 
〔奥書〕
 
 
 
延慶二年八月三日以蓮上人／秘本點寫傳受畢於此一巻者／東寺一流之秘曲韻律一道之肝心／也予自去建治弘安之暦至于徳治延／慶
之比首尾三十余年之間顕密／二道之音曲
稽古經年呂律中曲之／妙韻鑽仰積日而顯明神感動／之曲密諸天合掌之節只隠／秘心腑乎未漏口外者 今感得／此一巻感涙与筆端交下偏高／祖大師之憐慰妙音大天之擁／護也不可不信不可不悦仍感激 之至任筆注馳云尓／（梵字・ケンア）剱阿
春秋
 
四十九
 
 （№２）『秘讃集』
 
称名寺所蔵。『金沢文庫資料全書』第八巻（一 五～一三一頁）で確認。
 
書写年次不明（鎌倉時代書写
） 。
釼阿（一二六一～一三三八）写。巻子装。一軸。楮紙。
竪二九・八㎝。横二六八・二㎝。紙数不詳。一行一〇字。
 
〔外題・無題・尾題〕無し。
 
〔紙背〕
 
相傳
 
上月房
 
天王寺円禪房
 
良忍房
 
明本房
 
寶蓮房阿闍梨
 
證蓮房
 
 （№３）『十六大菩薩梵語讃』
 
称名寺所蔵。『金沢文庫資料全書』第八巻（一三七～一四五頁）で確認。
 
書写年次不明（鎌倉時代書写
） 。
釼阿（一二六一～一三三八）写。巻子装。一軸。楮紙。
竪二〇・一㎝。横三一一・〇㎝。紙数不詳。一行一三字。
 
〔外題・無題・尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
文永七年六月一日於高野山□□
（
本
寺
）
之／薬師院奉隨寶蓮房／阿闍梨□
（
御
）
傳受
〔
 
 
 
 
 
 
〕然而／□
（
弘
）
安六年六月三日於安養□
（
院
）
五／音博士付畢
 
但
朱
 
博士者書□云／建長□
（
七
）
年□□
（
中
秋
）
八日於實相寺書／寫畢天王寺聖人本
也頗以秘□中／極秘也〔
 
 
（
朱
）
權
少
儈
都
〕金剛佛子祐□
（
真
）
／
（
朱
）
四方讃
ハ
祐遍
ノ
本
ヲ
以
テ
寫畢／
（
朱
）
寶〔
 
 
 
 
 
〕
ノ
声明集
ニ
有故也／偏爲興隆佛法博士
等差定畢／覚意
在
判
 
 （№４）『貮捌尊唐音讃』
 
称名寺所蔵。『金沢文庫資料全書』第八巻（一四六～一五一頁）で確認。
 
延慶二（一三〇九）年、釼阿（一二六一～一三三八）写 巻子装。一軸。楮 。竪二九・九㎝。横三二六・五㎝。紙数不詳。一行一〇字。
 
〔外題・無題・尾題〕無し。
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〔奥書〕
 
書本云／此本者乘願房之本也以彼本寫
云
云
／式部律師玄慶／又云／此寫本醍醐式部律
師
〇
玄慶奉習／乗願房私
ニ
被付本也而自玄慶大納
改
名
／言僧都御房覺意相傳之／弘安
二年六月十二日覺意／同弘安七年正月十四日於高野山安／養院私
ニ
付五音博士畢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
覚意
在
判
／又云凡於此讃者世間未流布秘讃也／寫本
ニ
モ
自半分者秘
シ
テ
博士
ヲ
不被付
之／以口傳誦之然而恐癈絶故私
ニ
付顯之／条属冥顯雖多其憚偏爲紹隆佛法／顯示博士
者也覺意記之／于時延慶二年六月廿七日以勝蓮上人／本令書寫畢而此秘讃者或云人
公
然
／以口傳
雖
受
〇
之畢
於
本
書
〇
未感得之而嘉元三年上洛／之時感得之但相應院相傳也
付博士半／分也故今以勝本令書寫并受 面授畢／
（
梵
字
・
 
ケ
ン
ア
）
剱阿
廻年
 
四九歳
／一交
了
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （二）中期の資料
 
 
本稿で利用する中期の資料を『声明集』と口伝書毎に紹介する。
 
 ｟一｠『声明集』
 
 
十四世紀の末から十五世紀の半ばにかけての『声明集』が幾本か存在する。そして、こ
の中の四本の『声明集』を今回利用する。本稿では、その四本をそれぞれ「応永三年本」「永享六年本」「永享十年本」「康正二年本」と呼び利用する。なお、「応永三年本」「永享六年本」「永享十年本」は複写資料、「康正二年本」は原物資料を利用する。
 
 
（№１）「応 三年本」
 
醍醐寺所蔵（
１９６
函
１６
號
） 。
複写資料で確認。
 
応永三（一三九六）年、実海（生没年不詳）写。粘葉装枡形。一帖。表紙共八九丁。竪一六・一㎝。横一五・四㎝。半丁四行。一行八字。
 
〔外題〕『声明集
』 。
 
〔内題・尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
応永第三
丙子
秊秋十二日於若州遠敷郡極楽寺為化他不恥廉筆□□實海書
 
 （№２）「永享六年本」
 
西大寺所蔵。複写資料で確認。
 
永享六（一四三四）年、良玄（一三六六～）写。列帖装枡形、一冊 表紙共八四丁。竪一四・四㎝。横一三・七㎝。半丁四行。一行八字。
 
〔外題・内題・尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
永享六年
甲寅
霜月十六日於與州／新居縣西條庄福武村佛生山光明寺之／院主坊為自他求
菩提振筆畢而已／同十八日付博士翼白卯朱墨
點竟／右筆魚山末資□良玄星霜六十八才
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（№３）「永享十年本」
 
 
高野山光台院所蔵（高野山大学附属高野山図書館寄託｟
４５４
シ光
２６
｠
） 。
複写資料で
 
確認。
 
 
永享十（一四三八）年、宥賢（生没年不詳）
写。列帖装枡形。一冊。表紙共八一丁。竪
一四・七㎝。横一五・一㎝。半丁四行。一行八字。
 
〔外題・内題・尾題〕無し。
 
 
〔奥書〕
 
湊州三原郡於上八木八幡宮之／砌日本第一之雖爲悪筆雖天仰／難背如形任本染筆畢／
 
金剛資良空之／永享十年八月五日空鏡之／右筆也者金剛佛子宥賢
 
 （№４）「康正二年本」
 
所沢宝玉院所蔵。原物資料で確認。
 
康正二（一四五六）年、祐範（一四一七〜）写。列帖装枡形。一冊。楮紙。表紙共八六丁。竪一六・六㎝。横一六・五㎝。半丁四行。一行 字。原表紙。
 
〔外題〕『声明集』
 
〔内題・尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
康正二年
丙子
七月廿二日書之／并進上人之餘流五音博士付之畢祐範四十才／権大僧都法
印長清之／持主泉祐之
 
 
｟二｠口伝書
 
 
 十四世紀後半頃に撰述されたとみられる『声明集』所収曲目についての指南を記述する
口伝書が現在四本存在する。これらは初期、中期の実態を知る上でも有益な資料である。その四本とは、『声実抄』『声明声決書』（以下『声決書』と呼ぶ）『声明集私案記』『声明集隆法口伝』である。『声実抄』は初期の声明家 多くの情報を伝える資料である。『声決書』は歴史的記述に秀でた資料である。『声明集私案記』は『魚山蠆芥集』に影響を与えたと考えられている資料である。『声明集隆法口伝』は覚証院方の隆法（～一三七六～一四四七～）の口伝を える資料であ
 
なお、『声実抄』『声明声決書』『声明集私案記』は、主に『続真言宗全書
１１
』三〇
所収のテクストを利用する。ここでは、それらの奥書を『続真言宗全書』によって示す。その他の現存する資料の 誌については、第二章及び第三章で確認する。
 
また、『声明集隆法口伝』は高野山大学附属
高野山図書館に一本のみ現存する。本稿で
は、これを複写したものを利用する。以下にこの資料の書誌について
 
 （№１）「元治元年本」（一八六 ）
（ 『
声実抄
』 ）
 
〔奥書〕
 
（上巻）
 
元治元
甲
子
六月吉祥日寫得之金剛佛子良天
 
（下巻）
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本云／于時応永二年
乙
亥
沽洗十七日
午剋
書寫畢／私云。於備前前州御誦郡尾道浦西國寺
教王院爲自／末學等令法久住師資相承之草案以淸書畢／求法沙門宥善
 
 
（祭文口伝・朝恵の跋文挟む）
 
于時元文五庚申年以朝恵手寫之本寫之件本今在浄菩提院／高野山千手院谷普門院理峯之資廉峯書／宝暦七
丁
丑
年朧月二日寫之畢／金剛佛子智雄拜書安永二
癸
巳
年林鐘上旬
以智雄本書寫畢／高野山北谷寶泉院義長書／時寛政九年星次
乙
巳
林鐘上浣以義長本拝
／寫畢／金剛 寺求道沙門惠性院英海行年三十六／嘉永二
己
酉
秊九月於野峯寫之畢／
密乘沙門玄惠／元治元六月吉祥日寫得之金剛佛子良天
 
 （№２）「文久三年本」（一八六三）
（ 『
声明声決書
』 ）
 
〔奥書〕
 
樹下石上求道沙門慈鏡
春秋
 
二十九
。
 
（ 「
音律開合名目」を挟む）
 
已上同慈鏡作也／此抄於
二
聲明音律之二道
ニ
一
尤秘蔵也。殊
ニ
進流聲明
ノ
重書也。可
レ
秘可
レ
秘／求道沙門印融
 
 
（ 「
五音配十二調子事」を挟む）
 
 
 
天保五甲午年二月吉晨書寫焉／悉地院幻務鋭信
四十四歳
／文久三
癸
亥
年林鐘日右随鋭信前官
聲明傳授之砌得書寫畢／小野末徒宥榮
三十二歳
 
 （№３）「寛政七年本」（一七九五）
（ 『
声明集私案記
』 ）
 
〔奥書〕
 
享保十二十一月上旬蒙中院院主寛傳阿遮梨之命以他本此校之補脱刪繁功訖／ 眞
 
 
 
 
 
 
源／同十五年十月十一日以眞源阿遮梨據也本所訂之本書寫終時元文五
庚
申
五月十九
 
 
日／南岳密念沙門憲令／于時寛政七
乙
卯
正月十一日書寫焉畢
 
 （№４）『声明集隆法口伝』
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵（大山
１８７３
）複写資料で確認。
 
宝暦一二（一七六二）年、霊瑞（一七二一～一八〇四）写。袋綴装（四つ目綴
） 。
一冊。
表紙共四〇丁。竪二四・〇㎝。横一六・九㎝。半丁三行。一行約一二字。
 
〔貼外題〕「聲明集隆法口傳」
 
〔内題〕「聲明集私口傳覚證院隆法口」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
応永二十二年六月十八日重仙俊覚房
 
寛正四癸羊卯月二十五日東南院御自筆御本依仰写之畢
 
幸重宥賢房
 
延徳二年庚戌閏八月廿四日於高野山金剛峯寺小田原
 
三蔵院護摩堂難有依貴顔写之処也偏上求菩提
 
化下衆生為也穴賢〃〃右翰求沙門玄覚
星霜
 
 
丗六書之
 
天文三甲午年正月廿一日写之
 
宝暦十二年 月三日夜写得了
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金剛峯寺音曲沙門霊瑞南龍
 
 
（三）後期の資料
 
  
本稿で利用する後期の資料を後期の資料を『声明集』と『魚山蠆芥集』毎に紹介する。
 
 
｟一｠『声明集』
 
 十五世紀後半に初めて『声明集』が刊行された。この『声明集』は『日本音楽史料集成』
１「古版声明譜」（以下『日本音楽史料集成』１）という何本かの声明譜を影印して収めた資料集において「文明四年版」と呼ばれている。先行研究では、刊行の契機を「声明人口の増大に伴う譜本の需要
１２
」によるものとしている。したがって、当時の高野山で最
もスタンダードな『 集』であった可能性がある。以下に、『日本音楽史料集成』１の情報によって「文明四年版」の書誌を示す。
 
 「文明四年版」
 
上野学園日本音楽史研究所所蔵。『日本音楽史料集成』１で確認。
 
文明四（一四七二）年、龍全（生没年不詳・筆者）成秀（生没年不詳・博士
） 。
列帖装
枡形。一冊。緒紙。表紙共八六丁。竪一六・六㎝。横一六・二㎝。半丁四 。一行八字。原表紙。
 
〔外題・内題・尾題〕無し。
 
〔刊記〕
 
筆者龍全博士成秀／為順盛頓證菩提／開此印板願主快禅／文明四年
壬辰
六月廿一日
 
 ｟二｠『魚山蠆芥集』
 
 本稿では、『魚山蠆芥集』の成立は、三巻本の『魚山蠆芥集』の編纂においてなったと
みなす。なぜなら、現在真言宗諸山において使用されている『魚山蠆芥集』は江戸期以降の版本の『魚山蠆芥集』から派生したものであり、なおかつ江戸期以降の 本は長恵の「永正再治本」を底本としていると考えられるからである。そして、 永正再治本 で現存しているのは朝意の書写本のみである。この朝意の書写本で最古のものが永禄七 に書写されたも で、尾道西國寺に所蔵されている。したがって 本稿では、この資料を「永禄七年本」と名付け利用する。以下に、『尾道西國寺 寺宝展』の図録
１３
の情報も利用
し「永禄七年本」 書誌について確認する。
 
また、『魚山蠆芥集』の出典の表記には「正保三年版」つまり大正蔵において対応する
箇所も明示するため、大正蔵所収の「正保三
年版」の書誌についても以下において併せて
示すことにする。
 
 （№１）「永禄七年本」
 
尾道西國寺所蔵。『尾道西國寺の寺宝展』の図録及び写真資料で確認。
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永禄七
(
一五六四
)
、朝意（一五一八～一五九九）写。列帖装。上中下三冊。帙入り
（一帙三冊
） 。
後表紙。
 
上巻：
 
表紙共二四丁。竪二六・三㎝。横一八・〇㎝。半丁四行。一行八字。
 
〔貼外題〕「魚山蠆芥集上」
 
〔内題〕「魚山私鈔」
 
〔尾題〕「魚山蠆芥集上」
 
〔奥書〕
 
永禄七年
甲子
二月廿八日書之右筆和州之産南山客僧朝意
順
良
房
 
 
 
長善房御所望之故書之
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
折節御廻向奉仰者也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
持主隆遍
長
善
房
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第二度校合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
順良房四十九才
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
朝意（花押）
 
中巻：
 
表紙共三二丁。竪二六・三㎝。横一八・〇㎝。半丁四行。一行七字。
 
〔貼外題〕「魚山蠆芥集中」
 
〔内題〕無し。
 
〔尾題〕「魚山蠆芥集中」
 
〔奥書〕
 
本云
 
以上中巻了
 
此口傳声明集拭老眼注之了縦知音之人
 
并雖同国同朋也輙不可有書写也若背此旨大師明神
 
此治罰違反之身上可蒙也万一器両之弟子有之者可令
 
書写之也
 
永正十一年
甲戌
余ウツキ
三日於清浄光院客殿書注之
 
左学頭
 
 
 
 
 
 
法印権大僧都長恵
春秋
 
五十七
 
魚山蠆
タイ
芥カイ
集中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第二度校合畢
 
 
 
 
永禄七年二月書写備後隆遍
長
善
房
所望故書写畢進流声曲無残者也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
順良四十九才
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
朝意（花押）
 
下巻：
 
表紙共三四丁。竪二六・三㎝。横一八・〇㎝。半丁四行。一行一二字。
 
〔貼外題〕「魚山蠆芥集下」
 
〔内題〕無し。
 
〔尾題〕「魚山蠆芥集乙」
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〔奥書〕
 
御本云
 
初心者為指南
一
注之大都
ハ
案記
ヲ
爲本
ト
一
雖
レ
然於當当世相違之儀不載之
一
 
御覧雖多憚
一
弟子分解迷勧秀之為勝計
一
認之愚拙弟子之
 
外不可有披覧
一
雖似法恡
ニ
一
後輩之謗法之過失不可起
 
初用心也将又長恵法印可預御廻向也此書造畢
ハ
 
 
 
 
 
明応五年
丙辰
五月十二日也春秋三十九才今
ノ
書写者
 
永正十四年
丁丑
四月廿九日書之春秋満六十
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
標詫勢遍
円深房
 
春秋廿六
 
師資契諾異他故為形見
一
拭老眼書之了芳恩
 
高從蘓迷懇志深自冥界於後世者尚以可披訪
 
菩提者也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左学頭法印権大僧都長恵
在
判
 
（ 「
音律開合名目」を挟む）
 
 
 
永禄七年二月二十七日於高野山小田原理趣院縄樞書了
 
右筆客層朝意
順良房
 
四十七才
 
備後長善房依貴命書写一者依器量 長恵法印第二之
 
伝本書写並校合畢朝意之懇志者不喩山嶽冥界之不足比
 
御回向一入奉仰處也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
持主隆遍長善房
 
第二度校合
 
朝意（花押）
 
 （№２）「正保三年版」
 
伝本が少ないため『大正蔵
１４
』で確認。
 
正保三（一六四六）年、西田勝兵衛開版。一冊。
 
〔外題〕不詳。
 
〔内題〕「魚山私鈔」
 
〔尾題〕無し。
 
〔刊記〕
 
御本云此口傳声明集拭
二
老眼
一
注
レ
之了縦雖
レ
為
二
知
 
音之人
并
同国同朋
一
輙不
レ
可
レ
有
二
書寫
一
也若背
二
此
 
旨
一
大師明神
ノ
此治罰違反之身
ノ
上
ニ
可
レ
蒙也
 
万一器両
ノ
之弟子等有
レ
之者可
レ
令
三
書
二
写之
一
也
 
永正十一年
甲戌
余三日、於清浄光院客殿書注之
 
左学頭法印権大僧都長恵
春秋
 
五十七
在判
 
右以法印長恵御正本校證之令刊行者也
 
正保
丙
戌
暦姑洗
 
日
 
二
条
寺
町
西田勝兵衛尉
 
 
四
 
先行研究の概要
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以下において、『魚山蠆芥集』及びそれ
に関連する主要な先行研究を紹介する。
 
まず、『魚山蠆芥集』に関連する先行研究を挙げる。
 
『魚山蠆芥集』に関連する主要な研究は、岩原諦信『増補校訂声明の研究
１５
』 、
大山
公淳『仏教音楽と声明
１６
』 、
金田一春彦「真言声明
１７
」 、
中川善教「魚山蠆芥集成立
攷
１８
」 、
中川善教「南山進流声明概説
１９
」 、
新井弘順「真言声明における反音曲の記
譜法について
２０
」である。これらの研究は、『魚山蠆芥集』の資料・歴史・音楽理論の
いずれかに言及するものである。
 
大山〔一九五九〕中川〔一九七六ａ〕中川〔一九七六ｂ〕では『魚山蠆芥集』の資料・
歴史について詳細に論じられている。一方、岩原〔一九三二〕新井〔一九八三〕では『魚山蠆芥集』の音楽理論について詳細に論じられている。金田一〔一九七二〕では資料・歴史・音楽理論について論じられている。
 
岩原〔一九三二〕は『魚山蠆芥集』所収曲目の実唱について『魚山蠆芥集』の情報を頼
りに論じるものである。また、金田一〔一九七二〕は『魚山蠆芥集』の刊本のみを利用した論考である。したがって、室町期以前の『魚山蠆芥集』の成立過程に係る資料を扱う研究ではないといえる。新井〔一九八三〕は、『魚山蠆芥集』の所収の反音曲 記譜法を初めて解明した論考である。
 
次に、『魚山蠆芥集』が成立した室町期後半までの真言声明 関連する先行研究を紹介
する。
 
『魚山蠆芥集』の先駆資料と考えられる『声明集』についての先行研究 ついて挙げる。
 
それは、先述した幾本かの声明譜 影印 て収められている 日本音楽史料集成』１の
中の二つの解説である。一つは、新井弘順氏の「真言声明南山進流について
２１
」 、
もう
一つは、福島和夫氏の「一五・一六世紀刊行 印刷楽譜
２２
」である。なお、『日本音楽
史料集成』１には、「文明四年版」の影印資料の他に
「 〔
般若理趣経〕文明一五年版」
「 〔
諸講伽陀〕文禄二年泉空奥書
 
無刊記」とそれぞれ題名が付された二本の影印資料が
収載されている。
 
真言声明の記譜法、さらには、仁和寺系及び醍醐寺系の声明ついての研究が新井弘順氏
によって推し進められている。それは、 真言声明 おけ 反音曲の記 法について（Ⅱ）――仁和寺相応院流――
２３
」「真言声明慈業系大進上人流の展開
２４
」「声明の記譜法
の変遷――博士図――を中心に
２５
」「宣雅博士本『法則集』について
２６
」「真言声明
醍醐流〈理趣経讃〉の二種の譜――唯律様と反音様について――
２７
」である。この一連
の研究によって真言声明の記譜法の研究は飛躍的に進歩したといえる。
 
次に真言声明の歴史について言及している研究を挙げる。これは、櫛田良洪氏の「声明
成仏思想の受容
２８
」である。これは、「声明成仏思想」を主題としているが、東寺宝菩
提院及び称名寺所蔵の声明資料を利用し 平
安期末から鎌倉期にかけての真言声明の歴史
について論じている。また、金田一春彦氏も『四座講式』において「真言声明 流派」についての歴史的展開について概論的に論じている
２９
。
 
次に、真言声明の口伝書に関する先行研究を挙げる。これは、澤田篤子氏の二本の論考
である。それは「真言声明 口伝書」について（第一報） 博士指口伝事――
３０
」と
「真言声明の口伝書につい （第二報）― 声実抄―
３１
」である。
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以上が『魚山蠆芥集』及び、それに関連する主要な先行研究である。
 
 
続いて、今紹介した中で『魚山蠆芥集』の成立過程について言及している論考について
少しく付言したい。
 
『魚山蠆芥集』の成立過程について言及している先行研究は、大山〔一九五九年〕と中
川〔一九七六ａ］中川〔一九七六ｂ〕の三本だけである。
 
大山〔一九五九〕では「魚山集は斯道初学入門の手曳きとして編纂されたので、これは
声明及び声明集の盛行に伴う必然の帰結としなくてはならぬ。
３２
」 、
また、中川〔一九
七六ａ〕では「形式上、声明集が先行して、それが発展して教則本的な性格を帯びるに至って、後に魚山集に成った
３３
」 、
と述べられている。これらの記述によって、『魚山蠆
芥集』の成立前に 、高野山において声明が盛んになり、『声明集』を手に取る初心者が増加したため、それについて 教則本が必要不可欠になり、『魚山蠆芥集』が編纂された状況を窺い知ることが きる。
 
また中川〔一九七六ｂ〕では、「 集は教則本として、声明集は法会依用の料
需要に応じて刊行されたものであろう。その『声明集』に『私案記』に依って注記したのが、長恵師の『魚山 である。
３４
」と述べられている。これは、『魚山蠆芥集』は法
会用の『声明集』に『声明集私案記』の記述が注記として付された教則本として成立したということである。つまり、『魚山蠆芥集』は、それ以前の『 集』と基本的構造（曲目・曲順及び博士の骨格）は同じものであって、新たに『声明集私案記』によって旋律や所作の注記が加えられた教則本であると中川氏はみなし い ようである
 
以上のように、大山氏、中川氏は、『声明集』が普及し、教則本の需要 高まったため
に『魚山蠆芥集』 成立したと、『声明集』 『
魚山蠆芥集』との関連性を強調している。
 
おそらく、先行研究で述べられているように、『魚山蠆芥集』は『声明集』や『声明
私案記』の影響を受けて成立したも だと思われ 。しかし、先行研究では 『声明集』から『魚山蠆芥集』へどのよ に展開していったのかについて 具体的な検証がなされていない。つまり がど 系統 『声明集』を受け継いでいるのか。私案記』の記述を実際にどのような態度で受用している 。ま 『声明集私案記』 外の系統の情報の影響は果たして存在しなかっ のかと うようなことが論じられていない。以上のことを踏まえ本研究を進めていく。
 
                                        
         
 
１
中川の大進上人宗観（～一一一五～）を祖とする声明の流派である大進上人流が十三世
紀初頭に高野山に伝わって興った高野山の声明の一流を現在、南山進流と呼称している。
 
２
新井弘順「声明の記譜法の変遷――博士図――を中心に」日本音楽史研究第 号
 
一九
九六年
 
一六頁。
 
３
福島和夫校訂『日本音楽史料集成』１「古版声明譜」東京書籍
 
一九九五年。
 
４
『遍照発揮性霊集』『弘法大師全集』巻第八
 
密教文化研究所
 
一九一〇年
 
四七〇頁、
『定本弘法大師全集』巻八集
 
密教文化研究所
 
一九九六年
 
九九頁。
 
５
東南院方に関しては、剱海、釼忠にみられるように最初は 東南院の住僧が東南院方を
弘通していたようであるが、十五世紀 なると東南院の院主が覚証院方の正嫡になっるので、東南院において東南院方が伝承されているわけで なかったと考えられる。なお、覚証院方の正嫡に関しても必ずしも覚証院方の住僧が覚証 方の正嫡になっているわけではなく、隆然の三代後の隆 を最後に覚証院 住僧は覚証院方の正嫡にはなってい い。
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６
朝意の『梵讃許可
幷
血
脈
』及び江戸期の真源（一六八九～一七五八）の『密宗声明系譜』
において僅かに確認できる。
 
７
『声明声決書』では、東南院方の剱海の後を継いだ了栄房剱忠が自分の代で東南院方が
廃れることを嘆き隆然から声明を学びに赴いたが、器量なく「了栄房の非節」と呼ばれる誤った声明を東南院に持ち帰ってしまったと述べられている。この東南院方及び、金剛三昧院方が、剱忠、覚意の後にどのような人物 よって伝承されたのかについては分かっていない。
 
８
大山公淳『仏教音楽と 明』大山教授法印昇進記念出版会
 
一九五九年
 
口絵写真三
（一）（二
） 。
 
９
中川善教『仏教学論集』山喜房書林
 
一九七六年
 
四二三頁。
 
１０
神奈川県立金沢文庫編著『金沢文庫
資料全書』第八巻「歌謡・声明篇
 
続」一九八六
年
 
便利堂
 
三二一～三二二頁。
 
１１
・『声実抄』『続真言宗全書』三〇
 
続真言宗全書刊行会
 
一九八六年。三～三五
頁。・『声明声決書』『続真言宗全書』三〇
 
二五五～二八七頁。・『声明集私案記』
『続真言宗全書』三〇
 
八九～一三〇頁。
 
１２
『日本音楽史料集成』１九六頁。
 
１３
「広島県立歴史博物館展示図録」第二八冊『尾道西國寺の寺宝展』二〇〇二年
 
七九
頁。
 
１４
「魚山私鈔」『大正新修大蔵経』第八四巻
 
大正新修大蔵経刊行会
 
一九三一年。
 
１５
岩原諦信『岩原諦信著作集』２東方出版
 
一九九七年。初刊一九三二年。
 
１６
大山〔一九五九
〕 。
 
１７
東洋音楽学会編 仏教音楽』音楽之友社
 
一九七二年
 
八二～一七〇頁。
 
１８
中川善教『仏教学論集』四一八～四四九頁、中川〔一九七六ａ〕と略称する。
 
１９
中川善教『仏教 論集』三七五～四一七頁、中 〔一九七六ｂ〕と略称する。
 
２０
新井弘順「真言声明における反音曲の記譜法について」『東洋音楽研究』
 
第四八号
 
一九八三年。
 
２１
『日本音楽史料集成』１九三頁。
 
２２
『日本音楽史料集成』１九八頁。
 
２３
新井弘順「真言声明における反音曲の記譜法について（Ⅱ）――仁和寺相応院流――」
『国立音楽大学研究紀要』第一八号
 
一九八四年。
 
２４
新井弘順「真言声明慈業系大進上人の展開」『醍醐寺 密教と社会 山喜房佛書林
 
一九九九年。
 
２５
新井弘順「声明の記譜法の変遷――博士図――を中心に」『日本音楽史研究』第一号
 
一九九六年。
 
２６
新井弘順「宣雅博士本『法則集』について」福島和夫 日本史研究叢刊一三『 世音
楽史論叢』和泉書院
 
二〇〇一年。
 
２７
新井弘順「真言声明醍醐流〈理趣経讃〉の二種の譜――唯律様と 様について――」
『真言密教と日本文化』
 
二〇〇七年。
 
２８
櫛田良洪「声明成仏思想の受容」 密教成立過程 研究』山喜房書林
 
一九六六
年。
 
２９
金田一春彦『四座講式』の研究
 
三省堂
 
一九六四年。
 
３０
澤田篤子「真言声明の口伝書について（第一
報）――博士指口伝事――」『大阪教育
大学紀要』第三十四巻
 
一九八六五年。
 
３１
澤田篤子「真言声明の口伝書について（第二
報）――声実抄――」『大阪教育大学紀
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要』第三十五巻
 
一九八六年。
 
３２
大山〔一九五九〕二二二頁。
 
３３
中川〔一九七六ａ〕四四八頁。
 
３４
中川〔一九七六ｂ〕三九〇頁。
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第一章
 
『魚山蠆芥集』について
 
 
はじめに
 
 本章で 、『魚山蠆芥集』の基本的情報について述べる。第一節では資料と変遷につい
て、第二節では『魚山蠆芥集』を編纂した長恵と現存している三巻本の『魚山蠆芥集』を書写した朝意について、第三節では曲目・曲順、第四節では曲調、第五節では博士・旋律・仮名 六 注記、第七節では『魚山蠆芥集』の最後に掲載されている「音律開合名目」について取り扱 たい。
 
 
第一節
 
資料と変遷
 
 
本節では、第一項で長恵の『魚山蠆芥集』の編纂と再治について、第二項で朝意の『魚
山蠆芥集』の書写、第三項で『魚山蠆芥集』の刊行についてそれぞれ概観する。
 
 
第一項
 
長恵の『魚山蠆芥集』の編纂と再治
 
 長恵による『魚山蠆芥集』の撰述過程について考察するにあたり、これを長恵による編
纂と再治に区分けする。
 
『魚山蠆芥集』は最初、甲乙二巻本として明応五年（一四九六）に智生房長恵によって
編纂された
１
。その後、長恵は、これを永正十四年（一五一七）に再治し終え、現在に伝
わる『魚山蠆芥集』 形成した。
 
 
第一目
 
編纂
 
 長恵自筆の甲乙二巻の『魚山蠆芥集』は残念ながら現存しない。そこで甲乙二巻の『魚
山蠆芥集』の原本を便宜的に「明応未再治本」と呼ぶ。長恵自筆本は存在しないが、「明応未再治本」の転写本と思しき資料が存在する。それらは、享禄五年（一五三二）に書写された「享禄五年本
２
」と書写年不明の「桜池院本
３
」である。なお、これら両本は、ど
ちらも完本ではない。
 
中川〔一九七六ａ〕によると「享禄五年本」の構成は、〈三礼・如来唄〉から〈胎蔵
界〉の〈五誓〉ま 、「桜池院本」の構成は、〈胎蔵界〉の〈虚空蔵轉明妃真言〉から〈教化〉までとそれぞれなっているという
４
。
 
「桜池院本」の本奥書には、明応五年（一四九六）に長恵が『魚山蠆芥集』を著したこ
とが明記されている
５
。また、中川〔一九七六ａ〕では、本奥書の前には、「魚山蠆芥集
乙」と記されていることから、 桜池院本」は「明応未再治本」の「乙巻」であ とみなされている
６
。
 
中川〔一九七六ａ〕は、「享禄五年本」を二
巻本の『魚山蠆芥集』の「甲巻」とみなし、
「桜池院本」の「乙巻」の前に持ってくると 整合性 とれた曲の配列になることから、これら両本を合本す と「明応未再治本」になると推定している
７
。ただし中川〔一九七
19 
 
六ａ〕では、両本によって「明応未再治本」が復元されると確定するためには、曲の配列からだけではなく、注記の「あり方
８
」の類似性も考慮しなければならないとも述べられ
ている。当書 この類似性について項を設けて指摘する用意があると述べられているが、それを具体的に指摘している箇所は確認されない。
 
つまり先行研究では、「享禄五年本」と「桜池院本」によって「明応未再治本」が復元
されることは、完全には確定され ない。確かに、両本を繋ぎ合わせ ば、整合性のとれた一本の譜本になるので、この「享禄五年本」と「桜池院本」の合本は、長恵が明応五年に最初に世に出した『魚山蠆芥集』である可能性がある。今後、曲の配列以外のことも視野にいれ、「明応未再治本」の復元を目指したい。
 
 
第二目
 
再治
 
 長恵は、永正十四年（一五一七）に『魚山蠆芥集』を甲乙二巻本から上中下三巻本に再
治し終えた。
 
このことは、後に述べる朝意によって書写さ
れた複数の『魚山蠆芥集』の奥書から判明
している。すなわち朝意の書写本は 長恵による『魚山蠆芥集』の再治を記す現在れている最古の資料である。この奥書を「永禄七年本」（一五六四）によってみる。
 
中巻の本奥書を引用する。
 
本云
 
以上中巻了
 
此口傳声明集拭老眼注之了縦知音之人
 
并雖同国同朋也輙不可有書写也若背此旨大師明神
 
此治罰違反之身上可蒙也万一器両之弟子有之者可令
 
書写之也
 
永正十一年
甲戌
余ウツキ
三日於清浄光院客殿書注之
 
左学頭
 
 
 
 
 
 
法印権大僧都長恵
春秋
 
五十七
 
次に下巻の本奥書を引用する。
 
御本云
 
初心者為指南
一
注之大都
ハ
案記
ヲ
爲本
ト
一
雖
レ
然於當当世相違之儀不載之
一
 
御覧雖多憚
一
弟子分解迷勧秀之為勝計
一
認之愚拙弟子之
 
外不可有披覧
一
雖似法恡
ニ
一
後輩之謗法之過失不可起
 
初用心也将又長恵法印可預御廻向也此書造畢
ハ
 
 
 
 
 
明応五年
丙辰
五月十二日也春秋三十九才今
ノ
書写者
 
永正十四年
丁丑
四月廿九日書之春秋満六十
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
標詫勢遍
円深房
 
春秋廿六
 
師資契諾異他故為形見
一
拭老眼書之了芳恩
 
高從蘓迷懇志深自冥界於後世者尚以可披訪
 
菩提者也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左学頭法印権大僧都長恵
在
判
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この本奥書によって長恵が永正十一年（一五一四）に『魚山蠆芥集』の中巻までを再治
したことが分かる。そして、その三年後の永正十四年（一五一七）に三巻本に再治し終えたものを弟子の円深房勢遍（一四九二～）に授与したようである。したがって、長恵は少なくとも永正十四年までに『魚山蠆芥集』を再治し終えていたことが分かる。
 
また、この本奥書の「将又」以下が誰の記述であるのか判然としない。これに関して、
中川〔一九七六ａ〕では、「原奥書は長恵師が書いたようでもあり、書き与えられた勢遍師が書き足し のようである。原本が見あたらぬのであるから何れとも調査の法 無い。
９
」と述べられている。
 
また、勢遍は江戸中期に真源（一六八九～一七五八）の著した『密宗声明系譜
１０
』に
おいて、長恵と朝意の間に位置付けられる覚証院方の正嫡である
１１
。
 
なお、三巻本の『魚山蠆芥集』も長恵自筆本は現存しない。したがって、元々の長恵自
筆の原本を便宜的に「永正再治本」と呼ぶことにす
 
 第二項
 
朝意の『魚山蠆芥集』の書写
 
 長恵が再治し終えた『魚山蠆芥集』 、長恵の孫弟子の順良房朝意によってこ 後度々
書写された。ここでは、まず朝意以前の 写について、その後に朝意の書写についてみ 。
 
 
第一目
 
朝意以前の写本
 
 まず、朝意以前の写本を挙げる。長恵の『魚山蠆芥集』の再治と、朝意 『魚山蠆芥集』
の書写の間にも、幾本かの『魚山蠆芥集』の写本が存在する。
 
現在存在が確認できる は「享禄元年本」（一五二八）「天文四年本」（一五三五）の
二本である。「享禄元年本」の原物資料は実際にはみ ない で、大山〔一九五九〕及び、『聲明本展観目録
１２
』の情報によって分かる範囲で書誌について確認したい。なお、
大山〔一九五九〕及び『聲明本展観目録』において当本に関する情報は限りなく少ない。
 
「天文四年本」は大山〔一九五九〕と中川〔一九七六ａ〕で紹介されている。ただし、
大山〔一九五九〕 はほとんど論じられていない。中川〔一九七六ａ〕では、「明応未再治本」よりも「永正再治 」の方に類似していることが報告されている。当本は高野山学附属高野山図書館所蔵の複写資料によって書誌につ て確認する。
 
 （№１）「享禄元年本」
 
高野山遍照光院蔵所蔵。『聲明本展観目録』に奥書掲載。大山〔一九五九〕（二二四頁）で僅かに言及されている。原物資料は未確認である。
 
享禄元（一五二八）年写。書写者不詳。装丁不詳。上・中・下三冊。
 
〔外題〕「魚山私鈔」
 
〔内題・尾題〕不詳。
 
〔奥書〕
 
於高野山谷上地蔵院移之
 
享禄元秊三月吉日
（ 『
聲明本展観目録』四頁）
 
 
21 
 
（№２）「天文四年本」
 
高野山福智院所蔵（高野山大学附属高野山図書館蔵本寄託｟
４５４
キＢ６｠
） 。
複写資料
で確認。
 
天文四（一五三五）年写。書写者不明。列帖装枡形。一冊。表紙共七三丁。竪二七・三㎝。横一七・七㎝。半丁四行。一行八字。
 
〔外題〕「魚山私鈔」
 
〔内題〕「魚山私鈔」
 
〔尾題〕無し
 
〔奥書〕
 
天文四年
乙未
五月十六日酉尅書寫畢
 
 
高野山金剛峯寺蓮華谷徳蔵院宿坊
ニ
テ
書之
 
 
折節稽古依無隟草案仕候
 
後見之旁々恥入候
 
 
 
 
 
第二目
 
朝意の書写本
 
 次に朝意が書写した『魚山蠆芥集』である。朝意は、長恵が再治した『魚山蠆芥集』を
度々自ら書写し、それを弟子達に授けていたことを『魚山蠆芥集』の書写本の多さから窺い知ることができる。
 
現存する朝意が弟子に授与 の多くは の自筆本である。また、朝
意が弟子に伝授した『魚山蠆芥集』以外の「秘讃」等も朝意の自筆本が現存する。したがって、朝意の聖教類の伝授の仕方は、通常の方法のようにテキストを弟子に閲覧・ させたうえで、自筆の奥書を 添えるのではなく、自ら本文までも書き写して多数の弟子に与えるという特殊なものであったといえる。
 
朝意の自筆の『魚山蠆芥集』は現在までに以下の六本が確認できる。（№２）（№５）
は先述した（№１）と同様の本 有す なお、（№５）は中巻のみ残存している。（№３）（№４）は『聲明本展観目録』に朝意の書写奥書のみ掲載されている資料である。（№１）（№２） ５ の奥書 情報によって
、朝意の書写した三巻本の『魚山蠆芥集』
は「永正再治本」を書写したものであることが分かる。つまり 朝意の自筆の『魚山蠆芥集』は長恵の「永正再治本」の転写本であるといえる。
 
 （№１）「永禄七年本」（一五六四）尾道西國寺蔵。写真資料で確認。（ 誌は序論参照）
 
 （№２）「永禄十二年本」
 
高野山普門院所蔵。複写資料で確認。
 
永禄一二（一五六九）年、朝意（一五一八～一五九九）写。列帖装。上中下三冊。
 
上巻：
 
表紙共二三丁。法量不詳。半丁四行。一行八字
 
〔貼外題〕「魚山蠆芥集上」
 
〔内題〕「魚山私鈔」
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〔尾題〕「魚山蠆芥集上」
 
〔奥書〕
 
 
 
 
永禄十二
己
巳
年
甲
子
九月廿七日九州覚吽房
 
依所望口伝声明書写了和州東大寺之
 
生長南山常住客僧朝意
順良房
 
五十二才
於巻
 
尾智恵水求聞持所書之
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
持主覚吽頼澄之
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
實傳
 
中巻：
 
表紙共三〇丁。竪二六・三㎝。横一八・〇㎝。半丁四行。一行七字。
 
〔貼外題〕「魚山蠆芥集中」
 
〔内題〕無し。
 
〔尾題〕「魚山蠆芥集中」
 
〔奥書〕
 
本云
 
以上中巻了
 
此口傳声明集拭老眼注之了縦知音之人
 
并雖同国同朋也
ト
一
輙不可有
二
書写
一
也若背此旨大師
 
明神此治罰違反之身上可蒙
一
也万一器両之弟子有
 
之者可令書写之也
 
永正十一年
甲戌
余ウツキ
三日於清浄光院客殿書注之
一
 
左学頭
 
 
 
 
 
 
法印権大僧都長恵
春秋
 
五十七
 
下巻：
 
表紙共三一丁。竪二六・三㎝。横一八・〇㎝。半丁四行。一行一二字。
 
〔貼外題〕「魚山蠆芥集下」
 
〔内題〕無し。
 
〔尾題〕「魚山蠆芥集乙」
 
〔奥書〕
 
御本云
 
初心者為
二
指南
一
注之
一
大都
ハ
案記
ヲ
爲本
ト
一
雖
レ
然
ト
一
於當当世相違之儀不載之
一
後覧雖多憚
一
弟子分解迷勧秀之為勝計
一
認之
一
愚拙弟子之外不可
 
有披覧
一
雖似法恡
一
後輩之謗法之過失不可起初用心也将又
 
長恵法印可預御廻向也此書造畢
ハ
明応五年
丙辰
五月十二日也
 
春秋三十九才今
ノ
書写者
 
永正十四年
丁丑
四月廿九日書之春秋満六十
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
標詫勢遍
円深房
 
春秋廿六
 
師資契諾異他故為形見
一
拭老眼書之了芳恩
 
高從蘓迷懇志深自冥界於 世者尚以可披訪菩
 
提者也
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左学頭法印権大僧都長恵
在
判
 
（ 「
音律開合名目」を挟む）
 
 
 
 
永禄十二
己巳
年九月廿九日覚吽房依所望之故書之
 
南山客僧朝意
順
良
朝意（花押）
 
巻尾智恵水求聞持所
ニ
テ
書之
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
實傳
 
 （№３）「天正六年本
１３
」
 
高野山大学附属高野山図書館蔵。所在不明。『聲明本展観目録』に奥書掲載
１４
。
 
天正六（一五七八）年朝意書（一五一八～一五九九）写。
 
〔奥書〕
 
甲巻：
 
天正六秊
戌寅
八月四日防州待從公所望之條書之
 
金剛峯寺朝意
順良
 
 
六十一才
（花押）
 
中巻：
 
天正六秊
戌寅
七月晦日防州待從公所望之條馳毫筆了南岳客僧朝意
順良
 
 
六十一才
（花押）
 
乙巻：
 
天正六秊
戌寅
七月廿六日寅剋書
 
防州待從所望之條染筆了
 
南山客僧朝意
順良房
 
六十一才
（花押） 。
 
 （№４）「天正九年本
１５
」
 
高野山遍照光院蔵。行路不明。大山〔一九五九〕の口絵に写真二点あり
１６
。『聲明本
展観目録』に奥書掲載
１７
。
 
〔奥書〕
 
上巻：
 
天正九年
辛
巳
十月七日子剋斗於南山書之朝意
順良房八二
。
 
中巻：
 
天正九年
辛
巳
十月十五日子時於南山小田原桑門良圓房所望染毫筆畢和
 
州産久住客
 
朝意
順良
 
八二才
 
下巻：
 
天正九年十月廿三日於當山朝意書之
順良
 
八二才
（花押
） 。
 
 （№５）「天正十六年本」
 
高野山金剛三昧院所蔵（高野山大学附属高野山図書館寄託｟普
９５
金７｠）。複写資料
で確認。
 
天正一六（一五八八）年朝意 一五一八～一五九九）写。列帖装。中巻一冊。
 
表紙共三二丁 竪二六・九㎝。横一九・八㎝。半丁四行。一行七字。
 
〔貼外題〕無し。
 
〔内題〕無し。
 
〔尾題〕「魚山蠆芥集中」
 
〔奥書〕
 
本云
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以上中巻了
 
此口傳声明集拭老眼注之了縦知音之人并
 
雖同国同朋也輙
ク
不可有書写也若背此旨大師
 
明神此治罰違反之身上
ニ
可蒙也万一器両之弟子
 
有之者可令書写
一
之也
 
永正十一年
甲戌
余ウツキ
三日於清浄光院客殿書注之
 
左学頭
 
 
 
 
 
 
法印権大僧都長恵
春秋
 
五十七
 
魚山蠆
タイ
芥カイ
集中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第二度校合畢
 
 
 
天正十六秊
戌子
十一月十六日於光䑓院書写了
 
 
 
朝意木食
順良房
 
七十一才
（花押）
 
 
 
 
防州山口之産當山久住之客玄誓房善良尊別所望之間近年之書写相違間懇書写了
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
所持
玄
誓
房
良尊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（№６）「天正十九年本」（一五九一）徳島鶴林寺蔵。口絵写真参考
１８
。
 
天正一九（一五九一）年朝意（一五一八～一五九九）写。
 
〔奥書〕
 
天正十九秊
辛
卯
正月十九日写了朝意木食（花押）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高野山住山砌求之頼瞬房宥算
 
 
本稿では、これらの中で最も古い「永禄七年本」を三巻本の『魚山蠆芥集』として利用
する。
 
 第三項
 
『魚山蠆芥集』の刊行
 
 朝意の死後、約半世紀後の 江戸初期の正保三年（一六四六）に『魚山蠆芥集』は初め
て開版された。この「正保三年版」の開版に
より、『魚山蠆芥集』は南山進流並びに智山
派・豊山派の新義方の声明における主たる教則本の地位を獲得したと考えられる。「正保三年版」以降の『魚山蠆芥集』はこれが祖本となっているからである。
 
そして、「正保三年版」には、朝意の書写本にある「永正再治本」の中巻の奥書と、長
恵が勢遍に「永正再治本」を授与したことを示す奥書の両方が存在するので勢遍のものか、朝意書写本の何れかを底本としている可能性がある。したが 、「正保三年版」は「明応未再治本」ではなくて、「永正再治本」を底本として開版されたといえる。なお、中川〔一九七六ａ〕では、 正保三年版 は朝意書写本を原本と て刊行されたと考えられている
１９
。なお「正保三年版」には西田勝兵衛と辻井吉右衛門の二種の版があり、『大正
新修大蔵経
２０
』第八十四巻に収録されているものは前者である。また、「正保三年版」
はほとんど伝存しておらず、わずかに高野山一乗院・高野山三宝院・高野山大学附属高野山図書館・岡山金剛福寺にのみ所蔵され いるという
２１
。
 
次に、「正保三年版」以降の南山進流・新義方（智山）で刊行された主要な『魚山蠆芥
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集』を挙げその刊記を示す。
 
まず、南山進流から発刊された『魚山蠆芥集』を挙げる。
 
 （№１）「慶安二年版
２２
」（一六四九）
 
『聲明本展観目録』（一七頁）に 記掲載。
 
〔刊記〕
 
慶安二己丑暦孟春吉辰
 
中野小左衛門
 
 （№２）「享保十二年版
２３
」（一七二七）
 
『声明資料展声明集特集出陳目録』（一八頁）に刊記掲載。
 
〔刊記〕
 
御本云此口傳声明集拭
二
老眼
一
注
レ
之了縦雖
レ
為
二
知
 
音之人
并
同国同朋
一
輙不
レ
可
レ
有
二
書写
一
也若背
二
此
 
旨
一
大師明神
ノ
此治罰違反之身
ノ
上
ニ
可
レ
蒙也
 
万一器両
ノ
之弟子等有
レ
之者可
レ
令
三
書
二
写之
一
也
 
永正十 年
甲戌
余三日、於清浄光院客殿書注之
 
右（マゝ）学頭法印権大僧都長恵
春秋
 
五十七
 
右以法印長恵御正本校證之令刊行者也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
正保
丙戌
暦姑洗
 
日
 
辻井吉右衛門開版
 
 
 
 
 
 
 
 
享保十二
丁未
年正月吉日
 
村上勘兵衛開版
 
 （№３）「寛保三年版」（一七四一）
 
『聲明本展観目録』（一七頁）に刊記掲載。普及版。
 
〔刊記〕
 
（１）辻井吉左衛門版：
 
右以法印長恵御正本校證之令刊行者也
 
 
 
正保
丙戌
暦姑洗日
 
西田勝兵衛尉
 
 
 
寛保三年癸亥七月重訂
 
辻井吉左衛門校刻
 
 
（２）経師八左衛門版：
 
 
 
寛保三年癸亥七月重訂
 
経師
 
八左衛門
 
 
（３）経師市兵衛版：
 
 
 
寛保三年癸亥七月重訂
 
板元
 
南紀高野山経師市兵衛
 
 （№４）「天保五年版」（一八三四『声明正律
』 ）
 
『聲明本展観目録』（一八頁）に刊記掲載。
 
〔刊記〕
 
 
 
天保五年春三月上梓
 
金剛峯寺報恩院蔵版
 
 （№５）「明治二十五年版」（一八九二）
 
『声明資料展声明集特集出陳目録』（一九頁）に刊記掲載。
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〔刊記〕
 
 
 
明治二十五年四月二十七日出版
 
 
 
翻刻兼発行者
 
葦原寂照
 
 （№６）「昭和五年版」（一九三〇『南山進流声明類聚付伽陀
』 ）
 
原物資料で確認。
 
〔刊記〕
 
昭和五年九月十五日印刷
 
 
 
筆者土生川齋
 
昭和五年九月二十五日発行
 
 
平成二十二年四月十日第十七版
 
編輯人
 
和歌山縣伊都郡高野山本中院谷一三九番地昭和五年九月十五日
 
宮野宥智
 
発行者
 
和歌山縣伊都郡高野町三六四番地
 
加藤諦道
 
 
 
印刷者
 
和歌山縣伊都郡高野町七五九番地
 
松本卓也
 
発行所
 
和歌山縣伊都郡高野町
 
松本日進堂本店
 
記念法会図書刊行会
 
 
次に、新義方（智山）から発刊された『魚山蠆芥集』を挙げる。
 
 （№１）「天和二年版
２４
」（一六八二）
 
『聲明本展観目録』（一七頁）に刊記掲載。
 
〔刊記〕
 
□考校律呂點布四聲再□梓伏冀法音清雅旹壬戌冬□良辰湖北僧頼仁
 
村上勘兵衛
 
 （№２）「貞享二年版」（一六八五）
 
複写資料
２５
で確認。
 
〔刊記〕
 
備考校律呂點布四聲再入梓伏冀法音清雅旹壬戌冬天良辰湖北僧頼仁
 
右以六波羅蜜寺宗識房御本文字博士等再改之
 
貞享二乙丑冬十二月一日
 
武州英長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
村上勘兵衛雕刻
 
（№３）「正徳元年版」（一七一一）
 
複写資料
２６
で確認。普及版。
 
〔刊記〕
 
備考校律呂點布四聲再入
 
梓伏冀法音清雅旹
 
壬戌冬天良辰湖北僧
 
頼仁
 
右以六波羅蜜寺宗識房御本文字博士等再改之
 
 
貞享二乙丑冬十二月一日
 
武州英長
 
夫梵唄者有
二
自然之音響節族
一
而不
レ
能
レ
巳者也
 
協
二
律呂
一
而唱
レ
之則諸佛必有
レ
作
二
感応適悦之思
一
 
焉故先覚至
二
于纖毫之博士
一
尽
レ
美矣又尽善也
 
而雖
レ
令
レ
寿
レ
梓迨
二
歳月之久
一
則漫滅之失不
レ
為
レ
不
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レ
多故就加
二
是正
一
間亦承
一
我師之槖籥
一
採
二
諸名師之
 
瓊藻
一
而補
二
苴之
一
云
レ
尓正徳元稔歳次
二
辛卯
一
 
臘月殻且武州鴻巣正法院尊龍弟子
鏡
寛
跋
 
正徳元年
辛卯
臘月吉且
 
 
銅駝坊書肆平等寺
 
 
村上勘兵衛
 
 
寺町通松原
 
辻井吉右衛門開板
 
 （№４）『大正新刻新義声明大典』（一九一七）
 
『声明資料展声明集特集出陳目録』（二〇頁）に刊記掲載。
 
〔刊記〕
 
大正六年、編輯内山正如、
神
奈
川
県
平間寺出版部刊。
 
 （№５）『昭和改版智山聲明 典』（一九三二）
 
原物資料で確認。
 
〔刊記〕
 
大正六年六月初版発行
 
大正十一年八月訂正増補再版発行
 
昭和七年七月第三版発行
 
昭和十五年三月第四版発行
 
昭和三十九年九月第五版発行
 
編輯者
 
故
 
内山正如
 
発行者
 
川崎市大師町
 
平間寺法務部
 
印刷者
 
東京都板橋区志村町五
 
凸版印刷株式会社
 
発行所
 
大本山 大師平間寺
 
 
 以上、本節では『魚山蠆芥集』の資料と、長恵の『魚山蠆芥集』の撰述から『魚山蠆芥
集』の刊行までの変遷について概観した。次節では『魚山蠆芥集』を撰述した長恵と『魚山蠆芥集』の普及の礎を築いた朝意について考究を行う。
 
 
第二節
 
長恵と朝意
 
 
『魚山蠆芥集』は、最初長恵によって編纂され、その後朝意によって度々書写されたこ
とによって南山進流の規範的教則本になりえたといえる。したがって、本節では、『魚山蠆芥集』を撰述した長恵と『魚山蠆芥集』の普及の礎を築いた朝意について論じる。
 
 
第一項
 
長恵
 
 
文明四年（一四七二）に『声明集』が刊行され 南山進流の「声明本」の開板事業が展
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開された後、明応五年（一四九六）に『魚山蠆芥集』が長恵によって編纂された。『声明集』の開板事業の隆盛と長恵の関連について福島和夫氏は、
 
 
また十年版の開板者忠義（明王院第一世。一四二六～九八）の後嗣が室町期後半の代表的声明家長恵（一四五八～一五二四）であることもあって、書誌学上の上でも、また声明史においてもこの声明集の刊行は高く評価されてきた
２７
。
 
と述べている。福島氏は、『声 集』を開板した人物の弟子が『魚山蠆芥集』を編纂した長恵であるという事実に注目し、『声明集』開板事業と『魚山蠆芥集』誕生の因果関係を強く意識しているようである。因みに、この十年版とは、「文明四年版」に続いて文明十年（一五四一）に開版された『声明集』である。まず、この資料 書誌を 声明資料展声明集特集出陳目録』を参考にして確認する
２８
。
 
 「文明十年版」
 
上野学園日本音楽史研究所所蔵。『声明資料展声明集特集出陳目録』で確認。
 
文明十（一四七八）年、龍全（筆者）成秀（博士
） 。
列帖装。一冊。緒紙。欠丁本。竪
一五・八㎝。横一六・二㎝。半丁四行 一行八字。
 
〔刊記〕
 
筆者龍全博士成秀為重實真仙頓證菩提開此印板願主忠義文明十年六月廿一日
 
 
この資料は、「文明四年版」と同様に「龍全筆成秀博士」とあるもので、開板者だけが
「文明四年版」とは異なり、忠義である。ただし、福島氏に ると、「文明四年版」「文明十年版」は底本を別にするという
２９
。その理由を福島氏は、「文明十年版」は忠
義が新しく依頼した版下で刷られているからだと推測 ている。なお、「文明十年版」は「文明四年版」と基本的構造、及び博士の骨格はほとんど同じである。
 
後述する「文明四年版」と『魚山蠆芥集』との類似性を考慮すると、長恵が『魚山蠆芥
集』を編纂する上で「文明四年 」「文明十年版」を下地にしていた可能性があ 。
 
では、『魚山蠆芥集』を編纂した長恵とはどのような人物であろうか。
 
江戸中期に真源が著した『密宗声明系譜』には、
 
 
 
智生房。武州
ノ
人忠義
明
王
院
之資。住
二
淸淨光院
一
。亦云
二
二階堂
ト
一
謂
ク
淸淨光院
在
二
醍醐
ニ
一
。二階堂
ハ
在
二
鎌倉
ニ
一
。醍醐覺雄曾
テ
住
二
淸淨光院
一
。後任
二
二階堂
ノ
別当
ニ
一
。建久二年遁
ル
二
世
ヲ
南山
ニ
一
住
二
往生院谷
ニ
一
。時人從
テ
二
本所住
ニ
一
呼
二
之
ヲ
淸淨光院
一
。又爲
二
二階堂
ト
一
。從
レ
此而一宇
二
存
ス
二
兩名
ヲ
一
。長惠勢遍
頴宗龍海等皆住
二
此寺
ニ
一
慶長七年壬寅三月二十一日。日海摂
二
合
シ
テ
彼寺
ヲ
於高祖
院
ニ
一
從
レ
此亦稱
シ
テ
高祖院
ヲ
一
爲
二
二階堂
ト
一
云。明應五丙辰歳撰
ス
一
魚山蠆芥集
ヲ
一
。永正十四年丁丑歳再校
ス
レ
之
ヲ
。明年戊寅冬移
二
住
ス
無量壽院
ニ
一
。大永四年
甲申十一月二日化。時年六十七
３０
。
 
とある。これが、長恵の生涯のあらましであ
る。師の忠義は、先述したように「文明十年
版」の『声明集』を開板した人物である。大山氏は、時の人が長恵を清浄光院 又は二階堂と呼んだと述べている
３１
が、「一宇に両名を存す」とあるから単に往生院谷の寺院を
そう呼んだ しかいえないように思える。大永四年（一五二四）に六十七歳で亡くなったので、生まれた は長禄二年（一四五八）で ろう 明応五年（一 九六）に『魚山蠆芥
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集』を撰し、さらに永正十四年（一五一七）にこれを再治したということについては、朝意が書写した『魚山蠆芥集』の奥書を参照して記したのだろう。
 
 
また、長恵は、朝盛（検校在位大永元年｟一五二一｠～五年｟一五二五｠）が検校の時
に執行代に補されている
３２
。
 
『密宗声明系譜』によると長恵は如意輪寺の快助（～一四七八）の弟子であり、覚証院
方の正嫡に位置付けら
３３
 
また、弟子には、頼宣、勢遍、祐賢、空遍、祐算がいる。この中勢遍が先述したように
朝意の声明の師である。
 
『魚山蠆芥集』以外の長恵の残したものは現在ほとんどみることができない 、大山氏
の先行研究に幾つか紹介されている
３４
。それらを挙げると、
 
（№１）永正二年（一五○五）に長恵が増専に与えた「声明印信」一紙（金剛三昧院所蔵
） 。
 
（№２）永正十三年（一五 六）の「両坦遶堂次第
」 。
 
（№３）大永四年（一五 四）の「平座曼荼羅供導師法則
」 。
 
等である。しかしこれらを実際にみていないのでどのようなものなのか分からない。
 
また、『聲明本展観目録』に長恵に関連するものとして次のようなものがある。
 
（№４）西門院所 の『 座講式』二軸。二軸と ように、「涅槃、羅漢欠
３５
」と記
載されている。この中、「遺跡講式」の奥書には、
 
 
 
永正十二年
乙
亥
六月十六日
 
權大僧朝恵五十八
 
 
此御奥左學頭淸淨光院御自筆也以之加点交合了
３６
 
とある。「朝恵」と記載されているが、永正十二年の時点で長恵は確か 五十八歳であるし、「清浄光院」とあるの 「朝恵」と「長恵」は同 人物である。
 
（№５）金剛三昧院所蔵の『四所明神祭文』一紙。奥書に、
 
 
 
明應六年
丁
已
十一月廿日未尅於淸淨光院客殿書寫之
一
祝博士付之
一
憚多之
一
雖然難去
（マゝ）付之然間此本寫置者也
 
入寺長惠判
四
十
才
 
權少僧都（マゝ）（花押）
 
于時文亀三年
癸
亥
三月廿四日
 
於西谷書此
３７
 
とあり、『魚山蠆芥集』を撰述した一年後に「四所明神」の祭文に博士を付したこ がわかる。
 
 
以上のように現存する長恵に関係する資料は僅かであるが、その資料から長恵は高野山
における法儀の有識者・権威者で ったと推定できる
。
 
 第二項
 
朝意
 
  
 
 
第一目
 
人物像
 
 
長恵が永正十四年までに再治し終えた『魚山蠆芥集』を度々書写し、江戸初期の『魚山
蠆芥集』の刊行に大きく貢献したのが朝意である。大山〔一九五九〕では、
 
現代に伝える進流声明の音曲は多く今の朝意の説を本としている
３８
。
 
と述べられている程に朝意は南山進流において重要な人物であるとみなされてきた。それにも拘らず、朝意の事跡は彼自身が筆記 ものによって知られることが多く、客観的に
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朝意について報告する資料は少ない。真源の『密宗声明系譜』によれば、
 
木食順良房。光䑓院ノ住。大和添上郡。横井道一ノ子也。慶長四年十月十九化。年八十二
３９
  
とある。これによって僅かながら朝意の出自がわかる。慶長四年（一五九九）に八十二歳で亡くなっているので、生まれたのは永正元年（一五一八）であろう。朝意が住まいしていたのは光台院のようであるが、『金剛峯寺諸
院家析負二』の「光壽院先師名簿」に、
 
乃
至
寶性院快旻光壽院朝意光壽院道意南院良意等有之
４０
 
また、
 
木食朝意
 
當院及光䑓院一世
４１
 
とある。ここから光台院のみならず光寿院との朝意 関連性が指摘できる。
 
 
他に朝意を伝えるものとしては、織田信長の高野山への侵攻において朝意が太元帥法を
修した記録がある。このことを「天正高野治亂記」と『高野春秋』の二つの資料が伝えている。まず前者では、
 
 
 
又客僧中ハ令
レ
会
二
合小田原弥勒堂
ニ
一
強
二
修
ス
太元
ノ
法
ヲ
一
。大阿闍梨奥
ノ
院十穀
 
 
 
 
 
木食朝意幷快眞
４２
。
 
とある。そして、後者では、天正時九年十一月十六日に、
 
 
 
十穀斷 。朝意者。於
二
小田原弥勒堂
一
。丹
二
祈大元帥之大法。
４３
 
と記されている。これらの記述から日頃から米・麦・豆・芋を断ち、霊験を現していた木食僧としての朝意の姿が浮かんでく さらに『高野春秋』には、
 
 
 
中年探
二
得秘跡於朝意。政遍。朝印之三傑
一
４４
。
 
とあり、政遍、朝印とともに三傑と称されてい 記述 、検校執行法印宥盛について語られている箇所に存在する。この三傑 称され 朝意は、先述 木食僧としての朝意とは性格を異にする。
 
次に朝意の付法をみる。朝意の付法を調べてみると、『紀伊續風土記』「高野山之部學
侶」の「南院権大僧都宥智伝」 は、
 
光䑓院木食朝意。南院惠尊等。師之付資也
４５
 
とある。ここから、朝意が宥智の付法の弟子である とが分かる。この宥智から朝意への安祥寺流の流れについて、上田霊城氏は、
 
 
 
今、浄厳記『安祥寺諸流一統家血脈』及び慧光記『安流伝授手鏡』によって快より淨厳に至る安流の血脈を略示すると次の通りである。（血脈系図省略）すなわち、宥快――成雄――快尊
･
･
･
･
･
･朝遍に至る宝性院系の血脈は安祥寺門主相承であり、
仟遍――快旻――宥智――朝意――道意――良意の相承は安流の正嫡である
４６
 
と述べている。上によれば朝意は安祥寺流を受法していたとされ
 
 
その他に、朝意が安祥寺流を受法していたことを示すものとして、朝意が伝授した安祥
寺流の印信が尾道西國寺 現存する。こ 資料の書誌について「広島県立歴史博物館展示図録
４７
」を参考に確認する。
 
 『諸印信』
 
尾道西國寺所蔵。写真資料及び「広島県立歴史博物館展示図録」で確認。
 
天正一四（一五八六年）～天正一七（一五八九
） 、
朝意から成遍に伝授。朝意写。折
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紙・折継紙・竪紙・切紙・切継紙（包紙
） 。
三八通。竪一五・〇㎝。横一一・五㎝（包
紙
） 。
 
〔外題〕（伝法
 
安）（許可
 
安）（御遺告大変）（諸流
 
安）（頓證菩提法）（小野
安）（八家
 
成遍）（天慶印信）（若凡若聖
 
安）（七重
 
安）（乍二
 
安）（三部五
部
） 。
 
 
第二目
 
「秘讃」の相伝
 
 
次に先にみた『密宗声明系譜
４８
』によると朝意の声明の師は勢遍である。先にみた通
り勢遍は長恵の弟子である。朝意の弟子には、良尊、祐尊、盛遍、尊海、朝尊、勢朝がいる。『密宗声明系譜』において弟子たちに共通していることは、盛遍以外の弟子達が「秘讃」を朝意から伝授されたことである。相伝の内容を示す『密宗声明系譜』の文を以下に引用す
 
 
 
良尊
玄誓房。住
二
西南院
一
前住
二
多門院
ニ
一
。文禄四年五月十五日傳
二
秘讃等
ヲ
一 ／祐尊
教泉房。住
二
浄菩提院
一
。文禄二
年癸已十月二十一受
二
秘讃等
ヲ
一
。／尊海
住
二
報恩院
一
。
天正十七年己丑四月二
十二日至
二
五月九日
ニ
一
傳
二
秘讃
一
等
ヲ
一
／朝尊
天正二十年十二月二十一日房金□傳
二
秘讃
等
ヲ
一
／勢朝
養賢房。天正十三年乙酉十月十八日傳
二
秘讃乞戒等
ヲ
一
４９
 
また、『密宗声明系譜』には記載されていないが、盛遍も朝意から「秘讃」を相伝して
いる。この「秘讃」について次に挙げる。
 
なお、「秘讃」はその名前が示す通り、「秘して特別に機根を選んで伝授する
５０
」も
のであるという。真源の『乞戒声明古草捃拾』で
 
遍照寺寛朝始
テ
作
二
譜博士
ヲ
一
。而後於
テ
二
密家
ノ
聲明
ニ
一
設
ケ
二
爲
ス
三重
ノ
許可
ヲ
一
。所謂初重
ハ
秘讃。第二重
ハ
乞戒。大三重
ハ
大阿闍梨
ノ
聲明也
５１
。
 
と述べられているように、「秘讃」は寛朝によって設けら 三重の許可の制度 うちの一つである。
 
朝意は前の系譜に載っている弟子以外にも度々「秘讃」を伝授している。ここでその例
を幾つか紹介す まず、朝意の自筆本からみていく。
 
 （№１）『秘讃』
 
尾道西國寺には、文禄二年（一五九五）に朝意が盛遍に授与した「秘讃」が現存 い
る。これは、切り紙に一曲ずつ秘讃を書写したもので目録を含めて都合三十九紙である。この資料の書誌を示す。
 
 『秘讃』
 
尾道西國寺所蔵。写真資料で確認。
 
文禄二（一五九三）年三月一一日～二〇日、朝意から盛遍に伝授。朝意（一五一八～一五九九）写。切紙三九通（包紙
） 。
法量不詳。
 
〔目録奥書〕文禄弐年秊
癸
巳
三月十八日音曲沙門木食朝意（花押）
 
〔曲目〕
 
（１）〈天竜八部讃第二重〉（２）〈毘沙門讃〉（３）〈孔雀経讃〉（４ 〈如 輪讃〉（５）〈駄都讃〉（６）〈宝珠讃〉（７）〈吉慶漢語第三段秘曲〉（８）〈吉慶漢語第四段秘曲〉（９）〈吉慶梵語第 段秘曲〉（
１０
）〈吉慶梵語三段秘曲〉（
１１
）
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〈八字文殊讃〉（
１２
）〈文殊合殺〉（
１３
）〈薬師秘讃〉（
１４
）〈愛染明王秘讃〉
（
１５
）〈不動一字呪〉（
１６
）〈不動漢語讃〉（
１７
）〈不動慈救呪〉（
１８
）〈供
養讃并異説〉（
１９
）〈光明真言〉（
２０
）〈十一面讃〉（
２１
）〈葬送讃〉（
２２
）
〈最勝太子〉（
２３
）〈緊那羅天讃〉（
２４
）〈吉祥天讃〉（
２５
）〈心略漢語善字十
六節生字四節主字三節〉（
２６
）〈妙音天〉（
２７
）〈後勧請〉（
２８
）〈天竜八部第
三重深秘〉（
２９
）〈四天合讃〉（
３０
）〈毘沙門天秘曲〉（
３１
）〈毘沙門合讃〉
（
３２
）〈毘沙門秘讃〉（
３３
）〈當流阿弥陀讃
３４
）〈日月両讃〉（
３５
）〈麁
乱天〉（
３６
）〈定十六大菩薩梵讃〉（
３７
）〈定十六大菩薩漢讃〉（
３８
）〈恵十六
大菩薩漢讃〉（
３９
）〈不動慈救呪目六ノ外八千枚用意
〉 。
 
 （№２）『秘讃』
 
尾道西國寺には、朝意が良尊に授与した「秘讃」が現存している
５２
。これも、切り紙
に一曲ずつ秘讃を書写したもので目録を含めて都合三十四紙である。この資料の書誌について「広島県立歴史博物館展示図録
５３
」を参考にして確認する。
 
 『秘讃』
 
尾道西國寺所蔵。写真資料及び「広島県立歴史博物館展示図録」で確認。
 
文禄四（一五九五）年。朝意から良尊に伝授。朝意（一五一八～一五九九）写。切紙三三通（包紙
） 。
竪一八・二㎝。横一四・〇㎝（包紙
） 。
 
〔目録奥書〕文禄四秊
乙
未
五月十五日賜良尊已上音曲貧道朝意木食
順良房
 
七十八才
（花押）
 
〔曲目〕
 
（１）〈天竜八部讃第二重〉（２）〈毘沙門讃〉（３）〈孔雀経讃〉（４）〈如意輪讃〉（５）〈駄都讃〉（６）〈宝珠讃〉（７）〈吉慶漢語第 段秘曲 ８） 吉慶漢語第四段秘曲〉（９）〈吉慶梵語第三段秘曲〉（
１０
）〈吉慶梵語三段秘曲〉（
１１
）
〈八字文殊讃〉（
１２
）〈文殊合殺〉（
１３
）〈薬師秘讃〉（
１４
）〈愛染明王秘讃〉
（
１５
）〈不動一字呪〉（
１６
）〈不動漢語讃〉（
１７
）〈不動慈救呪〉（
１８
）〈供
養讃并異説〉（
１９
）〈光明真言〉（
２０
）〈十一面讃〉（
２１
）〈葬送讃〉（
２２
）
〈最勝太子〉（
２３
）〈緊那羅天讃〉（
２４
）〈吉祥天讃〉（
２５
）〈心略漢語善字十
六節生字四節主字三節〉
２６
）〈妙音天〉（
２７
）〈後勧請〉（
２８
）〈天竜八部第
三重深秘〉（
２９
）〈四天合讃〉（
３０
）〈毘沙門天秘曲〉（
３１
）〈毘沙門合讃〉
（
３２
）〈毘沙門秘讃〉（
３３
）〈當流阿弥陀讃
３４
）〈日月両讃〉（
３５
）〈麁
乱天〉
 
 
次に朝意の書き与えた「秘 」の転写本を挙げる。
 
 （№３）『聲明秘讃』
 
奈良の長谷寺 は、朝意が源与に授与した「秘讃」の転写本が現存する。この資料の書
誌を示す。
 
 『聲明秘讃』
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長谷寺所蔵。複写資料で確認。
 
書写年次不明（江戸後期書写
） 。
書写者不明。折紙。法量不詳。
 
〔外題〕「声明秘讃」
 
〔目録奥書〕
 
永禄三年
庚申
三月十一日
 
授
与
源与
 
 
 
傳授阿闍梨辨弘
順
良
房
 
 
 
 
朱書云此折紙数惣
シ
テ
三十七紙
 
〔曲目〕
 
（１）〈恵十六大菩薩梵讃〉（２）〈定十六大菩薩漢讃〉（３）〈恵十六大菩薩漢讃〉（４）〈孔雀経讃〉（５）〈天竜八部讃第二重〉（６）〈如意輪讃〉（７）〈駄都讃〉（８）〈宝珠讃〉（９）〈吉慶漢語第三段秘曲〉（
１０
）〈吉慶漢語第四段秘曲〉
（
１１
）〈不動漢語讃〉（
１２
）〈不動慈救呪〉（
１３
）〈陀羅尼〉（
１４
）〈慈救
咒〉（
１５
）〈供養讃〉（
１６
）〈吉慶梵語三段秘曲〉（
１７
）〈八字文殊讃大漢語〉
（
１８
）〈文殊合殺〉（
１９
）〈薬師秘讃〉（
２０
）〈愛染明王秘讃〉（
２１
）〈愛染
明王秘讃異説〉（
２２
）〈光明真言〉（
２３
）〈十一面讃〉（
２４
）〈葬送讃〉（
２５
）
〈最勝太子〉
２６
）〈緊那羅天讃〉（
２７
）〈吉祥天讃〉（
２８
）〈心略漢語善字十
六節生字四節主字三節〉
２９
）〈後勧請〉（
３０
）〈天竜八部第三重深秘〉（
３２
）
〈毘沙門天秘曲〉（
３３
）〈毘沙門合讃〉（
３４
）〈當流阿弥陀讃〉（
３５
）〈日月両
讃〉（
３６
）〈麁乱天〉（
３７
）〈二十一善〉
 
 
この資料では、目録以外の各曲目の奥書に朝意の本奥書が記されていることが多い。目
録の奥書には「傳授阿闍梨辨弘
順
良
房
」と記されている。先述した西國寺所蔵の『諸印信』
の中の「證菩提法
安
」の印信の包紙の書写奥書にも
 
 
 
天文廿三年
甲
寅
五月二十一日授弁弘了
 
 
 
権大僧都
 
宥智
 
と「弁弘」 名が記されている。この印信の本奥書をみると、仟遍――快旻――宥智――弁弘と記されている。これは先述の上田氏が指摘
した安祥寺流の正嫡の流れである。また、
切紙には天文二十三年（一五五四）五月二十一日に「朝意」が宥智から「證菩提法
安
」を
授与されたことが記されている。したがって、目録の奥書の弁弘は朝意と同一人物であると考えられる。
 
 
 （№４）『讃秘曲』
 
奈良の長谷寺には、朝意が海尊に授与した「秘讃」の転写本が現存する。こ 資料の書
誌を示す。
 
 『讃秘曲』
 
長谷寺所蔵。複写資料で確認。
 
書写年次不明（江戸後期書写
） 。
書写者不明。折紙。法量不詳。
 
〔外題〕「讃秘曲」（包紙）
 
〔奥書〕
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天正八
庚
辰
年九月上旬授与海尊
 
 
 
阿闍梨朝意
 
 
 
 
 
 
寛文十
庚
戊
年九月上旬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
授与範宥
 
 
 
阿闍梨頼正
 
〔曲目〕
 
（１）〈心略漢語善字十六節生字四節主字三節〉（２）〈吉慶漢語第四段秘曲〉（３）〈吉慶漢語第三段秘曲〉（４）〈吉慶梵語三段秘曲〉（５）①〈吉慶梵語第三段秘曲〉（６）②〈吉慶梵語三段秘曲〉（７）〈駄都讃〉（８）〈宝珠讃〉
 
 
「秘讃」各曲には同じ奥書が記されている。それによると、当資料の「秘讃」は朝意が
天正八年（一五八○）に海尊に授与したものであることが分かる。校合奥書にある頼正５４
（～一六七三）は、新義声明において初めて『魚山蠆芥集』を刊行
５５
した人物であ
る。つまり、この資料は朝意から幾代か経て「新義声明中興第一世
５６
」と呼ばれる人物
に「秘讃」が伝わったことを示す貴重なものであるといえる。
 
 
以上、（№３）と（№４）の資料から新義方に朝意の秘讃が伝わっていたことが分かる。
 
 
 第三目
 
「三重の許可」の相伝
 
 
次に「秘讃」が含まれている「三重の許可」の相伝についても触れておく。
 
『乞戒声明古草捃拾』の「三重の許可」についての前節で引用した文章に続 て、
 
 
 
從
レ
此。想寿―濟延―頼尋―明算―教眞―實範―宗観―勝心等。或
ハ
想寿―禅信―忠
縁―宗観―観験等。相
ヒ
傳
テ
在
リ
二
吾山
一
。
（中略）秘讃乞戒等者隆然自點
ス
レ
之
ヲ
。
（中略）釋迦遺法佛子隆然歳八十四
已
上
其韻嫡嫡相繼
テ
至
ル
レ
于
レ
今
ニ
。謂
ク
隆然―
重弘―源寶―隆法―重仙―快助―長恵―勢遍―朝意―良胤
弘忍房萬徳院
―（下略
５７
）
 
とある。この系譜とほとんど同じ内容のものを朝意自身が書写したものが残っている。それは、金剛三昧院に元来あったもので、現在は高野山大学附属高野山図書館に所蔵されている。包紙に『梵讃許可
并
血
脈
』とあり、この中に寛朝より声明が師資相承されてきた由
来が記された「伝授声明法則事」 題名が付けられた「紹文」と「血脈」の二紙がある。
 
 
まず、この資料の書誌を示す。
 
 『梵讃許可
幷
血
脈
』
 
高野山金剛三昧院所蔵（高野山大学附属高野山図書館寄託｟特
２６
ホ金５｠
） 。
複写資
料で確認。
 
天正三（一五七五）年 朝意 一五一八～一五九九）写。二紙（包紙
） 。
 
・「包紙」
 
〔外題〕「梵讃許可
幷
血
脈
」
 
・「紹文」
 
竪四一・四㎝。横二五・ ㎝。一紙一二行・ 行 四字。
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〔外題〕「伝授声明法則事」
 
〔奥書〕
 
天正三年
乙
亥
霜月朔日授与長意僧都
 
音曲沙門法印権大僧都朝意（花押）
 
・「血脈」
 
竪四一・四㎝。横二五・五㎝。一紙一一行・一行一三字。
 
〔外題〕
 
〔奥書〕無し。
 
 
この中「血脈」には、
 
廣
澤
遍照寺僧正寛朝
 
想寿阿闍梨／西方院禅信僧正
 
南勝房忠縁法橋／宗観
円明房大進上人中ノ川佛眼院
 
進
流
始
観験
紀伊上人高野山三寶院
／
以
下
皆
高
野
権律師勝心
勝
等
房
 
ア
サ
リ
憲海
定蓮房即心王院
／
ア
サ
リ
定意
改龍剣般若房
 
入寺賢任
悟蓮房功徳聚院
／
大
法
師
覺暁
改隆然覚證院
 
大
法
師
重弘
覚
證
院
／
大
師
源寶
大
智
院
 
隆印
改隆法覚證院
／
法
印
重仙
東
南
院
 
権
大
僧
都
快助
左学頭如意輪寺
／
権
大
僧
都
長恵
左学頭清浄光院二階堂
権
大
僧
都
勢遍
円
深
房
二
階
堂
／
朝意
順
良
房
 
長意
善
識
房
 
とある。「血脈」の相寿から勝心まで、また隆然から朝意の相伝までは『密宗声明系譜』のそれと全く同じである。「血脈」とともに伝存していた「紹文」には、
 
 
 
伝授声明法則事
 
 
 
 
右始自遍照寺僧正寛朝至
中
ノ
川
宗観
円明房大進上人
／所令嫡々相承梵讃秘讃法則秘曲秘／節等
 
雖未至其位多年之懇望感其志／不残一曲一節令授与長意僧都處也／此偏為令法久住於後代者守其器量／之人一両輩可被傳置者也敢不可／成輕易之思又不可有慢気不忘恩山／悉海朝意可有廻向者也仍為後證記而授之事如右
 
とあり、これは声明としての梵唄全体、「秘讃」「乞戒声明」「大阿闍梨声明」等を含めた声明の奥義・口伝等一流の伝授を示すものと推測される。このことから、「血脈」はこれらの相伝の流れを示すものであると考えられる。朝意書写の『梵讃許可
并
血
脈
』は『乞
戒声明古草捃拾』の「秘讃」の相伝の根拠となる資料である。
 
また、『梵讃許可
并
血
脈
』を授与された同じ日に長意は「大阿闍梨声明
」 、
「乞戒声明」
の許可を受けている。それを示すのが包紙に『結縁灌頂大阿闍梨乞戒声明許可』 ある印信である。まず、この資料の書誌を示す。
 
 『結縁灌頂大阿闍梨乞戒声明許可
 
高野山金剛三昧院所蔵（高野山大学附属高野山図書館寄託｟特
２６
ケ金２｠
） 。
複写資
料で確認。
 
天正三（一五七五）年、朝意（一五一八～一五九九）写。一紙（包紙
） 。
竪四一・四
㎝。横二五・五㎝。一紙一一字。一行一六字。
 
〔外題〕「大阿闍梨結縁灌頂乞戒声明事」
 
〔奥書〕天正三年
乙
亥
霜月朔日授与長意僧都
 
傳燈音曲大阿闍梨権大僧都朝意（花押）
 
 
この資料には、『梵讃許可
并
血
脈
』と同様に、金剛三昧院に元来あったもので、現在は
高野山大学附属高野山図書館に所蔵されている。これには、
 
大阿闍梨結縁灌頂乞戒声明事
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右声明之業者東寺之眼目南山肝心也然則／雖寫不輙大事以累年懇望多年稽古／其志感嘆而長意僧都善識房令授与／處也宛不可輕易之思又不可有慢心只／稽古雖為九牛之一毛依依御離期再會悉令授／与者也且又為令法久住廣作佛事也／兼又朝意可被訪後世菩提也／仍當流相承如件
 
と記されている。これら『梵讃許可
并
血
脈
』と『結縁灌頂大阿闍梨乞戒声明許可』の二種
類の印信によって朝意が「三重の許可」を一日で行ったことが分かる。なおこの『結縁灌頂大阿闍梨乞戒声明許可』と同じ印信をもう一つみることができた。その印信は、朝意が実清良学に与えたものであり、奈良の長谷寺に所蔵されている。まず、この資料の書誌を示す。
 
 『結縁灌頂大阿闍梨乞戒声明許可』
 
奈良長谷寺所蔵。複写資料で確認。
 
文禄二（一五九三）年、朝意（一五一八～一五九九）写。巻子装。一軸。法量不詳。一紙一一行。一行一三字 巻物改装。
 
〔外題〕「大阿闍梨結縁灌頂乞戒声明事」
 
〔奥書〕文禄貮年
癸
巳
卯月十四日實清
 
音曲沙門法印権大僧都朝意木食（花押）
 
 
この印信は、前記の天正三年（一五七五）から十八年後の文禄二年（一五九三）に出さ
れたものである。これには、
 
結縁灌頂大阿闍梨乞戒声明事
 
 
 
右声明業者東寺之眼目南山肝心也／然則雖為不輙大事以別儀授与 實清
良
学
畢宛不可
也輕易／之思且又為令法久住廣作佛事／也兼又以此結縁可被訪朝意後世／菩提也状如件仍當流之相承如／右
矣
 
と記されている。朝意は、自らを「傳燈音曲大阿闍梨」とは呼称せず、「梵讃許可」の印信のように「音曲沙門」と自らを呼んでいる。天正三年の印信と文禄二年のそれと は、ほとんど同じ形式である。また 大山氏は、自著の中で弘治二年（一五五六）に慶雅が快慶に与えた乞戒声明、大阿闍梨声明 相伝の際の印信を紹介している
５８
。以下にこれを
引用する。
 
結縁灌頂大阿闍梨乞戒声明事
 
 
 
右声明業者東寺之眼目南山肝心也、然則雖
レ
為
二
不
レ
輙大事
一
、以
二
別儀
一
奉
レ
畢授
二
与大法師快慶
教
善
房
一
畢／宛不
レ
可
レ
成
二
軽易之思
一
、且又為
レ
令
三
法久住広作
二
佛事
一
、兼又以
二
此結縁
一
可
レ
被
レ
訪
二
朝意後世菩提
一
之条／如
レ
件
 
仍当流之相承
如
レ
此矣
 
これは、朝意が文禄二（一五九三）年に実清良学に与えたものと同じ内容である。これ
が、朝意の「印信」の通用の形式であったと考えられ
 
以上の とから、朝意は『魚山蠆芥集』のみならず「秘讃
」 、
「乞戒声明
」 、
「大阿闍
梨声明」からなる 三重の許可」 声明の伝授も行っていたと推定できる。朝意は、数多くの音曲を、戦国時代という不安な時代 おいて弟子達に伝えたのである。このようなことが可能であったのも室町期の末期の不安な状況において、高野山において三傑と称されていたこと、安祥寺流の正嫡であったこと、南山進流の正嫡 みなさ てい ことに由来
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すると考えられる。
 
 
第三節
 
曲目・曲順
 
  
本節では、『魚山蠆芥集』の曲目・曲順についてみる。
 
『魚山蠆芥集』の曲目・曲順
５９
は、「明応未再治本」「永正再治本」さらには、江戸
期以降の版本の『魚山蠆芥集』に至るまで総じて左記の通りである。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ〈云何唄〉ｄ〈出家唄〉ｅ〈散華〉（大日・釈迦・薬師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖〉ｉ〈対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経・仁王経）ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界 ｌ〈理趣経〉ｍ〈礼讃文〉ｎ〈四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｐ〈不動讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｔ〈文殊讃〉ｕ〈吉慶漢語〉ｖ〈吉慶梵語〉ｗ〈阿弥陀讃〉ｘ〈四波羅蜜 ｙ 金剛薩埵〉ｚ〈金剛寶
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉
γ
〈佛
名〉
δ
〈教化〉
 
この曲の配列は、ａ〜ｉの［法用
］ 、
ｊ〜ｍの［供養法
］ 、
ｎ〜
δ
の［讃］の曲目構
成から成る。この曲目構成は、『魚山蠆芥集』に先行 『声明集』と基本的には同じである。ただし、例外的にこの曲目構成と異なるも もある。また、『声明集』諸本においては、［讃］の曲順にばらつきがある。これについては、後に『声明集』諸本の曲目構成について比較する際に考察を行う。なお 相応院流の『法則集
』 、
醍醐流の『声明集』の
曲目構成 供養法］［讃］［法用］である。
 
 
第四節
 
曲調
 
 
次に『魚山蠆芥集』の曲調についてみる。
 
『魚山蠆芥集』の曲調は『聲明畧頌』に依拠している。この『聲明畧頌』は『声明集』
各曲それぞれの調子を偈文の形式によって示したも である。
 
『聲明本展観目録』には金剛三昧院所蔵の『聲明畧頌』の奥書が記載されている。その
奥書は、
 
 
 
高野山覺澄（ママ）院隆然作
 
呂律調
并
秘密
 
天文六年八月十八日
６０
 
というものである。これによると、『聲明畧頌』は隆然 作であるという
 
また、『聲明畧頌』は『声明集聞書』
６１
という十五世紀後半に撰述された可能性のあ
る資料の冒頭にも掲載されている
６２
。
 
なお、大山氏も金剛三昧院所蔵の『聲明畧頌』を著書の中に載せている
６３
。『魚山蠆
芥集』でも、〈三礼・如来唄〉〈如来唄〉 曲調の説 において「一隆然覚證院畧頌
云
三
礼如来雙唯呂
文
」（大正三八・八二五上）としており、『聲明畧頌』を隆然の作であると
みなしている。『魚山蠆芥集』においては、他の曲でも同様 『聲明畧頌』によっていることを明記するものが多い。
 
『声明集私案記』には各曲目の冒頭に『聲明畧頌』で示された曲調が記載されているの
で『聲明畧頌』は『声明集私案記』に先行するものだと考えられる。なお、『声明集私案記』も隆然が撰述 たという伝承がある。 しそうだとすると、両方とも隆然によって作
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られたことになる。中川〔一九七六〕で既に報告されていることだが、真源の『密宗聲明系譜』の隆然の欄に「曾撰
二
聲明略頌
一
６４
」とある。因みに中川〔一九七六ａ〕では
「聲明畧頌」は隆然が記したことを前提に論が進められている。
 
おそらく、『聲明畧頌』を隆然が作成したという伝承の故に、長恵は『聲明畧頌』に准
じて曲調を規定し と考えられる。なぜなら、これも後述することだが、長恵は隆然の系譜を重んじていたと思われるからである。
 
 
『聲明畧頌』と『魚山蠆芥集』の記述と見比べたところ、両者の曲調の規定は全く同じ
であった。両者における各曲目の曲種
６５
は左記の如く一致している。以下に「唯呂曲
６６
」「唯律曲
６７
」「中曲
６８
」「反音曲
６９
」の四つの曲種毎に『魚山蠆芥集』の曲
目を分類する。
 
（№１）唯呂曲の曲目
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｊ〈金剛界〉「五悔」ｋ〈胎蔵界〉「九方便」ｌ〈理趣経〉「地音」ｐ〈不動讃〉ｖ〈吉慶梵語〉ｙ〈金剛薩埵〉ｚ〈金剛寶〉
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉
 
（№２）唯律曲の曲目
 
ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖〉ｉ〈対揚 ｌ 理趣経〉「金剛手言」ｌ〈理趣経〉「合殺」ｓ〈佛讃〉ｔ〈文殊讃
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉
 
（№３）中曲の曲目
 
ｊ〈金剛界〉「勧請」ｋ 胎蔵界〉「勧請」
ｌ〈理趣経〉「勧請」ｌ〈理趣経〉「廻向」
 
（№４）反音曲の 目
 
ｃ〈云何唄）ｄ〈出家唄〉ｅ 散華 ｎ 四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｕ〈吉慶漢語 ｗ〈阿弥陀讃〉ｘ〈四波羅蜜
 
『魚山蠆芥集』の曲種は以上のように「唯呂曲」「唯律曲」「中曲」「反音曲」に分類
できる。
 
 
最後に、この中の「反音 」の記譜法について説明を加える。
 
『魚山蠆芥集』では、呂性
７０
の強い曲は全体を「呂」に移しかえて「唯呂曲」として
記譜、反対に律性
７１
の強い曲は全体を「律」に移しかえて「唯律曲」として記譜されて
いる。呂性の強い全体が呂曲として記譜されている反音曲の代表曲は 散華
〉 、
律性の強
い全体が律曲として記譜されている反音曲の代表曲は〈四智梵語
〉 、
〈心略梵語〉である。
 
一曲の中で、「律」の箇所は「呂」の箇所より一位高く記譜されている。この「呂 の
箇所と「律」の箇所の関係性は、「曲中反音」のうちの 羽調 」 関係である。なお、「羽調反音」については第二章第四節第二項第二目で考察する〔南山進流声明集〕
（ 「
称
名寺本ｂ
」 ）
の脚注において解説する。
 
 
第五節
 
博士・旋律・仮名
 
 『魚山蠆芥集』は「覚意の五音博士」によって記譜されている。「覚意 五音博士」と
は角度によって音高を表すこ を可能にしたも 、四十五度の間隔で表記 た「宮「商」「角」「徵」「羽」の五音によって博士を記譜するものである。なお、「覚意の五音博士」については、第二章の七十七頁に図７「覚意 五音博士図」を掲載した。
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なお、「南山進流」で用いられている「五音博士」は覚意の創作と考えられている。本
稿において「覚意の五音博士」といった場合は「覚意の考案した五音博士」という意味である。五音を使用した博士は、覚意以前にもあったようなので「覚意の」とする。
 
また、博士には旋律名が付されていることが多い。旋律とは「宮」「商」「角」「徴」
「羽」の「五音」それぞれに与えられる固有の装飾音や音型のこと ある。それらは、「ユ」（＝「由
」 ）
「ス」（＝「直
」 ）
「ソ」（＝「反
」 ）
「色」「突」「重」「吹」
「ユ合」「ユリ合」「ユ二」 ユリヲリ」「荒由」「小ソ」「早重」「自下」「折捨「能断」「折懸 少持」等の表記で博士に付記される。
 
なお旋律名ではないが 「長」「矢」「豆」「切音」「切息」「切音不切息」 荒 等
の音価等の指示の指南も付されている。
 
さらに、博士には「イ」「ウ」 キ フ ム ン」等の仮名 付されていること
もある。
 
 
 
第六節
 
注記
 
 『魚山蠆芥集』にはそれ以前の『声明集』にはない唱法や所作の注記が数多く記載され
ているため、『魚山蠆芥集』は、南山進流の歴史 中で、最古の教則本であるとみなされてきた。
 
なお、『声明集』に唱法や所作の注記のない理由 、『声明集』が実際の法会におい
使用される小型の枡形の譜本であることに由来すると思われる。
 
また、注記は、唱法に関するものと、 の他 ものに分別できる。唱法 関するものは、
曲調・旋律・音価・カナ・拍子等である。その他のものは、出典・所作等であ
 
この『魚山蠆芥集』が編纂される前には南山進流の口伝を私的にまとめた口伝集が幾つ
か存在し、その中の幾つかが『魚山蠆芥集』に注記 して引用されている。先行研究では、『魚山蠆芥集』の引 元が二つ特定されている。その一つが 『魚山蠆芥集』で最も引用されている『声明集私案記』である 長恵自身が「大都
ハ
案記
ヲ
爲本
７２
」と永正十四年
の四月二十九日に再治し終えた『魚山蠆芥集』 本奥書で述べているように 『魚山蠆芥集』には、 声明集私案記』の 述 数多くみら る。
 
二つ目は、『東寺声明決疑抄』である。この資料についてここで簡潔に紹介する。
 
『東寺声明決疑抄』は、問答形式によって真言声明 ついての音律・歴史を中心 論じ
るものである。現在報告されている『東寺声明決疑抄』は以下の通り ある。
 
 （№１）「宝暦十年本」（一七六〇）
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵（大山
１８０５
） 。
複写資料で確認。
 
宝暦十（一七六〇）年、霊瑞（一七二一～一八〇四）写。袋綴装（四つ目綴
） 。
一冊。
下巻のみ残存。表紙共一六丁。竪二七・〇㎝。横二三・〇㎝。半丁七行。一行一 字。
 
〔貼外題〕「聲明决疑抄
」 。
 
〔内題〕「東寺聲明决疑抄下」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
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宝暦十辰年書写之金剛峯寺沙門霊瑞
 
 （№２）「元治元年本」（一八六四）
 
 
総本山智積院智山文庫所蔵文書（棚番７箱番
３７
箱内番号
１７
） 。
複写資料で確認。
 
元治元七（一八六四）年、大願（一七九八～一八六四）写。袋綴装（四つ目綴
） 。
表紙
共二六丁。竪二四・八㎝。横一八・一㎝。半丁十行。一行二〇字。
 
〔貼外題〕「東寺聲明決疑抄上中下」
 
〔内題〕「声明疑鈔上」「声明疑鈔中」「東寺声明疑鈔下」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
 
（中巻）
 
此抄下巻而已當院
ノ
宝庫
ニ
在
リ
上中二巻
ハ
南山
ニ
稀也余
ル
ニ
 
幸
ニ
中道院覚雅恵祥師備中
ヨ
リ
写得
ン
傳來
セ
リ
仍茲
 
予借寫于時安政四年丁巳八月十日字得功畢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
如意輪寺三十六世
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
實栄（花押）
 
 
 
 
 
 
 
甲子二月十九日丑刻字得畢
 
六角堂能満院再写之了
 
大願
六
十
七
 
（下巻）
 
 
 
本云
 
於
二
和泉國家原寺西御堂書写之卒（マゝ）余間
 
老毛難
二
見分
一
可
レ
書
二
直置
一
 
如意輪寺宥信
 
文政七甲申年三月廿三日於南山西院谷南室院以
二
如意輪寺
 
弘栄老子御 書写了重而
 
 
 
 
 
 
 
甲子二月廿二日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
請南山古
ノ
古本於六角堂能満院再写之了
 
大願
六
十
七
 
 
 
 
 
 （№３）「書写年次不明本」『聲明本展観目録』（一四四頁）に奥書掲載。
 
高野山西門院所蔵本。下巻のみ残存。
 
〔奥書〕於和泉國家原寺西御堂□
ノ
卒余爾之間莬毛難見分可書存之（花押）
 
 『魚山蠆芥集』の注記の幾つかは、『東寺声明決疑抄』から引用されていることが中川
〔一九七六ａ〕で明らかになっている。同書では『魚山蠆芥集』が『東寺声明決疑抄』から〈云何唄〉の「善唄比丘の故事
」 、
〈理趣経〉の節付、〈文殊讃〉の作者について引用
していることを報告している
７３
。『東寺声明決疑抄』には、先行研究によって指摘され
ている以外にも、未だ報告されていない『魚
山蠆芥集』に引用されている文章が一箇所だ
けあった。それは所作の「帰路」についての次の注記である。
 
問密宗所作
ノ
人起
レ
座
ヲ
皈
ル
時経
テ
二
本路
ヲ
一
着座
ス
ル
欤
 
答尓也／不
レ
依
ラ
二
順逆
ニ
一
経
テ
二
本路
ヲ
一
還
ル
也
 
扇念珠等
ノ
持物
ノ
躰同事也／是レ密宗
ノ
大義也
 
鐃鉢
ノ
 
突返迄
モ
皆
ナ
還
ル
二
本有
ニ
一
義也／凡
ソ
顕
ニ
芣
ハ
ラ
自
レ
浅向
レ
深遮逆得悟
ノ
大義也密
宗
ハ
従果向因
ノ
／義法尓皈
ル
二
道理
ニ
一
也
 
三吉野
ハ
又里チカクナリニケリアマリニ
山
ノ
／奥
ヲ
尋
テ
可
レ
思
二
此
ノ
意也。
（ 「
文政七年本
」 ）
 
この文章を基にして『魚山蠆芥集』では
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下礼盤之後
ニ
鐘木
ヲ
磬䑓
ニ
懸
ル
時
ハ
手
ヲ
不
レ
離
サ
鐘木ヲトラヘテ／不
シ
テ
動サ
一
可
懸
一
鐘木フラフラトシタルハ頗以狼藉也□□取
レ
扇／経
二
本路
ヲ
一
可
レ
皈
二
本座
ニ
一
也置扇
一
時
ハ
磬䑓
ト
礼盤
ト
ノ
間
ニ
／置之也已上問答決疑抄
ノ
取
レ
意也（大正八
四・八二五上）
 
と記されている。
 
今回参考にした「元治元年本」の書写奥書によると、「元治元年本」の上巻と中巻は如
意輪寺實栄（生没年不詳）が写した本を、下巻は如意輪寺弘栄が写した本を、無言蔵大願（一七九八～一八六四）がそれぞれ写したものである。この本の中巻の奥書によると、『東寺聲明決疑抄』の上巻と中巻はある時期まで高野山上では希少であったようである。このような訳で「宝暦十年本」には下巻しかなかったと考えられる。
 
また、「元治元年本」の下巻の本奥書の如意輪寺宥信（～一四三二）は宝性院宥快（一
三四五～一四一五）の弟子であり、大山〔一九五九〕では
 
事教の明達であり悉曇声明純熟の人
７４
 
と述べられている。この「元治元年本」の奥書によると『東寺声明決疑抄』は宥信の晩年の頃、すなわち十五世紀の初頭頃に成立した可能性がある。
 
 
第七節
 
「音律開合名目」
 
 『魚山蠆芥集』には、「音律開合名目」というまとまった音律論が付録されている資料
が幾本かある。これは 長恵が最初に編纂した二巻本の『魚山蠆芥集』にはなく、朝意書写した三巻本の『魚山蠆芥集』つまり「永正再治本」にみら るので大山〔一 五九〕では、朝意が新たに付け加えたとみなしてい 確認可能な朝意の書写本の全てにおいて、長恵による本奥書の後に付録として掲載されている。ま 、「音律開合名目」は江戸期以降の版本の『魚山蠆芥集』諸本にも付録として掲載されている。
 
大山〔一九五九〕では、前述した朝意以前の「享禄元年本」に既に「音律開合名目」の
一部が挿入されてい と指摘している
７５
。しかし、「享禄元年本」の原物資料をみるこ
とができなかったため残念な らこのことを
確認することができなかった。なお、朝意以
前に書写された「天文四年本」には「音律開合名目」は挿入されていな ことを確認した。
 
この「音律開合名目」は、真言声明の歴史や音律について記している『声決書』に附属
している「音律開合名目」から依用されている。 の「音律開合名目」が元々『声決書』に附属していたかどうか先行研究では度々議論されている。中川〔一九七六ａ〕はこれを、『声決書』にも が付いてい
ないものがあること、『声決書』本文の本奥
書の後ろにあることの二点から、後の時代になって『声決書』 付け加え たものとみなしている
７６
。大山〔一九五九〕でも中川氏同様に「音律開合名目」は後から付加され
たものであるとみなされている。 に、大山〔一九五九〕では、高野 宝亀院所蔵の永正六年に転写された『声決書』 「音律開合名目」 終わりに、
 
 
 
永正六年（一五○九）己已八月十三日高野山於東室
 
宣意書此畢
 
生年
 
六十四歳
７７
と記されていることから、宣意がこの時に「音律開合名目」を付加したと断定してい
る。
 
しかし、京都女子大学の附属図書館には「永正六年本」よりもさらに古い文明十二年
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（一四八○）に書写された「音律開合名目」のある『声決書』が存在することが京都女子大学の図録に記載されている
７８
。またこの図録には大山氏の説が誤っているとの指摘が
なされている
７９
。この資料の書誌については次章において示す。
 
なお、「音律開合名目」が二巻本の「明応未再治本」にはなかったこと、また朝意の書
写本では長恵の本奥書の後 付録として掲載されていること、また朝意 写以前の『魚山蠆芥集』に「音律開合名目」がないものもあることから、元々 「永正再治本」には付されていなかった可能性が高いと考える。
 
 おわりに
 
 本章では、本稿の中心資料である『魚山蠆芥集』に関わる事柄について論じてきた。
 
第一節では、『魚山蠆芥集』の資料と、長恵の『魚山蠆芥集』の撰述から『魚山蠆芥集』
の刊行までの変遷を概観した。
 
『魚山蠆芥集』 最初、甲乙二巻本として明応五年（一五九六）に長恵によって編纂さ
れたというのが通説である。しかしこの原本は存在せずに、甲巻と乙巻の書写年代を別にする二本の写本が存在するばかりである これらを合本したもの 長恵の最初に著した『魚山蠆芥集』と先行研究 もみなされているが、未だ詳細な研究はな ない。したがって、 巻本 『魚山蠆芥集』の精査は今後 課題とした 。
 
その後『魚山蠆芥集』は永正十四年（一五一七年）に長恵が再治し、十六世紀の後半に
朝意はこれを度々書写し、これ 基になって江戸期の正保三年（一六四六）に『魚山蠆芥集』が刊行されたことを報告した。
 
そして、江戸期以降の『魚山蠆芥集』は長恵の二巻本でなく、三巻本を基に たもので
あることを述べた。
 
したがって、本稿では長恵が三巻本の『魚山蠆芥集』を撰述し終えた時点において『魚
山蠆芥集』は成立したとみなす にした。なお、長恵の自筆の三巻本の『魚山蠆芥集』は現存しない。したがって、『魚山蠆芥集』は朝意の書写本を利用せざるを得ない。こような理由から、本稿では、朝意の書写本でも最古の「永禄七年本」を用いる
 
第二節では、『魚山蠆芥集』を撰述した長恵と『魚山蠆芥集』の普及の礎を築い 朝意
について論じた。
 
長恵は法儀における有識者・権威者であったと推定される
。
また、覚証院方の正嫡であ
ったので『魚山蠆芥集』を撰述でき 可能性がある。
 
朝意は、『魚山蠆芥集』のみならず「秘讃」「乞戒声明」「大阿闍梨声明」からなる
「三重の許可」の声明の伝授も行っていた可能性がある。このようなこ が可能であったのは、高野山において三傑と称されていたこと、安祥寺流 正嫡であっ こ 、南山進流の正嫡とみなされていたことに由来すると推測 。
 
以上、本節においては長恵と朝意についてみてきた。両者が『魚山蠆芥集』の編纂、書
写に携わるこ ができたのは、両者 それだけの能力、知識、権威があ たからだ 考えられる。
 
第三節から第七節においては『魚山蠆芥集』の内容について確認した。すなわち、第三
節では、曲目・曲順、第四節 は、曲調 第五節では博士・旋律・仮名 第七節では、三
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巻本の『魚山蠆芥集』から付加されている「音律開合名目」についてそれぞれみた。
 
                                        
         
 
１
岩原諦信『岩原諦信著作集』２『増補校訂
 
声明の研究』東方出版
 
一九九七年
 
三一
頁。大山公淳『仏教音楽と声明』大山教授法印昇進記念出版会
 
一九五九年
 
二二二頁。
中川善教「魚山蠆芥集成立攷」『佛教學論集』
 
山喜房書林
 
一九七六年
 
四三三頁。
 
２
高野山金剛三昧院蔵。
 
３
高野山桜池院蔵。中川〔一九七六〕（四二六頁）では明応五（一四九六）年より少し後
の転写本とされている。
 
４
中川〔一九七六ａ〕四二七頁
 
５
御本云初心者為
二
指南
一
注
レ
之、大都案記爲
レ
本、於中世当世相違之儀不
レ
載
レ
之、憚
多不
レ
可
二
妨難
一
、并五字可
レ
預御廻向
一
也
 
明応五年
丙
辰
梅雨十二日高野山往生院之内
清浄光院又ハ二階堂入寺長恵智生房生年三十九。（大山〔一九五九〕二二二頁
） 。
 
６
中川〔一九七六ａ〕四二六頁。
 
７
中川〔一九七六ａ〕四二八頁。
 
８
中川〔一九七六ａ〕四二七頁。
 
９
中川〔一九七六ａ〕四三五～ 三
 
１０
真源撰『密宗声明系譜』『続真言宗全書』三〇
 
続真言宗全書刊行会
 
一九八六年
 
『続真言宗全書』所収の当本（宝暦三年（一七五三）改定版）の書誌を以下に示す。
 
高野山三宝院所蔵（高野山大学附属高野山図書館寄託）『続真言宗全書』所収本で確認。
 
延宝元（一六七三）年真源撰。
 
〔自序〕時
ニ
延享甲子林鐘既生魄日金剛峯寺沙門眞源拝
二
書于南谷成蓮精舎
ノ
北軒
ニ
一
 
〔刊記〕 暦三年癸酉歳九月備前金陵老社多雲翁謹誌。
 
１１
続真三〇・四六五
（ 『
密宗声明系譜
』 ）
。
 
１２
『聲明本展観目録』（中川善教編『聲明本展観目録』高野山松本日進堂
 
一九二八年）
 
１３
当本は、西門院寄託高野山大学附属高野山図書館蔵となっていたが、問合わせたとこ
ろ現在は行方不明となっているという。この本について言及しているのは、大山〔一九五九〕と中川〔一九七六ａ〕である。それによると「永禄七年本」等と同様に「永正再治本」を書写した三巻本であることが報告されている。また、上巻の後ろに〈光明真言〉が所収されている いう。これには「光明真言朝意私書加也」と記述されている う。
 
１４
『聲明本展観目録』五～六頁。
 
１５
当本は遍照光院所蔵となっているが、中川氏によると現在は所在不明となっていると
いう。この本について言及されてい のも、大 〔一九五 〕と中川〔一九七六ａ〕である。それによるとこの本も「永禄七年」等 同様に「永正再治本」を書写した三巻本であるという。
 
１６
大山〔一九五九〕口絵写真一〇（一）（二）。
 
１７
『聲明本展観目録』六頁。
 
１８
吉田寛如『南山進流詳解魚山蠆芥集解説篇』四大徳報恩出版会
 
出版年不記載
 
一四
頁。
 
１９
中川〔一九七六ａ〕四四五頁。
 
２０
「魚山私鈔」『 正新修大蔵経』第八四巻
 
大正新修大蔵経刊行会
 
一九三一年。
 
２１
福島和夫編
 
上野学園日本楽資料室第七回特別展観『声明資料展声明集特集出陳目録』
一九八二年
 
一八頁参照。（以下、『声明資料展声明集特集出陳目録』 ） 。
 
２２
高野山本覚院・薬師寺・兵庫県穴栗郡常福院の三 」
（ 『
声明資料展声明集特集出陳
目録』八頁）が伝存するばかりという。
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２３
「享保十二年版」は「正保三年版」の辻井版の再刻である。
 
２４
一六八二年七月版木焼失、一二月再梓。伝本は高野山真別処所蔵本のみ。
 
２５
総本山智積院智山文庫所蔵文書「魚山私鈔」棚番
２３
箱番
１１
箱内番号２。
 
２６
総本山智積院智山文庫所蔵文書「魚山私鈔 棚番
２３
箱番
１１
箱内番号３。
 
２７
上野学園日本音楽資料室編纂
 
福島和夫校訂『日本音楽史料集成』１「古版声明譜」
東京書籍
 
一九九五年
 
九九頁。
 
２８
『声明資料展声明集特集出陳目録』一六頁。
 
２９
『声明資料展声明集特集出陳目録』一六頁。
 
３０
続真三〇・四六五頁
（ 『
密宗声明系譜
』 ）
。
 
３１
大山〔一九五九〕一九五頁参照。
 
３２
『紀伊續風土記高野山之部学侶』『続真言宗全書』三八
 
続真言宗全書刊行会
 
一九
八六年
 
二九七頁。
 
３３
続真三〇・四六五
（ 『
密宗声明系譜
』 ）
。
 
３４
大山〔一九五九〕一九五～一九六 参照。
 
３５
『聲明本展観目録』四七頁。
 
３６
『聲明本展観目録』 七頁。
 
３７
『聲明本展観目録』九四頁。
 
３８
大山〔一九五九〕一九六頁。
 
３９
続真三〇・四六五
（ 『
密宗声明系譜』 ） 。
 
４０
「光壽院先師名簿」『金剛峯寺諸院家析負二』『続真言宗全書』三四
 
続真言宗全
書刊行会一九八六年
 
一三二頁上。
 
４１
続真・一三二頁下
（ 「
光壽院先師名簿
」 ）
。
 
４２
「天正高野治亂記」『続真言集全書』四一
 
一九八七年
 
二三頁上。
 
４３
日野西眞定編集校訂『新校高野春秋編年輯録』岩田書院
 
一九九八年
 
二七三頁下。
 
４４
『新校高野春秋編年輯録』三 一頁上。
 
４５
「高野山之部學侶」『紀伊續風土記』 言宗全書』三
 
続真言宗全書刊行会
 
一九八二年
 
四八頁下。
 
４６
上田霊城 真言密教事相概説―四度部―』同朋舎出版
 
一九八六年
 
二一頁。
 
４７
「広島県立歴史博物館展示図録」第二八冊 尾道西國寺の寺宝展』二〇〇二年
 
七八
頁。
 
４８
続真三〇・四六六
（ 『
密宗声明系譜
』 ）
。
 
４９
続真三〇・四六六
（ 『
密宗声明系譜
』 ）
。
 
５０
横道萬里雄
 
片岡義道監修『声明辞典』法蔵館
 
一九八四年
 
二二八頁。
 
５１
真源『乞戒声明古草捃拾』 続真言宗全書』 〇
 
二八五頁下。
 
５２
朝意が良尊に伝授したものが「秘讃」の流布本である。葦原寂照氏はこの本を明治
二十三年に『諸秘讃』と題して刊行している。刊記に、「明治廿三年六月五日印刷
 
明
治廿三年六月三十日出版
 
岡山縣都郡宇郡中荘村二百七十番地
 
發行者
 
葦原寂照
 
大
阪市東區南久太郎町四丁目百七番屋敷
 
印刷者阪尻鶴松」とある。
 
５３
「広島県立歴史博物館展示図録」七九頁。
 
５４
「正保・慶安
(
一六四四―五二
)
の頃智山輪下に専音房（初名仙音）頼正師が現れ
大いに新義声明を興隆した
。 」
大山〔一九五九〕二一七頁。
 
５５
「初め魚山集を出版したが天和二年（一六八二）七月智 方丈炎上に際し 般若の
版などとともに焼失したの、その年の冬十二月頼正の門下頼仁が更に四声を点布した本を再梓し智山声明の名を弘めるにいたり、爾後師資相承して新義声明の明匠が輩出し前後数百年善を極め美を尽く
。 」
大山〔一九五九〕一七～二一八頁。頼正が初め『魚
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山蠆芥集』を出版した時期は不明である。頼仁が再梓したものは現在「天和版」として知られるところの「正保版」に次ぐ二番目の刊本の『魚山蠆芥集』である。引用文にあるように刊本としては、四声点が付けられた初めての『魚山蠆芥集』である。
 
５６
新井弘順『声明の歴史と理論』宝玉院
 
二○○四年
 
八頁。
 
５７
続真三〇・二八六頁。
（ 『
乞戒声明古草捃拾』 ） 。
 
５８
大山〔一九五九〕一九七頁参照。
 
５９
真言声明の声明本の曲目・曲順の一覧を示す
表が新井弘順「宣雅博士本『法則集』に
ついて」（福島和夫編『日 史研究叢書一三
 
日本音楽史論叢』和泉書院
 
二○○一年）
に「
[
表４
]
相応院流『法則集』
曲
目
構
成
表
付
醍
醐
流
・
南
山
進
流
『
声
明
』」
として掲載さ
れている。
 
６０
『聲明本展観目録』一四四頁。
 
６１
『声明集聞書』『続真言宗全書』三〇
 
二〇九頁。
 
６２
続真三〇・二〇九
（ 『
声明集聞書』 ） 。
 
６３
大山〔一九五九〕一七二頁。
 
６４
続真三〇・四六二
（ 『
密宗声明系譜
』 ）
。
 
６５
声明曲を音階の違いによって分けたもの。
 
６６
呂の音階、呂曲特有の旋律によって作曲されている曲。
 
６７
律の音階、律曲特有 旋律 作曲されている曲。
 
６８
中曲の音階、中曲特有 旋律 作曲されている曲。
 
６９
「反音曲」 反音とは、洋楽 転調、移調に相当するものである。
 
７０
例えば、呂曲の「由」（旋律）の場合、荒く由る特性があ 。
 
７１
例えば、律 「由」（旋律） 場合、細かく由る特性があ
 
７２
大正八四・八四一上
（ 「
魚山私鈔」 ） 。
 
７３
中川〔一九七六ａ〕四四七頁。
 
７４
大山〔一九五九〕一七八頁。
 
７５
「享禄元年本」には「 開合名目の一部を加う」（大山〔一九五九〕二二四頁
） 。
 
７６
中川〔一九七六ａ〕四三七頁参照
 
７７
大山〔一九五九〕二 三頁。
 
７８
京都女子学園『京都女子学園創立百周年記念特別展目録』 〇一〇年
 
一二頁。
 
７９
『京都女子学園創立百周年記念特別展目録』一二頁。
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第二章
 
初期
 
―
 
大進上人流伝来と『声明集』の成立
 
 はじめに
 
 本章で 、『魚山蠆芥集』の成立過程初期として大進上人流の伝来から『声明集』の基
本構造の確定までについて論じる。具体的な年代は、勝心が大進上人流の本拠地の移転の要請の手紙を中川慈業に送った嘉禎元年（一
二三五）から重弘が示寂した正平十四年（一
三五九）までとする。特 、中期以降に多様化する『声明集』の基本構造（曲目・曲順及び博士の骨格）がこの時期に確定されていた
のか否かについて注目し、考究を行う。
 
 
第一節では、中期に属する口伝書類からみた初期の系譜の実態について考察する。また、
初期に『声明集』が存在していたのか否かにつ ても検討 。
 
第二節では、覚意の功績 ついて検討する。まず、覚意 相伝関係を考察し、次に中期
の口伝書によって覚意自身の口伝についてみる。そして、「覚意の五音博士」以前の記譜法を確認した後、「覚意 五音博士」 考案 ついて考察を行う。
 
そして、第三節では、覚意の翻譜の作業をみることによって覚意がそれまでの大進上人
流の記譜法 声明譜を五音 に書き直したことを証明したい。つまり、覚意が五音を付す前の元々の声明譜を特定し、その声明譜と、五音博士が付され 後の声明譜 一致を確認する。
 
第四節では、初期の『声明集』すなわち称名寺所蔵の二本の 声明集』及び「文保二年
本」の『声明集』の曲目・曲順と博士の骨格 ついて、『魚山蠆芥集』を指標として対照し、初期において基本構造がどれほど確定していたのかについ 明らか する。
 
 
第一節
 
初期の実態
 
 
本節では、十四世紀末に撰述された『声決書
１
』と『声実抄』によって、十三世紀初頭
から十四世紀初頭にかけての初期の南山進流の実態について考察する。
 
 第一項
 
『声決書』
 
 『声決書』が撰述されたのは中期であるが、『声決書』には初期の南山進流の系譜につ
いての多くの情報が含まれている。 たがって、本項では、『 決書』によって初期 南山進流の系譜について考究を行うが、これに先立ち、まず『声決書』の概要 確認する。
 
 
 
 
 
第一目
 
概要
 
 『声決書』には、真言声明の歴史、音律についての由来が克明に記 ている。特に真
言声明の歴史について参考となる記述が多い。当本の記述が先行研究における真言声明についての歴史理解を規定し いるといっても過言ではない 当書は、応永三年に慈鏡（一三六八～一三九六～）によって撰述されたことが、当書の奥書から明らかになっている。現在報告されている『声決書』の九本の資料を以下に挙げる。
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 （№１）「文明十二年本」
 
京都女子大学所蔵。『京都女子学園創立百周年記念特別展目録
２
」で確認。
 
文明一二（一四八○）年、舜尭房（生没年不詳）写。列帖装。一帖。竪二四・四㎝。横一六・八㎝。
 
〔奥書〕
 
 
 
文明十二年庚子三月晦日書
 
之舜尭房
 
 （№２）「永正六年本」
 
高野山宝亀院所蔵。『聲明本展観目録』に書名のみ記載（一四四頁
） 。
大山〔一九五
九〕（二二四頁）で僅かに言及されている。
 
永正六（一五○九）年、宣意（生没年不詳）写。
 
〔奥書〕
 
 
 
永正六年己巳八月十三日高野山於東室
 
宣意之畢
 
生年
 
六十四歳
 
 （№３）「寛延四年本」
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵（
０２４
―
００９
―
０１
） 。
複写資料で確認。
 
寛延四（一七五一）年、宜傳 生没年不詳）写。袋綴装（五つ目綴
） 。
一冊。表紙共三
九丁。竪二三・〇㎝。横一七・一㎝。半丁九行。 行一六字
 
〔外題〕無し。
 
〔内題〕「聲決書」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
 
 
寛延四龍次辛未七月八日
ノ
夜密乗沙門宜傳廿五
 
 （№４）「宝暦十年本」
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵（大山
１８６５
） 。
複写資料で確認。
 
宝暦十（一七六〇）年、霊瑞（一七二一～一八 四）写。袋綴装 四つ目綴
） 。
一冊。
表紙共三四丁。竪二二・六㎝。横一六・五㎝ 半丁十行 一行一七字。
 
〔貼外題〕「聲決書」
 
〔内題〕「聲決書」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
 
 
宝暦十庚辰年四月二十八日
 
金剛峯寺音曲沙門霊瑞
南
龍
房
 
 （№５）「天保五年本」
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵（
０２４
―
０１１
―
０１
） 。
複写資料で確認。
 
天保五（一八三四）年、鋭信（生没年不詳）写。袋綴装（四つ目綴
） 。
一冊。表紙共四
一丁。竪二四・五㎝。横一七・五㎝。半丁八行。一行一六字。
 
〔貼外題〕「聲決書」
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〔内題〕「聲決書」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
 
 
天保五年
甲
午
二月吉晨書寫焉
 
悉地院幻務鋭信
四十有四歳
 
 （№６）「文久三年本」
 
高野山親王院蔵。
 
文久三（一八六三）年書写。『続真言宗全書』三〇所収の『声決書』
の底本。書誌情報は序論三（二）｟二｠参照。
 
 
（№７）「書写年次不明本」
 
高野宝亀院蔵。『聲明本展観目録』に書名のみ記載（一四四頁
） 。
 
 （№８）「書写年次不明本」
 
高野山龍光院蔵。『聲明本展観目録』に書名のみ記載（一四四頁
） 。
 
 （№９）「書写年次不明本」
 
高野山三宝院蔵。『聲明本展観目録』に 名のみ記載（一四五頁
） 。
 
 
本稿では、『続真言宗全書』三〇所収の（№６）「文久三年本」を用いる
 
 
 
 第二目
 
系譜
 
 南山進流の原初形態の大進上人流の文献上の初出は、『声決書』に記されている覚性法
親王（一一二九～一一六九）が仁和寺大聖院で開催した久安年間（一一五〇年頃）の七十三日間の声明会議とされている
３
。この会議には十五人が参集した。これによると真言声
明は、相応院流、新相応院流、醍醐流、大進上人流の四流に分別されたとされる。この四流の「頭目」は、それぞれ本相応院流は覚性法親王、新相応院流は能覚（一一 七～一一八二
） 、
醍醐流は定遍（一一一三～一一八五
） 、
そして、大進上人流は観験（～一一八二
～一二一八～）とされている
４
。
 
なお、後述するが、『声実抄』では、この会議の主催者を守覚法親王としている もし、
久安年間（一 五〇年頃）にこの会議が開催されたのであれば、主催者が守覚法親王一五〇～一二〇 ）であること 守覚法親王の生年を考えると成り立たない。
 
また、この会議に関して新井〔一九八三〕 「この談合について、出席者 年令や
経歴から、その開催時期に関す 修正意見や 談合そのものを疑問視する意見もある。
５
」
と述べられている。新井〔一九八三〕で挙げられているその意見とは 山〔一九五九〕の「もし声決書に記す如くであるならば諸流声明 校合は成年十七歳から二十二歳の頃に行われていたようにな 予は寧ろ総法務に任ぜられた仁安二年三十九歳の頃に上述の聖業がなされたのではないかと思う。
６
」という記述と、金田一〔一九七二〕の「進流の由
来の正しさを主張するため 高野山の中で作られた伝説でな か
７
」という記述である。
 
大進上人流の「頭目」とされた観験は高野山の人物で 鎌倉期の称名寺所蔵 「密宗声
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明血脈
８
」にも、宗観――観験――勝心という血脈が掲載されている。すなわち、観験は、
宗観から大進上人流を附属され、それを勝心に伝えたことが確認されている。それにも拘らず、『声決書』には、勝心の嘆願と慈業の
許諾によって、大進上人流の本拠地が中川か
ら高野山へ移転したことが記されている
９
。この時期について、江戸期の真源の『密宗声
明系譜
１０
』では、嘉禎元年（一三三五）とされている
１１
。すなわち、高野山の勝心は、
大進上人流の「頭目」である観験から大進上人流を附属されながら、さらに中川の慈業に大進上人流の本拠地の を請うたとされるのである。
 
これら南山進流の口伝書類が指し示すことは、第一に、高野山の観験が大進上人流の
「頭目」に指名されてもなお、高野山ではなく中川が大進上人流の本拠地として崇敬されていたこと、第二に、高野山では、大進上人流が高野山 独自の声明の流派とは成っていなかったということである。
 
この頃の高野山の声明の状況について新井〔一九九一〕では「院政期の高野山には、仁
和寺の歴代法親王が参籠して法会を盛んに営ん おり、導師が法親王の場合、当然声明も相応院流が用いられて たと思われ 勝賢 この点に留意し、建久六年の参籠のときは相応院流で唱えるように寺僧に沙汰をした。（中略）そして、寺僧側 正等房勝心は、たとえ で唱えよという沙汰があったとしても 相応院流を高野山の声明 宗とはしてはならず、大進上人流を宗とするよう と云っていたという。
１２
」と述べられてい
る。すなわち、当時相応院流と大進上人流 が高野山において併存し緊張関係にあったで、勝心は大進上人流の本拠地を中川より高野山 移転することによって観験から相伝した大進上人流を高野山の一 として独立させよう したようである。
 
なお、中川の慈業の大進上人流の系譜も江戸期 『密宗声明系譜』に掲載されている。
それは、宗観――浄月房聖海――慈業というものであ 。ま 先述の称名寺所蔵の『密宗声明血脈』には、先の血脈とは別に宗観――性海（聖海）の血脈も掲載され いる。したがって、宗観からの大進上人流の血脈は、十四世紀初 には、中川の宗観――聖海 系統と、高野山の宗観――観験――勝心の二系統が並存して た いえる。
 
また、『声決書』には 高野山に大進上人流の本拠地が移転してから重弘に至るまでの
高野山上の声明の系譜も記されている。当書によると 高野山に大進上人が流入して後、大進上人流は、覚証院方、金剛三昧院方、東南院方の三 に分 れ 。『声決書』の記述を基にすると以下のような系図ができる。
 
まず、覚証院方の正嫡の流れは、則心王院憲海―般若房了憲（定意）――□――覚証院
隆然――重弘と推移している。『声決書』 隆然は般若房定意 孫弟子と記述されていて、般若房定意と隆然の間の人物は記されてい い。
 
江戸期の『密宗声明系譜』では、この隆然の師と考えられる人物は悟蓮房賢任（生没年
不詳）であるとされている
１３
。
 
なお、『声決書』では 般若房の同胞に宝蓮房祐真、五仏 真弁（～一二六二
） 、
正智
院道範（一一七八～一二五二
） 、
珠定房源真（生没年不詳
） 、
蓮順房長住（生没年不詳）
１４
の五人がいるとされている。
 
さらに『声決書』では、憲海は 観より数えて四代目 嫡孫と記されている
１５
。しか
し、『声決書』は、宗観と憲海の間 代 人物の名 らかにして ない かし、『密宗声明系譜
１６
』では、宗観から憲海までの系譜を、宗観――観験――勝心――憲海
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としている。また先述したように鎌倉期の称名寺所蔵の『密宗声明血脈』には、宗観――観験――勝心という血脈が掲載されている。したがって、この宗観と憲海の間の二名は、観験と勝心の可能性がある。
 
次に、金剛三昧院方は、『声決書』に
 
次般若房
ノ
同朋寶蓮房祐眞之上足。金剛三昧院之住僧證蓮房覚意金剛三昧院方
ノ
聲明
興
二
始
ス
之
一
。是又妙曲之賢哲
ニ
テ
當世流布
ス
ル
五音博士之圖巧
ミ
出
セ
ル
人
ナ
リ
。初
ハ
奉
 
レ
値
二
般若房
ニ
一
。常途之聲明學
フ
レ
之
ヲ
。般若房入滅之後奉
レ
値
二
祐眞
ニ
一
。
秘讃乞戒阿闍梨聲明等相
二
傳
ス
之
ヲ
一
１７
。
  
と記されているように、般若房定意の同胞の宝蓮房祐真の弟子の証蓮房覚意（一二三七～一二九三～）が興したとされる。ただし、覚意以後の金剛三昧院方の系譜については記されていない。また、これによると、覚意は最初、般若房定意から「常途之聲明」を学びその後、宝蓮房祐真から「秘讃乞戒阿闍梨聲明等」を相伝していたことが分かる。
 
最後に、東南院方は、般若房定意の同胞の珠定房源真の弟子の剣海が興したとされる。
当流は、剣海――覚証房（細谷恵海）――了栄 剣忠という流れで相伝されたとされている。なお、了栄房剣忠は、隆然 も音曲を学んだが、それは覚証院方の正嫡のものとは相違しており こ は覚証院方の唱法を誤って伝えているため「了栄房
ノ
非節
１８
」と呼
ばれるという。
 
なお、当書の選者の慈鏡は、「従
リ
二
彼
ノ
重弘
一
至
一
愚僧
ニ
一
三代血脈相承有
レ
之。於
二
血脈
ニ
一
有
二
二種
ノ
之不同
一
秘事也。
１９
」と自身を重弘
２０
より数えて三代目として
いる。また、覚証院方には 血脈が二系統あるともしている。
 
『密宗声明系譜』では、重弘――観深――慈鏡――良玄としている。なお、良玄（一三
六六～）でこの系譜は途切れている。さらに、『密宗声明系譜』ではこの流れは傍流とされている。また、『密宗声明系譜』では、覚証院方の正嫡の流れは、重弘以後、中期になると、重弘――源宝――隆印（隆法）としている。さらに、隆印以後は、隆印（隆法）――重仙――快助――長恵としてい 。これら 重弘以下の二つ 系譜が存在した が『声決書』のいうところの「於
二
血脈
ニ
一
有
二
二種
ノ
之不同
一
」と述べられる所以である
と考えられ 。つまり、『声決書』と『密宗声明系譜』 情報とを総合すると覚証院方は重弘以降二系統に分かれた可能性がある。なお、慈鏡が自らの系譜が正嫡であると認められていたと考えていたかど かは不明であるが、その後においては 慈鏡の系譜ではなくて、重弘から源宝に相伝された流れが本流 なった
２１
。
 
以上のように、『声決書』によれば、南山進流は最初期の観験の頃に一流として興り、
その後、初期の時代中に南山進流は次第に独立し、覚証院院方、金剛三昧院方、東南院方の三流に分か たとされる。
 
その中で、『声決書』の撰者である慈鏡は、覚証院隆然からの系譜を正嫡として 自ら
を正統である覚証院方の の孫弟子であると宣言している。 だし、このような流派による正当性を強く主張する『声決書』が南山進流の各流派、特に、金剛三昧院方、東南方の情報をど 程度正しく伝えて るか
という点は、注意しなければならない。
 
なお、左記の〔系譜図１〕は『声決書』から導き出せる初期および中期初頭ま 南山
進流の系譜である。『密宗声明系譜』と『密宗声明血脈』の情報を補 さらに後期の覚証院方の系譜まで考慮すると〔系譜図２〕が想定される。
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第二項
 
『声実抄』
 
 『声実抄』も『声決書』と同様に撰述された
のは中期であるが、『声実抄』にも初期に
ついての浩瀚な情報が含まれている。したがって、本項では、『声実抄』によって初期の系譜について考究を行う。本項では、これに先立ち、まず『声実抄』の概要を示す。
 
 第一目
 
概要
 
 『声実抄
２２
』は、『声明集』『魚山蠆芥集』に収められている曲目についての口訣を
集成した口訣集である。十四世紀後半に成立した当書から覚意の時代を含む初期の系譜についての多くの情報を読み取ることができる 管見の限り、これ程多くの覚意の時代の高野山の声明の記譜の情報を伝えるものは例 みない。
 
『声実抄』について触れられている先行研究は少ない。唯一のものともいえる澤田篤子
〔一九八六〕
２３
では、主に真言声明の「歴史的記述」
２４
に関する口伝について考察さ
れている。また、大山公淳〔一九五九〕も『声実抄』について言及するが、「浄月房聖海
」 、
「呂律」の配当、反音、調子等について簡潔に触れているだけである。
 
また、『声実抄』の原本（自筆本）は残っ おらず、撰者も不明である。澤田〔一九八
六〕では、成立年代は、文中三年（一三七四）から応永二年（一三九五）の間であ と推定されている
２５
。
 
当書の現存する全ての転写本は上下二巻から成っている。上巻は、［法用］［供養法］
の曲目につい 、下巻は［讃］やそ 他の曲目についての口伝が掲載されてい ここまでの曲目とその順序 『声明集』と一致している。それらの後に〈三十二相〉〈伝法灌頂
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嘆徳〉「三箇秘讃」「論義」「反音」「諷誦文」〈阿弥陀経〉等についての口伝が付加されている。このような構造から『声実抄』は、『声明集』に対する口伝書として編纂されたものだと考えられる。当書の『声明集』所収曲目の曲順を以下に挙げる。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ〈云何唄〉ｄ〈出家唄〉ｅ〈散華〉（大日・釋迦・薬師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖〉ｉ〈対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経仁王経）ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界〉ｌ〈理趣経〉ｍ〈礼讃文〉ｎ〈四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｐ〈不動讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｕ〈吉慶漢語 ｖ 吉慶梵語〉ｘ〈四波羅蜜〉ｙ〈金剛薩埵〉ｚ〈金剛寶
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉ｔ〈文殊讃〉ｗ〈阿弥陀讃〉
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉
 
当書の曲順は、初期、中期の『声明集』の中では後述する「応永三年本」と『声明集隆
法口伝』に類似している。ただし、これらでは「四方讃」と〈佛名〉の間に〈文殊讃）と〈阿弥陀讃〉が配置されている。『声実抄』でもこの両曲が「四方讃 と〈佛名〉の間に配置されている。ただ 、『声実抄』では、〈阿弥陀讃〉〈文殊讃）の順番である。
 
また、当書では七十八の項目
２６
が立てられ、その項目毎に最低一つの口伝が記載され
ているが、複数の口伝が並記される場合もある。 の項目 、ほとんどの場合、 明集の曲目毎に一つずつ立てられている。ただし、一つの曲目に複数 項目 立てられている場合や、項目 存在しな 場合もある。
 
なお、『声実抄』は各曲目のほん 一部の博士について み言及されている。言及され
ていない残りの博士は『声実抄』の時代の南山進流において異説 なかったものだと考えらえる。
 
口伝の形式は、文とそれに対応する博士とからなるもの、文あるいは博士のみのものが
ある。
 
当書には「～云」という形式の口伝が八十七箇ある
２７
。
 
この中に「覚云」という形式の口伝がある。覚意が新たな記譜法を考案したことや、
種々の「秘讃」を多くの声明家から相伝し、それを自身が考案した記譜法を用いて翻譜したこと等の後述する覚意の功績を考慮すると、 「覚云」の「覚」は覚意である可能性が高いといえる。
 
また、澤田〔一九八六〕と大山公淳〔一九五九〕でも「覚」は、覚意であ と推定され
ている。澤田〔一九八六〕では、「覚意ではないと判断する積極的な根拠 ないことから成立する可能性はある
２８
」とされ、また大山公淳〔一九五九〕は「細谷の恵海や般若房
もしは覚意の説などを併せ伝えてい
２９
」とする。『声実抄』に「覚云」の「覚」のみ
しか覚意を連想させる文言はな ので、大山氏 述べる「覚意」は「覚云」 「覚」と考えられる。
 
その他にも「～云」という形式をとらない口伝が多数ある。それらの多く 『声実抄』
の撰者の立場のものであ と考えられ 。
 
また、 八十七の口伝には、口伝の主
３０
が自分の説を説授する場合と、口伝の主が
自分の説ではなく他人の説 説授す 場合が
ある。なお、口伝の中に複数の伝が含まれる
場合があるなど口伝の形式は複雑であり、口
伝と口伝の境を設定することも難しく、口伝
の数を正確に算出することも難しい。
 
53 
 
『声実抄』に含まれる多数の口伝の中において、『声明集』所収曲目に関するもので、
その主を特定できる口伝は、二十五箇あった。それらは、次に示すように六種に分類できる。これを「○○の伝」と名付け、以下にその内訳を挙げる
３１
。第一に、「浄月房様」
の記述から一つを浄月房聖海（生没年不詳）の伝とみなした。第二 「般若房」「般若房ノ
自筆
ノ
本」「般若房ノ様」「般若房
ノ
笛
ノ
圖」等の記述から十を般若房定意の伝とみな
した。第三に「薬師院
ノ
持本」「寶蓮房様」等の記述から三つを宝蓮房祐真の伝とみなし
た。第四に、「細谷云」等の記述から二つを恵海の伝とみなした。第五に 「覚」「覚云等の記述から七つを覚意の伝とみなした。第六に、「覚證院博士様」等の記述から二つを隆然の伝とみなした。
 
また、『声実抄』には現在五本の資料が報告されている。以下において、これらの資料
を示す。
 
 （№１）「宝暦十年本」
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵（大山
１８７６
―１
） 。
複写資料で確認。
 
宝暦十（一七六〇）年 霊瑞（一七二一～一八〇四）写。袋綴装（四つ目綴
） 。
二冊。
 
（上巻）
 
表紙共二六丁。竪二三・二㎝。横一六・六㎝。半丁九行。一行一八字。
 
〔貼外題〕「聲實抄天」
 
〔内題〕「聲實抄上」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
 
 
于時応永二年乙亥沽洗十六日書写了
 
求法宥善
 
（下巻）
 
表紙共三〇丁。竪二二・六㎝。横一六・五㎝。半丁九行。 行 八字
 
〔貼外題〕「聲實抄地」
 
〔内題〕無し。
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
本云
 
于時応永二年
乙
亥
沽洗十七日
午剋
書写了
 
私云於備後前州御誦郡尾道浦西國寺
 
教王院爲自末學等令法久住師資相
 
承之草案以淸書畢
 
求法沙門宥善
 
 
（祭文口伝・朝恵の跋文挟む）
 
寶暦十辰歳次得此書而写了
 
金剛峯寺沙門霊瑞南龍房
 
 （№２）「寛政四年本」
 
上野学園日本音楽史研究所所蔵。複写資料で確認。
 
寛政四（一七九二）年、観応（生没年不詳）
写。装丁不詳。一冊。表紙共五六丁。法量
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不詳。半丁九行。一行一七字。
 
〔外題〕「聲實抄上下」
 
〔内題〕「聲實抄上」「聲實抄下」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
 
（上巻）
 
 
 
于時応永二年
乙
亥
沽洗十六日書寫了
 
 
求法宥善
 
 
（下巻）
 
本云
 
于時応永二年
乙
亥
沽洗十七日
午剋
書寫畢
 
私云於備後州御誦郡尾道浦西國寺
 
教王院爲自末学等令法久住師資相承之草案
 
以清書畢
 
 
 
 
 
求法沙門宥善
 
 
（祭文口伝・朝恵の跋文挟む）
 
于時元文五庚申年以朝恵手寫之本
 
寫之件本今在浄菩提院
 
 
高野山千手院谷普門院理峯之資廉峯書
 
宝暦七
丁
丑
年朧月二日寫之畢
 
 
金剛佛子智雄拝書
 
安永二癸巳年林鐘上旬以智雄本書寫畢
 
 
高野山北谷宝泉院義長書
 
政四年
壬
子
年林鐘上旬以義長本写得一校了歓應
 
 （№３）「寛政九年本」
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵本（
０２４
―
００８
―
０２
） 。
複写資料で確認。
 
寛政九（一七六〇）年、英海（生没年不詳）写。袋綴装（四つ目綴
） 。
二冊。
 
（上巻）
 
表紙共三〇丁。竪二三・〇㎝。横一七・五㎝。半丁八行。一行一六字。
 
〔外題〕不詳。
 
〔内題〕「聲實抄上」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
 
 
于時応永二年
乙
亥
沽洗十六日書寫了
 
求法宥善
 
寛政九歳次年乙五月六日
ヨ
リ
再拝義長師學四座講
 
式
ノ
音曲
一
因
ニ
得此書時々寫之六月初旬寫畢
 
 
金剛峯寺求道沙門惠性院英海
 
（下巻）
 
表紙共三六丁。竪二三・〇㎝。横一七・五㎝ 半丁八行。一行一六字。
 
〔貼外題〕不詳
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〔内題〕「聲實抄上」
 
〔尾題〕無し
 
〔奥書〕
 
本云
 
于時応永二年
乙
亥
沽洗十七日
午剋
書寫畢
 
私云於備後州御誦郡尾道浦西國寺教王
 
院爲自末學等令法久住師資相承之草
 
案以清書畢
 
 
 
 
求法沙門宥善
 
 
（祭文口伝・朝恵の跋文挟む）
 
于時元文五庚申年以朝恵手寫之本寫之
 
件本今在浄菩提院
 
高野山千手院谷普門院理峯資廉峯書
 
 
宝暦七
丁
丑
年朧月二日寫之畢
 
 
金剛佛子智雄拝書
 
 
安永二癸巳年林鐘上旬以智雄本 寫畢
 
 
高野山北谷宝泉院義長
 
旹寛政九年星次乙巳 浣 義長師本
 
拝寫畢
 
金剛峯寺求道沙門惠性院英海
 
行年三六
 
 （№４）「安政七年本」
 
上野学園日本音楽史研究所所蔵。複写資料で確認。
 
安政七（一八六〇）年、宥傳写。装丁不詳。一冊。表紙・裏表紙欠。四七丁。法量不詳。半丁一一行。一行二〇字。
 
〔貼外題〕「聲決書」
 
〔内題〕「聲決書」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
（上巻）
 
 
 
于時応永二年
乙
亥
沽洗十六日書寫畢
 
 
求法宥善
 
 
 
元文五年四月上旬於普門院表部屋廉峯良任房書写畢
 
同年十月廿日以右廉峯手写本書写之交合畢
 
 
進流末学寂照
 
安政七
申
壬
三月十七日右本紙写得畢
 
 
進流末学宥傳
 
 
（下巻）
 
于時応永二年
乙
亥
沽洗十七日
午剋
書寫畢
 
私云於備後州御誦郡尾道浦西國寺教王院
 
爲自末學等令法久住師資相承之草案以
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清書畢
 
 
 
 
 
 
求法沙門宥善
 
 
（祭文口伝・朝恵の跋文挟む）
 
于時元文五庚申年以朝恵手寫之写之
 
件本今在浄菩提院
 
 
高野山普門院理峯之資廉峯書
 
 
 
同五暦十月廿一日酉剋以右批本於和州居傳
 
村草庵敬写之了
 
同日對校了
 
 
 
 
進流末学寂照
 
 
 
安政七
庚
申
年大□廿日写巧成
 
 
求菩提末学宥傳
 
 （№５）「元治元年本」（一八六四）高野山親王院蔵。『続真言宗全書』三〇所収の『声実抄』の底本。書誌情報は序論三（二）｟二｠参照。
 
 
以上が『声実抄』の各資料の書誌である。このうち（№２）と（№５）については澤田
〔一九八六〕において報告されているが、（№１ （№３）（№４）は今回新たに報告するものである。
 
なお、諸本に共通して下巻には以下の延宝六年（一六七八）の朝恵の跋文が記載されて
いる。
 
 
 
旹延寶第六歳次戊午朧月天雨雪閉房寒窓故寂守序奥有書題聲實鈔是則為明照密院家珍累葉以不出家予旧思之求之感亦不虚而谷則在響仍閲之開之巻舒叵置又思心遂境而轉長欲為紙旃則掌筆懐三寫爲鳥焉馬之恐矣故與同志祐賢子並机以日盗時競不 而功遂希後見者音律正魚魯讀加添削而已（続真三〇・三四上～下）
 
 
 
沙門朝恵
 
次に、以上の五本の奥書によって諸資料の関係性について言及する。
 
諸本ともに延宝六年の朝恵本から派生している。そして、（№１）霊瑞書写本以外の四
本は廉峯本から派生している。さらに、（№
２）観応本、（№３）英海本、（№５）良天
本は義長本を経ている。観応本は、義長本を歓応が書写したものである。（№３）英海本は、義長本を英海が書写したものであ （№５）良天本は英海本を書写した玄惠本をさらに良天が書写したものである。すなわち、（№２）観応本、（№３）英海本、 ５良天本 総じて から派生 資料
 
以上の系統を図示すると のようになる。ここでは資料に付しているナンバー数字を丸
囲み数字に改めた。
 
 
①霊瑞本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②観応本
 
朝恵本――廉峯本――智雄本――義長本――③英海本――玄惠本――⑤良天本
 
寂照本――――――――④宥傳本
 
 なお、第三項では、五本の資料の内で公刊され広く利用可能 『続真言宗全書』三〇所
収の⑤の良天本を用いる。
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第二目
 
系譜
 
 真言声明の口伝書である『声実抄』には、大
進上人流の系譜について「覚云」の口伝が
記述されている。その口伝とは以下のものである。
 
覺云。北院
亦名大聖院宗覺法親王
之御時。進
ノ
上人
ヲ
召
シ
テ
聲明
ノ
御談義七十日計アリ。自
レ
其相應
院
ノ
一流定
メ
置
ク
。御談義
ノ
之間人人十五人也。其中
ニ
進上人弟子紀
ノ
上人具
サ
ニ
ス
 
レ
之。上月房
ハ
進
ノ
上人
二
月
坊
御弟子
ナ
レ
ト
モ
御室
ヘ
ハ
不
レ
寂也。進
ノ
聖上月房同
ク
中
ノ
河人也。又進
ノ
弟子
ニ
法嚴房アリ。天王寺信法院
ノ
行基建立
圓禪房
ハ
法嚴房
ヘ
習也。紀
上人
ハ
三寶院先師正等房
ノ
檢佼時人ナリ。爲
二
灌頂堂
ノ
一
虚空藏院
ヲ
建立
ス
。又聲明
ノ
大事等正等房
ニ
付屬
云
云
３２
 
この口伝では、まず、声明会議について述べられている。声明会議の開催者を、『声決
書』が覚性法親王としているのに対し、『声実抄』は、「北院
亦名大聖院宗覺法親王
之御時」とし、北院
御室守覚法親王（一一五〇～一二〇二）としている。なお、先述したように、もし久安年間（一一五〇年頃）にこの会議が開催されたのであれば、主催者が守覚法親王（一一五〇～一二〇二）であることは守覚法親王の生年を考えると成り立たない。
 
また、会議の日数を、『声決書』が七十三日としているのに対し、『声実抄』は七十日
としている。会議への参集者は、共に十五人で一致してい 。また 相応院流が一流として定め置かれたことが窺えるが、醍醐流について 言及はな 。
 
そして、大進上人流が一流として定め置かれたという記述はな 。しかし、大進上人流
の初期の系譜につ て触れられてい 。これによると「紀
ノ
上人」つまり観験が宗観の弟
子であり、何かを具さにしたこと、また、浄月房聖海はこの会議に 参集しなかったこが分かる。観験は何かを詳らかにしたこと 強調され、評価されているのに対し、浄月房聖海は会議に出ていないことが強調され 両者は対照的 記述されている。さらに、「法嚴房」慈業が浄月房聖海の弟子、また「圓禪
房」つまり堅覚（一一八六～一二四三～）が
慈業の弟子とされている。そして、観験が勝心に大進上人流を附属したことが記されている。
 
以上の『声実抄』が示す系譜をまとめると、大進上人 は、中川 宗観――聖海――慈
業――堅覚と伝えられた系統と宗観――観験――勝心 高野山へ伝えられた系統の二系統が存在したことになる。これは、称名寺所蔵の『密宗声明血脈 の宗観――聖海の系統宗観――観験の系統の二系統 同じであ と考えられる。今後、前者を慈業系大進上人流、後者を観験系大進上人流と呼ぶ とにする。
 
この慈業系大進上人流という呼び方は、新井〔一九九一〕で使用され始めたものである。
新井〔一九九一〕は、慈業 大進上人流を「観験とは別系統の すなわち聖海 門下の慈業の系統の大進上人流
３３
」と定義している。また新井〔一九九一〕では、慈業系大進上
人流資料は、「昭和六十一年より三ケ年にわたる醍醐寺の声明資料調査
３４
」によって発
見されたものであるとしている。なお、本稿で使用する慈業系大進上人流の資料の多くは、その調査によって明らかになったものである。また、新井〔一九九一〕では高野山に本拠地が移って以降 、慈業系大進上人流は醍醐寺 おいてその命脈を保ったことが報告されている。
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以上のように、『声実抄』と『密宗声明血脈』は、初期の大進上人流において高野山の
観験の系統と中川の浄月房聖海の系統が併存していたことを示している。
 
『声実抄』 「覚云」の記述から導き出せる系譜を示すと左記 様になる。
 
〔系譜図３〕
 
宗観――観験――勝心
 
 
聖海――慈業――堅覚
 
 
また、『声実抄』では、覚証院方、金剛三昧院方、東南院方の三流について直接的な言
及はなされていない。しかし、「覚証院
」 、
「覚
」 、
「細谷」とし、それぞれが隆然、覚
意、恵海の指南であると推定可能な記述がなされている。さらには、般若房定意、宝蓮房祐真といった人物についての記述も多くみられる。また、これらの二人の博士の骨格が対比的に語られる記述が多かった 両者は十三世紀中頃にしのぎを削っていた兄弟弟子という印象を受ける。
 
また、流派について言及があるのは、「仁和寺」「高野」つまり、相応院流 進流につ
いてである。したがって、『声実抄』は『声決書』に比して高野山内部の流派意識 希薄であったが、相応院流に対しては強く意識していたと考えられる。
 
 最後に、以上のような『声実抄』の情報に、
第一項の『声決書』等の口訣類の情報を合
わせて検討する。両書は共に、初期の大進上人流に 、慈業系大進上人流と観験系大進上人流の二系統が存在していたことを示唆 いる。また、覚意以前の般若房定意と宝蓮房祐真の二種類の博士についての情報が際立って多いという特徴も共通 ている。しかし、覚証院院方、金剛三昧院方、東南院方三流の実態については情報が少なかった。ただし、隆然、覚意といった派祖と呼ぶに相応しい優れた人物が たと認 ことは確かであると思われる。
 
また、第一項では『声決書』と『密宗声明系譜』の情報から覚証院方が重弘以降に二系
統に分かれたことが推定でき が、『声実抄』には覚証院方 分派に関する情報はた。
 
なお、この二系統への覚証院方内部の分派を、そ 後の『声明集』の展開 物語ってい
る可能性がある。つまり、覚証 の差異が、『声明集』 多様性に表れてい可能性がある したがって、第三章において、覚証 の派祖とされる隆然に遡るこ のできる『声明集』から重弘以降の二系統 覚証院方で伝承されたそれぞれ 『声明集』の展開を追うことによって、『声決書』で主張され いる覚証院方の二系統の存在を確認したい。なお、本稿では、重弘以後の覚証院方の二系統をそれぞれ慈鏡系と隆法系と呼ぶことにする。
 
 
今までの『声決書』と『声実抄』を始めとする口訣資料から導き出される初期から後期
にかけての南山進流の声明相承の系譜を復元し、〔系譜図４〕として提示する。
 
なお、（
 
）は『密宗声明系譜』による情報である。また本稿では、観験系大進上人流
は、勝心の時代 へと展開したと規定する（勝心は慈業に要請 大進上人流の本拠地を高野山に移転したとされる
） 。
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当〔系譜図４〕は口訣資料の情報によったものであり、はたして観験系大進上人流が初
期に覚証院方・金剛三昧院方・東南院方の三派に分かれていたのか、さらに覚証院方が慈鏡系と隆法系に分かれたのか否かについては第三章において改めて論じることにする。
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第三項
 
『声明集』
 
 本項では、初期において『声明集』が存在していたのか否かについて検討する。
 
現在確認できる南山進流最古の『声明集』は十四世紀初頭のものである。十三世紀の大
進上人流の『声明集』系の資料も現存していない。ただし『声実抄』には、『声明集』についての言及する「覚云」とする口伝が二つ掲載されている。第一は以下のものである。
 
覚云。我泉ノ師語云。進
ノ
様
ニ
ハ
阿弥陀讃
ニ
博士無
レ
之、相應院
ニ
ハ
在
レ
之。又相應
院
ニ
ハ
九條錫丈
ニ
無
二
博士
一
。進
ノ
様
ノ
博士用
レ
之
云
云
爰般若房自筆
ノ
聲明集
ヲ
見
ニ
。
阿弥陀ノ讃
ニ
博士
ヲ
付
テ
孕
テ
相應院ノ博士付
ケ
レ
之
ヲ
書給
ヘ
リ
。是
ノ
詞
ヲ
以テ我師
ノ
物語
ヲ
思
ヘ
ハ
符号
ス
。進
ノ
様
ニ
阿彌陀ノ讃
ニ
無
二
博士
一
。今
ノ
進
ノ
様
ノ
聲明集
ニ
付タ
ルハ相應院
ノ
様也。
云
云
又云。阿弥陀ノ讃ハ呂律交
テ
付。文殊
ノ
讃唯律也
云
云
又云、
阿彌陀ノ讃。ナウホミタハヤ ヤヲソラセハ律
ニ
ナル。スクナレハ呂也。故
ニ
先
ツ
始
ハ
呂スヘキ間
タ
ソラス。第三句目
ノ
迦ラヤテハ呂
ニ
スヘキ也。
３５
 
これによると、大進上人流には元々〈阿弥陀讃〉に博士がなく、覚意が実際に般若房定
意の自筆の『声明集』をみたところ相応院 博士が記譜されていたという。
 
第二の事例は次のものである。
 
覚云。（中略）一般若房
ハ
聲明集羽商宮
ノ
三
ニ
テ
付
レ
之。羽
ハ
般若房三寶院
ノ
律師
ノ
御房
ニ
被
レ
傳
ヘ
。般若房
ノ
笛
ノ
圖
ヲ
被
レ
付事
ハ
。律師房
ニ
被
レ
習之時當座付
レ
之。律
師般若房
ノ
被
ヲ
レ
付見
テ
何
ヲ
シタマフソト被
レ
ハ
レ
云。且
ク
ハ
昇下
シ
テ
不
レ
被
レ
進
セ
。
シキリニ被
レ
仰セケレハ進
レ
之
ヲ
。律師見
レ
之歎
レ
之
ヲ
。我
ニ
モ
付
テ
給
ト
被
レ
仰
セ
云
也。般若房
ハ
笛并呂律等委細存知
ス
ル
人也
云
云
。
３６
 
これによると、般若房定意は「羽」と「商」と「宮」の三音によって『声明集』に博士
を付していたという。
 
以上のよう 、『声実抄』には般若房定意が独自の『声明集』 博士を付していたこと
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を示す事例が二例見出され、般若房定意が自ら書写した独自の『声明集』が存在していたと思われる。
 
また、称名寺所蔵の称名寺第二世明忍房釼阿（一二六一～一三三八）が書写した『十六
大菩薩梵語讃』の本奥書にみえる覚意の言葉には次のように記述されている。
 
（朱）寶〔
 
 
 
〕
ノ
声明集
ニ
有故也
３７
 
この「寶」は宝蓮房祐真を指し示すと考えられる。したがって、この記述によると宝蓮
房祐真も独自の『声明集 を使用していたようである。
 
また、 れらの資料の記述は覚意
３８
に関係していることから、覚意が般若房定意及び
宝蓮房祐真の自筆の『声明集』をみていたこと、或いは覚意が般若房定意と宝蓮房祐真より個別の『声明集』を相伝していた可能性も指摘できる。
 
なお、『声実抄』にも『声明集』についての言及ではないが、宝蓮房祐真の『声明集』
が存在していたことが推定できる「細谷云」の口伝が存在す この口伝は次のものである。
 細谷云。藥師院
ノ
持本
ニ
守羽斗。或一本
ハ
守羽徴也
云
云
３９
 
この、「藥師院
ノ
持本」が宝蓮房祐真の『声明集』であると考えられる。
 
以上のように、『声実抄』の記述から、十三世紀 後半には、般若房定意及び宝蓮房祐
真の自筆の各別々の『声明集』が存在していたことが分かる。した っ 、『声実抄』が言及する般若房定意と宝蓮房祐真の博士の骨格は、各の『声明集』に記譜されていたもである可能性がある。
 
なお、本章の第四節において、初期の 明集 の博士 骨格を抽出した後に、この博
士が『声実抄』 般若房定意か宝蓮房祐真のいずれ 博士によって記譜さ ているのか確認したい。これよって、初期の『声明集』が般若房定意か宝蓮房祐真のいずれの影響をより強く受けているか明らかにしたい。
 
なお前述のように『声実抄』では、『声決書』で三流の「頭目」とみなされていた隆然、
覚意、恵海の口訣も収載してい ことから、
『声実抄』も彼らを派祖と呼ぶにふさわしい
人物と評価してい ことが推定できる。こ 中覚意は、『声明集』 『魚山蠆芥集』が「覚意の五音博士」によって記譜され いることから、次節で述べるように『魚山蠆芥集』の成立において大きな功績を果たしたとされる。
 
 
第二節
 
覚意の功績
 
 
 第一節では、中期の口伝書の情報によって初期の実態についてみてきた。『声決書』に
みられる声明史観は、江戸期の『密宗声明系譜』に継承され、覚意の功績に関する従来先行研究
４０
もこの声明史観に基づいている。しかし、先述したように、『声実抄』では
般若房定意、宝蓮房祐真、覚意、細谷恵海、隆然の指南 客観的に取り扱われているが、『声決書』は覚証院方中心の声明史観に立っていることに注意す 必要がある。
 
 
ただし、本稿の主題の『魚山蠆芥集』の成立過程を考えるとき、その声明譜の中心に位
置するものは、「覚 の五音博士」である。これにつ は、『声決書』も
 
是又妙曲之賢哲
ニ
テ
常世流布
ス
ル
五音博士之圖巧
ミ
出
セ
ル
人
ナ
リ
。（中略）彼覺意大
ニ
興
シ
一
聲明
ヲ
一
至
二
當代
ニ
一
金剛三昧院
ノ
之流
ト
テ
稟承
セ
ル
妙曲併
テ
覺意之遺德也
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４１
。
 
と覚意に賛辞を贈っている。『声決書』でも、「覚意の五音博士」が普及し、当代において大進上人流の根本の博士は使用されなくなったという事実から、覚意の功績を認めざるを得なかったと考えられる。慈鏡は、その当時の流派意識は別にして、「覚意の五音博士」を南山進流の記譜法における重要な遺産と考えたと思われる。
 
 
したがって、本稿において『魚山蠆芥集』の成立過程を論ずるにあたり、本節では、
『魚山蠆芥集』の記譜の根幹をなす「覚意の五音博士」を考案した 功績について考察を行う。
 
 
第一項
 
覚意の相伝関係
 
 
 
 本項では、覚意がどのような背景のもと、「覚意の五音博士」を考案したのかについて
考察を行いたい。覚意は「覚意の五音博士」を 案するにあたり、当然 こと がら何れかの声明の系譜から影響を受けていた。覚意の相伝関係 探 ことにより、覚意の功績の背景を探ると共に、覚意以前の時代の 実態の解明の糸口も見出したい。
 
なお、ここでは、観験系大進上人流だけではなく、慈業系大進上人流の系譜に於ける覚
意の位置も探りたい。なお、新井〔一九九九〕による 、慈業系大進上人流 慈業の二人の弟子である宗源と堅覚から派生した宗源系と堅覚系との二系統に分類す とができるとされる。
 
覚意の系譜をみるにあたり、まず奥書から覚意の相伝関係を確認できる資料を示し、そ
の後に系譜について考察を行う。なお、資料編に覚意の相伝 伝える資料の一覧 ［表１］「覚意相伝資料一覧」として掲載した
 
 
第一目
 
覚意相伝の奥書を有する資料
 
 奥書によって覚意が相伝したことが判明して
いる声明資料は高野山に若干、さらに称名
寺に多く残されている。以下にそれらを列挙する。
 
 
一
 
高野山
 
 
 高野山で覚意の相伝を確認できる資料は、資料編①の
(№９
)「供養讃並異説
」 、
(№
１０
)「釈迦讃
」 、
(№
１７
)「結縁灌頂声明
」 、
(№
２０
) 『声明博士口伝事
』 、
(№
２１
) 『曼荼羅供堂上作法』の五点である。
 
 二
 
称名寺
 
 称名寺所蔵の資料の中で確認できるものは、（№１
)「金剛薩埵漢語讃
」 、
(№２）
「緊那羅天讃
一
傳
也
」、
(№３
) 「反音
」 、
(№４
)「一傳讃
」 、
(№５
) 「第二重諸天
漢語讃
」 、
(№６
) 「孔雀経讃
進
」 、
(№７
) 「利菩薩○語漢
円
禪
房
流
」 、
(№８
) 「如
意輪讃
進
」 、
(№９
) 「供養讃並異説
」 、
(№
１１
) 「十六大菩薩梵語讃
」 、
(№
１２
)
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「
 文殊梵語
進
同梵語
秘
曲
第
三
重
」 、
(№
１４
) 「宝賛
」 、
(№
１５
)「
 多聞吉祥
」 、
(№
１６
) 「阿弥陀讃
進
」 、
(№
１８
) 「天龍八部
第
三
重
深
秘
」 、
(№
１９
) 「緊那羅天
讃
」 、
(№
２２
) 「貮捌尊唐音讃
」 、
(№
２３
) 「妙音天
」 、
(№
２４
) （金剛因菩薩梵
語讃
） 、
(№
２５
) 「漢語」の二十点である。
 
 
第二目
 
覚意の相伝系譜
 
 以下において、観験系と慈業系の大進上人流における覚意の系譜を探る。
 
 
一
 
観験系大進上人流の相伝系譜
 
 観験系における覚意の系譜は、『声決書』と
江戸期の真源の『密宗声明系譜』と称名寺
所蔵の覚意相伝の奥書を有する資料から探ることが出来る。
 
 
（一）『密宗声明系譜』
 における相伝系譜
 
 
 まず、『密宗声明系譜』の情報
４２
に基づいた観験系の 図を以下に示す。なお、
『声決書』が示す系譜
４３
もこの系譜図と同様である。
 
 
大進上人宗観――観験――勝心――憲海――定意――賢任――隆然
 
 
祐真――覚意
 
 
（二）称名寺所蔵資料による相伝系譜
 
 
次に、称名寺所蔵の
 (№５
)「第二重諸天漢語讃」の奥書
４４
と
(№
１１
) 「十六大菩
薩梵語讃」に掲載されている血脈と奥
４５
の情報を元にした系譜を挙げる。
 
 
憲海――定意
 
 
祐真――覚意
 
 これらが、観験系大進上人流における覚意 系譜である。なお、覚意が般若房定意から
相伝したことを示す情報は称名寺所蔵の資料にはない。この情報は、前節第二項で述べたように、『声決書』と『密宗声明系譜』によって確認されるもので、さらに『密宗声明系譜』は『声決書』の情報を基にしていると考えられる。
 
 
二
 
慈業系大進上人流の相伝系譜
 
 慈業系大進上人流は、宗源系と堅覚系に分けて考察を行う。なお、堅覚系における堅覚
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までの系譜は『声実抄』の「覚云」の口伝にみられたものである。
 
 
（一）宗源系の相伝系譜
 
 
 称名寺所蔵の
 (№
２２
) 「貮捌尊唐音讃」の奥書
４６
の情報を基に作成した慈業系大進
上人流の宗源系における覚意の系譜図を示す。
 
なお、（№８
) 「天龍八部
第
三
重
深
秘
」の奥書
４７
、
(№
１９
) 「緊那羅天讃」の奥書
４８
からは覚意が宗源の「秘讃」を相伝したことが分かる。ただし、それを誰から相伝し
たかは記されていない。
 
 （大進上人宗観――浄月房聖海――慈業）――宗源――玄慶――覚意
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（二）堅覚系の相伝系譜
 
 
 称名寺所蔵の
(№３
) 「反音」の紙背
４９
の書き込みと
(№７
) 「利菩薩○語漢
円
禪
房
流
」の曲名に付されていた注記
５０
及び奥書
５１
の情報を基に作成した、堅覚系における
覚意の系譜図を示す。
 
（大進上人宗観）――浄月房聖海――堅覚 ―重圓（四天王寺系 明本房 ―祐真――覚意
 
以上の二系譜図にみられるように、覚意に慈業系大進上人流の声明譜を伝えたのは、宝
蓮房祐真と玄慶（～一二九二）である。
 
覚意は、宗源系と醍醐流を相伝している玄慶から、宗源系の声明譜 みを相伝している
ことが確認できる。
 
また、観験系大進上人流と堅覚系にも位置付けられている宝蓮房祐真から両系統の声明
譜を相伝していることが確認できる。
 
 
第三目
 
覚意の声明譜の相伝場所
 
 覚意が声明譜を相伝した場所が明記してある奥書 みると、覚意の声明譜の相伝場所は
高野山の金剛三昧院、または薬師院かのどちらかである。
 
しかし、新たに醍醐寺所蔵の声明譜と称名寺所蔵の声明譜の奥書の情報を併せ見 と覚
意は醍醐寺観心院
５２
において玄慶から声明譜を相伝している可能性が見えてきた。
 
 
次の奥書は、醍醐寺所蔵の玄慶が隆成に「天龍八部讃」を伝えたことを示す奥書である
５３
。
 
弘安二年六月一日於醍醐観心院相伝了
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
隆成
 
この奥書によると、隆成が弘安二年（一二七九）六月一日に醍醐寺観心院において玄慶
から「緊那羅天讃」を相伝していることが分かる。したがって、この時期に、玄慶は「秘讃」の伝授を醍醐寺観心院において行っていたと思われる。
 
次の奥書は、称名寺所蔵の「貮捌尊唐音讃」 付されている覚意が本資料を玄慶から相
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伝していたことを示す奥書である
５４
。
 
又云
 
此寫本者醍醐式部律師玄慶奉習
 
乗願房私
ニ
被付本也而自玄慶大納改名
 
言僧都御房覚意相伝之
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
弘安二年六月十二日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
覚意
 
この奥書によると、覚意は弘安二年六月十二日に玄慶から「貮捌尊唐音讃」を相伝して
いる。この奥書からは、どこで相伝したかについては分からない。しかし、玄慶は、六月一日に、醍醐寺観心院において 授を行っていたので、その後六月十二日に同地において、覚意へ「秘讃」を伝授した可能性が指摘できる。
 
また、『醍醐寺新要録』の「玄慶相承事」という項目の玄慶の声明の相承に纏わる場所
の記述はすべて醍醐寺観心院である。以下に、それらの記述を挙げる。
 
なお、管見の限り、醍醐寺観心院以外における玄慶の伝授に纏わる記述は諸資料 おい
てなかった。
 
左は、玄慶が醍醐流の『声明集』を醍醐寺の観心院で書写したことを示す奥書である。
 
聲明集奥書云、建長第六暦中呂下旬候、於醍醐寺觀心院、撰之。（中略）音曲沙門玄慶記之
５５
。
 
 
次の文は、玄慶が〈中唄〉を樹下上人宗源から 観心院で相伝したことを示す記述
である。
 
 
 
中唄端書云、親奉對樹下上人、相傳之了〇寛元第四暦蕤賓中候、於醍醐寺觀心院、粗評定之了〇相擊宗沙門玄慶
５６
 
 
次は、玄慶が醍醐寺観心院で「大阿闍梨声明」を相伝したことを示す奥書 ある。
 
 
 
大阿闍梨聲明奥書云、仁治三年五月十日 於醍醐寺觀心院、仁賢阿闍梨、以所進上宮座主御房本、相擊学者玄
５７
 
これらの、記述から玄慶の声明の授受 専ら醍醐寺観心院において行われていたこと
が分かる。
 
以上の隆成と覚意が玄慶から相伝した日付と玄慶の声明の授受 場所を考慮すると、覚
意は醍醐寺観心院において「貮捌尊唐音讃」を玄慶から相伝した可能性があるといえる。もしそうであれば、覚意が醍醐寺に赴いて、慈業系大進上流を玄慶から相伝していたことになる。
 
 
また、称名寺所蔵 『十六大菩薩梵語讃』の覚
意の奥書には、宝蓮房祐真の次のような
本奥書が含まれている
５８
。
 
建長□
（
七
）
年□□
（
中
秋
）
八日於實相寺書／寫畢天王寺聖人本也頗以秘□中／極秘
也〔
 
 
（
朱
）
權
少
儈
都
〕金剛佛子祐□
（
真
）
 
これによると、建長年間に宝蓮房祐真が堅覚の書写本を実相寺で書写したとされる。こ
の實相寺が、醍醐寺にあった実相寺
５９
であるとすると、宝蓮房祐真が醍醐寺に赴いて慈
業系大進上人流の声明譜を書写したことになる。
 
 
以上のことから、祐真 覚意は高野山においてではなく、醍醐寺で慈業系大進上人流の
「秘讃」を相伝した可能性が指摘できる。
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今までの先行研究において、大進上人流が高野山に移って以後の高野山の声明家と醍醐
寺系の声明家との具体的な交流の実態については明らかにされていなかった。したがって、これは、声明の相伝における高野山と醍醐寺
との関係性の解明の糸口となる事例であると
いえる。
 
 
第二項
 
『声実抄』にあらわれた覚意の情報
 
 本項では、『声実抄』から覚意自身の口伝を抽出し覚意に関する情報について考察を行
う。
 
先述したように 決書 では、「覚意 五音博士」の考案は覚意の功績として評価
されている。したがって、十四世紀 後半においては、覚意は、それまでの大進上人流の記譜法とは異なる南山進流独自の記譜法を創出した功労者としての地位を確立し いたといえるであろ
 
そして、『声決書』と同じく、十四世紀後半に撰述されたであろう『声実抄』には、
「覚云」で始まる口伝が二十箇所掲載されている。本項では、この覚意のも 考えられる「覚云」の口伝によって覚意に関する情報について考察を行いたい。
 
 第一目
 
般若房定意の自筆の声明本の存在
 
 『声実抄』には、般若房の自筆の『声明本』について言及している「 云」とする口伝
が二つある。
 
 （№１）『声実抄』（続真三〇・四上）
 
覚云。世
ノ
博士
ニ
付
テ
般若房
ノ
自筆
ノ
本
ニ
ハ
二説有
リ
。一説
ニ
ハ
如
レ
常
ノ
上
ノ
宮甲
ニ
付
ク
。一説
ハ
徵
ノ
音
ニ
付是
ハ
乙也。此云何唄
ノ
如
ク
ヲ
引
キ
畢
ル
也。
 
 （№２）『声実抄』（続真三〇・二三下）
 
覚云。我泉
ノ
師語云。進
ノ
様
ニ
ハ
阿弥陀讃
ニ
博士無
レ
之、相應院
ニ
ハ
在
レ
之。又相應
院
ニ
ハ
九條錫丈
ニ
無
二
博士
一
。進
ノ
様
ノ
博士用
レ
之
云
云
爰般若房自筆
ノ
聲明集
ヲ
見
ニ
。
阿弥陀ノ讃
ニ
博士
ヲ
付
テ
孕
テ
相應院ノ博士付ヶ
レ
之
ヲ
書給
ヘ
リ
。是
ノ
詞
ヲ
以テ我師
ノ
物語
ヲ
思
ヘ
ハ
符号
ス
。進
ノ
様
ニ
阿彌陀ノ讃
ニ
無
二
博士
一
。今
ノ
進
ノ
様
ノ
聲明集
ニ
付タ
ルハ相應
ノ
様也。
云
云
又云。阿弥陀 讃ハ呂律交
テ
付。文殊
ノ
讃唯律也
云
云
又云。
阿彌陀ノ讃。ナウホミタハヤノヤヲソラセハ律
ニ
ナル。スクナレハ呂也。故
ニ
先
ツ
始
ハ
呂スヘキ間
タ
ソラス。第三句目
ノ
迦ラヤテハ呂
ニ
スヘキ也。
 
 なお（№２）の口伝は、本章第一節第三項で大進上人流の『声明集』を考察するために
提示したものである。
 
（№１）の口伝には「般若房
ノ
自筆
ノ
本」とされているが、この口伝は〈如来唄〉の記譜
についての指南な 、「般若房
ノ
自筆
ノ
本」は明らかに『声明集』を指していると思わ
れる。したがって（№１）と（№２）は両方とも、覚意が般若房定意の自筆の『声明集』を見たことを示している。
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先述のように『声決書』では覚意は宝蓮房祐真から声明の相伝を受ける以前に、般若房
定意の下で声明を相伝していたとされており、覚意が般若房定意の自筆の声明譜をみる事のできる立場にあったことは充分にあり得ると思われる。
 
 
第二目
 
相応院流の指南
 
 
 『声実抄』には、高野山の指南と仁和寺の指南を対比した次の二つの口伝がある。
 
 （№１）『声実抄』（続真三〇・四下）
 
覚云。高野様
ニ
得長
ノ
得
ト
同様
ス
ル
也
云
云
爾
ヲ
仁和寺
ニ
ハ
金剛
ト
上
ル
也。是如来唄
ノ
世
ノ
博士
ニ
當
ル
也。所詮云何唄
ト
如来唄
ト
二説
ヲ
影略
ス
ル
也。
 
 （№２）『声実抄』（続真三〇・一三下～一四上）
 
覚云。五悔
ノ
始
ノ
四字
ニ
ハ
段段無
二
拍子
一
。門
ノ
音
ノ
地
ニ
ハ
有
二
拍子
一
者也。又云。
勸請之高野
ニ
ハ
始ノ句
ヲ
ハ
導師皆唱
フ
。准
セ
ハ
二
後後
ニ
一
遮那
ニ
ウツラハ諸衆同
ク
付
ク
ヘシ。他所爾也。又餘處
ニ
ハ
三力禮佛皆取
二
次第
ヲ
一
。高野
ニ
ハ
不
レ
爾。餘處
ト
者
多分仁和寺
ノ
相應院也。或云。常
ニ
スル様
ニ
ハ
博士
ニ
不
レ
合歟。ハカセハ門
ト
アルヘ
シ。仍
テ
三寶院
ノ
先徳
ノ
口傳
ニ
自下アルヘシト云リ。自下トハ散華
ニ
多
シ
等也。
 
 これらの口伝は、進流と相応院流の指南が対比されたものである。覚意は、相応院流の
指南についても精通していたと考えられる。また、覚意の時代には、高野山において 応院流が当然行われていたと思われる。
 
 第三目
 
故実の知識
 
 『声実抄』には、守覚法親王の時代についての故実について記している次の二つの口伝
がある。
 
 （№１）『声実抄』（続真三〇・二一上）
 
覚云。仁和寺
ノ
治浦
ノ
法印能覚。北院御室師範時初
メ
參上
ノ
時
ハ
。吉慶
ノ
盡未來際四
礙智
ノ
長短
ノ
不同
ヲ
申ケルニ。初度
ハ
盡未來際
ヲ
ハ
長
ニ
。四無礙
ヲ
ハ
短ニ
ス
ル
申
シ
。
後ノ度ハ盡未來等ヲ短ニト申タリケレハ。北院老已至歟
ト
被
レ
仰ケリト
云
云
。
 
 （№２）『声実抄』（続真三〇・二四上）
 
覚云。北院
亦名大聖院宗覺法親王
之御時。進上人ヲ召
シ
テ
聲明
ノ
御談義七十日計アリ。自
レ
其相應院
ノ一流定メ置
ク
。御談義
ノ
之間人人十五人也。其中
ニ
進上人弟子紀
ノ
上人具
サ
ニ
ス
レ
之
ヲ
。上月房
ハ
進
ノ
上人二月房御弟子
ナ
レ
ト
モ
御室
ヘ
ハ
不
レ
寂也。進
ノ
聖上月房同
ク
中
ノ
河人也。又進
ノ
弟子
ニ
法嚴房アリ。天王寺信法院
ノ
行基建立
圓禪房
ハ
法嚴房
ヘ
習也。紀
上人
ハ
三寶院先師正等房
ノ
檢挍
ノ
時
ノ
人ナリ。爲
二
灌頂堂
ノ
一
虚空藏院
ヲ
建立
ス
。又
聲明
ノ
大事等正等房
ニ
付屬
云
云
。
 
67 
 
 これらの口伝は、十三世紀後半の真言声明の歴史的状況について言及しているものであ
る。
 
一つ目の口伝によって 能覚が守覚法親王の 師匠であったことが分かる。また、
もう一つの口伝は先述した『声実抄』においては守覚法親王によって開催されたとされている声明会議の記述である。これらは、初期の大進上人の系譜について明かす古い伝承だと考えられる。
 
したがって、覚意が大進上人流の伝承をも担っていたということができる。
 
 
第四目
 
醍醐流の『声明集』についての認識
 
 『声実抄』には、醍醐流の『声明集』についての口伝がある。
 
覚云。文殊
ノ
讃
ヲ
醍醐
ニ
ハ
秘
シ
テ
聲明集
ニ
雖
レ
載
ス
ト
奥
ニ
書
レ
之
ヲ
。阿弥陀
ノ
讃
ヲ
ハ
尚
ヲ
秘
シ
テ
不
レ
載
セ
。又文殊讃ヲハ名
二
淸涼讃
ト
モ
一
也。例
セ
ハ
云何唄
ト
云如
シ
。又
依
二
住處
一
ナリ
６０
 
この口伝から、覚意が醍醐流の『声明集』についても詳しかったこと 分かる。先述し
たように覚意は、醍醐流の『声明集』を書写した玄慶から「秘讃」を醍醐寺において相伝している可能性があることからも、覚意が醍醐流の『声明集』に精通していた可能性もある。
 
 
なお、他にも『声実抄』には「覚云」と て、他 情報
６１
や、作法等の指南
６２
が
多数掲載され 。
 
 以上のように覚意は、般若房定意の自筆の『声明集
』 、
相応院流の指南、守覚法親王の
時代の故実、醍醐流の『声明集』等に精通していたようである。このことから、『声実抄』において、大進上人流のみならず、真言声明や法会の故実に通達した人物としての覚意の姿が浮き彫りになった。これらの覚意の口訣 真言声明の口訣としては現在確認できる最古層 属するものなので、鎌倉期以前の の状況を伝える大変貴重な情報源となるだろう。
 
また、『声実抄』の口伝において、「覚云」の情報量は群を抜いている。多くの「覚云」
の情報を『声実抄』の撰者が掲載したのは、十四世紀末に覚意 口伝が多く残っておりかつ重視されていたからだと考えられる。
 
したがって、この時代、覚意は、「覚意の五音博士」の考案者としてのみならず、声明
に関わる様々な事柄に精通した達匠として評価されてい 可能性があるといえるだろ 。
 
 第三項
 
「覚意の五音博士」以前の記譜法
 
 第一目
 
慈業系大進上人流の記譜法
 
 覚意以前に書写された南山進流の声明譜は現在まで発見されて らず 後世の伝授譜、
口訣書、声明血脈等によって覚意以前の上記の
声明家達の系譜が知られているばかりであ
68 
 
る。つまり、高野山には先にみてきた系譜を確定する鎌倉期以前に書写された伝授譜は残っておらず、南山進流の系譜は主に室町期以降の資料によって明らかにされてきたのである。
 
このような理由から、覚意以前の南山進流の実際の音曲・記譜法がどのようなものであ
ったかということについては分かっていない。
 
ただし、新井〔一九九九〕によると、「覚意の五音博士」を用いて翻譜し直す前の南山
進流の従来の記譜法は、大進上人流のそれであったと考えられている
６３
。
 
南山進流の前身 大進上人流系統の声明譜の記譜法は、覚意とは直接関係がないと考え
られている醍醐寺所蔵の資料によって解明 糸口が見いだされつつある。この資料は、慈業系大進上人 声明譜である。
 
つまり、現在、観験系大進上人流の「覚意の五音博士」以前の様式 声明譜は高野山に
現存していないが、醍醐寺に慈業系大進上人流の覚意以前 様式の声明譜が残っ ということである。この醍醐寺の資料によって、大進上人流の元々の記譜法が明らかになりつつある。
 
その声明譜には、「干」「五」「上」「夕」「中」「下」「六」の笛の七つ 音孔名が
博士に付されている（図１参照
６４
） 。
 
そして、慈業系大進上人流の声明譜の博士の骨格を博士図に帰納したも が図２である
６５
。なお、この博士図は寛文四年（一六六四）に書写されたものを参考とし作図したと
される。また、これと同様の博士 が、慈業の十三世紀前半の『呂律抄』に掲載さるという
６６
。
 
 図１
 
横笛図（新井〔一九九六
〕 ）
 
図２平調笛譜帰納博士図（新井〔一九九六
〕 ）
 
 
 
 
 
 
 
 なお、『声実抄』によると、この笛の音孔名が付された博士は高野山においても使用さ
れていた。このことについては後に詳しく述べる。
 
 第二目
 
任賢の記譜法
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 「醍醐流」の声明の基盤を作ったとされる
６７
醍醐寺座主の勝賢（一一三八～一一九六）
の弟子の任賢（一一八七以前～一二一八以降）は「五音博士」を用いた記譜法を考案したとされている。
 
この記譜法は、笛の音孔名ではなく、「宮」「商」「角」「徵」「羽」の五音を配した
博士図に基づいている。先行研究では、この博士図に基づく博士を「任賢様の図博士」と呼んでいる。こ を博士図に帰納したものが図３「任賢様の博士図」
６８
である。この図
では、「宮」が詞章の左下から真下へ、「商」「角」「徵」が詞章の真横から水平に、「羽」が詞章の左上から左斜め上 出ている。
 
この博士図は、遍智院二品親王聖尊（一三〇三～一三七〇）の『音律菁華集
６９
』の中
に醍醐様の博士図としてみら るので、当書が書写された元弘二年（一三三二）以前に既に存在していた。
 
 図３
 
任賢様の博士図
 
 
 
 
 なお、任賢自らが記譜した声明譜は残っていない。「任賢様の図博士」によって記譜さ
れているのが醍醐寺の心海（一二三四以前～一二四一～
） 、
玄慶（一二一八～一二九八）
それぞれが編纂した『声明集』である。心海が編纂した『声明集
７０
』（一二三四年編纂）
も玄慶が編纂した『声明集
７１
』（一二五四年編纂）もともに新井〔一九九六〕では『声
明集』と呼ば ている。
 
 第三目
 
高野山の「覚意の五音博士」以前の記譜法
 
 先述したように、高野山には一二三五年に大進上人流の本拠地が中川から移る前から観
験系大進上人流が存在していたと考えられる。しかし、高野山には、「覚意の五音博士」以前の声明譜が残っていないので、どのような記譜法が高野山において使用されていたのかについては不明である。
 
先述した醍醐寺所蔵の心海の『声明集』には
観験の記録とみられるものがある。これに
よって観験が『声明集』系の譜本を相伝していた可能性を新たに指摘できる
７２
。もしそ
うであるならば、高野山の『声明集』系の譜
本は観験から派生した可能性も出てくる。
 
しかし、高野山に現存する『声明集』系の譜本は「覚意の五音博士」によって記譜され
たものしか残 いないので、観験がいかなる記 法を用 ていたのかについては不明である。
 
さらに、観験以降の勝心、憲海（～一二三四～一二五七～
） 、
般若房定意などの観験系
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大進上人流の諸師達の用いていた記譜法についても分かっていない。
 
また、高野山に現存する「秘讃」の譜本も「覚意の五音博士」によって記譜されたもの
しか残っていない。したがって、それ以前の高野山の諸師がいかなる記譜法によって「秘讃」を記譜していたのかについても不明であるが、次に示すように「覚意の五音博士」以前の高野山の記譜法を伝える事例を二例確認できた。
 
 （№１）慈鏡撰『声決書』応永三年（一三九六年）
 
進流醍醐大原此三流之声明
ハ
以
二
横笛之譜
ヲ
一
造
ル
レ
之
ヲ
。相応二流
ト
菩提院西方院
妙音院
ト
ノ
三流
ノ
声明
ハ
以
二
琴譜
ヲ
一
造
レ
リ
レ
之
７３
。
 
この記述によると、大進上人流と醍醐流は笛の譜を使用して博士を記譜していたという。
 
 （№２）「吉慶梵語三段秘曲」
 
この資料は、高野山大学附属高野山図書館に所蔵されている「吉慶梵語第三段秘曲」の
曲譜であり、「伽陀秘讃類」の中に収載されている。当資料の書誌を示す。
 
「吉慶梵語三段秘曲」
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵。資料
名「伽陀秘讃類」（普―金フィルム番号
２５９
―
０１
）
 
嘉暦四（一三二九）年、融済書写。二紙 装丁不詳。法量不詳。
 
〔奥書〕嘉暦四年正月十七日於高野山一心院奥坊書写畢
 
権律師融済
 
当資料の奥書によると、当資料は嘉暦四年（一三二九）に高野山の一心院で融済が書写
したものである。左は当 の最後の十二詞章とその博士である
 
 「吉慶梵語第三段秘曲」「瞢〜也」
 
 
 
 この「瞢」の下には「円禅房方」つまり堅覚の伝、さらには快全の伝と記されている。
また、「也」の下には「進聖人様」つまり大進上人宗観の様と記されている。なお、堅覚、快全は大進上人流の流れを汲む人物である。
 
この博士の帰納博士図を、左に示した称名寺所蔵の「吉慶梵語三段秘曲
７４
」の同一詞
章の「覚意の五音博士 による記譜を参考にして作成し、図４
「 〈
吉慶梵語三段秘曲〉帰
納博士図」として提示する。
 
 「吉慶梵語第三段秘曲」「瞢〜也」（称名寺蔵）
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 図４〈吉慶梵語三段秘曲〉帰納博士図
 
 
 
 
 この博士図は、図３の「任賢様の図博士」のように「羽」の位置が詞章の左上から斜め
にでている。ただし、「宮」の位置は「詞章」の左下から真っ直ぐ下に向いておらず、斜め下に出ている。これが大進上人流の様の博士図であるのか否かについては、この一例からだけでは判断できない。
 
 以上のように、「覚意の五音博士」以前の高野山で大進上人流所伝の記譜法が使用され
ていた形跡はあった。しかし、 れは 図２の慈業系 とも図３「任賢の 」とも相違するものであった。したがって、「覚意の五音博士」以前には統一的な記譜法が確立されておらず、規範となる新 い記譜法の考案が俟たれていたと考えられる。
 
 
第四目
 
『声実抄』の「笛の図」
 
 『声実抄』には「笛の図
」 、
つまり笛の音孔名が付されている博士についての記述が六
箇所ある。以下において一箇所ずつ
原文または博士を示し、考察を行う。
 
 
（№１）『声実抄』（続真三〇・四下〜五上）
 
般若房本事
ノ
声明
ニ
笛
ノ
圖被
レ
付。答申。答サモヤアリツラヌトモ當時不
二
流布
一
。
但或
ハ
顧
二
其恐ヲ
一
終
ニ
無
二
笛圖
一
云
云
 
この箇所の口訣の主については不明である。
これは、般若房定意が「本事の声明」に笛
の音孔名が付されている博士を記譜したかどうかについて 問答である。
 
問に対して、般若房定意は最初笛の音孔名によって博士の記譜をしていたと思われるが、
現在流布していないのでそのことは分からず、流布しな ことを恐れてなのか最終的に笛の音孔名の博士は存在しなくなったと答えられている。
 
なお、「本事の声明」が何を指し示すか
 
 （№２）『声実抄』（続真三〇・七下〜八上）
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細谷（中略）又云。高野
ノ
散華
ノ
笛
ノ
圖
ハ
在
ノ
終
ヲ
ハ子タル様
ニ
見
タ
リ
。是
ハ
ヲサエ
タリト見
タ
リ
然
ヲ
声明集
ニ
ハネテ付
ク
是
レ
誤
リ
歟。仍
テ
在
ヲ
ヲサヘテ有
ヲ
スルハ其聞
キ
善
シ
。又在
ト
道
ト
ノ
中
ヲ
勿
レ
切其由歟。在
ト
有
ト
ヲ
一気
ノ
様
ニ
ユル人
ア
リ
。ヲサウ
ルヨリモ其聞キ劣
レ
リ
ト
云
云
 
これは〈散華〉についての口訣である。この口訣は、高野山の細谷恵海（十三世紀）の
ものである。この口訣によって高野山では「笛
ノ
圖」の博士が用いられていたこと、及び
その高野山の「笛
ノ
圖」の〈散華〉の「在」の末の箇所の博士の付け様は恵海がみている
『声明集』と同様に「ハ子テ」いたことが分かる。
 
なお、左記の博士 『魚山蠆芥集』の「在」の博士である。『声実抄』にはこれと同じ
博士が「是」 博士として口訣の文章の行間に記譜されている。これらの博士の末の箇所は「ハ子テ」いないようにみえる。
 
 『魚山蠆芥集』〈散華〉「在」（ｅ―４）（大正八四・八二六上）
 
 
 （№３）『声実抄』（続真三〇・八下）
 
私手
モ
實
モ
同
シ
商
ナ
レ
ト
モ
手
ニ
ソラサス實
ニ
ハ
ソラス所謂般若房
ノ
笛
ノ
圖
ニ
手
ニ
ハ
六
ヲ
付
ケ
實
ニ
ハ
下
ヲ
付
ク
是一律
ノ
不同ナリ。
 
これは、左記の上段に示した〈三条錫杖〉に
ついての口訣で、「私」とあるので撰者の
文言と考えられる。
 
『声実抄』〈錫杖〉「手執實道」
 
 
 
 
図５『声実抄』「笛
ノ
圖」〈錫杖〉帰納博士図
 
（続真三〇・八下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
般若房の「笛
ノ
圖」の「手」には笛の音孔名の「六」＝「一越
」 、
「實」には「下」＝
「上無」が付されていたという。したがって、般若房の 笛
ノ
圖」には、実際に「六」
「下」の二つの音孔名が付されている博士が記譜されていたということになる。〈錫杖〉は「盤渉調」である。したがって、「盤渉調」の大進上人流 笛の博士図を示すと図５となる。 六 は「嬰商
」 、
「下」は「商」となる。おそらく、「般若房
ノ
笛
ノ
圖」は右に
示した図５のような帰納博士図に基づいて記譜されていたので、同じ 商」である「六」と「下」を書き分けること できたのだと考えられる。
 
なお、右に示した〈錫杖〉の「實」の「商」の博士には「ソル」と記されている。この
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「商」は始音の「下」
（ 「
上無
」 ）
から「ソル」ことによって一律音が上がり「六」
（
一越
」 ）
になったと考えることができる。したがって『声実抄』の「手」の「商」は
最初から「六」なので、「ソラサス
」 、
一方「實」の「商」は一律低い「下」なので「ソ
ラス」とそれぞれ指南されているのだと考えられる。
 
 （№４）『声実抄』（続真三〇・一九下）
 
已下讃等
ノ
ハカセ以
レ
之可
二
準知
一
。此博士
ノ
様
ハ
聲明
ノ
最初笛
ノ
圖
ヲ
以付初
タ
ル
ス
カタ也
 
これは〈四智梵語〉についての口訣である。この口訣の直前には、左記に示した笛の音
孔名が付された博士によって記譜されている〈四智梵語〉の「笛譜」
７５
がある。
 
この博士が、口訣で述べられて るように、「聲明
ノ
最初笛
ノ
圖
ヲ
以付初
タ
ル
スカタ」
であるならば、「覚意の五音博士」以前の記譜法で記譜されている貴重なものといえる。
 
 『声実抄』〈四智梵語〉「笛譜」（続真三〇・一九上）
 
 
今回は、この〈四智梵語〉の博士と比較する
ために、「覚意の五音博士」で記譜されて
いる『魚山蠆芥集』の中から右の「笛譜」に対応する博士を抜き出して左 示した。
 
なお、『声実抄』では「笛
ノ
圖（笛
ノ
圖に基づく記譜法
） 」
と明示された博士は当所と
後述する〈東方讃〉だけに見られる。
 
 
また、『声実抄』には、右の 譜」の博士に先だって、「覚意の五音博士」 記譜さ
れている博士も掲載されている。これは、左記の『魚山蠆芥集 の と同一である。
 
因みに、『声実抄』は〈四智梵語〉の一部の詞章・博士 けを抜き出して掲載し、口訣
を含む解説を加えており、曲全体に亘るものではない。
 
 『魚山蠆芥集』〈四智梵語〉「覚意の五音博士」（大正八四・八三六中）
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 まず、反音箇所について比較を行う。
 
『魚山蠆芥集』の、〈四智梵語〉は「唵」から「摩」の一字前の「達」まで「呂
」 、
「摩」からその三字後の「那」の途中まで「律
」 、
「那」の途中から「麽」の一字前の
「羯」まで「呂
」 、
「麽」から「嚕」の次の字の「婆」まで「律
」 、
「婆」の次の字の
「嚩」で「呂」となり終曲する。
 
『声実抄』の「笛譜」の「呂」「律」の箇所は、『魚山蠆芥集』に対応している。何故
なら、 笛譜」は「摩」において、博士に付されている音名が短三度上がった音名に変わるからである（干＝平調＝Ｅ→夕＝黄鐘＝Ａ
） 。
すなわち、「笛譜」の「唵嚩曰羅薩」
「糵羅」「拏」は 呂
」 、
「摩」「麽」「嚕」は「律」の箇所であると考えられる。
 
 
次に、音高について比較する。
 
『声実抄』の「笛譜」の「嚩」は「六
（ 「
一越
」 ）
である。一方、『魚山蠆芥集』は
「商」
（ 「
盤渉調」の「嬰商」＝「一越
」 ）
である。
 
そして、『声実抄』の「笛譜」において 摩 で「夕」
（ 「
黄鐘
」 ）
になる。
一方、『魚山蠆芥集』では、この箇所は、 盤渉調」の「嬰羽」（＝「黄鐘
」 ）
である。
したがって、両者とも音高は一致す 。
 
以上のことから、 は『魚山蠆芥集』同様に「呂」の「一越調」の
反音曲であるとみなすこ ができる。ただし『声実抄』の「笛譜」の「呂 の箇所は、「一越調」の「乙様」で記譜されている。したがって、『声実抄』 「笛譜」は「双調」で記譜されている。
 
 
続いて、『声実抄』の「笛譜」の博士の骨格について検討する。
 
『声実抄』の「笛
ノ
圖」はどのような博士の骨格を基に作成されているか不明である。こ
のことに示唆を与えるのが、先述した醍醐寺の心海の『声明集』である。『声実抄』「笛譜」に対応する心海の『声明集』の詞章と博士を次頁に示した。両者を比較すると、「摩」以前の「呂」の箇所の記譜が極め 類似している。また前述 たように心海の『声明集』は「任賢の図博士」で記譜されている。したがって、『声実抄』の 笛譜」は 任賢様の図博士」で記譜されている可能性 ある。
 
しかし、心海の『声明集』と『声実抄』はともに、「摩」以下 「律」の箇所がどのよ
うな博士の骨格を基にしているのか不明な で、 任賢様の図博士」によって記譜されいると断定すること できない。
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心海本『声明集』（醍醐寺蔵一九八函一一三號）
 
 
 
さらにこの問題について検討するために『声実抄』の別の口訣を検討する。
 
すなわち『声実抄』の〈吉慶漢語〉第三段の「金」についての口訣の中で
 
醍醐五音
ノ
圖聲花抄
ニ
委細見
タ
リ
７６
 
とした後に、左の図６の博士図と口訣を載せている。
 
 図６
 醍醐様博士図
 
（続真三〇・二〇下）
 
 
 
 『声実抄』（続真三〇・二一上）
 
私云今此書多分此圖
ノ
博士見
タ
リ
。然者進
ノ
様之根本是也。如
レ
是商角徵一體
ニ
見
テ
位甚異也能々可
レ
思
レ
之也
云
云
 
 
「此書」つまり「聲花抄」とは、聖尊の撰した『音律菁華集』のことだと考えられる。
なぜならば、『音律菁華集 にも図６と同一の博士図が掲載されている。この記述によると図６の「醍醐様」の博士図つまり「任賢様の博士図」は「進
ノ
様之根本」ということに
なる。
 
また、冒頭に示した『声実抄』〈四智梵語〉の口訣では「聲明
ノ
最初笛
ノ
圖
ヲ
以付初
タ
ル
スカタ」とされ、また同書において「醍醐様」の博士が「進
ノ
様之根本」とされ、さら
に『声実抄』の「笛譜」の「呂 箇所が「
任賢様の図博士」と類似していることから、
『声実抄』の「笛譜」は「任賢様の図博士」で記譜されている可能性が高い。
 
ただし、「任賢様の図博士」は「五音」が博士に付されているのに対し、『声実抄』
「笛譜」の博士には 干」 五」 上」「夕」「中」 下」 六」の七声が付されているので、『声実抄』の「笛譜」が「任賢様の図博士」を基に と断定することは難しい。
 
なお、『声実抄』の「笛譜」の「呂」の箇所を先の高野山大学附属高野山図書館所蔵の
〈吉慶梵語三段秘曲〉を参考 して帰納すると、前記の図４の帰納博士図と一致する。
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「任賢様の博士図」と図４の〈吉慶梵語三段秘曲〉の帰納博士図とでは、「宮」の位置
が詞章の左下から真っ直ぐ下に出ているか、斜めに出ているかの違いはあるが、他の「商」「角」「徵」「羽」の位置は同じである。特
に両者の「商」「角」「徵」は詞章の左から
水平に出ている。
 
以上のことから、大進上人流の根本の博士図は、詞章の左側上、左側真ん中、左側下の
三方向から水平に博士が出ていて、そこに笛の音孔名が記されていたと想定することが出来る。
 
 （№５）『声実抄』（続真三〇・二二上）
 
此
ハ
笛
ノ
圖
ノ
圖
ニ
見
タ
リ
 
これは〈東方讃〉についての口訣である。こ 口訣は左記の〈東方讃〉の右側の漢文の
詞章の下に付記されている。左側の普通様 博士は、『魚山蠆芥集』の記譜と同様である。
 
 
なお、口訣の文は「此
ハ
笛
ノ
圖
ノ
圖
ニ
見
タ
リ
」とするが、上の詞章に付されている博士
は五音博士であり、なおかつ後記する図７の「覚意の五音博士」の三重の音位で記譜されているので、これを「笛
ノ
圖」による博士とみなすことは難しい。
 
 
『声実抄』〈東方讃〉普通様及び「笛
ノ
圖」（続真三〇・二二上）
 
 
 
 
 
 
 （№６）『声実抄』（続真三〇・二四上）
 
一般若房
ハ
聲明集羽商宮
ノ
三
ニ
テ
付
レ
之。羽
ハ
般若房三寶院
ノ
律師
ノ
御房
ニ
被
レ
傳
ヘ
。
般若房
ノ
笛
ノ
圖
ヲ
被
レ
付事
ハ
。律師房
ニ
被
レ
習之時當座付
レ
之。律師般若房
ノ
被
ヲ
レ
付見
テ
何
ヲ
シタマフソト被
レ
ハ
レ
云。且
ク
ハ
昇下
シ
テ
不
レ
被
レ
進セ。シキリニ被
レ
仰
セ
ケレハ進
レ
之
ヲ
。律師見
レ
之歎之
ヲ
。我
ニ
モ
付
テ
給
ト
被
レ
仰
セ
云也。般若房
ハ
笛并
呂律等委細存知
ス
ル
人也
云
云
。
 
この口訣では、般若房定意が「五音」によって『声明集』を記譜していた と、さらに、
正等房勝心も「五音」を使用していたことが記述されている。また、般若房は「笛
ノ
圖」
を付けて勝心から褒められたようである。こ
の逸話によると、笛の音孔名が付された博士
以前から「五音博士」も存在していたことになる。
 
 以上のように、『声実抄』の「笛
ノ
圖」を精査したところ、実際に笛の音孔名の博士図
に帰納できるもの、さらには、 任賢様の図博士」に帰納可能なもの、さらには「覚意の五音博士」に帰納されるものがあった。
 
特に〈三条錫杖〉についての口訣は、般若房定意が実際に笛の博士を用いていたことの
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可能性を窺わせるものであった。
 
また、〈四智梵語〉の「聲明
ノ
最初笛
ノ
圖
ヲ
以付初
タ
ル
スカタ」の博士は、笛の音孔名
が付されてはいるが、「任賢様の図博士
」 、
もしくは「大進上人流の様」によって記譜さ
れている可能性もある。
 
 
今回の『声実抄』の「笛
ノ
圖」の記述の考察によって、「覚意の五音博士」以前の高野
山では、慈業系大進上人流の記譜法や醍醐流
の記譜法と類似する記譜法が使用されていた
ことを指し示すことが確認できた
 
 
以上のことから、「覚意の五音博士」が考案される以前の高野山の大進上人流では、慈
業系大進上人流の記譜法 醍醐流に近い が併用されていたと思われる。
 
 
第四項
 
五音博士の考案
 
 
現在の真言声明の譜本 ほ んどは、 が考案したとされる「覚意の五音博士」で記
譜されている。覚意が考案したとさ る「覚
意の五音博士」を帰納した博士図が図７であ
る。
 
 図７
 
覚意の五音博士図
 
 
 「覚意の五音博士」は角度によって音高を表すことが可能で、四十五度の間隔で「宮」
「商」「角」「徵」「羽」の五音で表記された博士を記譜するものである。なお、「覚意の五音博士」を図式化した図７の「覚意の五音博士図」は「高野様」の博士図として聖尊の『音律菁華集
７７
』にみられるので、少なくとも当書が書写された元弘二年（一二三二）
以前にこの五音博士図が作られていたことは明らかである。
 
後述するように、称名寺所蔵の幾つかの「秘讃」には覚意自らが相伝した「秘讃」の声
明譜を五音博士によって記譜し直したことを示す奥書がある。また、 相伝 醍醐寺所蔵の慈業系大進上人流の「秘讃」は、笛の音孔名が付 た によって記譜されている。つまり、覚意は笛の 孔名が付されている博士を五音博士に記譜し直したといえる。
 
一方、覚意が相伝した観験系大進上人流の「秘讃 記譜法は、資料が高野山に残って
いないので不 である。
 
また、高野山の『声明集』系統の譜本がどのような経緯で「覚意の五音博士」によって
記譜されるようになった かについても不明である。
 
 
先述したように、覚意が五音博士による記譜
法を考案したという伝承は、十四世紀後半
の『声決書』と『声明集私案記』等の口伝書による。なお、『声実抄』にはこの伝えは記述されていない。
 
『声決書』には、次のように記述されている。
 
次般若房
ノ
同朋寶蓮房祐眞之上足。金剛三昧院之住僧證蓮房覚意金剛三昧院方
ノ
聲明
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興
二
始
ス
之
一
。是又妙曲之賢哲
ニ
テ
當世流布
ス
ル
五音博士之圖巧
ミ
出
セ
ル
人
ナ
リ
。初
ハ
奉
レ
値
二
般若房
ニ
一
。常途之聲明學
フ
レ
之
ヲ
。般若房入滅之後奉
レ
値
二
祐眞
ニ
一
。
秘讃乞戒阿闍梨聲明等相
二
傳
ス
之
ヲ
一
。其後得
テ
二
祐眞之聽許
リ
一
歸
テ
二
本院
ニ
一
弘
二
通
ス
聲明
ヲ
一
又造
二
五音博士之圖
ヲ
一
持
二
參
シ
テ
藥師院
ニ
一
令
レ
見
二
祐眞
ニ
一
。寶
蓮房祐眞見
レ
之
ヲ
美嘆無
レ
極。即曰
ク
。於
テ
二
當流
ノ
博士
ニ
一
以
二
此圖
ヲ
一
尤可
レ
爲
二
正本
ト
一
。相構
ヘ
テ
後世勿
レ
令
コ
ト
二
傳
テ
絶
一
云
云
 
美嘆之詞祐眞自筆之奥書秘讃聲中在
レ
之其數繁多也
７８
。
 
これによると、覚意は「覚意の五音博士」を最初に宝蓮房祐真にみせ、祐真から大進上人流でこれを用いるよう賛辞の言葉をかけられたとされている。しかし、『魚山蠆芥集』になると、覚意は最初 般若房定意に見せたことになっている
７９
。このように、後世にな
ると、覚意が最初に五音博士を見せた相手が、宝蓮房祐真から般若 定意 変わっている。これによって 証院方の正嫡の般若房定意と「覚意の五音博士」の創造が結び付かれている。
 
また、以下のように『声明集私案記』にも覚意が「覚意の五音博士」を作ったことが記
されて
 
昔
シ
五音博士ノ圖
ヲ
作ル勝蓮房ハ訶
ノ
末ノ徵ヲ角ヨリ突上ル也。高野衆徒方ニハ折
リ
上ク。金剛三昧院ニハツキ上ク。何モ不
レ
苦然
レ
ト
モ
田舎ニハ多分折
リ
上テスル也
８０
。
 
以上のように既に中期の初めには、覚意が五音博士を考案した伝承の存在が確認される。
この伝承と矛盾する情報も管見の限り見あたらず、覚意が「覚意の五音博士」を考案したことはほぼ間違いないと考えられる。
 
 
第三節
 
覚意の翻譜
 
 第一項
 
本節の趣旨
 
 覚意の最大の功績は、「覚意の五音博士」の考案とされている。しかし、それに引けを
取らない覚意の重要な功績は、それまでの大進上人流の声明譜を「 の五音博士」に記譜し直した翻譜作業である。自ら「覚意の五音博士」を考案したとす 覚意自身の言葉は残っていないが、従来の記譜法で記された声明譜に五音博士を付した する覚意の言葉が残っている
８１
。先行研究でも、覚意がそれまでの大進上人流の「秘讃
８２
」を自らが考
案した「覚意の五音博士」によって翻譜したとされているが、具体的な論拠は示されていない。
 
そこで本節では、五音博士を付す前 覚意の声明譜と、 が付された後の声明譜
を特定し、両者の曲節が一致することを確認し、覚意が従来の声明譜を五音博士に書き直したことを確認 い。
 
近年、覚意が五音博士によって翻譜し直した「秘讃」
８３
の写本が称名寺に現存してい
ることが判明した。これは、称名寺に所蔵されている種々の「秘讃」の奥書を含む膨大な情報が公開され
８４
、その中に覚意が相伝し五音博士によって翻譜されている慈業系大進
上人流の「秘讃」 発見 たことによる。そこで、まず称名寺所蔵の「秘讃」 中から覚意が相伝した慈業系大進上人流の「秘讃」を抽出 、醍醐寺所蔵の慈業系「秘讃」 中か
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ら対応する「秘讃」を特定し、両資料を比較対照することによって、覚意がそれまでの声明譜を五音博士を用いて書き直したことを明らかにしたい。
 
なお、公開された称名寺の「秘讃」の中には観験系の「秘讃」も多数含まれているが、
観験系の五音博士以前の古 譜本が発見され
ていないため、比較対照することができなか
った。また醍醐寺には、 以外にも 覚意が翻譜する前の慈業系の譜本とみられる資料が若干残っている。その他、称名寺の「秘讃」には、相伝経路が不明の釼阿自筆本「秘讃
」 、
さらには釼阿以外の者が書写した「秘讃」も幾つか存在するが、これらの検討
は今後の課題としたい。現在、覚意 自筆の声明譜は発見されていない。
 
また、称名寺には、「秘讃」以外にも、鎌倉
期の後半（十四世紀初頭）に書写された
「覚意の五音博士」で記譜されている 系統 テクストが多数現存してい その声明テクスト群には、［供養法
］ 、
［讃
］ 、
［法用］をはじめとする諸資料が含まれて
いる。これらについては後に詳しく考察す 。
 
最後に、本節で「秘讃」の分類に使用する略称を示す。
 
・〔称名寺秘讃〕＝称名寺所蔵の覚意が相伝した「秘讃
」 。
 
・〔称名寺観験系秘讃〕＝称名寺所蔵の覚意が相伝した観験 大進上人流の「秘讃
」 。
 
・〔称名寺慈業系 慈業系大進上人流
」 。
 
・〔醍醐寺慈業系秘讃〕＝醍醐寺所蔵の慈業系大進上人流の
」 。
 
・〔慈業系秘讃〕
 
 
 
＝〔称名寺慈業系秘讃〕と〔醍醐寺慈業系秘讃〕のどちらにも分
類できない慈業系大進上人流の「秘讃
」 。
 
 
第二項
 
覚意の翻譜に関する先行研究
 
 新井〔一九八三〕
８５
では、『魚山蠆芥集』に見られるような、反音曲の全体を「呂」
か「律」で統一的に記譜する記譜法が覚意の
翻譜作業の際に確立されていたかどうかを明
らかにするために、称名寺所蔵の覚意自身が翻譜したことが判明している四曲 「秘讃」と醍醐寺所蔵の「秘讃」（覚意が翻譜する前のテクスト）との比較考察が試みられている。
 
なお、称名寺所蔵の覚意の相伝した「秘讃」の一覧を時系列順に並べ、番号を付し、資
料編に［表２］として掲載した。
 
（№
１４
）〈天竜八部
第
三
重
深
秘
８６
〉
 
『醍醐寺新要録
８７
』の 二十一の「天竜八部讃反音曲也呂乙出之」という記述により、
大進上人流系統の同曲は「呂」 徵」から出音していることが判明した。称名〈天竜八部
第
三
重
深
秘
〉は「呂」と注記がありながら、一位高い「羽」で出音している。
そのため、称名寺所蔵 「天竜八部
第
三
重
深
秘
」は覚意が律曲化した可能性があると指摘
されている。
 
 
ただし、新井〔一九八三〕でも認められているが
８８
、醍醐寺所蔵の実際の声明譜との
対照はなされていない。
 
（№
１２
）〈多聞・吉祥
８９
〉
 
新井〔一九八三〕では、醍醐流の『声明集』の〈毘沙門讃〉と称名寺所蔵の同曲とが比
較されている。
 
醍醐流の『声明集』の「呂」と注記されている箇所は、称名寺所蔵の同曲の同箇所より
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も一位低く記譜されている。この理由によって、覚意が「呂」から「律」に翻譜した可能性があるとされている。
 
ただし、新井〔一九八三〕において、醍醐流の『声明集』の本曲は「南山進流所伝かど
うか明らかでない。
９０
」と指摘されているように、醍醐流の『声明集』の〈毘沙門讃〉
の記譜法が大進上人流の 法であるかについては不明である。
 
（№９）〈恵十六大菩薩梵語讃
９１
〉
 
新井〔一九八三〕では、まず『魚山蠆芥集』所収の〈金剛薩埵〉＝（東方讃
） 、
〈金剛
宝〉＝ 南方讃
） 、
〈金剛法〉＝（西方讃
） 、
〈金剛業〉＝（北方讃）と称名寺所蔵の
〈恵十六大菩薩梵語讃〉所収の同曲とを比較し、博士の一致を確認してい
 
この中の醍醐流の『声明集』所収の〈東方讃〉と『魚山蠆芥集』所収 〈東方讃〉との
比較によって、醍醐流の『声 集』 「呂」と注記 箇所が、『魚山蠆芥集』の同曲の同箇所よりも一位低く記譜されていたこ が明らかになった。したがって、称名寺所蔵の同讃は、覚意が「呂」から「律」に翻譜した可能性があるとされている。
 
 
ただし、新井〔一九八三〕でも、「祐真所伝の譜本がいかなるものであったかは明らか
ではない
９２
」と述べられているように、覚意が翻譜するために使用した原本に想定され
る資料との対照はなされていない。
 
（№
１６
）「貮捌尊唐音讃
９３
」
 
新井〔一九八三〕では、本曲の概要が紹介されているのみである。「今この覚意の五音
譜に翻譜された譜本と直接比較するための醍醐流 資料を持ち合わせていない。
９４
」と
記述されてい 通りである。
 
 
以上、新井〔一九八三〕では、醍醐寺所蔵の大進上人流系統の声明譜 使用されていな
いが、覚意が翻譜作業の過程において全体を「律」で統 的に する記譜法を確立したとの仮説が立てら 。
 
 
第三項
 
称名寺所蔵の覚意相伝「秘讃」
 
 称名寺所蔵の「秘讃」の中から覚意の五音博士で記譜され、奥書によって覚意が相伝し
たことが判明する「秘讃」を探したところ、十九曲抽出することができた（覚意が相伝した時期を基準に便宜的に№１〜№
１９
の番号を附した
） 。
これらを、第一に〔称名寺観験
系秘讃〕（称名寺所蔵の覚意が相伝した観験系大進上人流系の「秘讃
」 ）
七曲、第二に
〔称名寺慈業系秘讃〕（称名寺所蔵の 相伝した慈業系大進上人流系の 秘讃
」 ）
六
曲、第三に〔称名寺観験系秘讃〕・〔称名寺慈業系秘讃〕いずれとも判別できない「秘讃」六曲に分類して報告する。
 
 
第一目
 
〔称名寺観験系秘讃〕
 
 本目では、〔称名寺観験系秘讃〕七曲を、宝蓮房祐真から相伝した 称名寺観験系秘
讃〕と、相伝した可能性のある〔称名寺
観験系秘讃〕とに分けて提示する。
 
 
一
 
祐真から相伝した〔称名寺観験系秘讃〕
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奥書によって覚意が宝蓮房祐真から相伝したことが分かる〔称名寺観験系秘讃〕として
以下の二曲を選出することができた。
 
 (№５
)〈天龍八部讃
第
二
重
諸
天
漢
語
讃
〉
 
書本云
 
仁治元年
庚子
十月九日聊所愚意
 
之廻私博士付定畢
 
 
 
 
 
金剛資定意
 
但外見有憚秘蔵者也奉習
 
定蓮阿闍梨御房之後重仁治
 
四年
癸卯
二月廿四日申出此本博士
 
付畢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
祐真
 
于時文永七年
庚午
三月十日於高
 
野山藥師院奉隨寶蓮房阿
 
闍梨御房傳受 則賜御本
 
書寫畢
 
 
 
 
 
 
 
覚意
 
この奥書
９５
によると、宝蓮房祐真は最初、時期は不明であるが、定蓮房憲海から〈諸
天漢語讃〉を習い、その後の仁治四年（一二四三）に、般若房定意から〈諸天漢語讃〉を重ねて相伝した模様である。そして、覚意は、文永七年（一二七〇）三月十日に高野山薬師院において宝蓮房祐真の下で当讃を書写し終えた。因み は仁治元年（一二四〇）に当讃に博士 付したとある。
 
なお、この曲を覚意が宝蓮房祐真から相伝した〔称名寺観験系秘讃〕として選定したの
は、観験系大進上人流の系譜の般若房定意を経由しているからである。
 
  (№９
)〈十六大菩薩梵語讃〉
 
 
 
文永七年六月一日於□□
（
本
寺
）
之
 
 
 
藥師院奉隨寶蓮房阿闍梨□
（
御
）
房
 
傳受〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕然而
 
□
（
弘
）
安六年六月三日於安養□
（
院
）
五
 
音博士付畢
 
但朱博士者書□云
 
建長□
（
七
）
年□□
（
中
秋
）
八日於實相寺書
 
寫畢天王寺聖人本也頗以秘□中
 
極秘也〔
 
 
（
朱
）
權
少
儈
都
〕金剛佛子祐□
（
真
）
 
（
朱
）
四方讃
ハ
祐遍之本
ヲ
以
テ
寫畢
 
（
朱
）
寶〔
 
 
 
 
 
 
 
 
〕
ノ
声明集
ニ
有故也
 
偏爲興隆佛法博士等差定畢
 
覚意
在
判
 
この奥書
９６
によると、当讃は覚意が文永七年（一二七〇）に宝蓮房祐真から高野山薬
師院において相伝し、その後の弘安六年（一二八三）に高野山安養院において五音博士に
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翻譜したものであるという。
 
なお、この曲を覚意が宝蓮房祐真から相伝した〔称名寺観験系秘讃〕として選定したの
は、この曲の奥書 系譜に、憲海――定意――祐真――覚意という観験系大進上人流の系譜が記載されているから 。
 
 
二
 
祐真から相伝した可能性がある〔称名寺観験系秘讃〕
 
 宝蓮房祐真の相伝した「秘讃」を厳密に観験系と円禪房系に分けることは難しい。称名
寺資料以外の覚意が相伝した円禪房流の「秘讃」には全て円禪房流と付記されているため、覚意が宝蓮房祐真から相伝した「秘讃」で特に円禪房流と明記されていないものは観験系であるとみなし、五曲選定した。
 
  (№１
)〈金剛薩埵漢語讃〉（二捌尊唐音讃）
 
 
 
文永七年二月廿日寫畢
 
 
覚意
 
この奥書
９７
によると、当曲は文永七年（一二七〇）二月二十日に覚意が書写し終えた
ものである。三月一日に は 、後述する〈反音〉（吉慶梵語三段秘曲）を相伝していることから、この曲も覚意が宝蓮房祐真から相伝したも であるとみなすことができる。
 
 (№２）〈緊那羅天讃
一
傳
也
〉
 
 
文永七年二月廿八日書畢
 
覚意
 
この奥書
９８
によると、当讃は文永七年（一二七〇）二月二十八日に覚意が書写し終え
たものである。上記の理由から覚意が宝蓮房祐真から相伝したものとみなすことができる。以下の曲も同様である。
 
 (№４
)〈一傳讃〉（妙音天讃）
 
 
 
文永七年
庚午
三月五日於高野山本寺
 
之藥師院奉隨寶蓮房阿闍梨傳
 
受畢同八日付五音博士於師御前
 
而交合畢
 
 
 
 
覚意
生年卅四
 
この奥書
９９
によると、当讃は文永七年（一二七〇）三月五日に高野山薬師院において
宝蓮房祐真から相伝し、同月宝蓮房祐真の前
で五音博士に翻譜し直したものである。
 
 (№６
)〈孔雀経讃
進
〉
 
 
 
本云
 
文永七年三月十日於高野
 
山藥師院奉隨寶蓮房
 
阿闍梨御房傳受畢
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覚意
 
 
この奥書
１００
によると、当讃は文永七年（一二七〇）三月十日に高野山薬師院において
宝蓮房祐真から相伝したものである。
 
 (№８
)〈如意輪讃
進
〉
 
 
 
書本云
 
 
 
 
 
文永七年三月十日於高野山金
 
剛三昧院奉隨寶蓮房阿闍
 
梨御房傳受畢
 
 
 
 
覚意
 
この奥書
１０１
によると、当讃は文永七年（一二七〇）三月十日に高野山の金剛三昧院に
おいて宝蓮房祐真から相伝したものである。なお、同日には、高野山薬師院において宝蓮房祐真から前記の
(№⒍
)〈孔雀経讃
進
〉を相伝している。同日に相伝場所を変えて、宝
蓮房祐真から当曲を相伝していることは不可解である。
 
 以上のことから、覚意が宝蓮房祐真から観験系大進上人流の「秘讃」を相伝した時期は
文永七年二月から三月に集中していることが分かる。
 
 
 
第二目
 
〔称名寺慈業系秘讃〕
 
 
奥書によって、覚意が相伝したと思われる〔称名寺慈業系秘讃〕として以下 六曲を選
出することができた。本目ではそれらを宗源系と堅覚系に分けて提示する。
 
 一
 
宗源系の〔称名寺慈業系秘讃〕
 
 宗源系の〔称名寺慈業系秘讃〕には、伝承経路不明の「秘讃」と玄慶から相伝した「秘
讃」がある。
 
 （一）伝承経路不明の宗源系「秘讃」
 
 
覚意が相伝したと思われるが伝承経路が不明な宗源系の「秘讃」を二曲選定した。
 
  (№
１４
)〈天龍八部第
三
重
深
秘
〉
 
 
 
文永九年六月一日以師説就五音博
 
士畢
 
 
 
 
 
覚意
在
判
 
 
 
 
 
天龍八部讃有三種依爲秘蔵雖
 
加兩讃實
尓
和
一首也所謂
 
孔雀経讃
 
 
 
 
第一浅重
 
諸天讃
 
 
 
 
 
第二重頗深
 
四句
五字今賛
 
 
 第三重深秘々々
 
乗願房本也
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この奥書
１０２
によると、当讃は文永九年（一二七二）五月十九日に高野山の金剛三昧院
で書写し、その後の六月一日に五音博士に翻譜し終えたものである。奥書の最後に「乗願本也」と記させているので、乗願房＝宗源（一一六八～一二五一）の本を書写したことは明らか あるが 宗源より伝授されたか、宗源の伝授本を書写したか、或いは玄慶所持の宗源本を書写した等の可能性が考えられ、伝承経路は不明である。
 
 
 
(№
１５
)〈緊那羅天讃〉
 
 
 
 
文永九年七月六日書寫畢任
 
師説博士付畢
 
 
 
 
 
覚意
 
師云
 
此賛者道之肝心宗之秘曲也努々
 
不可也散者也琵琶三曲之内調合
 
啄木之曲造之仍殊秘蔵者也
云
々
 
乗願房本也
 
 
この奥書
１０３
によると、覚意は当讃を文永九年（一二七二）七月六日に書写し五音博士
に翻譜し終えた。奥書の最後に「乗願本也」と記させているので当讃は宗源が伝承していた「秘讃」ではあるが、前と同様に覚意への伝承経路は不明である。
 
このように覚意は、その伝承経路は不明であるが、宗源系の「秘讃」二曲を文永九年の
五月から七月にかけて書写し五音博士に翻譜している。
 
 （二）玄慶から相伝した宗源系「秘讃」
 
 覚意が玄慶から直接相伝した宗源所伝の「秘讃」を一曲選定した。
 
 (№
１６
)〈貮捌尊唐音讃〉
 
 
 
此本者乗願房之本也以彼本寫
云
云
 
式部律師玄慶
 
又云
 
寫本者醍醐式部律師
○
玄慶奉習
 
乗願房私
ニ
被付本也而自玄慶大納改名
 
言僧都御房覚意相傳之
 
弘安二年六月十二日
 
 
 
 
 
 
 
覚意
 
この奥書
１０４
によると、当讃は弘安二年（一二七九）六月十二日に玄慶から相伝したも
のである。
  
二
 
堅覚系の〔称名寺系慈業系秘讃〕
 
 覚意が相伝した堅覚系の慈業系「秘讃」を三曲選定した。
 
 (№３
)〈反音〉（吉慶梵語三段秘曲）
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文永七年庚午三月一日於高野山藥
 
師院奉隨寶蓮房阿闍梨御
 
房傳受了同八日五音博士
ニ
付
テ
師
 
御前
ニ
テ
交合畢
 
 
 
 
 
 
 
覚意
 
この奥書
１０５
によると、当讃は覚意が文永七年（一二七〇）三月一日に高野山薬師院に
おいて宝蓮祐真から相伝し、同月八日に五音博士に翻譜したものである。当讃の紙背に、「相伝
 
上月房
 
天王寺円禪房
 
明本房
 
寶蓮房阿闍梨
 
證蓮房」とあることから浄月房
聖海から堅覚が相伝したものであることが分かる。なお明本房については不明である。
 
 (№７
)〈利菩薩〇語漢
円
禪
房
流
〉
 
 
 
文永七年
庚午
三月十日於高野山
 
本寺之内藥師院奉隨寶蓮房阿
 
闍梨御房傳畢
 
 
 
 
覚意
 
（朱）同十九日私付五音博士合交（ママ）畢
 
 
この奥書
１０６
によると、当讃は覚意が文永七年（一二七〇）三月十日に高野山薬師院に
おいて宝蓮房祐真から相伝し、同月十九日に五音博士に翻譜 たものである。称名寺所蔵の『秘讃類聚集』には曲名に「円禪房流」とあることから堅覚伝授本 考えられる。
 
 (№
１０
) 〈文殊梵語
進
同梵語
秘
曲
第
三
重
〉〈文殊梵語
秘
曲
第
三
重
〉
 
 
 
 
圓禪房流
 
文永七年
庚午
六月十三日於
 
高野山藥師院奉隨
 
寶蓮房阿闍梨御房傳受畢
 
 
覚意
 
 
この奥書
１０７
によると、当讃は覚意が文永七年（一二七〇）六月十三日に高野山薬師院
において宝蓮房祐真から相伝したものである
。奥書に「圓禪房流」とあることから堅覚の
伝授本と考えられる。
 
 以上のように堅覚系の慈業系「秘讃｝は三本ともに、全て宝蓮房祐真を経由して覚意に
伝わっている。覚意の翻譜作業を考えるうえで、観験系のみならず慈業系の大進上人流を
 
 
 
 
 
 
 
伝えた宝蓮房祐真の果たした役割は大きかったと考えられる。
 
 
第三目
 
系統不明の「秘讃」
 
 
以下の六曲の「秘讃」は、覚意が相伝したものの中でも〔称名寺観験系秘讃〕・〔称名
寺慈業系秘讃〕何れとも判別できない「秘讃」である。
 
 (№
１１
)〈宝賛〉（宝珠讃）
 
 
 
 
口傳云此賛者二息
仁
梄留也
 
文永七年
庚午
六月十五日自伊賀阿闍
 
梨御房相傳之
 
 
 
 
 
 
覚意
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五御室之作也秘々々穴賢々々不
 
可他見一人之外不可授之者也醍醐之
 
式部律師玄慶説也
 
この奥書
１０８
によると、当讃は覚意が文永七年（一二七〇）六月十五日に伊賀阿闍梨な
るものから相伝したものである。
 
 (№
１２
)〈多聞吉祥〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
朱
）
任
師
傳
付
五
音
博
士
畢
 
文永七年
庚午
七月一日書寫
 
覚意
 
この奥書
１０９
によると、当讃は覚意が文永七年（一二七〇）七月一日に書写したもので
ある。朱書きで師の伝に任せて五音博士に翻譜したことが記されているが、師と時期については不明である。
 
 (№
１３
)〈阿弥陀讃
進
〉
 
 
 
本
云
文永八年二月二十日於金剛三
 
昧院西寮傳受畢
 
 
 
 
 
 
 
覚意
 
 
この奥書
１１０
によると、当讃は覚意が文永八年二月二十日に金剛三昧院の西寮で相伝し
たものである。この讃のみ文永八年に覚意が相伝したもので、覚意が相伝した人物は不明である。
 
 
 
(№
１７
) 〈妙音天〉
(№
１８
)〈金剛因菩薩梵語讃〉
(№
１９
)〈金剛因菩薩漢語讃〉
 
これら三つの讃には、詞章と博士以外記載されていない。
 
 以上において、称名寺所蔵 「秘讃」の中か
ら覚意が相伝し五音博士によって記譜され
ている「秘讃」十九本を選出し、〔称名寺観験系秘讃〕（№１・№２・№４・№５・№６・№８・№９
） 、
〔称名寺慈業系秘讃〕（№３・№７・№
１０
・№
１４
・№
１５
・№
１６
） 、
〔称名寺観験系秘讃〕・〔称名寺慈業系秘讃〕いずれとも判別できない「秘讃」
＝（№
１１
・№
１２
・№
１３
・№
１７
・№
１８
・№
１９
）に分類することができた。
 
次に、この中の〔称名寺慈業系秘讃〕六曲、つまり（№３・№７・№
１０
・№
１４
・№
１５
・№
１６
）に対応する慈業系の「秘讃」を醍醐寺所蔵資料の中から同定する。
 
 
第四項
 
醍醐寺所蔵資料との対応
 
 幸いにも、醍醐寺には 多数の〔醍醐寺慈業系秘讃〕が残っている。右の六曲と対応す
る「秘讃」を、〔醍醐寺慈業系秘讃〕の中か
ら、奥書の情報によって全て特定することが
できた。
 
なお、〔醍醐寺慈業系秘讃〕は先述したように宗源系と堅覚系とに分類することができ
るので、二系統に分けて提示する。
 
87 
 
 
第一目
 
宗源系〔醍醐寺慈業系秘讃〕における対応
 
 
宗源系の〔醍醐寺慈業系秘讃〕においては、次の三本の「秘讃」が〔称名寺慈業系秘
讃〕の「秘讃」と対応していた。
 
 
一、〈天龍八部第三重深秘〉＝『天竜八部讃
１１１
』（醍醐寺蔵一九七函―二七号）
 
 
醍醐寺所蔵の『天竜八部讃』の本奥書には、
 
寛元二年二月九日奉
 
 
宗源在判
 
建治二年六月晦日所相傳極秘讃□以授
 
申瑩海アサリ畢
 
 
 
佛子印禅判
 
と記されているので印禅が宗源から寛元二年（一二四四）に相伝したものだと分かる。したがって、当讃は、「乗願房（宗源）本」である称名寺所蔵の
(№
１４
) 〈天龍八部第三
重深秘〉と対応する。
 
 
二、〈緊那羅天讃〉＝『緊那羅天讃』（醍醐寺蔵一九八函八号
１１２
）
 
醍醐寺所蔵の『緊那羅天讃』（ 蔵一九八函八号）の本奥書には、
 
仁治四年正月廿三日奉授
 
印禅公畢如天龍八部讃一可秘之已下一傳讃盡秘之畢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金剛佛子宗源
 
在判
 
と記されているので、印禅が仁治四年（一二四三）に宗源から相伝したものと分かる。したがって、当讃は「乗願房（宗源）本」である称名寺所蔵の
(№
１５
)〈緊那羅天讃〉と
対応する。
 
 
三、〈貮捌尊唐音讃〉＝『十六尊讃』（醍醐寺蔵一九六函四四号
１１３
）
 
 
醍醐寺所蔵の『十六尊讃』の書写奥書には、
 
已上先師法印玄慶様也
 
頼験
 
元徳元年九月廿二日書之
 
と記されているので、元徳元年九月二十日に玄慶の弟子の頼験 玄慶の伝授本を書写したことが分かる。したがって当讃は、玄慶の伝授本である
(№
１６
)〈貮捌尊唐音讃〉と対
応する。
 
 第二目
 
堅覚系〔醍醐寺慈業系秘讃〕における対応
 
 
堅覚系の〔醍醐寺慈業系秘讃〕においては、次 三本の「秘讃」が〔称名寺慈業系秘
讃〕の「秘讃」と対応していた。
 
 
 一、反音〈吉慶梵語三段秘曲）＝「 等印禅方」（醍醐寺蔵一〇一函一号四
１１４
）所
収の〈吉慶梵語第三段秘曲〉
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醍醐寺所蔵の「秘讃印禅方」所収の〈吉慶梵語第三段秘曲〉の本奥書には、
 
已上吉慶梵語上音二説并瞢ノ節
 
天王寺円禪房堅覚
ニ
相伝之了
 
印禅
 
と記されている。また、『醍醐寺新要録』の「印禅従円禅房相承事
１１５
」という項目にも
この奥書が掲載されている。つまり、この奥書は、堅覚から印禅が〈吉慶梵語第三段秘曲〉の伝授を受けたものである。したがって、当讃は、堅覚の名前が紙背の相伝系譜に記されている
(№３
)反音〈吉慶梵語三段秘曲）と対応する。
 
 
二、『利菩薩○語漢円禪房流』＝「拾陸尊梵語・拾陸尊漢語」（醍醐寺蔵二〇六函二五
号
１１６
）所収の〈金剛利菩薩讃〉
 
醍醐寺所蔵の「拾陸尊梵語・拾陸尊漢語」（醍醐寺蔵二〇六函二五号）所収の〈金剛利
菩薩讃〉には、
 
本記
 
建暦二年八月廿七日於関東二蓋堂以寶厳坊御本令書寫畢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金剛佛子堅覚
 
と記されているので建暦二年（一二一二）に慈業の伝授本を鎌倉二階堂におい 堅覚が書写したことが分かる。したがって、当讃は、「円禅房流」と記されている
(№７
)『利菩
薩○語漢円禪房流』と対応する。
 
なお、『利菩薩〇語漢円禪房流』にはほとんど博士が付されていない。
 
 
三、〈文殊梵語
秘
曲
第
三
重
〉＝『文殊梵語讃』（醍醐寺蔵一九六函四九号
１１７
）
 
醍醐寺所蔵の『文殊梵語讃』には、
 
仁治三年八月四日奉授印禅公
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
釈宗源
在
判
 
 
と記されているので仁治三年（一二四二）に印禅が宗源から相伝したことが分かる。
 
なお、醍醐寺所蔵資料の中に 堅覚所伝の〈文殊梵語讃〉は見つからなかった。醍醐寺
には、宗源が印禅へ相伝したものしか残っていない。ただ 、宗源も堅覚も共通して「秘讃」の相伝はほとんど慈業から受けているので、称名寺所蔵の堅覚相伝の〈文殊梵語讃
秘
曲
第
三
重
〉と宗源相伝の『文殊梵語讃』とは同系統のものとみなせる。したがって、宗源
が印禅に授けた 『文殊梵語讃』は円禅房流（堅覚本）のもの 同じでものであると考えられ、当讃は、
(№
１０
)〈文殊梵語
秘
曲
第
三
重
〉と対応する。
 
なお、先の分類においては、
(№
１０
) を〈文殊梵語
進
文殊梵語
秘
曲
第
三
重
〉と並記し
たが、〈文殊梵語
進
〉と対応する醍醐寺所蔵の秘讃を発見できなかったので、〈文殊梵語
秘
曲
第
三
重
〉との対応関係が確認できた『文殊梵語讃』（醍醐寺蔵一九六函四九号）のみ
を表記した。
 
 
以上本項において、〔称名寺慈業系秘讃〕六本それぞれに対応する〔醍醐寺慈業系秘
讃〕六本を同定し 。
 
 
第五項
 
〔慈業系秘讃〕の記譜法の比較
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まず、記譜法を比較する為の基準を設定した後に、宗源系の〔称名寺慈業系秘讃〕と
〔醍醐寺慈業系秘讃
〕 、
次に堅覚系の〔称名寺慈業系秘讃〕と〔醍醐寺慈業系秘讃〕との
記譜法の比較考察を行う。
 
 
第一目
 
記譜の比較項目の設定
 
 
〔称名寺慈業系秘讃〕と〔醍醐寺慈業系秘讃
〕との比較のために、①博士②曲種③調子
④様式⑤反音⑥帰納博士図、の六項目を設定した。
 
①博士：読譜のために〔醍醐寺慈業系秘讃〕では図６の「醍醐様博士図」を補助的に用いる。〔称名寺慈業系秘讃〕は図７の「覚意の五音博士」を使用する。
 
②曲種：〈呂曲
〉 、
〈律曲
〉 、
〈中曲
〉 。
曲種は、注記されていなくても推測できる。即
ち、曲の始めの音高が〈宮〉・〈商〉・〈角〉・〈徵〉・〈羽〉 五音の内、どの音から出音してい かによって曲種が決定する。も
しも、〈宮〉・〈徵〉のどちらからか出音す
るならば 〈呂曲
〉 、
〈商〉・〈羽〉のどちらからか出音
するならば〈律曲〉と分かる。
 
③調子：一越調、平調、双調、黄鐘調、盤渉調の五調子。
 
④様式：〈呂曲〉で〈宮〉で出音乃至終音するならば 甲様
〉 、
〈徵〉で出音乃至終音す
るならば、〈乙様
〉 、
一方〈律曲〉でも〈商〉で出音乃至終音するならば〈甲様
〉 、
〈羽〉で出音乃至終 するならば 乙 〉となる。
 
⑤反音：南山進流において反音は四種に分類される（四種反音
） 。
曲中反音、隣似反音、
甲乙反音、七声反 。転調、移 に相当する。〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘讃〕との博士の比較によって反音の箇所を特定する。
 
⑥帰納博士図：博士か 帰納される博士図。
 
 
第二目
 
宗源系の〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘讃〕の比較
 
 一
 
〈天龍八部第三重深秘〉の比較
 
 以下において〔醍醐寺慈業系秘讃〕＝『天竜八部讃』（醍醐寺蔵一九七函二七号）と
〔称名寺慈業系秘讃〕＝
(№
１４
) 〈天龍八部第三重深秘〉の比較を六項目に亘って行う。
 
①博士：
 
左が〔醍醐寺慈業系秘讃〕＝『天竜八部讃』（醍醐寺蔵一九七函二七号）の博士である。
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一方、左が〔称名寺慈業系秘讃〕＝
(№
１４
) 〈天龍八部第三重深秘〉の博士である。
 
 
 
 ②曲種：〔醍醐寺慈業系秘讃〕には、「呂乙出之」と曲名の下に記載されている。一方、〔称名寺慈業系秘讃〕には記載がなく、出音が「羽」で、〔醍醐寺慈業系秘讃〕より一位高く出音している。それは、「呂」の箇所を 律」によって記譜しているからであると考えられる。〔醍醐寺慈業系秘讃〕の情報を頼りにすると〔称名寺慈業系秘讃〕も呂曲と考えられる。
 
③調子：
 両者ともに記載がないので不明である。
 
④様式：〔醍醐寺慈業系秘讃〕には、「呂乙出之」と曲名の下に記載されておりあり、「徵」から出音しているので乙様である。一方、〔称名寺慈業系秘讃〕は「羽」から出音しているので乙様である。
 
⑤反音：
 
〔醍醐寺慈業系秘讃〕には曲名の下に「反音曲也」と記載されている。
 
〔醍醐寺慈業系秘讃〕は、「呂乙出之」と記載されているので「天」以下は「呂」であ
る。また、「天」から「覚」ま 〔称名寺慈業系秘讃〕は〔醍醐寺慈業系秘讃〕よりも一位高く記譜されている。したがって、〔称名寺慈業系秘讃〕は、本来「呂 の箇所を「律」で記譜している。
 
「一」から「處」の末まで両者とも同じ音位である。「覚」まで〔醍醐寺慈業系秘讃〕
よりも一位高かった〔称名寺慈業系秘讃〕が と同じ音位になったは、この箇所から「律」に曲中反音したからである。
 
「護」から 念 まで〔称名寺慈業系秘讃〕は〔醍醐寺慈業系秘讃〕よりも一位高く記
譜されている。この箇所 ら「呂」に曲中反音している。
 
両者とも出だしの曲種は「呂」である。「一
」で「呂」から「律」へ反音する。そして、
「護」で「律」から「呂」に反音し終音する。また、両者の元々の音高は同じで、両者の音位が異なるのは、〔醍醐寺慈業系秘讃〕は
「呂」と「律」の箇所を書き分けていること、
〔称名寺慈業系秘讃〕は全体を「律」で記譜していることに起因す
 
〔称名寺慈業系秘讃〕は、同じ音位において
「律」の方が「呂」より一音高い音が記譜
されている傾向 ある。
 
以上のことから、覚意は当曲を「覚意の五音博士」に翻譜する際、全体を「律」で記譜
し直したといえ 。
 
⑥帰納博士図：
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〔醍醐寺慈業系秘讃〕の出音の情報、さらには
、〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業
系秘讃〕の博士を比較した際の反音の情報から左の〔醍醐寺慈業系秘讃〕の博士図が帰納される。
 
 
 
 一方、〔称名寺慈業系秘讃〕は前述の覚意の五音博士（図７参照）に基づいて記譜され
ている。
 
 
二
 
〈緊那羅天讃〉の比較
 
 以下において〈緊那羅天讃〉の〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘讃〕の比較を
六項目に亘って行う。
 
①博士：
 
左が〔称名寺慈業系秘讃〕＝『緊那羅天讃』
（醍醐寺蔵一九八函八号）の博士である。
 
 
 
 
一方、左が〔称名寺慈業系秘讃〕＝
(№⒖
)〈緊那羅天讃〉の博士である。
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 ②曲種：両者ともに「呂曲」と曲名の側に記載されている。
 
③調子：両者ともに記載されていないので不明である。
 
④様式：両者ともに曲名の側に「乙出之」と記載されており、なおかつ両者ともに「徵」から出音しているので「乙様」である。
 
⑤反音：両者ともに博士、音位が同じであり、反音曲ではない。
 
⑥帰納博士図：
 
〔醍醐寺慈業系秘讃〕の出音、博士の情報から左の〔醍醐寺慈業系秘讃〕の博士図が帰納される。
 
 
 
 
一方、〔称名寺慈業系秘讃〕は前述の覚意の五音博士（図７参照）に基づいて記譜され
ている。
 
 
三
 
〈慧十六大菩薩漢語讃〉の比較
 
 以下において〈慧十六大菩薩漢語讃〉の〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘讃〕
の比較を六項目に亘って行う。
 
①博士：
 
左が〔醍醐寺慈業系秘讃〕＝『十六尊讃』（醍醐寺蔵一九六函四四号）の博士である。
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 一方、左が〔称名寺慈業系秘讃〕＝
(№⒗
)〈貮捌尊唐音讃〉の博士である。
 
 
 
 ②曲種：両者とも記載されていないので不明である。
 
③調子：両者とも記載されていないので不明である。
 
④様式：〔醍醐寺慈業系秘讃〕は、出音の「金」に博士が付されていないので不明である。〔称名寺慈業系秘讃〕は「羽」で出音している 「乙様」である。
 
⑤反音：
 
 
〔醍醐寺慈業系秘讃〕に反音の情報はない。一方、〔称名寺慈業系秘讃〕は「羽」で出
音しているので本来「徴」の箇所を一音高くして記譜しているのかもしれない
 
〔醍醐寺慈業系秘讃〕の「法」は『天竜八部讃
』（醍醐寺蔵一九七函二七号）『緊那羅
天讃』（醍醐寺蔵一九八函八号） 博士図を参考にすると「羽」の可能性がある。また、〔称名寺慈業系秘讃〕 「法」は三重 「宮
」なので〔醍醐寺慈業系秘讃〕よりも一音高
く記譜されている。ここでも〔称名寺慈業系秘讃〕は一位高く されていると考えられる。
 
「法」から最後の「目」まで〔称名寺慈業系
秘讃〕は〔醍醐寺慈業系秘讃〕よりも一位
高く記譜されている可能性がある。ただし、両者の音高が同じ箇所はな ので曲中反音はしていないと考えられる。
 
したがって、覚意は、何等かの理由により、
〔醍醐寺慈業系秘讃〕を翻譜するときに全
体を一位高く記譜し直したといえる。
 
⑥帰納博士図：
 
〔醍醐寺慈業系秘讃〕の出音、博士から左の博士図が帰納される。
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 一方、〔称名寺慈業系秘讃〕は前述の覚意の五音博士（図７参照）に基づいて記譜され
ていると考えられる。
 
 以上の宗源系の〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘讃〕の比較結果について以下
にまとめる。宗源系の〔称名寺慈業系秘讃〕と〔醍醐寺慈業系秘讃〕とでは、〈天竜八部讃第三重
〉 、
〈緊那羅天讃
〉 、
〈慧十六大菩薩漢語讃〉三曲それぞれにおいて元々の博士
の音高はほ んど同一であるとみなせる。これによって〔醍醐寺慈業系秘讃〕は覚意が相伝した〔称名寺慈業系秘讃〕の姿を伝えるものであり、〔称名寺慈業系秘讃〕は従来の記譜法で記譜されていた「秘讃」を「覚意の五音博士」 記譜し直されたものであることが明らかになった。
 
  
第三目
 
堅覚系の〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘讃〕の比較
 
 一
 
〈吉慶梵語三段秘曲〉の比較
 
 
 以下において〈吉慶梵語三段秘曲〉の〔醍醐寺慈業系秘讃〕と の
比較を六項目に亘って行う。
 
①博士：
 
左が、〔醍醐寺慈業系秘讃〕＝『秘讃等印禅方』（ 蔵一〇一函一号四）の博士で
ある。
 
 
 一方、左が〔称名寺慈業系秘讃〕＝
(№⒊
)「反音」の博士である。
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 ②曲種：〔醍醐寺慈業系秘讃〕は記載されていないので不明である。
 
③調子：両者とも記載されていないので不明である。
 
④様式：出音が判別できないため不明である。
 
⑤反音：
 
 
〔醍醐寺慈業系秘讃〕は反音曲であるのか不明である。一方、〔称名寺慈業系秘讃〕は「反音」と曲名があるので反音曲であると考えられる。
 
「波」は、「羽」つまり「六」で記譜されている。「縛」は、「宮」つまり「干」で記
譜されている。「都」は、「徴」つまり、「中」で記譜されている。ここまでは、〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘讃〕は同音なので、「律」 あると考えられる。
 
「扇」は、本来、「羽」＝「六」でなければならないところを 宮 で一音高く記譜さ
れている。「底」は本来、 嬰商」＝ 上 でなければならないところを「角」で一音高く記譜されている。「扇」 底 〔称名寺慈業系秘讃〕 方が、〔醍醐寺慈業系秘讃〕よりも一位高いので 呂」である。
 
「迦」は、「徴」つまり 中 で記譜されている。「蘭」は、「徴」つまり 中 記
譜されている。ここまでは、〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘讃〕は同音なので、「律」であると考えら
 
「答」は、本来「羽」＝ 六 でなければならないところを 宮 一音高く記譜され
ている。「縛」「也」も同様である。「答」から「也」までは、 の方が、〔醍醐寺慈業系秘讃〕よりも
一位高いので「呂」である。
 
以上のことから、「婆」から「都」まで「律
」 、
「扇」「底」が「呂
」 、
「迦」「蘭」
が「律
」 、
「答」から最後の「也」までが「呂」であるといえる。
 
⑥帰納博士図：
 
〔醍醐寺慈業系秘讃〕の博士を頼りにすると左の博士図が帰納される。
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また、〔醍醐寺慈業系秘讃〕〔称名寺慈業系
秘讃〕を並べ見て、〔醍醐寺慈業系秘讃〕
の笛の音孔名を「覚意の五音博士」に当てはめると以下のようになると考えられる。
 
 
 
 一方、〔称名寺慈業系秘讃〕は、覚意の五音博士（図７参照）に基づいて記譜されてい
る。
 
 
二
 
〈金剛利菩薩讃〉の比較
 
 以下において〈金剛利菩薩讃〉の〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘讃〕の比較
を六項目に亘って行う。
 
①博士：〔醍醐寺慈業系秘讃〕には、ほぼ博士が付されていない で両者の比較はできない。そのため〔称名寺慈業系秘讃〕についても掲載しない。
 
②曲種：〔醍醐寺慈業系秘讃〕は記載されていな
い。〔称名寺慈業系秘讃〕は出音が「徵」
なので呂曲と推定できる。
 
③調子：両者とも記載がないので不明である。
 
④様式：〔醍醐寺慈業系秘讃〕には、ほぼ博士が付され いないので不明である。〔称名寺慈業系秘讃〕は出音が「徵」 ので「乙様」である。
 
 
⑤反音：前記の理由で博士を比較す ことができないので不明である。
 
 
⑥帰納博士図：〔醍醐寺慈業系秘讃〕には、ほぼ博士が付されて な ので作成することができない。一方、〔称名寺慈業系秘讃〕は前述の覚意の五音博士（図７参照）に基づいて記譜されている。
 
 
三
 
〈文殊梵語秘曲第三重〉の比較
 
 
 以下において〈文殊梵語秘曲第三重〉の〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘 〕
の比較を六項目に亘って行う。
 
①博士：
 
左が、〔醍醐寺慈業系秘讃〕＝「文殊梵語讃」（ 蔵一九六函四九号）の博士である。
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 一方、左が〔称名寺慈業系秘讃〕＝
(№⒑
)同梵語
秘
曲
第
三
重
の博士である。
 
 
 
 ②曲種：〔醍醐寺慈業系秘讃〕は「呂」と曲
名の下に記載されている。一方、〔称名寺慈
業系秘讃〕には記載されておらず、出音が「羽」で、〔醍醐寺慈業系秘讃〕より一位高く出音している。それは、「呂」の箇所を 律 によって記譜しているからだと考えられる。〔醍醐寺慈業系秘讃〕の情報から〔称名寺慈業系秘讃〕も呂曲と考えられる。
 
③調子：両者とも記載さ ていないので不明である。
 
④様式：〔醍醐寺慈業系秘讃〕 「呂乙出之」と曲名の下 注記されており、「徵」から出音しているので乙様である。〔称名寺慈業系秘讃〕は、「羽」から出音 い ので「乙様」である。
 
⑤反音：
 
〔醍醐寺慈業系秘讃〕には「但律増也反音曲」と曲名の下に注記されている。
 
「呂乙出之」とあるので第一の「縛」以下は「呂」である。また、第一の「縛」から
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「利」まで〔称名寺慈業系秘讃〕は〔醍醐寺慈業系秘讃〕よりも一位高く記譜されている。〔称名寺慈業系秘讃〕は、本来「呂」の箇所を「律」で記譜しているからである。
 
第三の「縛」から第三の「羅」まで両本ともほとんど同じ音位である。「利」まで〔醍
醐寺慈業系秘讃〕よりも一位高かった〔称名寺慈業系秘讃〕が〔醍醐寺慈業系秘讃〕と同じ音位になったのは、この箇所から「律」に曲中反音したからである。
 
「儼」から「没」まで〔称名寺慈業系秘讃〕
は〔醍醐寺慈業系秘讃〕よりも一位高く記
譜されている。〔称名寺慈業系秘讃〕は、本来「呂」の箇所を「律」 記譜しているからである。
 
「弟」から第三の「謨」まで両本ともほとんど同じ音位である。「利」まで〔醍醐寺慈
業系秘讃〕よりも一位高かった〔称名寺慈業系秘讃〕が〔醍醐寺慈業系秘讃〕と同じ音位になったのは、この箇所から「律」に曲中反音したからである。
 
「卒」から最後の「帝」まで〔称名寺慈業系
秘讃〕は〔醍醐寺慈業系秘讃〕よりも一位
高く記譜されている。〔称名寺慈業系秘讃〕は、本来「呂」の箇所を「律」で記譜しているからである。
 
以上について以下にまとめる。両者とも出だし 曲種は「呂」である。第三の「縛」で
「呂」から「律」へ反音する。そして、「儼」で「呂」に戻る。さらに 「弟」で再度「律」になり、「卒」で「呂」に戻り、そのままの調子で終音する。
 
⑥帰納博士図：
 
〔醍醐寺慈業系秘讃〕の出音、博士を頼りにする 左の博士図が帰納される。
 
 
 
 
一方、〔称名寺慈業系秘讃〕は、覚意の五音博士（図７参照）に基づいて記譜されてい
る。
 
以下において、堅覚系の〔醍醐寺慈業系秘讃〕と堅覚系の〔称名寺慈業系秘讃〕の比較
結果についてまとめる。堅覚系の〔称名寺慈業系秘讃〕と〔醍醐寺慈業系秘讃〕とでは、〈文殊梵語
秘
曲
第
三
重
〉において元々の博士の音高は同一であるとみなせる。これによっ
て〔醍醐寺慈業系秘讃〕が覚意が相伝した〔称名寺慈業 の姿を伝え もの り、〔称名寺慈業系秘讃〕は従来の記譜法で記譜されていた「秘讃」を 覚意の五音博士」によって記譜しなおされたものであ ことが明らかになった。また、覚意は反音曲である〈文殊梵語
秘
曲
第
三
重
〉を翻譜した際、全体を「律」によって記譜し直したといえる。
 
なお、〈吉慶梵語三段秘曲〉〈金剛利菩薩漢
語讃〉の〔醍醐寺慈業系秘讃〕は、博士がほ
とんど付されておらず、〔称名寺慈業系秘讃〕と比較対照はできなかった。
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 以上のように、本節では、覚意の翻譜した慈業系大進上人流の資料を醍醐寺所蔵資料の
中から特定し、この資料と称名寺の「秘讃」とを比較し、覚意がそれまでの大進上人流の記譜法の声明譜を五音博士に書き直したことを明らかにすることができた。
 
その結果、〔称名寺慈業系秘讃〕の反音曲 記 法は、「律」で統一的に記譜されてい
たので、覚意が南山進流の反音曲の記譜法を確立した可能性がさらに高くなっ したがって、覚意は反音曲の「秘讃」 相伝 おいて、慈業系大進上人流系統の「秘讃」を、自らの考案した によって博士をそのままにして読譜 やすく翻譜したといえる。
 
また、〔醍醐寺慈業系秘讃〕と〔称名寺慈業系秘讃〕の博士の音高の同一性において、
覚意が〔称名寺慈業系秘讃〕に翻譜する際に書写した原本は〔醍醐寺慈業系秘讃〕であことが解明された。
 
以前の考察において、「覚意の五音博士」以前の高野山において使用されていた記譜法
は、一様でないことを報告 。また、覚意が五音博士を使用する以前、般若房定意の『声明集』が存在し、そ は笛の音孔名で記譜されている可能性があった。そして、本節で覚意 慈業系大進上人流 「秘讃」を自身の五音博士によって書き直 たことが明らかとなった。したがって、「秘讃」の事例と同じように、覚意が般若房定意の笛の音孔名が付された『声明集』を五音譜に書き直した可能性も指摘できる。
 
 第四節
 
初期の『声明集』
 
 本節では、初期の『声明集』すなわち称名寺所蔵の二本の『声明集』及び「文保二年本」
の『声明集』の曲目・曲順と博士の骨格につ て 『魚山蠆芥集』を 標として対照し、初期において基本構造がどれほど確定していたのかについ 明らかにし い。また本章の第一節でその存在が予想された般若房定意、宝蓮房祐真の 声明集』に関する『声実抄』の情報によって、初期の『声明集』が般若房定意、宝蓮房祐真 いずれの『声明集』であったのかについても確認し、それぞ の系譜を確定することを目指し い。また、これらの『声明集』の基本構造（曲目・ 順及び博士の骨格）の検討によって、『魚山蠆芥集』の基本構造が確定していたことも明らかにする。
 
 
第一項
 
『声明集』について
 
 覚意が「秘讃」を翻譜して以降の十四世紀になると南山進流において『声明集』と呼ば
れる「覚意の五音博士」によって記譜されて る一群の「声明本」が成立 始め 。以下において先行研究で指摘されている『声明集』 特徴を挙げる。
 
（１）枡形の譜本
１１８
。
 
（２）注記は、由り、反り等に特化されている
１１９
 
（３）曲目構成は〈三礼・如来唄〉から始まり教化に終わるものが多い
１２０
。
 
先行研究では、『魚山蠆芥集』との対比の中でこれら三つの特徴について論じられてい
る。このように『声明集』と『魚山蠆芥集』との比較において 特徴について言及しているのは中川氏のみである。他の研究では、『声明集』と『魚山蠆芥集』とは対
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比されていない。
 
第一の特徴の『声明集』が枡形の譜本であることは、『声明集』が実際の法会でも用い
られるためのものであることに由来すると思われる。
 
第二の注記が 由り、反り等に特化されてい 第一の枡形本であることに
関連してい 。つまり、『声明集』は、必要最低限の情報のみしか記載されていないことを意味する。ただし、実際に後述する室町期の種々の『声明集』をみてみたところ、大方の『声明集』には、由り、反り等の指南は少なく、詞章と博士の骨格
１２１
のみの場合が多
い印象 受けた。
 
第三の『声明集』の「曲目構成」は『魚山蠆芥集』との連続性において最も重要なこと
である。『声明集』と『魚山蠆芥集』とでは、「曲目構成」はほぼ一致す 『魚山蠆芥集』は、法会で実際に用いられる『声明集』のための教則本として誕生したとみなされいるの 、まさに『声明集』は『魚山蠆芥集』 先駆資料 言える。
 
以下において、初期から後期までの『声明集』の資料の変遷を辿りながら、『声明集』
の構成について確認する。
 
初期の『声明集』の構成について中川氏は、写本として最古 応永十三年（一四○六）
の『声明集』を紹介し 〈金剛界
〉 、
〈胎蔵界
〉 、
［讃
］ 、
〈理趣経
〉 、
［法用］と経緯
し、〈教化〉に終わっていることを報告している。同氏はこ について、
 
この配列が後の声明集の三礼に初（ママ）まる次第と余程変っているので、現行の声明集に移る前の配列と理解する人があるけれども、そうではあるまい。このことは後に触れる
１２２
。
 
と述べているが、後に触れられている形跡はない この様な順序 当時の相応院流の『法則集』や醍醐流の『声明集』にみられるものである。 たがっ 、応永十三年明集』はその影響をまだ受けていた可能性がある。
 
なお、相応院流の『法則集
』 、
醍醐流の『声明集』の曲目構成は、［供養法］［讃］
［法用］である。
 
しかし、このような順序の高野山の『声明集』は、「応永十三年本」のみ報告されてい
る。後述するが、これより前の文保二年の奥書を有する『声明集』よりも大型の「声明本」である「文保二年本」はすでに、〈三礼・如来唄〉から始まっ いるので、「応永十三年本」以前に〈三礼・如来唄〉から始まる『声明集』がなかったとは えな のである。
 
これより以後の実際に確認することができる資料では、「応永三年本」（一 九六
） 、
「永享六年本」（一四三四
） 、
「永享十年本」（一四三八
） 、
「康正二年本」（一四五
六
） 、
「永正二年本
１２３
」（一五○五）等の大方の『声明集』の写本の曲順は、後にみる
『魚山蠆芥集』とほとんど同様のものである。
 
なお、「応永三十四年本」（嘉慶二年本
(
一三八八
)
の写し）や「文明七年本」（一四
七五）等の写本が大山氏によって報告されているが
１２４
、曲目構成は実際に目を通してい
ないので確認できなかった。また、版本で最 古い「文明四年版
１２５
」も〈三礼・如来
唄〉から始まる構成である。
 
なお、この「文明四年版」は、世界において「刊 を明記し、また現存を確認できる最
古の印刷楽譜
１２６
」であるとされ、文化史上における世界的な偉業として評価されている。
文明四年（一四七二）年に『声明集』が刊行され
たことは、南山進流のみならず「声明本」
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の歴史においても記念碑的な出来事であり、この「文明四年版」を端緒にして、室町期には多数の『声明集』が刊行された
１２７
。これらの版本の中では天文十年（一五四一）に開
板された『声明集』が広く流布した。
 
その後の元亀四年（一五七三）に開板された『声明集』には教化の後に〈後夜偈〉が掲
載されている。「元亀四年版」のこの箇所は、中川〔一九七六〕の口絵の写真によって見ることができる
１２８
。この口絵を確認し、実際に〈後夜偈〉がある「文保二年本」と比較
してみた。博士は一箇所を除いて同じである。その一箇所の違いは、「業」の「羽」「徴」の博士の「徴」の末の表記である。また、「元亀四年版」にはカナの注記がないが、「文保二年本」にはそ があ それは三十字あるうちの十字に付されて る。また、こ「元亀四年版」の奥付には、
 
 
 
元亀四年
庚
牛
二月十六日於
 
南山染筆
 
暁善
 
右板開者於高野山
 
開□畢
 
とあるように、暁善（生没年不詳）によって開板されたものである この暁善は、天正四年（一五七六
） 、
文禄二年（一五九三）にも『声明集』を開版している。ただし、この暁
善によって開版された『声明集』はあまり流布し いないとされる
１２９
。
 
他に朝意が永禄九年に書写した『声明集
１３０
』を写真資料で確認したところ〈教化〉の
後に〈後夜偈〉があった。当本の〈後夜偈〉を「文保二年本
」 、
「元亀四年版」のそれと
対照したところ、この本は、カナの注記が多数 る点で、 文保二 本 に類似 ている。ただし、「衆」の博士 異なっている。「文保二年本
」 、
「元亀四年版」が「角」の博士
であるのに対して、「永禄九年本」は「角
」 、
「徴」のそれである。この違いについて、
参考するものがなく、解明すること できなかった。
 
このように同じ『声明集』でも〈後夜偈〉が〈教化〉の後にあるも とないものとが存
在する。これを考えるに、〈後夜偈〉が挿入されているも は時代が下ってからのものなので、十六世紀後半になってから挿入されるようになったと推定できる。
 
先述した「天文十年版」の流布本 は、最後に〈後夜偈〉が後から筆記されている。
〈後夜偈〉の曲名の下に、
 
進流
ノ
博士无之以
二
仁和寺ノ様
ヲ
一
付之灌頂後夜用意也
 
とある。この文章は『魚山蠆芥集』 〈後夜偈〉の箇所にも書か 。 れによ と、〈後夜偈〉の博士は南山進流にはなく、相応院流のそれを依用し ようである。因みに『魚山蠆芥集』において〈後夜偈〉は〈九方便〉の 廻向〉の後にある。こ 問題は、まだまだ資料不足ゆえ今後慎重に考えていき い。
 
以上において、『声明集』の特徴についてみてきた。その結果次のことが確認された。
 
第一に『声明集』は枡形本である。つまり、実際の法会に用いることに由来する。第二
に、『声明集』は『魚山蠆芥集』に比べて注記が少 い。これは、第一の とと同様『声明集』の法儀における実用性を重視した
性格に由来すると考えられる。第三に、『声
明集』の構成は、後に『魚山蠆芥集』に踏襲されるも ということである。このことは、 と『魚山蠆芥集』の連続性を語る上で重要なことである。
 
 
第二項
 
資料
 
 先述したように、枡形本で、注記が由り、反り等で、〈三礼・如来唄〉から始まる形式
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を備える『声明集』は主に中期以降にみられるものである。初期の『声明集』で、先の三つの条件を揃えた資料は見つかっていない。
 
しかし、初期においてすでに、中期の『声明集』の先駆となるようなものは、存在して
いた。本稿では、三本の を初期の『声明集』とみなして取り扱う 三本 うちの二本は、『金沢文庫資料全書』第八巻「歌謡・声明篇
 
続」において〔進流声明集〕および
〔南山進流声明集〕と名付けられている称名寺所蔵の資料であ 。本稿においては、前者を「称名寺本ａ
」 、
後者を「称名寺本ｂ」と呼ぶ。また、残りの一本は、岡山の金剛福寺
にかつて存在していた資料であ 。こ を「文保二年本」と呼ぶ。
 
 
第一目
 
〔進流声明集〕
（ 「
称名寺本ａ
」 ）
 
 
一
 
概要
 
 当本は、『金沢文庫資料全書』第八巻に影印・翻刻されておらず、先行研究では未報告
の資料である。なお、書誌に いて 序論
で示した。収録曲目は、〈金剛界〉〈胎蔵
界〉〈四智讃〉〈心略讃〉〈四智漢語〉〈心略漢語〉〈佛讃〉〈吉慶漢語〉〈吉慶梵語〉〈不動讃〉〈東方讃〉〈南方讃〉〈西方讃〉〈北方讃〉〈四波羅蜜讃〉〈文殊讃〉〈云何唄〉〈始段唄（如来唄
） 〉
〈出家唄〉〈散華大日〉〈梵音〉〈錫杖頌〉〈散華釈迦〉〈散
華薬師〉〈散華阿弥陀〉〈対揚〉である。したがって、［供養法］［ ］［法用］の曲目構成である。
 
また、覚意の五音博士によって博士が付されており博士に若干の旋律名が付 いる。
 
筆者は当資料の原本をみていないので、序論において上野学園日本音楽史研究所所蔵の
写真資料によって書誌について分かる範囲で確認した。装丁は未確認であり、書写時代は鎌倉時代末期から室町時代初期だと考えられ、書写者は不明であった。
 
 二
 
覚意との関係性
 
 先述したように称名寺所蔵の「秘讃」には覚意の奥書があり覚意が翻譜したことが判明
しているが、『声明集』は覚意との関係性が今のところ確認されていない。したが て以下において、「称名寺本ａ」と覚意との関係性を探っていきたい
 
この考究に際し、まず〔声明集断簡〕という資料 つい 述べる。称名寺には、当本と
同じ内容を持つ資料 ある。しかし、〈金剛界〉「恭禮三寶」からの「第二至心懺悔」の途中までのみ残存している〔 断簡〕は、釼阿 自筆の奥書を有す 〔貮捌尊音唐讃〕の本文の書写者によって書写されている。この、〔貮捌尊音唐 〕は、釼阿が「延慶二年（一三〇九）六月二十七日に覚意（勝蓮上人＝証蓮房）の本を弟子に書写させて（覚意から）面授相伝した
１３１
」ものであるという。
 
以上のように、〔声明集断簡〕は、釼阿の弟子によって書写されたものである。した
って、〔声明集断簡〕も〔貮捌尊音唐讃〕と同様に「覚意の本」を釼阿が弟子に 写させたものである 、或いは「覚意の本」の釼阿書写本を釼阿の弟子が書写したものである可能性がある。いずれにせよ、覚意 五音博士で記譜されており、覚意の本奥書を有する
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〔貮捌尊音唐讃〕を書写した人物による転写本なので、覚意に遡ることのできる資料である。
 
そして「称名寺本ａ」と、釼阿の弟子が書写した〔声明集断簡〕とでは、〈金剛界〉
「恭禮三寶」からの「第二至心懺悔」の途中まで博士の記譜、唱法の注記、別様の博士とその注記が全く同じである。すなわち、「称名寺本ａ」と〔声明集断簡〕は同本である。
 
したがって「称名寺本ａ」は釼阿の弟子が書写した〔声明集断簡〕の転写本であるか、
〔声明集断簡〕の親本であるかのどちらかである。
 
もしも、「称名寺本ａ」が〔声明集断簡〕の親本であり、なおかつ 貮捌尊音唐讃〕と
同様に「覚意の本」を釼阿が弟子に書写させていたものであるならば、「称名寺本ａ」覚意の自筆本ということになる。
 
以上のことから、「称名寺本ａ」は覚意の記譜を伝える資料 る可能性がある。した
がって、本稿では、「称名寺本ａ」を覚意系の『声明集』として用いる。
 
 
三
 
「称名寺本ａ」にみられる系譜
 
 
 左記の１から９の九箇 博士は、「称名寺本ａ」において「浄月房」と注記のあるもの
である。すなわち、浄月房聖海の博士である。これら てにおいて共通していることは、「称名寺本ａ」において浄月房聖海の博士は本説ではなく、異説として掲載されているということである。 お、「称名寺 ａ」では、「浄月房」以外の系譜 情報は全くない。
 
すなわち、「称名寺本ａ」は、「浄月房」の博士を唯一の異説として特別に扱ってい 。
浄月房聖海は大進上人流の中でも慈業系大進上人流の系譜を構成す 人物な で、「称名寺本ａ」は慈業系大進上人流を特に意識していた かもしれない。
 
つまり、「称名寺本ａ」は観験系大進上人流
の『声明集』のものである可能性がある。
後述するが、「称名寺本ａ」には般若房定 、宝蓮房祐真両者 博士が含まれているの 、両者の弟子である覚意がどちらかの『声明集』を底本とし、どちらか 『声明集』を対校本として作成したものであるかもしれない。
 
 １〈九方便〉「雲」ｋ―
４０６
 
２〈心略漢語〉「善」ｒ―３
 
 
 
 
 
 
 
３〈佛讃〉「擔」ｓ―
３３
４〈吉慶漢語〉「覩」ｕ―３
 
 
５〈吉慶漢語〉「生」ｕ―６
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６〈吉慶漢語〉「宮」
 
ｕ―
３５
 
 
７〈吉慶漢語〉「荘」ｕ―
９０
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８〈吉慶漢語〉「法」ｕ―
１２２
 
９〈不動讃〉「謨」ｐ―
６６ 
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 第二目
 
〔南山進流声明集〕
（ 「
称名寺本ｂ
」 ）
 
 
一
 
概要
 
 当本は、『金沢文庫資料全書』に影印・翻刻されている。収録曲目は、〈金剛界〉〈胎
蔵界〉〈如来唄〉〈散華釈迦〉〈散華薬師〉〈散華阿弥陀〉〈散華花嚴〉〈梵音〉〈錫杖〉である。つまり、［供養法］［法用］（四箇法用）から構成されている。なお、［讃］は未収録である。
 
また、「覚意の五音博士」によって博士が指されており、博士に音律に関する注記はな
い。なお、序論 示したように 装丁は巻子装、数量は一巻一軸、書写時代は鎌倉期である。書写者 〈金剛 は不明であるが、〈胎蔵界〉以降は釼阿である。
 
 
二
 
記譜の特徴
 
 当本の〈金剛界〉〈胎蔵界〉には特徴的な記譜がみられる。〈如来唄〉〈散華〉〈梵
音〉〈錫杖〉の［法用］は後代の南山進流の『魚山蠆芥集』と同じ博士で記譜がなされているが、〈金剛界〉の「恭禮三寶」から「三昧耶戒真言」まで、〈胎蔵界〉の「恭禮三寶」から「無動金剛能成就真言」までの博士は、『魚山蠆芥集』の同じ箇所の より曲全体が一位高く記譜されている。 四種反音 中の「曲中反音
１３２
」の「羽調反音」の理論
を援用すると、「称名寺本ｂ」 〈金剛界〉 胎 の一部分が「律曲」として記譜されている可能性が指摘できる。
 
以上のように、「称名寺本ｂ」の〈金剛界〉〈胎蔵界〉の記譜法 「羽調反音」の理論
によってある程度説明 できる。これによって初期 〈金剛界〉〈胎蔵界〉は、「呂「律」の二種類の記譜法が存在していたとみなせる
 
 
三
 
覚意との関係性
 
 「称名寺本ａ」と同様に、当本と覚意との関係性とを探っていきたい。
 
当本は覚意から直接的に数多くの声明譜を相伝している釼阿によって書写された部分を
含んでいる。すなわち、当本の大分部分を占める〈胎蔵界〉以降は、「秘讃」などの多くの曲を覚意から相伝していた釼阿が書写している。
 
ただし、〈金剛界〉は釼阿が書写しているわけではないが、同一 テクスト内に
れているので釼阿のグループの人物が書写したと考えられ 。「覚意の五音博士 の「秘讃」を覚意から相伝した釼阿が書写している箇所が含まれて とすると、当本も 覚意の五音博士」で記譜されているので、釼阿 覚意から当本 相伝した可能性が指摘できる。したがって、当本は、釼阿が覚意から相伝 『声明集』 可能性 ある。
 
以上のように「称名寺本ｂ」は 覚意の五音博士」で記譜されており、なおかつそ 書
写に携わっていた釼阿は他にも 数多く 覚意 五博士」の声明資料を相伝しいるため、当本は覚意 経由して に相伝された可能性がある。
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四
 
相応院流との関係性
 
 「称名寺本ｂ」には、「五云四大尊ノ南無ハ本躰ハ雖無之北院御時有御評議被加畢」と
朱書きの注記がある。ここでは、『声決書』や『声実抄』の記述のように、声明会議が開かれたことが示しされている。これは、声明会議についての最古の記述になるかもしれない。
 
また、当本には、「五」に関する注記が四つある。「五」は「北院御時」ともあるので、
仁和寺北院の「五宮」と称されていた仁和寺第五世覚性（一一二九〜一一六九）である。
 
したがって 次に当本と相応院流との関係性について探っていきたい。
 
幸いにも『声明集私案記』に相応院流に関する 述があるので、それを手がかりにして
両者の関係性につ て確認を行う。なお、『声明集私案記』の詳細については第三章において述べる。
 
 （№１）〈三條錫杖〉「弟子」ｇ―
１０９
～
１１０
まで唱える指南
 
『声明集私案記』には、「相應院ニハ弟子マテスル也。進樣
ニ
ハ
不
レ
然護持計
リ
スル
也
。 」
（続真三〇・九六下）と記述されている。一方、「称名寺本ｂ」の〈錫杖〉は、
「弟子」まで記譜されてい したがって、 称名寺本ｂ」は相応院流の指南で記譜されているとみなせる。なお南山進流の『声明集』 文明四年版」は、「護持」まで記譜されている。
 
 （№２）〈金剛界〉「普供養」「阿」ｊ―
５００
より読み始める指南
 
『声明集私案記』には、「相応院ニハ阿ヨリ
スル也」（続真三〇・一〇四下）と記述さ
れている。一方、「称名寺本ｂ」では、「阿」から博士が付されている。したがって「称名寺本ｂ」は相応院流の指南で記譜され いる。なお、南山進流の『声明集』の「文明四年版」は「唵」より博士が付されている。
 
 （№３）〈金剛界〉 所修功徳」の旋律
 
『声明集私案記』には、「相應院ニハ所修功徳ヨリ徴
ノ
音
ニ
博士
ヲ
スル也
。 」
（続真三
〇・一〇五下 と記述されている。一方、 称名寺本ｂ」には、「所修功徳」の詞章があり博士が付されている。したがって、「称名寺本ｂ」は相応院流の指南で記譜されて るとみなせる。なお、南山進流の『声明集』の「
文明四年版」は「所修功徳」の詞章がない。
 
 （№４）〈金剛界〉「喜」ｊ―七〇三の旋律
 
『声明集私案記』には、「喜ハ徴也。相應院ニハ博士ヲ羽徴
ト
スル也
云
云
」（続真三
〇・一〇五下 と記述されている。一方、「称名寺本ｂ」には「宮」 羽 の博士が記譜されている。先述したように「称名寺本ｂ」は一位高く記譜されている箇所がある。ここもその箇所の記譜に准じている。以上のことから、「称名寺本ｂ」 相応院流の指南で記譜されているとみなせる。なお、南山進流の『声明集』 「文明四年版」の「喜 は「徴で記譜されている。
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以上のように、「称名寺本ｂ」は相応院流の指南で記譜されているとみなせる。したが
って、「称名寺本ｂ」は、「覚意の五音博士」によって記譜された相応院流の『法則集』である可能性があると思われる。
 
また、「称名寺本ｂ」と覚意との関係性から、覚意は相応院流の『法則集』をも翻譜し
た可能性が指摘できる。そうであるならば、覚意は積極的 相応院流の譜本に五音博士を付していた可能性がある。したがって 称名寺本ａ」も覚意が五音博士を付した『声明集』である可能性を指摘できる。
 
 第三目
 
「文保二年本」
 
 
 
一
 
概要
 
 長恵以前の時代に、『魚山蠆芥集』と類似した「声明本」が存在したことが 先行研究
では紹介されている。本稿ではこれを便宜的に「文保二年本」と呼ぶ なお、書誌については序論に示した。
 
現在、高野山大学附属高野山図書館蔵には原本の「文保二年本」の転写本をさらに岩原
諦信氏が書写したものが所蔵されている。なお、残念ながら「文保二年本」の原本も転写本も所在不明である。本稿では岩原諦信氏が書写した資料を用い この本の終わりには、
 
本云文保二年八月一日
 
普一
 
とあり、さらにこの奥書の後に醍醐様の博士図、高野様の博士図等の説明があり、最後に、
 
金剛福寺
 
紫雲山
 
于時寶暦七丑年三月吉祥
 
智教
 
とある。この は、書写奥書にあるように、岡山の金剛福寺に所蔵されていたもので、最初文保二年に、普一によっ されたものだと考えられ
 
大山〔一九五九〕では、この普一は貞和二年
（一三四六）に撰述された『音曲式口伝』
の選者の普一と同一人物だとされ いる
１３３
。
 
また、中川 七六ａ〕でも「文保二年本」が報告されている。金剛福寺に所蔵され
ていたものの大きさは、「竪二八、二㎝。横二一、一㎝」 あったという
１３４
。この大型
の法量は後 『声明集』よりも『魚山蠆芥集』に近い。
 
「文保二年本」は、南山進流の「声明本」の歴史において きな意味を持つものである。
なぜなら、「覚意 五音博士」によって記譜 れた年記を明らか する声明集成の中で、現在確認できる最古のも だからである。このことが「文保二年本」 資料的価値であ
 
次に、先行研究の「文保二年本」についての言及について紹介する。
 
まず、「文保二年本」を南山進流の中で最古の 集成としてみる記述を挙げる。
 
岩原氏は「文保二年本」について「内容は現行魚山とかわりはない。現存声明集ではお
そらく最古のものであろう
１３５
。 」
と述べている。岩原氏はこのように、『魚山蠆芥集』
と内容的な類似性を指摘し、「文保二年本」
を南山進流の声明集の最古のものだとみなし
ている。
 
また、大山〔一九五九〕でも、岩原氏同様に、 進流声明集中現存する最古 写本 備
中金剛福寺本
１３６
」 、
と述べられている。
 
両者は、「文保二年本」を南山進流で最古の声明集とみなしている。
 
次に、「文保二年本」が『魚山蠆芥集』の先駆資料とみなされている記述を挙げ 。中
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川〔一九七六ａ〕では「花園天皇より後醍醐天皇にかけての文保二年（一三一八）に、魚山蠆芥集が写されている
１３７
。 」 、また、「鎌倉時代末期の南山進流声明の姿を今日に知ら
しめる他、魚山集の原形を示すものとして、甚だ貴重の文献である
１３８
。 」
と述べている。
このように、中川〔一九七六ａ〕では「文保
二年本」と『魚山蠆芥集』との関係性を指摘
し、「文保二年本」は、その後の『魚山蠆芥集』の原初形態でもあると考えている。
 
ただし、中川〔一九七六ａ〕で「文保本は魚山集と呼ばれず声明集と言われていたので
はあるまいか
１３９
。 」
と述べられているように、別の箇所で中川氏は「文保二年本」を
『声明集』とみな ている。
 
大山〔一九五九〕でも、「文保二年本」と『
魚山蠆芥集』との関係性が論じられている。
当書では、「今の書はやが 後の魚山集に改訂されるべき本であることを知る
１４０
。 」
と
記されている。当書では、「文保二年本」は『魚山蠆芥集』の先駆資料とみなされている。
 
以上のように先行研究では、「文保二年本」は南山進流の最古の『声明集
』 、
さらには
後の『魚山蠆芥集』の先駆資料とみなされている。
 
 
二
 
系譜
 
 
「文保二年本」には、唱法や流派についての注記が存在する。後に述べる中期の口伝書、
とりわけ『声明集私案記』との内容的な類似から十四世紀末から十五世紀初頭にかけて付加された注記だとみなすことができる。
 
ただし、「文保二年本」の流派の情報が「文保二年本」の属する系統を推定するための
助けになる 考えている。
 
したがって、「文保二年本」の流派の情報をみることによって第一に、注記の付された
時期、第二 は当本の属する系統について推定した 。
 
 （一）隆然
 
 〈対揚〉「権」ⅰ―
３２ 
 
 
「権」では、「宮」「商」に続く「角」「商」「角」「商」の博士を隆然（一二五八～
一三四一～）が省略させたと読み取れる指南が注記されている。実際に、「権」 次の句
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からこの博士は、「宮」「商」の略博士で記譜されている。「御時」と尊敬語で書かれているので、これを記した者が隆然の系譜に連なる人物であることと、隆然の死後に記されたことが推測できる。
 
また、文保二年には、まだ隆然は生きていたので、「文保二年本」のこの注記は、隆然
の生存が確認できる暦応四年（一三四一年）以後に記されたものだと考えられる。こ 注記が隆然の死後に付加されたものである可能性があるので他の注記も後から付加された可能性が考えられる。したがって、「文保二年本」は最初、詞章と博士 骨格からのみであったと推定できる。
 
以上のことから「文保二年本」は隆然の系譜において伝持されていた譜本であると考え
られる。また、「権」 次の句 「権」と同じ博士は略博士が用いられている で「文保二年本」の博士の骨格は隆然のも ある可能性が 。した って、「文保二年本」は隆然の『声明集』に隆然系の人物が隆然の死後に注 を付したものであると推定できる。
 
 
（二）相応院流
 
 
「文保二年本」の以下に挙げる三箇所は、相応院流の指南が注記されているものである。
 
 （№１）〈三礼・如来唄〉
 
 
 
（№２）〈対揚〉
 
 
 
 
 
 
 
（№３）〈金剛界〉
 
「切」ａ―１
 
 
 
 
 
 
 
 
「法」ⅰ―
２８
、
３６
 
 
 
 
 
 
「切」ｊ―２
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（№１）の「文保二年本」の注記の立場は本に「イ」の仮名を付すも である。しかし、
相応院流では、由りながら仮名を付すことが注記されている。したがって、「文保二年本」の本説は相応院流の指南ではないことが分かる。これにより、「文保二年本」は進流の指南で記譜されていることが推定される。
 
（№２）は〈対揚〉の二句目と三句のそれぞ
れの「法」の博士である。二句目の「法」
は、「宮
」 、
三句目の「法」は「商」「宮」で記譜されている。二句目の詞章の右の博士
が相応院流の指南の博士とそれ対しての注記である。 なわち、注記によると相応院流では第二句目から「商」「宮」と折る博士で記譜されているという しかし、「文保二年本」は「進流
ニ
ハ
第三句
ヨ
リ
折付
ル
也」とあるように、三句目から「商」「宮」の博士で記譜
されている。したがって、「文保二年本」は進流 指南 注記されている。
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（№３）の「文保二年本」の注記の立場は「ユ二」である。これに対して、相応院流は、
由らないことが注記されている。したがって、「文保二年本」の本説は相応院流の指南ではないことが分かる。これにより、「文保二年本」は進流の指南で記譜されていることが推定される。
 
以上の博士の本説はすべて、相応院流の指南ではない。したがって、「文保二年本」の
本説及び、注記の立場は進流であることが推定される。
 
 （三）東南院方
 
 
「文保二年本」の左の四箇所は、覚証院方と東南院方の指南を対比したものである。
 
 （№１）〈散華〉「毘」ｅ―
１４
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（№２）〈散華〉「来」ｅ―
２９ 
 
 （№３）〈梵音〉「勝」ｆ―５
 
 
 
 
 
 
 
（№４）〈四智梵語〉「嚩」ｎ―７
 
 
 
 
 
 
 
 （№１）と（№４）は覚証院方と東南院方の指南が対比されているが、（№２）と（№
３）は、東南院方の指南のみ記載されている。（№２）と（№３）は東南院方とは相違する立場から東南院の指南について言及したものだと考えられる。つまり、東南院方とは相違する立場とは、（№１）（№３）で東南院と対比されている覚証院方であると考えられる。また、（№１）（№３）でも先に東南院方の指南が紹介され、その後に、覚証院方の指南が言及されているので、覚証院方の立場から語られている注記であ と考えられる。
 
したがって、（№１）から（№４）の注記は、覚証院方の立場から語られたものだと考
えられる。つまり、「文保二年本」 注記を付した人物は、覚証院方に属していた可能性を指摘できる。
 
また、覚証院方と東南院方を対比する記述は先述したように、『声決書』 み る
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ものであった。『声決書』以前に撰述された『声実抄』には東南院方についての言及がなかった。したがって、「文保二年本」の注記は、『声決書』の撰述された応永三年（一三九六）以降に「文保二年本」に付加された可能性がある。
 
 以上のことから、「文保二年本」は進流の中でも覚証院方の隆然を信奉するグループで
伝承されてきた『声明集』の可能性がある。また、「文保二年本」の注記は応永三年（一三九六）以降に「文保二年本」に付加されたと考えられる。
 
なお、先述したように、「文保二年本」を『魚山蠆芥集』の先駆資料として見る見方も
あるが、「文保二年本」と 魚山蠆芥集』の間に『声明集』が多々存在していること、「文保二年本」の注記は加筆されたものである可能性があることなどを考慮す と、「文保二年本」は『声明集』の先駆資料と見る方 妥当である 思われる。そして 当本が隆然を信奉する系統において、さらには覚証院方におい 伝持されてきたこと 鑑みると当本の注記以外の箇所は隆然 記譜に遡るこ が きると考えて差し支えないだろう。
 
 
第三項
 
曲目・曲順
 
 本項では、初期の『声明集』す わち称名寺所蔵の二本の『声明集』及び「文保二年本」
の『声明集』の曲目・曲順について、 魚山蠆芥集』を指標 して対照する。
 
 
まず、「称名寺本ａ」 曲目・曲順を以下に上げる。
 
ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界〉ｍ〈四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｕ〈吉慶漢語〉ｖ〈吉慶梵語〉ｐ〈不動讃〉ｙ〈金剛薩埵〉ｚ〈金剛寶〉
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉ｘ〈四波羅蜜〉ｔ〈文殊讃〉ｃ〈云何唄〉ｂ〈如
来唄〉ｄ〈出家唄〉ｃ〈散華〉（大日）ｆ〈梵音〉ｈ〈錫杖頌〉ｃ〈散華〉（釋迦・薬師・阿弥陀）
i
〈対揚〉（灌頂）
 
「称名寺本ａ」の曲目構成は、［供養法］［讃］［法用］である。これは、相応院流の
『法則集』及び醍醐流の『声明集』と同じである。したがって、覚意系 『声明集』である「称名寺本ａ」は相応院流や醍醐流の『声明集』系の譜本の曲目・曲順と同様であっ 。「称名寺本ａ」は覚意が翻譜したも である
とすると、覚意が翻譜する前の高野山の大進
上人流の『声明集』は、相応院 や醍醐流の『声明集』系 譜本と曲目構成 同じであった可能性があるといえる。
 
次に、「称名寺本ｂ」の曲目構成を以下に挙げる。
 
ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界〉ｂ〈如来唄 ｄ〈出家唄〉ｅ〈散華〉（釋迦薬師・阿弥陀・華厳）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉
 
「称名寺本ｂ」の曲目構成は、［供養法］［法用］である。［讃］ 収録されていない
が、［供養法］から始まってい ので、相応院流の『法則集』を「覚意の五音博士」によって翻譜したものである可能性がある。
 
また、［法用］の収録曲目から当本が「四箇法要」のため 譜本であることが分かる。
相応院流の『法則集』を「覚意の五音博士」で翻譜した人物が覚意である か釼阿であるのか不明であるが、「称名寺本ｂ」は『法則集』の元々の曲目構成と同じである。つまり、翻譜される前の元々の曲目構成と同じであると える。したがって、こ ことからも「称
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名寺本ａ」が、元々の曲目構成を遵守している可能性は高いといえる。
 
最後に、「文保二年本」の曲目・曲順を以下に上げる。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ〈云何唄〉ｄ〈出家唄〉ｅ〈散華〉（大日・釋迦・薬師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖〉ｉ〈対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経仁王経）ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界〉ｌ〈理趣経〉ｍ〈四智梵語〉ｎ〈礼讃文〉ｏ〈大日讃〉ｐ〈不動讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｔ〈文殊讃〉ｕ 吉慶漢語 ｖ 吉慶梵語〉ｗ〈阿弥陀讃〉ｘ〈四波羅蜜〉ｙ〈金剛薩埵〉ｚ〈金剛寶
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉〈後夜偈〉
 
「文保二年本」の曲目構成は、［法用］［供養法］［讃］である。この曲目構成は、後
述する中期以降の『声明集
』 、
さらには『魚山蠆芥集』と同様である。これは、隆然系の
「文保二年本」は中期以降の『声明集』に先駆けて〈三礼・如来唄〉から始まる曲目構成を採っていたということである。したがって、隆然が［法用］［供養法］［讃］の曲目構成を採用した可能性もある。
 
なお、隆然が十九才の時に撰述した『声明集法則』という『声明集』について書き記し
た資料が存在する
１４１
。高野山大学附属高野山図書館所蔵本によって確認したところ、そ
の書物の構 は［法用］［供養法］［讃］と推移している。した って、隆然の想定している『声明集』の曲目構成は［法用］［供養法］［讃］である。
 
以上のことから、覚意系ではなく、隆然系において、中期以降にみられる『声明集』
曲目構成が作られた可能性が指摘できる。したがって、 法用］［供養法］［讃］の曲目構成の「文保二年本」は隆然の『声明集』である可能性は高いといえ
 
 
また、「文保二年本」の曲目・曲順も後述する中期以降の『声明集』及び『魚山蠆芥集』
と同様である。
 
以上において、「覚意 五音博士」で記譜されてい 初 の三本 』の曲目構
成をみてきた。称名寺所蔵の二 はともに［供養法 から始まるものであった。「称本ｂ」の曲目構成は、当本が元々相応院流の『法則集』であることに由来する。「称名寺本ａ」の曲目構成は「覚意の五音博士」以前の大進上人流の『声明集』 曲目構成を踏襲している可能性があることを指摘した。ま 、中期以降の『声明集』の曲目構成 「文保二年本」の曲目構成と同様のものだった で、こ 曲目構成は隆然に由来す 可能性がある。
 
 
第四項
 
博士の骨格
 
 
 本項では、初期の『声明集』の博士の骨格について、『魚山蠆芥集』を指標として対照
し、初期において『声明集』の博士の骨格がどれほど確立 ていたのかについて明らかにしたい。
 
具体的には『魚山蠆芥集』 三千六百九十全て 博士と、「称名寺本ａ」と「文保二年
本」の博士をすべて対照させて、『魚山蠆芥集』と相違する博士 骨格を全て抽出し比較した。
 
その結果、『魚山蠆芥集』と相違する骨格をもつ「称名寺本ａ」 「文保二年 」の
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士を三十四箇確認できた。その数は限定されており、さらに骨格の相違はすべて同一であり一種類であった。すなわち、『魚山蠆芥集』と相違の見られる初期の『声明集』の三十四の博 は、初期の変動域にある博士ということができる。
 
また、論文末の資料編③に［表３］「変動域博士対照表」として、初期の「称名寺本
ａ」・「文保二年本
」 、
中期の四本の『声明集』と『声明集隆法口伝』と『声明集私案
記
』 、
更に最古の『声明集』の版本である「文明四年版」及び『魚山蠆芥集』について、
変動域にある博士の対照表を作成し掲載した。
 
また、「称名寺本ｂ」は前項で行った曲目・
曲順の考察からも相応院流の『法則集』を
「覚意の五音博士」によって翻譜したものである可能性が極めて高くなり、南山進流の『声明集』ではないことが確認できたのでこ
こからは考察の対象から一旦除外する。
 
 第一目
 
「称名寺本ａ」の博士の骨格
 
 「称名寺本ａ」から『魚山蠆芥集』と相違する骨格を持つ博士を以下のように二十九箇
抽出することができた。
 
 №１〈云何唄〉「因」ｃ―
１４
 
 
 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の 因」の博士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二五下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は、二番目の「角」を一度切って再度「角」を付しているが、『魚山蠆
芥集』は、二番目の「角」から一度初重の「羽」の方向に引き込むようにしてから切った後に「角」を付している。
 
 №２「守」ｃ―３
 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の「守」の博士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二五下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「羽」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「羽」 徴 で記譜さ
れている。
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 №３〈出家唄〉「願」ｄ―
１６ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の「
願」の博士を対照したものであるが、「称
名寺本ａ」には『魚山蠆芥集』の「羽」「徴」の博士も異説として詞章の右側に掲載されている。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二六上）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前の〈出家唄〉「守」ｄ―３と同様に
寺本ａ」は「羽」で記譜されているが、
『魚山蠆芥集』は「羽」 徴」で記譜されている。
 
 
№４〈錫杖〉「敬」ｇ―
９６ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の「敬」の博士を対照したものであり、「称名
寺本ａ」には の博士も異説として本説の博士の下に掲載されている。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二七上）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」の博士では三番目の「商」を重ねているが、『魚山蠆芥集』は重ねてい
ない。また、「称名寺本ａ」は「商」を重ねた後の「角」をいったん切ってから再度「角」を付して末の「商」を記譜している。一方、『魚山蠆芥集』は、二番目の「商」の後「角」「商」「角」と付して末の「商」を記譜している。
 
 №５〈九條錫杖〉「願」ｈ―
５８ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の「願」の博士を対照したものであり、「称名
寺本ａ」には『魚山蠆芥集』 宮 「羽」「羽」「徴」「角」「商」の博士が異説とし
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て詞章の右側に掲載されている。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二七中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」の博士は末が「角」で終わっているが、『魚山蠆芥集』では「角」の後
に「商」が記譜されている。
 
 №６〈九條錫杖〉「切」ｈ―
２３２ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の 切 の博士を対照したものであるが、「称
名寺本ａ」には『魚山蠆芥集』の「羽」「徴」「角」の博士も 異説とし 掲載されている。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二七中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」の末の博士は「商」であるが、『魚山蠆芥集』の博士は末に「商」は付
されておらず、「角」で終わっている。
 
№７〈対揚〉「甚」ｉ―
８２ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の「甚」の博士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二八中）
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「宮」 羽」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「宮」で記譜さ
れている。
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 №８〈金剛界〉「普礼真言」「他」ｊ―
３３ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の「普礼真言」「他」の博士を対照したもので
ある。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二九中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「徴」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「徴」「角」で記譜さ
れている。
 
 №９〈金剛界〉「発菩提心真言」の「地」ｊ―
３５３ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の 発菩提心真言」の「地」の博
士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三〇中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「商」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「角」で記譜されてい
る。なお、この両者の博 の関係（「称名寺本ａ」＝「商
」 、
『魚山蠆芥集』＝「角
」 ）
は、「三摩耶戒真言」の 耶」ｊ―
３６５
「怛」ｊ―
367
においても同様である。
 
 №
１０
〈金剛界〉「勧請」「四」ｊ―
３８２ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈
金剛界〉「勧請」「四」の博士を対照した
ものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三〇中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「角」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「商」で記譜されてい
る。なお、この両者の博士 関係（「称名寺本ａ」＝「角
」 、
『魚山蠆芥集』＝「商
」 ）
は、「勧請」の「降」ｊ―
３９７
「威」ｊ―
４１１
「受」ｊ―
４２５
「諸」ｊ―
４３９
「成」ｊ―
４５４
、「五大願」の「誓」ｊ―
４７５
「誓」ｊ―
４８９
においても同様である。
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№
１１
〈金剛界〉「勧請」「智」ｊ―
３９２ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉「勧請」「智」の博士を対照した
ものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三〇中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「商」「角」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「商」で記譜さ
れている。また、この両者の博士の関係
（ 「
称名寺本ａ＝「商」「角
」 、
『魚山蠆芥集』
＝「商
」 ）
は、「勧請」の「来」ｊ―
４０６
「耶」ｊ―
４２０
「楽」ｊ―
４３４
「祥」ｊ―
４４９
、
「五大願」の「度」ｊ―
４７０
「覚」ｊ―
４８４
においても同様である。
 
 №
１２
〈金剛界〉「三力」「如」ｊ―
５３４
 
「来」ｊ―
５３５ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の 三力」の「如来」の博士を対
照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一上）
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「如」「来」共に「商」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「如」
「来」ともに「角」で記譜されている。
 
 №
１３
〈金剛界〉「祈願」「消除」ｊ―
５８６
 
ｊ―
５８７ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈
金剛界〉の「祈願」の「消除」の博士を対
照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一上）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」の「消」は「宮」「商」、「除」は「商」でそれぞれ記譜されているが、
『魚山蠆芥集』の「消」は「羽」「宮」、「除」は「宮」と『魚山蠆芥集』のそれぞれの博士は「称名寺本ａ」よりも全体的に一音低く記譜されている。
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№
１４
〈金剛界〉の「礼仏」「南無摩訶」「南」ｊ―
６０６ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「礼仏」の「南無摩訶」の「南」
の博士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一上）
 
 
 
 
 
「南」は「称名寺本ａ」は初重の「商」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は初重の
「徴」で記譜されている。
 
 №
１５
〈金剛界〉「礼仏」「量」ｊ―
６２８ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「礼仏」の「量」の博士を対照
したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「羽」「宮」、『魚山蠆芥
集』は「宮」「商」と「称名寺本ａ」の方
が全体的に一位低く記譜されている。
 
 №
１６
〈金剛界〉「礼仏」「四」
ｊ
―
６４０ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「礼仏」の「四」の博士を対照
したものであり、『魚山蠆芥集』には「称名寺本ａ」の「宮」「商」の博士も詞章の右側に異説として掲載されている。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「宮」「商」、『魚山蠆芥集』は「羽」と「称名寺本ａ」の方が全体
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的に一位高く記譜されている。
 
 №
１７
〈金剛界〉の「礼仏」の「供養」ｊ―
６５６
 
ｊ―
６５７ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「礼仏」の「供」「養」の博士
を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」には「供」「養」の二字に対して「宮」「商」の博士が一つ記譜されて
いるが、『魚山蠆芥集』には「供」「養」それぞれに対して「宮」の博士が一つずつ記譜付されている。
 
 №
１８
〈金剛界〉「礼仏」「南無金剛界」
ｊ
―
６６７
～
６７１ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈
金剛界〉の「礼仏」の「南無金剛界」の博
士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
両者は「無」以下の四字の博士の骨格が異なる。
 
「称名寺本ａ」の「無」は「商
」 、
「金」は「商」「宮
」 、
「剛」は「宮
」 、
「界」も
「宮」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』の「無」は「角」、「金」は「角」「商」、「剛」は「商」、「界」は「商」で記譜されている。したがって、「無」から「界」までは、「称名寺本ａ」の方が『魚山蠆芥集』よりも全体的に一位低く記譜されている。
 
 №
１９
〈胎蔵界〉の「第五発菩提真方便」の「願」
ｋ
―
２８１ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「第五発菩提真方便」の「願」
の博士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三二中）
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「称名寺本ａ」は「徴」「羽」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「徴」「角」
「羽」で記譜されている。
 
 №
２０
〈胎蔵界〉「第五発菩提真方便」「及」ｋ―
２９７
 
 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「第五発菩提真方便」の「及」
の博士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三二中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「角」「商」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「角」で記譜さ
れている。
 
 №
２１
〈胎蔵界〉「第八奉請法身方便」「無」
ｋ
―
４３９ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「第八奉請法身方便」の「無」
の博士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三二下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「徴」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「徴」「角」で記譜さ
れている。
 
 №
２２
〈胎蔵界〉「無動金剛能成就真言」「者」ｋ―
５２７ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の 無動金剛能成就真言」の博士
を対照したものであ
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「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三三上）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「羽」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「徴」で記譜されてい
る。
 
 №
２３
〈胎蔵界〉「礼仏」「南無大悲胎蔵」の「無」
ｋ
―
８７８
「胎」
ｋ
―
８８１ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「礼仏」の「南無大悲胎蔵 の
「無」と「胎」の博士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・）
 
 
両者において、「無」と「胎」の博士の骨格が相違する。
 
「称名寺本ａ」は「無」を「商」、「胎」を「商」「角」で記譜しているが、『魚山蠆
芥集』は「無」を「角」、「胎」を「角」で記譜している。
 
 №
２４
〈胎蔵界〉「礼仏」「南無金剛界一切」の「一」ｋ―
８９４
 
「切」ｋ―
８９３
 
 
 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈
胎蔵界〉の「礼仏」の「南無金剛界一切」
の博士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
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 『魚山蠆芥集』（大正八四・八三三下）
 
 
 
両者において「一」「切」の博士が異なる。
 
「称名寺本ａ」の「一」は「商」で、「切」は「角」「商」「宮」「羽」で記譜されて
いるが、『魚山蠆芥集』の「一」は「角」で、「切」は「角」「商」「宮」で記譜されている。
 
 №
２５
〈胎蔵界〉の「廻向方便」の「所修一切」の「切」ｋ―
９０５ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の 廻向方便」の 所修一切 の
博士を対照したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三三下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
両者において「切」の博士の骨格が相違する。
 
「称名寺本ａ」は「徴」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「羽」「徴」で記譜さ
れている。
 
 
№
２６
〈大日讃〉「帝」ｏ―
１８ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈大日讃〉の「帝尓曩」の「帝」博士を対照
したものであり、「称名寺本ａ」には『魚山蠆芥集』の「宮」「羽」「角」の博士 詞章の右側に異説として掲載されている。
 
「称名寺本ａ」
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『魚山蠆芥集』（大正八四・八三六下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
両者において、「帝」の博士の骨格が相違する。
 
「称名寺本ａ」は、「商」「宮」「角」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「宮」
「羽」「角」で記譜されている。
 
 №
２７
〈文殊讃〉「清」ｔ―７
 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』 〈
文殊讃〉「清」の博士を対照したものであ
り、『魚山蠆芥集』の欄外には「称名寺本ａ」の「徴」「角」「徴」「羽」の博士が異説として掲載されている。
 
「称名寺本ａ」
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三七中）
 
『魚山蠆芥集』別様（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」は「徴」「角」「羽」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「徴」
「角」「徴」「角」で記譜されている。
 
 №
２８
〈吉慶漢語〉「座」ｕ―
５９ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈吉慶漢語〉の「金剛座」の博士を対照した
ものである。
 
「称名寺本ａ」
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『魚山蠆芥集』（大正八四・八三七下）
 
 
 
「称名寺本ａ」の「座」は「羽」「徴」「羽」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は
「羽」「徴」「徴」「羽」で記譜されている。
 
 №
２９
〈東方讃〉「嚩曰羅薩怛嚩」
ｙ
―
１
～
６
 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈東方讃〉の「嚩曰羅薩怛嚩」の博士を対照
したものである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三九中）
 
 
 
「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』とでは、「
嚩曰羅薩怛嚩」の全体が相違する博士の音
高で記譜されている。すなわち、「称名寺本ａ」は『魚山蠆芥集』の博士よりも全体的に音位が二位高く記譜されている。
 
 以上のように、「称名寺本ａ」には、『魚山
蠆芥集』と相違する博士が二十九箇所ある。
 
 第二目
 
「文保二年本」の博士の骨格
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「文保二年本」から『魚山蠆芥集』と相違する博士の骨格を以下のように七箇抽出する
ことができた。
 
 №１〈九條錫杖〉「切」ｈ―
２３２ 
左は、「文保二年本」と『魚山蠆芥集』の「切」の博士を対照したものである。
 
「文保二年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二七中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「文保二年本」は「羽」「徴」「角」「商」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は
「羽」「徴」「角」で記譜されている。
 
 №２〈対揚〉 護 ｉ―
２８９ 
左は、「文保二年本」と『魚山蠆芥集』の〈対揚〉の「護」の博士を対照したものであ
り、「文保二年本 には『魚山蠆芥集』の 宮」の博士が本説の博士の左側に異説として掲載されている。
 
「文保二年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二八下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「文保二年本」は「商」「宮」で記譜されている。一方、『魚山蠆芥集』は「宮」で記
譜されている。
 
 №３〈対揚〉「集」ｉ―
４０５
 
 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈対揚〉の「集」の博士を対照したものであ
り、『魚山蠆芥集』には「文保二年本」の「宮」の博士が欄外 異説として掲載されている。
 
「文保二年本」
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二九上）
 
『魚山蠆芥集』異説（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「文保二年本」は「宮」で記譜されている。一方、『魚山蠆芥集』は「商」宮」で記譜
されている。
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№４〈対揚〉「諸」ｉ―
４０７ 
左は、「文保二年本」と『魚山蠆芥集』の〈対揚〉の「諸」の博士を対照したものであ
る。
 
「文保二年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二九上）
 
 
 
 
 
 
 
 
「文保二年本」は「羽」「宮」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「羽」で記譜さ
れている。
 
 №５〈金剛界〉「礼仏」「量」ｊ―
６２８ 
左は、「称名寺本ａ」「文保二年本 と『魚
山蠆芥集』の〈金剛界〉の「礼仏」の「量」
の博士を対照したものであり、 文保二年本」には『魚山蠆芥集』の「宮」「商」の博士が詞章の右側に異説として掲載されている。
 
「文保二年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「文保二年本」は「羽」「宮」で記譜されている。一方、『魚山蠆芥集』は「宮」「商」
と「称名寺本ａ」よりも全体的に一位高く記譜さ
 
 №６〈胎蔵界〉「及」ｋ―
２４４ 
左は、「文保二年本」
 
と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「及」の博士を対照したもの
であり、『魚山蠆芥集』には「文保二年本」「徴」の博士が異説として詞章の右側と欄外に掲載されている。なお、欄外の博士は『声明集私案記』の指南と 掲載されている。
 
「文保二年本」
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
『魚山蠆芥集』（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「文保二年本」は「徴」で記譜されている。一方、『魚山蠆芥集』は「徴」「角」で記
譜されている。
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 №７〈理趣経〉「法」ｌ―
３４ 
左は、「称名寺本ａ」と『魚山蠆芥集』の〈
理趣経〉の「法」の博士を対照したもので
ある。
 
「文保二年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三四中）
 
 
 
 
 
 
 
 
「文保二年本」は「商」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「角」「商」で記譜さ
れている。なお、「文保二年本」には本に折り懸けのある博士が本説の博士の左側に掲載されている。
 
 
以上のように、「文保二年本」には、『魚山蠆芥集』と相違する博士が七箇所ある。
 
 本節の第三項、第四項においてみてきたように、覚意系の「称名寺本ａ」には二十九箇
の、隆然系の「文保二年本」には七箇の『魚山蠆芥集』と相違する博士があった。
 
覚意系の「称名寺本ａ」は『魚山蠆芥集』との博士の骨格の相違がかなり多くあるとい
える。
 
一方、隆然 文保二年本 、『魚山蠆芥集』と曲目・曲順は全く同じで、さらに
『魚山蠆芥集』との博士 骨格の相違も今述べたように七箇所とそれ程多くないので『魚山蠆芥集』の基本構造は文保二年の時点で出来上がっていた可能性がある。
 
 
第五項
 
『声実抄』から特定された博士の骨格
 
 先述したように、『声実抄』の記述によって、十三世紀の後半には、般若房定意及び宝
蓮房祐真の自筆の『声明 が存在していた可能性があることが分か た。したがって、『声実抄』の般若房定意、宝蓮房祐真の博士の骨格は、般若房定意及び宝蓮房祐真の自筆の『声明集』において記譜されていたものである可能性がある。
 
本節では、先述した『声実抄』から般若房定 、宝蓮房祐真 博士の骨格を復元し、初
期の「称名寺本ａ」および「文保二年本」と比較する。これによって、初期の『声明集』が般若房定意、宝 どちらの記譜の影響をより強く受けているのかについて明らかにしたい。
 
 №１〈如来唄〉「世」ｂ―７
 
『声実抄』には、左記の博士が掲載され、その下方には「覚云世
ノ
博士
ニ
付
テ
般若房
ノ
自筆
ノ
本
ニ
ハ
二説有
リ
一説
ニ
ハ
如
ク
レ
常
ノ
上
ノ
宮甲
ニ
付
ク
。一説
ハ
徵
ノ
音
ニ
付是
ハ
乙也。
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此時云何唄
ノ
如
ク
ヲ
引
キ
畢
ル
也」（続真三〇・四上）と記述されている。
 
ここで覚意は、左記の「世」の「甲」と「乙」の博士は「般若房
ノ
自筆
ノ
本」に記譜さ
れていたものだと述べている。このことから左記の右側の「甲様」と左の「乙様」の博士はともに般若房定意の様であることが分かる。「称名寺本ａ」「文保二年本」の中に「甲様」の博士はなく、「常の如く」の「乙様」の博士のみみられる。いずれにしても、『声実抄』の記述から「称名寺本ａ」「文保二年本」は般若房定意の様で記譜されていることがわかる。
 
 『声実抄』（続真三〇・四上・二～一三）
 
 
 
「称名寺本ａ」
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 「文保二年本」「世」
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 №２〈云何唄〉「金」ｃ―６、「剛」ｃ―７、「得」ｃ―
１６
、「大」ｃ―
１７ 
『声実抄』（続真三〇・四下）の〈云何唄〉には、左記の博士が掲載されており、その
下方に「是
ハ
般若房
ノ
自筆
ノ
本
ノ
様也」との割注が付されている。すなわち割注から『声
実抄』の博士は「般若房の自筆の本」の情報であることが判明する。「称名寺本ａ」と「文保二年本」は般若房定意の博士で記譜されている。
 
 『声実抄』（続真三〇・四下）
 
 
 
「称名寺本ａ」
 
 
「文保二年本」
 
 
 №３〈出家唄〉「守」ｃ―３
 
『声実抄』には、「細谷云。薬師院
ノ
持本
ニ
守羽計。或一本
ハ
守羽徴也
云
云
」（続真三
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〇・四下）とある。
 
また、同本には〈云何唄〉の「金」「剛」「得」「大」の次に〈出家唄〉の「守」につ
いて次のような博士とそれに対する注記がある。
 
 『声実抄』（続真三〇・四下）
 
 
 
 これら『声実抄』の二箇所の記述を総合すると、「羽」は宝蓮房祐真、「羽」「徴」は
般若房定意の博士であるといえる。
 
左記のように、「称名寺本ａ」は「羽」なので、宝蓮房祐 の博士で、「文保二年本」
は「羽」「徴」で記譜されているので般若房定意の博士で記譜されていることが分かる。
 
 「称名寺本ａ
 
 
 
 
「文保二年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 №４〈九方便〉「無」ｋ―
４３９ 
『声実抄』には、「九方便
ノ
第八段
ノ
无垢處
ノ
無
ノ
博士
ハ
般若房
ハ
唯徵也无寶蓮房
ハ
角
ヘ
折也
云
云
」
（続真三〇・一四下）と記述されている。『声実抄』の二箇所の記述を総合
すると、「徴」は宝蓮房祐真、 徴」「角」は般若房定意の博士であるといえる。
 
左記のように、「称名寺本ａ」は般若房定意の博士で、「文保二年本」は宝蓮房祐真の
博士で記譜されている。
 
 
 「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
「文保二年本」
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№５〈心略梵語〉「帝」０―
１８ 
『声実抄』（続真三〇・一九下・六～七）には、左記の博士があり、下方に「帝
ヲ
上
ケ
ユル人アリ般若房
ハ
ユラサル也」と注記されている。これは、「帝」の「宮」を「ユル」
様もあるが、般若房定意の様は「ユラサル」つまり由らない様であるということである。実際に博士には、この様を反映して「ユラス」と記されている。また、この「宮」「羽」「角」の博士の骨格が 定意の博士であると考えられる。
 
 『声実抄』（続真三〇・一九下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
「文保二年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「称名寺本ａ」は、「商」「宮」「角」で記譜されている。また、「称名寺本ａ」は始
めの「商」を由る指南である。これが、『声実抄』の難じている「帝」の「宮」を「商」に一音上げて由るものであると考えられる。したがって、これは般若房定意の博士ではない。宝蓮房祐真の博士か、後述す 浄月房聖海の博士もしれない。一方、 文保二年本」は「宮」「羽」 角 で記譜されてい した って、般若房定意の博士と同様である。
 
以上のことから、ここでは「文保二年本」の博士は般若房定意の博士であ ということ
がいえる。また、「称名寺本ａ」 博士は宝蓮房祐真、浄月房聖海のどちらかの博士の骨格の可能性がある。
 
 №６〈吉慶漢語〉「生」ｕ―６
 
『声実抄』（続真三〇・二〇上）には、〈吉慶漢語〉「生 般若房定意と浄月房聖海
の博士の骨格に関する指南が掲載されている。右側 「生」の博士が般若房定意の博士左側の「生」の二種類の博士 浄月房聖海の博士である。浄月房聖海の博士に「又」とあるので般若房定意の博士 、『声実抄』の本説で浄月房聖海の博士が又の説だと思われる。
 
「称名寺本ａ」の本説の博士は「般若房様」で記譜されている。なお、「称名寺本ａ」
も異説として二種類 浄月房聖海 また、 文保二年本」も 般若房様」で記譜されている。
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『声実抄』（般若房様）（続真三〇・二〇上）
 
 
 
 
 
 
 
『声実抄』（浄月房様）（続真三〇・二〇上）
 
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「文保二年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 №７〈吉慶漢語〉「法」ｕ―
１２２
「界」ｕ―
１２３ 
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『声実抄』（続真三〇・一九上・六～八）には〈吉慶漢語〉「法」の般若房定意の博士
と宝蓮房祐真の博士を掲載している。
 
般若房定意の博士は三つ掲載されているが宝蓮房祐真の博士は一つのみ記載されている。
 
「称名寺本ａ」では、「法」を三重の「宮
」 、
「界」を「徴」「角」で記譜する博士を
本説としている。これは『声実抄』の「般若房様」の上から二つ目の博士である。また、「称名寺本ａ」では『声実抄』の「宝蓮房様
」の博士を「浄月房」とみなしている。した
がって、宝蓮房祐真の博士と浄月房聖海の博士は同じということになる。また、「文保二年本」も「称名寺本ａ」と同様に、三重の「宮
」 、
「界」を「徴」「角」の博士を本説と
している。したがって、「文保二年本」は「般若房様」で記譜されているといえる。
 
 『声実抄』（定意様）（続真三〇・二一上）
 
 
 
 
『声実抄』（祐真様）（続真三〇・二一上）
 
 
 
 
 
「称名寺本ａ」
 
 
「文保二年本」
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以上において、覚意系の「称名寺本ａ」と隆然系の「文保二年本」が、般若房様、宝蓮
房様いずれの博士で記譜されているのかについて『声実抄』の情報に基づいて確認してきた。『声実抄』において般若房様、宝蓮房様を指し示す情報は、七箇あった。
 
そして、覚意系の「称名寺本ａ」 七箇の本説の博士のうち一箇が宝蓮房様、五箇が般
若房様の博士であった。なお、もう一つは浄月 ・宝蓮房様である可能性も指摘できる。一方、「文保二年本」の七箇の本説の博士のうち一箇が宝蓮房様、六箇が般若房様であった。このように、覚意系及び隆然系の『声明集』は般若房の博士で記譜されていることが多かった。
 
以上のことから、覚意系と隆然 『声明集』は宝蓮房祐真よりも般若房定意の記譜の
影響を受けている可能性がある。ただし、それぞれが、「宝蓮房様」 の骨格を本説として採用していることもあったので、両本ともに宝蓮房祐真の『声明集』の影響も少なからず受けていると える。
 
また、№７の『声実抄』の宝蓮房祐真の博士の骨格は、「称名寺本ａ」では慈業系の浄
月房聖海の博士と見なされていた したがって、宝蓮房様は浄月房様と類似性が高いもであると推定することができた。さらに宝蓮房祐真の『声明集』は浄月 聖海の『声明集』の影響を受けている可能性も考えられ このことから 宝蓮房祐真の『声明集』を慈業系大進上人流に位置付けることができるかもしれない。
 
 
以上本節においては、まず『魚山蠆芥集』の基本的構造が初期の文保二年の時点で既に
出来上がっていたことが明らか なった。次に、『声実抄』から般若房定意 宝蓮房祐真の博士の骨格を復元し、初期の覚意系の「称名寺本ａ」と隆然系の「文保二年 」と比較することにより、初期の『声明集』は般若房定意の影響を明 かに受けていることが判明した。
 
 おわりに
 
 
本章では、『魚山蠆芥集』の成立過程初期について考察を行った。ここでは、大進上人
流が高野山に伝来 てから『声明集』の基本構造が確定するまでの間につい 論じた。
 
第一節では、十四世紀末に撰述された『声決書』と『声実抄』によ て初期の実態につ
いて考察した。これによっ 、十三世紀初頭から十四世紀初頭に けて 初期の実態について考察した。また、初期に『声明集』が存在していたのか否かにつ ても検討を行った。
 
『声決書』によれば、南山進流は最初期の観験の頃に一流として興り、その後、初期の
時代中に南山進流は次第に独立し、覚証院院方、金剛三昧院方、東南院方の三流に分かれたとする。そし 、この中の覚証院方は、重弘以後 おいて二系統に分かれた可能性がある。なお、二系統を便宜的に慈鏡系と隆法系と名付けた。
 
『声実抄』でも観験が勝心に大進上人流を付属したことが記されていた。また、『声実
抄』では、覚証院方、金剛三昧院方、東南院方の三流について直接的な言及はなされていなかった。ま 、『声実抄』には、『声決書』 おいてみられた重弘から分かれた可能性がある覚証院方の二系統についての記述もなかった。したがって、『声実抄』は『声決書』に比して高野山内部の流派意識 つ 希薄であるといえる。 だし、相応院流に対して
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は強い意識を有していたと考えられる。
 
以上のように『声実抄』と『声決書』の記述から、大進上人流が高野山に移転後、南山
進流は三つに分かれたことは分かったが、その三流の実態及び南山進流が直ちに相応院流と同等の高野山の声明の一流となったかについては分からなかった。
 
また、『声実抄』には、般若房定意、宝蓮房祐真といった人物についての記述も多くみ
られた。そして『声実抄』の記述から、十三世紀の後半には、般若房定意及び宝蓮房祐真の自筆の『声明集』が存在してい 可能性があることが分かった。
 
第二節では、『魚山蠆芥集 の成立過程を論ずるにあたり、『魚山蠆芥集』の記譜 根
幹をなす「覚意の五音博士」を考案した覚意の功績について考察を行った。
 
まず、 一項 覚意は、観験系大進上人流と慈業系大進上人流の両系統において位
置付けられることを明らかに た。そして、覚意は、この慈業系大進上人流を醍醐寺で相伝したことを推定した。
 
第二項では、『声実抄』から覚意自身の口伝を抽出し、覚意の有する情報について考察
を行った。覚意は、般若房定意 自筆の『声明集
』 、
相応院流の指南、守覚法親王の時代
の故実、醍醐流の『声明集』等に精通してい ようである。この から、『声実抄』おいて、大進上人流のみならず、真言声明や法会 故実に通達した人物 しての覚意 浮き彫りになった。これらの覚意の口訣は、真言 の口訣としては現在確認できる最古層に属するも なので、鎌倉期以前の真言声明の状況を伝える大変貴重な情報源であるえるだろう。
 
また、初期において、覚意は、「覚意の五音博士」の考案者としてのみならず 声明に
関わる様々な事柄に精通し 達匠として評価されていた可能性がある
 
そして、第三項では、「覚意の五音博士」以前の記譜法についてみた。「覚意 五音博
士」以前、高野山では、大進上人宗観の記譜法を伝え 慈業系大進上人流 記譜法や醍醐流の任賢の記譜法が使用されていた可能性、ま は、それらに類似した別 記譜法が存在した可能性が考えられた。ただし、高野山において一様 記譜法は発見され ないの 、おそらく、高野山に独自な記譜法は存在していなかっ と推定した。ま 、高野山では「五音」が使われる は、笛の音孔名が使用されていたことも推定した。
 
そして、第四項では、覚意が「五音博士」を考案したことを示す典拠をみてきた。そし
て、第三項においてみたよう 高野山特有の記譜法が存在し いなかったので覚 が新たな記譜法を考案 ことは確かなことだと考えた。覚意が「五音博士」を考案できも、覚意が、慈業系大進上人流や醍醐流の諸
師との太いパイプを持ち、声明に関する幅広
い知識を有した人物であっ からだとみ した。
 
 
以上のことから、十四世紀の末に高野山において幅広い行動力と知識を持つ覚意という
一大声明家が出て新しい記譜法が考案さ たことが、その後の『声明集』の展開、『魚山蠆芥集』の編纂というテクストの成立において重大 一歩であったと えるであろう。この人物がいなければ『魚山蠆芥集』の成立過程も語れなかったといえる
 
第三節では、覚意 翻譜の作業をみることによって 覚意以前の時代の大進上
人流の記譜法の声明譜を五音博士に書き直したことを確認した。つまり、覚意が五音 付す前の元々 大進上人流の「秘讃」の声明譜を特定し、その声明譜と 五 博士 付された後の覚意が相伝した との一致を確認した。
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第四節では、初期の『声明集』すなわち称名寺所蔵の二本の『声明集』及び「文保二年
本」の『声明集』の曲目・曲順と博士の骨格について、『魚山蠆芥集』を指標として対照し、初期において基本構造がどれほど確定していたのかについて明らかにすることを目指した。また、 実抄 情報によって、初期の『声明集』が般若房定意、宝蓮房祐真の『声明集』いずれのものであったのかについても確認を試みた。
 
まず、称名寺所蔵の二本の『声明集』すなわち、「称名寺本ａ」「称名寺 ｂ」は覚意
の記譜を伝える資料である可能性が考えた。ただし 「称名寺本ｂ」は相応院流の『法則集』を覚意の五音博士に翻譜したものであると推定した。そ 、「称名寺本ａ」を初期の覚意系の『声明集』であるとみなした。
 
その後、覚意系の「 本ａ」と「文保二年本」それぞれの『魚山蠆芥集』と相違す
る博士を抽出した。そ 結果、覚意系の「称
名寺本ａ」は『魚山蠆芥集』の博士の骨格と
かなり相違していた。一方、「文保二年本」は、『魚山蠆芥集』と曲目・曲順は全く同じで、さらに博士の骨格も 魚山蠆芥 と七箇所を除いて同じであ た。したがって、『魚山蠆芥集』の基本的構造は文保二年の時点で出来上がってい 可能性を指摘した。
 
最後に『声実抄』から般若房定意、宝蓮房祐真の博士の骨格を抽出し、それら どちら
が初期の「称名寺本ａ」「文保二年本」において受用されている かについて確認を行った。その結果、初期の『声明集』には般若房定意の博士が多くみられた。し がって、覚意系の『声明集』も隆然系の『声明 とも 般若房定 記譜の影響を受けている可能性があるといえる。
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『醍醐寺新要録』下
 
法蔵館
 
一九九一年
 
八一三～八一九頁。
 
５３
「天龍八部讃」（醍醐寺蔵一九八函九四號
） 。
複写資料で確認。一紙。一行七字。
 
『醍醐寺文書記録聖教目録』を参考にして外題と奥書を以下に記す。
 
〔外題〕「天龍八部」
 
〔奥書〕
 
写本云建久六年五月四日従南都／寶嚴上人傳受之了其御名／仁治二年正月廿三日酉刻自乘願／御房相傳了玄源／弘安二年六月一日於醍醐寺観心／院相傳之了隆成 永仁四年四月九日於冷泉□□堂／奉相傳畢権少僧都道順
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５４
「貮捌尊唐音讃」『金沢文庫資料全書』第八巻一五一頁。
 
５５
『醍醐寺新要録』下
 
一二六六頁。
 
５６
『醍醐寺新要録』下
 
一二六六頁。
 
５７
『醍醐寺新要録』下
 
一二六六頁。
 
５８
『十六大菩薩梵語讃』『金沢文庫資料全書』第八巻一四四頁。
 
５９
『醍醐寺新要録』下八五〇～八五一頁。
 
６０
続真三〇・二二下
（ 『
声実抄』 ） 。
 
６１
他流の指南：（№１） 覚云。顕
ニ
ハ
天台毀形。唄
ニ
ハ
角落音
ア
リ
。角落
ト
者。即麤
ノ
角
ノ
落
ル
時
ノ
音
ニ
似
タ
ル
故也
。 」
（続真三〇・四下）（№２）「覚云。最勝講
ニ
藥師中
段ヲ用
ル
コ
ト
ハ
公家ノ様也。法相等
ノ
學勸
レ
之
云
云
總
シ
テ
中段ハ依
二
本尊并時儀
一
者也」
（続真三〇・五上）（№３）「覚云。他處
ニ
ハ
祖師供
ト
テ
非
ト
ハ
二
御影供
ニ
一
。通途
ノ
佛
事
ニ
ハ
唱禮
ニ
弘法大師
ノ
句無
レ
之。又高野
ニ
モ
御社
ニ
テ
ハ
大師
ノ
句不
レ
可
レ
入歟。但
シ
多
分也」 一五上）（№４）「覚云。當山過去帳
ハ
呂神名帳
ハ
律也。根本
ハ
雖
レ
無
二
博士
一
某私
ニ
付
レ
之
云
云
又曼荼羅供
ニ
ハ
有
二
合殺
一
無
レ
経。然高野
ニ
ハ
有
レ
経。本説
云何。但
シ
西大寺
ノ
興聖菩薩
ノ
大阿闍梨
ト
シ
テ
被
レ
行時。本
ハ
雖
レ
無
レ
経此上人
ノ
時経
ヲ
被
レ
用。始
ノ
意
ハ
行法之間徒然故也
云
云
又云。高野
ニ
ハ
有
レ
経。而
モ
一字
ノ
金
ヲ
打
ツ
。大
方
ハ
無
レ
経打
レ
之也。
云
云
又七月曼荼羅供
ニ
ハ
無
ト
レ
経見
タ
リ
云
云
」（続真三〇・二四上）
（№５）「覚云 一切音聲
ハ
明不
レ
出
二
五音
一
取
レ
其。呂
ノ
五音者形
チ
主
リ
レ
男。律
ノ
五
音者形
チ
主
ル
レ
女。故
ニ
呂
ハ
サ
ハ
サ
ハ
ト
シ
テ
ソ
ラ
シ
ナ
ン
ト
セ
ス
。律
ハ
ユララカニユリナン
トスル也
云
云
又宮徵
ノ
二音
ハ
同音
ニ
シ
テ
ユリ或
ハ
ユラス。角
ノ
音
ハ
スヘテユラス。若阿彌
陀経
ニ
角
ノ
博士
ヲ
ユルハ。徵
ノ
音
ニ
反音
シ
テ
ユル。都
テ
於
二
自體
一
ユラス。又商
ト
羽
ト
ノ
呂律
ノ
不同
ハ
。呂
ハ
ソラサス。律
ハ
ソラスナリ。但
シ
何五音
モ
呂
ハ
ソラササルナリ。又東
寺
ニ
ハ
用
二
五音
ヲ
一
。顯
ノ
小野
ニ
ハ
五音
ノ
外
ニ
音博士
ヲ
用
フ
云
二
秘事
ト
一
。即五箇
ノ
大事
羅漢勸請等是也。又云。小野
ニ
ハ
四箇
ノ
法用
ニ
付
テ
唄散華
ハ
呂。梵音錫杖
ハ
律
ト
定
テ
呂律
ヲ
不
レ
交。東寺
ニ
ハ
交
ル
也。或人小原様
ノ
難云。樂
ニ
取
テ
呂
ノ
樂律
ノ
樂
ト
モ
定レリ。雖
レ
然
リ
ト
呂
ノ
樂
ニ
モ
合
セ
レ
律
ヲ
。律
ノ
樂
ニ
モ
加
レ
呂
ヲ
。是以
テ
知
ス
何
ソ
呂律
ヲ
キヒシク可
レ
定乎
。 」
（続真三〇・ 五下～二六上
） 。
 
６２
その他の指南：（№１）「覚云。蓮愛房始
ノ
様
ヲ
ツク也
。 」
（続真三〇・六上）（№
２）「覚云。蓮乗院
ノ
方
ニ
ハ
對揚
ノ
始
ノ
二句
ノ
第七
ノ
密ト法ノ字ニ商ヲ付ル也。其由者密
教法楽」（続真三〇・一二下）（№３）「覚云。五悔九方便
ノ
段。頭初
ノ
二字一拍子也。
不
レ
可
レ
延也
。 」
（№４）「覚云。文殊讃宮
ノ
音
ヲ
ユル人アリ旁以非也
云
云
（続真三〇・
二二下）（№５） 法嘆徳
ニ
ハ
上音在
レ
之。誦行導師御影供等表白上音無
レ
故
ニ
二
ノ
異也。或人誦行
シ
テ
表白
ニ
ハ
上音ヲ繁
ク
用
ル
高野
ニ
ハ
靈也云云」（続真三〇・二四下）
（№６）「覚云。羅漢供
ノ
勸請
ハ
相禮
ノ
三度。中間
ハ
一禮ツツナリ。佛名畢
テ
三度禮
ス
ル
也。又音頭持
二
香呂
ヲ
一
。禮盤
ヲ
下
ニ
シ
テ
先總禮
ノ
詞
ヲ
唱
テ
三度投地禮
ス
。此時持
テ
香呂
ヲ
一
立
チ
挙
テ
。然後頭
ヲ
地
ニ
付
ケ
香炉
ヲ
ハ
前
ニ
置
ク
。兩手
ヲ
アヲケテ額ウクルナリ。又立
チ
上
ル
時取
テ
二
香呂
一
如
レ
此三度畢
テ
。不
レ
取
二
香呂
ヲ
一
ヒサマツイテ右
ノ
ヒサヲハ地
ニ
付
テ
。左
ヲ
ハ
少
シ
モチアクルナリ。手
ヲ
ハ
合掌
シ
テ
後後
ノ
禮
ノ
詞
ヲ
唱
フ
。禮
ノ
時
ハ
取
テ
二
香呂
一
後後
ノ
一禮也。總禮
ノ
詞
ヲ
ハ
導師獨
リ
。三度
ノ
禮
ハ
音頭諸衆同ナリ。一院之投地禮
ハ
律家
ノ
儀式
ナ
リ
。正道家
ハ
則踞跪禮也。仍
テ
正道
ナ
ラ
ハ
勸請
ノ
時
モ
可
二
踞跪禮
ナ
ル
一
云
云
」（続真三〇・二五下）（№７）「覚云。師云。小念佛
ノ
彌
ノ
博士
ノ
終
ノ
陀
ニ
ウツル
ニ
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音
ヲ
切
ル
。陀
ノ
節
ヲ
ヨラヌ前
キ
也
云
云
又云。四奉請第四
ノ
樂
ノ
ハカセハ。前
ノ
三ツ
ノ
樂
ノ
音
ヨ
リ
徵
ノ
音
ヲ
延也樂又云。阿彌陀経
ハ
非
二
五音博士
ニ
ハ
一
。但宮商角
ノ
五音ハカセ同
シ
。
爾
ル
ニ
徵
ノ
音
ニ
付
テ
五音
ニ
ハ
字
ノ
左
ノ
カタニ角
ヘ
向
テ
サス。今
ノ
経
ニ
ハ
徵
ノ
音
ヲ
ハ
左
ノ
カ
タニ横
ニ
サシ。タタルハ當
ル
レ
徵
ニ
。角
ヘ
向
テ
差
ス
ハ
五音博士
ノ
羽
ノ
音
ニ
當也。故
ニ
左
ノ
カタニ横
ナ
ル
ヲ
ハ
ユルヘシ。又但
シ
依
レ
處
ニ
或
ハ
ユラ 。又角
ノ
音
ハ
多分
ハ
不
レ
由。爾
レ
ト
モ
初段
ノ
大阿羅漢
ノ
漢
ノ
字。拘糸希羅
ノ
羅
ノ
字
ヲ
ユル也。ユレハ徵
ニ
成也。是
ヲ
云反音
ト
又云。徵
ハ
ユルナリ。コトカマシカラス。以下
ハ
五音博士也。（続真三〇・三一上（№
８）覚云。経
ノ
終
ノ
小念佛
ハ
経
ヲ
導師
ノ
左
ノ
脇
ニ
テ
唱
ヘ
畢
テ
。ヤカテ小念仏
ヲ
出
ス
。小念
佛
ノ
博士如
レ
始。是今高野
ニ
ハ
前後博士カワルカ。佛
ヨ
リ
衆僧助音
シ
テ
行道
ス
ル
也。佛
ノ
左
ノ
脇
テ
立留
ト
マ
ツ
テ
合殺出
ス
也。第二遍
ヨ
リ
被衆僧付
テ
行道三迊。次
ニ
導師脇
ニ
シ
テ
廻
向後後唄畢」（続真三〇・三二上
） 。
 
６３
「南山進流では、鎌倉中期（文永七年頃）に覚意が五音博士を発案する以前は、以
上のごとく大進上人流の記譜法による譜本が用いられていたものと考えられる
。 」
（新
井〔一九九一〕三七一頁
） 。
 
６４
図１は、新井弘順「声明の記譜法の変遷――博士図――を中心に」
（ 『
日本音楽史研
究』第一号 六年一二頁）に『悉曇蔵』にもとづく横笛図として掲載されている。
 
６５
図２は、新井〔一九九六〕（七頁）の「宗観の博士図」
（ 『
博士図并五音』一六六四
年公清写醍醐寺蔵二〇四函二三号）として掲載されているものを簡素化 である。
 
６６
新井〔一九九六〕七頁。
 
６７
新井〔一九九六〕一六頁。
 
６８
新井〔一九九六〕一 頁。
 
６９
聖尊撰『音律菁華集』『大正新修大蔵経』八四
 
大正新修大蔵経刊行会
 
一九三一年
八五五頁。
 
７０
『声明集』
 
（醍醐寺蔵一九八函一一三號
） 。
複写資料で確認。
 
天福二年（一二三四）心海（生没年不詳）編纂（本奥書
） 。
嘉禎二年（一二三六）印禅
（生没年不詳）写。粘葉装。 帖。表紙共二
六丁。竪二四・三㎝。横一二・八㎝。半丁四
行。一行八字。
 
〔内題・尾題・外題〕無し
 
〔奥書〕
 
写本云／已上讃以任賢阿闍梨説付博士畢但於違処之意趣之／處者少々付直之於音曲者全不可准音之／出所并音移許而已于時天福二年七月九日／沙門心海／／嘉禎二年二月廿一日書写畢／沙門印禅之
 
７１
『声明集』
 
（醍醐寺蔵二〇四函七號）複写資料で確認
 
書写年次不明（室町前期書写歟
） 。
書写者不明。袋綴装（四つ目綴
） 。
一冊。表紙共八六
丁。法量不詳。半丁四行。一行八字。
 
〔内題・尾題〕無し。
 
〔外題〕「声明集
 
全」
 
〔奥書〕
 
本記云任賢之所持之本
云
云
／写本云／建長第六暦中呂下旬候於醍醐寺観心院撰之墨博士／
任賢阿闍梨流布説也但於博士付様者依有所存少々改之定／有批謬歟後賢可糺之朱博士秘傳也貴人若古老輩可用之／子細甚多未悉之尤供養法聲明者異讃調聲而雖有／秘傳知之者希也須口傳耳／音曲沙門玄慶記
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７２
心海の『声明集』には、大進上人流の宗観と仁和寺相応院流の能覚（一一一七～一一
八二）の説を基に観験が博士を記譜したことが記されている。現存する醍醐流の『声明集』は「任賢様の図博士」によって翻譜されてしまっているので、観験がいかなる記譜法によって記譜した かについては不明である。
 
７３
続真三〇・二六一下
（ 『
声決書』 ） 。
 
７４
『秘讃集』『金沢文庫資料全書 第八巻一二九頁。
 
７５
続真三〇・一九下（『声実抄
』 ）。
 
７６
続真三〇・二〇下（『声実抄
』 ）。
 
７７
大正八四・八五六中
（ 『
音律菁華集』 ） 。
 
７８
続真三〇・二五九上
（ 『
声決書』 ） 。
 
７９
大正八四・ 下。
（ 「
魚山私鈔」 ） 。
 
８０
続真三〇・一 二上～下
（ 『
声明集私案記』 ）
 
８１
『金沢文庫資料全書』第八巻
 
各「秘讃」の奥書参照。
 
８２
真言声明における「秘讃」の特徴と位置付け、代表的な譜本の系統、さらには曲目に
ついて以下に注記する。
 
『声明辞典』（横道萬里雄・片岡義道監修『
声明大系特別付録声明辞典』法蔵館一九八四
年）の「秘讃」の項において「秘して特別に機根を選んで伝授する一連の曲 いう。曲全体を秘すもののほかに、曲の一部を常の博士とは別に り、読み方や助音の位置などを秘するものもある。秘讃の成立は明らかでない」と言われているように真言声明史における「秘讃」の端緒は分かっていない。また同項に「寛朝は声明修学の階程を諸部の讃・秘讃、乞戒声明、大阿闍梨声明 順 定めた
。 」
とされているが、このことの信憑性も定か
ではない。なお現代 南山進流における声明修学の順序は、『魚山蠆芥集』から始まり、「伽陀
」 、
「表白
」 、
「法則類
」 、
「講式」と続き、最後に「秘讃
」 、
「乞戒声明
」 、
「大阿闍梨声明」の「三箇秘韻」に至るとされて （中川〔一九七六ｂ〕三八七頁
） 。
 
次に、真言声明の「秘讃」の譜本の代表的な
ものを以下に四種類挙げ 。第一は、醍醐
寺所蔵の鎌倉期から室町期に書写されたテクスト群である。これらは、大進上人流系統記譜法で記譜されていると思われる。第二
、称名寺所蔵の鎌倉期から室町期に書写され
たテクスト群である。これらは、 覚意 五音博士」で記譜されている。第三は、朝意の書写した『秘讃集』である。現在確認されているのは、「文禄二年本」 一五九三
） 、
「文禄四年本」（一五九五）であ 。なお、これらは両本とも尾道西國寺に所蔵されている。第三は、現在の真言声明の古義方・新義方に伝わっ 譜本である。こ は、第一章で紹介した朝意が書写し、流布させた『秘讃集』が祖本であ 。
 
８３
その中で特に重要なものは、覚意が釼阿に伝授した覚意の本奥書を有する釼阿の自筆
本である。これが、「覚意の五音博士」の記譜に遡ることの きる現存する最古の資料である。
 
８４
『金沢文庫資料全書』第八巻参照。
 
８５
新井弘順「真言声明における反音曲 記譜法について」『東洋音楽研究』第四八号
 
一九八三。
 
８６
『秘讃類聚集』『金沢文庫資料全書』第八巻一一八頁。
 
８７
『醍醐寺新要録』下法蔵館
 
一九九一年。
 
８８
新井〔一九八三〕七八～七九頁参照。
 
８９
『秘讃類聚集』『金沢文庫資料全書』第八巻一一六頁
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９０
新井〔一九八三〕七九頁。
 
９１
『十六大菩薩梵語讃』『金沢文庫資料全書』第八巻一三七頁。
 
９２
新井〔一九八三〕 〇頁。
 
９３
『貮捌尊唐音讃』『金沢文庫資料全書』第八巻一四六頁。
 
９４
新井〔一九八三〕 頁。
 
９５
『秘讃集』『金沢文庫資料全書』第八巻一三〇頁。
 
９６
『十六大菩薩梵語讃』『金沢文庫資料全書』第八巻一四四頁。
 
９７
『秘讃類聚集』『金沢文庫資料全書』第八巻一二二頁。
 
９８
『秘讃類聚集』『金沢文庫資料全書』第八巻一二二頁。
 
９９
『秘讃類聚集』『金沢文庫資料全書 第八巻一二二頁。
 
１００
『秘讃集』 金沢文庫資料全書』第八巻一三〇頁。
 
１０１
『秘讃集』 金沢文庫資料全書』第 巻一三〇
 
１０２
『秘讃類聚集』『金沢文庫資料全書』第八巻一二 頁。
 
１０３
『秘讃類聚集』『金沢文庫資料全書』第八巻 二二頁。
 
１０４
『貮捌尊唐音讃』 金沢文庫資料全書 第八巻一五 頁。
 
１０５
『秘讃集』 金沢文庫資料全書』第八巻一三 頁。
 
１０６
『秘讃類聚集』『金沢文庫資料全書』第八巻一二二頁。
 
１０７
『秘讃集』 金沢文庫資料全書 第八巻一三一頁。
 
１０８
『秘讃類聚集』『金沢文庫資料全書』第八巻一二二頁。
 
１０９
『秘讃類聚集』『金沢文庫資料全書』八巻一二二頁。
 
１１０
『秘讃集』 金沢文庫資料全書』第八巻一三一頁。
 
１１
「天龍八部 」（醍醐寺蔵一九七函二七号
） 。
複写資料で確認。一紙。一丁四字・一
行五字。〔内題〕「天龍八部讃」
 
〔奥書〕
 
寛元二年二月九日奉宗源在判／建治二年六月晦日所相傳極秘讃□以授／申瑩海アサリ畢
 
 
 
佛子印禅判／建武四年十二月上旬之比書写畢数
ケ
秘讃／秘説等先師大納言法印定耀自筆令
紛失之間／重以刑部卿瑩海所存印禅阿闍梨自筆書模之畢偏爲／興隆仏法而已法印大僧都定耀
 
１１２
『緊那羅天讃』（醍醐寺蔵一九八函八号
） 。
複写資料で確認。一紙。一丁四字・一行
六字。〔内題〕「緊那羅天讃一傳讃也」
 
〔奥書〕
 
仁治四年正月廿三日奉授／印禅公畢如天龍八部
讃一可秘之已下一傳讃盡秘之畢／金剛佛子
宗源在判／文永十一年七月廿五日奉授／瑩海阿闍梨了如聖人口傳可被秘 状如件 金剛佛子印禅判／此秘讃先年定超僧都
ニ
授畢之處去年三宝院炎上時／所持本紛失之間以故法印瑩
本重書写之／所加奥書也于時文保二年二月十八日訪印大僧都定耀判／嘉暦三年十月廿八日習定耀僧都畢可秘之僧 賢助
 
１１３
『十六尊讃』（醍醐寺蔵一九六函四四号
） 。
複写資料で確認。一帖。一丁四字・一行
五字。〔内題〕「十六尊讃」
 
已上先師法印玄慶様也／頼験元徳元年九月廿二日書之
 
１１４
「吉慶梵語第三段秘曲」「秘讃印禅方」（醍醐寺蔵一〇一函一号四）所収。複写資料
で確認。一行七文字。『醍醐寺新要
録』によって奥書を以下に記す。
（ 『
醍醐寺新要録』
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下一二六八頁）
 
〔奥書〕
 
吉慶梵語奥書云、已上吉慶梵語上音二説并瞢
ノ
節、天王寺円禪房堅覚
ニ
相伝之了。印禅。
 
奥書云、寛元元年
癸卯
八月十八日、圓禪房
堅
覺
弟子備前アサリ榮賢、天王寺始習傳之了。同
廿三日
ニ
圓禅房宿坊
ニ
渡
テ
慈業聖人令説乞戒、導師音曲傳之。次
ニ
誦此音曲、重所相傳也。
圓禪房云、十六尊讃語皆准之由、所受口傳如此耳。沙門印禪。
 
１１５
『醍醐寺新要録』下一
二六七～一二六八頁。
 
１１６
「金剛利菩薩讃」「拾陸尊梵語・拾陸尊漢語」（醍醐寺蔵二〇六函二五号）所収。複
写資料で確認。一巻。一行七文字。
 
〔奥書〕
 
本記／建暦二年八月 七 於／関東二蓋堂以寶厳坊／御本令書寫畢／金剛佛子堅覚／／大法□御本光舜院／頼淳法印筆跡尤可爲／證本者也佛子隆宥
 
１１７
『文殊梵語讃』（醍醐寺蔵一九六函四九号
） 。
複写資料で確認。一帖。一丁四字・一
行五字。
 
〔内題〕「文殊梵語讃」
 
〔奥書〕
 
仁治三年八月四日奉授印禅公／釈宗源
在
判
／文永十年秊七月十三日奉／授瑩海阿闍梨了／
金剛仏子印禅判／右讃先年雖授畢定超僧都去／年二月三宝院炎上之時所持本紛／失之間以／故法印瑩本重 写之所／加奥書也于時文保二年二月十八日／法印大僧都定耀判
 
１１８
福島和夫校訂『日本音楽史料集成』１「古版声明譜」東京書籍一九九五年
 
八三頁。
  
１１９
「声明集は博士にユリソリ等を書き入れただけで、唱える時の約束心得等について
は一切記すところが無く、本の形が次第形という大きさに仕立てられるのが常である
。 」
中川〔一九七六ａ〕四二二頁。
 
１２０
中川〔一九七六ａ〕四二二頁。参照。
 
１２
本論文では「博士の骨格」を「ユリ
」 、
「ソリ」などの「装飾音」についての指南
を含まないところの単に音高の移動を表示している五音博士の形態を指すこととする。
 
１２２
中川〔一九七六ａ〕四二○頁。
 
１２３
高野山大学附属高野山図書館蔵。
 
１２４
大山〔一九五九〕二二七頁。
 
１２５
『日本音楽史料集成』１収載。
 
１２６
『日本音楽史料集成』１九八頁。
 
１２７
室町期の「刊本声明集」については、上野学園日本音楽資料室第七回特別展観『声
明資料展声明集特集出陳目録』（福島和夫編一九九二年）に詳しい。
 
１２８
中川〔一九七六〕一七頁。口絵写真
 
図
１７
。
 
１２９
『声明資料展声明集特集出陳目録』一三頁。
 
１３０
『声明集』
 
 
尾道西國寺蔵。写真資料で確認。
 
 
永禄九（一五六六）年、朝意。折本。一帖。
表紙共八六丁。竪一三・三㎝。横一二・八
㎝。半丁四行。一行八字。
 
〔外題〕「聲明集」
 
〔内題・尾題〕無し。
 
 
〔奥書〕
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于時永禄九年二月廿一日値於南山／小田原理趣院閑室書写畢／備州長善房依所望殊者音曲／更不残源底渡申条拭老眼五音博／士并朱點
ニ
テ
盡苦勞了後代久／朝意可有廻向
者也／右筆金剛峯寺客僧／朝意
順良房卌九才
／持主隆遍長善房
 
１３１
『金沢文庫資料全書』第八巻
 
三二七頁。
 
１３２
「曲中反 」とは真言声明における四種の反音のうちの一つである。その四種の反音
とは、「曲中反音」・「隣次反音」・「甲乙反音」・「七聲反音」である。これは、『声決書』の付録の「音律開合名目」に記載されている。この四種の反音は「四種反音」と呼称される。そして、先行研究で明らかとなっているところの醍醐流・南山進流において共通に用いられる反音は、「四種反音」のうちの「曲中反音」である。これは、一曲の中において「呂」から「律」へ、「 」から「呂」へ調子が移る交互転調である。
 
さらに言えば、この「曲中反音」には、「羽調反音
」 、
「商調反音」がある。醍醐流・
南山進流において共通に用いられる 曲中 は、「曲中反音」の二つ うち「羽調反音」（呂の「一越調」と「律」の「盤渉調 の交互転調、「呂」の「双調 と 律」の「平調」との交互転調）である。この反音は、原調の 羽 を次調の「宮」に移すものである
。
「羽調反音」を図化したものを左記に掲載した。なお、図８は、新井〔一九九六〕
（二〇頁）に「三箇変音『声明用心集
』 」
の「①羽調変音」として掲載されている。
 
図８
 
「羽調羽音図」新井〔一九九六〕
 
 
現在までの事例においては、「曲中反音」の「羽調変音」のみ報告されている。この
「羽調反音」の反音曲では、「律」の箇所が「呂」の箇所より一位高く記譜さ て る。
 
１３３
大山〔一九五九〕二二六頁。
 
１３４
中川〔一九七六ａ〕四二三頁。
 
１３５
岩原諦信『岩原諦信著作集』２『増補校訂
 
声明の研究』東方出版
 
一九九七年
 
一一二頁。
 
１３６
大山〔一九五九〕二二五頁。
 
１３７
中川〔一九七六ａ〕二三頁。
 
１３８
中川〔一九七六ａ〕四二五頁。
 
１３９
中川〔一九七六ａ〕四四六頁。
 
１４０
大山〔一九五九〕二二 頁。
 
１４１
『声明集法則』
 
 
高野山普門院所蔵（高野山大学附属高野山図書館寄託｟普
９５
―金９｠
） 。
複写資料で
 
確認。
 
 
書写年次不詳。書写者不明。列帖装。一冊。表紙共九丁。竪二三・六㎝。横一五・〇㎝。
145 
 
                                        
 
半丁六行。一行一二字。
 
〔外題・内題・尾題〕無し。
 
 
〔奥書〕
 
 
 
建治二年五月三日於高野山金剛峯寺覚證院／之尊庵賜仁和寺山本大納言法印之御自／筆御本書写之畢／隆然十九才
云
云
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第三章
 
中期
 
―『声明集』の多様化と『声明集私案記』
 
 はじめに
 
 本章で 、『魚山蠆芥集』の成立過程の中期、すなわち『声明集』の基本構造が確定し
重弘が示寂した正平十四年（一三五九）から、文明四年（一四七二）の『声明集』刊行直前までを論じる。この時期には、「康正二年本」「永享六年本」「永享十年本」「応永三年本」などの多様な『声明集』や、前章で取り上げた『声実抄』『声決書』『声明集私案記』の他に『声明集隆法口伝』等の多数の口
伝書類が登場し、「文明四年版」刊行の道筋
が作られた。 た前述のように、口伝書類の情報によると覚証院方は慈鏡系と隆法系の二系統に分かれていたとされ
 
第一節では、中期の『声明集』諸本の曲目・曲順と博士の骨格について『魚山蠆芥集』
を指標として比較対照し、それぞれの の系譜の特定を目指す。
 
第二節では、編纂に大きな影響を与えたとされる『声明集私案記』についての概要と現
存する諸本につい 述べる。
 
第三節では、『声明集私案記』が依拠した『声明集』の特定を目指す。
 
第四節では、『声明集私案記』の流派観について明らか したい。
 
 第一節
 
中期『声明集』
 
 
第一項
 
資料
 
 今回の論稿では、中期の『声明集』として「応永三年本」「永享六年本」「永享十年本」
「康正二年本」の四本を用いる。以下において、これ の資料の概要と書誌情報を示し、属する系統についても検討する。なお、『声明集』ではないが、『声明集隆法口伝』についても紹介する。
 
 第一目
 
「応永三年本」
 
 当本は、醍醐寺に所蔵されている
１
。『日本音楽史料集成』１の解説においてその存在
が指摘されているのみである
２
。したがって、先行研究ではほとんど取り扱われていない
資料といえる。本稿では原本を複写したものを用いる。
 
序論で示したように、法量は、竪十六・一㎝。横十五・四㎝の枡形本である。
 
博士は、「覚意の五音博士」で記譜 。当本は詞章と博士のみから構成されて
おり、旋律、仮名の注記はない。奥書には、
 
応永第三
丙子
季秋十二日於若州遠敷郡極楽寺為化他不恥廉筆□□實海書
 
と記されている。当本は、応永三年に若狭の国の極楽寺において実海が書写ものであるが、当本がどの系統に属するかは不明である。
 
 第二目
 
「永享六年本」
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 当本は、西大寺に所蔵されている。先行研究
では未報告の資料である。本稿で利用する
のは、原本を複写したものである。序論でも示したように、装丁は列帖装、冊数は全一冊である。法量は、竪十四・四㎝。横十三・七㎝の枡形本である。これらのことから、当本は『声明集』の特徴を具えているとみなせる
。また、「覚意の五音博士」で記譜されてい
る。そして、当本に 「ユ」「ス」「ユル」「ユ
ラス」「ソラス」「ユリヲロシ」「由下」
「自下」「モチアクル」「イロアリ」「モトニイロアリ」「ユリテトマル」「コワマクラアリ」「カトモナクマワス」の旋律名が注記されてい 。また、「イ」「ウ」「フ」「ム」の仮名があ 奥書には、
 
永享六年
甲寅
霜月十六日於與州／新居縣西條庄福武村佛生山光明寺之／院主坊為自他求
菩提振筆畢而已／同十八日付博士翼白卯朱墨
點竟／右筆魚山末資□良玄星霜六十八才
 
とある。これによると、当本は永享六年に伊予の国の光明寺において良玄（一三六六～）が書写したも である。江戸期の真源の『密宗声明系譜』によると、良玄は、『声決書』の選者の慈鏡の弟子であ 。先述したように、『声決書』と『密宗声明系譜』によると、覚証院方は重弘から二つの系譜に分かれたとされる。そのうち 一つが、重弘―観深―慈鏡―良玄の系譜であると考えられる。この系統 江戸期 『密宗声 系譜』においては覚証院方の傍系とみなされている。これを本稿では、慈鏡系と呼んでいる。
 
ただし、『声決書』において慈鏡が自らを覚
証院方の傍系と考えているわけではない。
この系譜を傍系とみなしてい 資料 最古のもの 朝意 ものである。すなわち、第一章第二節第二項第三目でみた朝意が声明の音曲を弟子の長意に伝授したこ 示す印信『梵讃許可
并
血
脈
３
』には良玄に至る系譜ではなくて、重弘から分かれ源宝―隆法―重仙
―快助―長恵―朝意に至るもう一つ 覚証院方の血脈が正嫡の流れ して記されている。なお、本稿では、この系統を隆法系と呼ぶ。江戸期以降に一般的になった覚証院方 正嫡の系譜を明かす最も古い文献はこ 朝意の印信であると考えら る。 がっ 朝意以前の覚証院方の正嫡の系譜が慈 系であるのか、隆法系であ のかついては不明であまた、良玄は「永享六年本」の他 も、『声明集』を書写したとさ ている。それを示すのが、江戸期に刊行された「享保十一年版」 刊記である。
 
 
 
古本批云正長二年
己酉
二月十九日拭六十三老眼以進様覚証院一説付博士仮名絡
略抄
魚山末
学良玄
４ 
これによると、良玄は、永享六年の五年前に「進様覚証院」 「一説」の『声明集』を撰したことが分かる。したがって、良玄は、自らは進流、そ 中でも覚証院方に所属しているという意識を持っていたといえる。また、 覚証院 説」と記述されてい ことか 、良玄の頃には覚証院方の中に幾つかの系統が存在した とが推測できる。以上のこ から、本稿で扱う「永享六年本」も幾つか 統の覚証院方の諸説の中の一説を付 たものである可能性が高く、その場合は明らかに慈鏡系に分類されるべき資料である。
 
 
第三目
 
「永享十年本」
 
 
当本は、現在高野山大学附属高野山図書館に所蔵されている。大山〔一九五九〕では、
光台院所蔵とされている
５
。本稿で利用するのは、原本を複写したものである。序論でも
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示したように、装丁は列帖装、冊数は、全一冊である。法量は、竪十四・七㎝。横十五・一㎝の枡形本である。これらのことから、当本は『声明集』の特徴を具えているとみなせる。先行研究では、当本の詳細については明らかにされていない。また、「覚意の五音博士」で記譜されている。当本に 「ユ」「ス」「ソル」「小ソ」の旋律名が注記されている。また、の「イ」「ウ」「ン」仮名がある。奥書には、
 
湊州三原郡於上八木八幡宮之／砌日本第一之雖爲悪筆雖天仰／難背如形任本染筆畢／
 
金剛資良空之／永享十年八月五日空鏡之／右筆也者金剛佛子宥賢
 
と記されている。良空、空鏡、宥賢 ついて 不明であり、当本の属する系統は分からない。
 
 第四目
 
「康正二年本」
 
 当本は、所沢宝玉院に所蔵されている。本稿では原本を利用する。序論でも示したよう
に、装丁は列帖装、冊数は全一冊である。法量
は、竪十六・六㎝。横十六・五㎝の枡形本
である。これらのことから、こ は『声明集』 特徴を示している。また、「覚意の五音博士」で記譜されている。当本 、「ユ」「ス」「ソ」「自下」「三ユ合」 四ユ合」の旋律名が注記されている。また、の「イ」「ウ」「ム」仮名がある。ただし、これらは後世の加筆であると考えられる。原本に 詞
章と博士の骨格のみが記載されていたと考え
られる。本奥書には
 
康正二年
丙子
七月廿二日書之／并進上人之餘流五音博士付之畢祐範四十才／権大僧都法
印長清之／持主泉祐之
 
と記されている。すなわち当本は、康正二年（一四五六）に祐範（一四一七〜）によって書写され、その後、長清、泉祐 所持 たものである。
 
 
祐範については、生年以外に情報が無く属する声明の系統も不明である。
 
長清については 『金剛峯寺諸院家析負輯八
６
』の「南院累代先師名簿」に「権大僧都長
清」という項が設けられており、そこに「○
朱
十五」とあるので、長清が南院の十五世の院
主であることが分かる。また、長清について以下のように記述されている。
 
 
 
大永六丙戌年二月六日寂。假名號乘眞房。八十歳而入滅。但州藤井之産也
 
これによると、長清は大永六年（一五二六）に八十才で示寂したことが分かる。したがって、文安四年（一四四七）に生まれたと考えられる。当本が祐範によって書写された康正二年（一四五六）時には、長清は十才なので
、長清が当本を所持するに至ったのは、康正
二年よりはかなり後だ 考えられる。このように （一四四七〜一五二六）は南院の十五世の院主であったことは分かるが、それ以上 情報が無く 何れの声明の系統に属していたかも不明である。
 
 
当本の長清の後の持主の泉祐について、『金剛峯寺諸院家析負輯三
７
』の東南院の過去
帳には、
 
 
 
泉祐
 
大永元年四月三日
 
と記されている。したがって、泉祐（～一五二一） 東南院の院主 大永元年（一五二一）に示寂したことが分かる。東南院の院主であれば 声明も東南院方を受け継ぎ、当本も東南院方の『声明集』である可能性が先ず考えられる。しかし後 詳しく述べるように 声
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明における東南院方の情報は極めて限られており、その実態も不明であり、比較対照に耐える資料もない。一方、泉祐の一代前の東南院の院主は重仙（一三八六～一四六八）である。重仙は、先述したように重弘―源宝―隆
法―重仙―快助―長恵―朝意と継承された覚
証院方の正嫡の流れであるとされた隆法系に位置する人物であり、『声明集隆法口伝』の筆記者でもあ 。泉祐は の院主を、この覚証院方の正嫡の重仙から引き継いでいる。したがって東南院の院主が必ずしも声明の東南院方に属していたわけではなく、泉祐が覚証院方の隆法系の声明を受け継ぎ、当本もこの の『声明集』であった可能性が充分に考えられる。
 
以上のことから、当本は、最初、祐範（〜一四五六〜）が康正二年（一四五六）に書写
したものを後に南院の院主 長清、さらには東南院 院主の泉祐が何 か 経緯で所持するに至ったものである。当本は、隆法系の重仙から東南院を継いだ泉祐が保持していたものである め先述のように覚証院方の声明が し二系統に分かれていたとすれば、隆法系の資料である可能性がある。
 
 
第五目
 
『声明集隆法口伝』
 
 
当本は、現在高野山大学附属高野山図書館に所蔵されている。大山〔一九五九〕では、
存在が指摘されているのみである
８
。現存しているのは、転写を重ねた江戸期のもの一本
である。本稿では、この転写本の複写資料を用い 序論でも示したように 装丁は列帖装、冊数は全一冊である。法量は、竪二四・〇㎝。横一六・九㎝である。外題に、『聲集隆法口傳』とある。先行研究では、当本の詳細につ ては明らかにされてい また「覚意の五音博士」で記譜されている。当本にはその名の通り口伝集な で旋律名が多数注記されている。基本的な旋律名を挙げると 「ユ」「ユ合」「ス」「ソ」「小ソ」「色」「自下」「マワス」等である。また 仮名は「イ」「ウ」「ム」等である。
 
 
奥書には、
 
応永二十二年六月十八日重仙俊覚房／寛正四
癸羊卯月二十五日東南院御自筆御本依仰
写之畢幸重宥賢房／延徳二年庚戌閏八月廿四日於高野山金剛峯寺小田原／三蔵院護摩堂難有依貴顔写之処也偏上求菩提／化下衆生為也穴賢〃〃右翰求沙門玄覚
星霜
 
 
丗六書之
／天文
三甲午年正月廿一日写之 宝暦十二年三月三日夜写得了／金剛峯寺音曲沙門霊瑞南龍
 
とある。当本は最初応永二十二年（一四一五）に重仙が書写したものを何度かの書写を経て最終的に宝暦十二年に霊瑞が書写したものである。重仙 〈教化〉の後で、「覚證隆法法印御房
ニ
習
ヒ
傳
へ
申分
ヲ
毎日住房
ニ
歸
テ
是
ヲ
記
ス
」と記述している。つまり、当本
は、隆法の伝えを重仙が纏めたものである。 と重仙はともに、『梵讃許可
并
血
脈
』の
血脈と江戸期の『密宗声明系譜』では覚証院方の正嫡とされている。
 
なお、隆法は、行算（在位応永十一年｟一四〇四｠～十四年｟一四〇七｠）が検校の時
に執行代に補され いる
９
。さらには、その後検校に補されている（検校在位応永二十五
年｟一四一八｠～二十八年｟一四二一｠）
 
また、重仙は寛正五年に検校に補されている（検校在位寛正五年｟一四六四｠～文正元
年｟一四六六｠）
１０
。
 
よって当本は、もし覚証院方が慈鏡系と隆法系に別れていれば 隆法の直弟子である重
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仙の立場で、隆法の『声明集』を解説した、隆法系の資料といえる。
 
 第二項
 
曲目・曲順
 
 本項では、中期の『声明集』各々の系譜を確定するための最初の作業として中期の『声
明集』諸本の曲目・曲順を対照する。まず、「応永三年本」の曲目・曲順を以下に挙げる。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ〈云何唄〉ｄ〈出家唄〉ｅ〈散華〉（大日・釋迦・藥師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖〉ｉ〈対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経仁王経）ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界〉ｌ〈理趣経〉ｍ〈礼讃文〉ｎ〈四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｐ〈不動讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｘ〈四波羅蜜 ｕ 吉慶漢語〉ｖ〈吉慶梵語〉ｙ〈金剛薩埵〉ｚ〈金剛寶
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉ｗ〈阿弥陀讃〉ｔ〈文殊讃〉〈孔雀経讃〉
〈如意輪讃
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉〈後夜偈〉
 
「応永三年本」の曲目構成は、［法用］［供養法］［讃］である。これは、南山進流の
『声明集』の一般的なものである。詳細に当本の曲順を初期の「文保二年本」と比較すると、〈佛讃〉までは同じである。当本では〈佛讃〉の次に〈四波羅蜜讃〉がきて、「文保二年本」では〈佛讃〉の次にあった〈文殊讃〉が〈阿弥陀讃〉とともに「四方讃」の後にきている。また、〈文殊讃〉の次には、〈孔雀経讃〉〈如意輪讃〉がある。こ つは他の『声明集』には収載されていない。なお、これら 、詞章 みが記載されていて、博士は記譜されていない。以上のことから、［法用］［供養法］までは「文保二年本」と同じ曲順であるが、［讃］の曲順が両者では若干異なるといえる。
 
次に、「永享六年本」の曲目・曲順を以下に挙げる。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ 云何唄〉ｄ〈出家唄 ｅ 散華〉（大日 釋迦・藥師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖〉ｉ〈対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経仁王経）ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界〉ｌ〈理趣経〉ｍ〈礼讃文〉ｎ〈四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｐ 不動讃 ｑ 四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｔ〈文殊讃〉ｕ 吉慶漢語 ｖ 吉慶梵 ｗ 阿弥陀讃 ｘ波羅蜜〉ｙ〈金剛薩埵 ｚ 金剛寶
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉
 
「永享六年本」の曲目構成は［法用］［供養法］［讃］である。当 も、南山進流の
『声明集』の一般的な曲目構成である。また、曲順は「文保二年本」と全く同じであ 。したがって、初期の「文保二年本」の曲目・曲順を継承して る。
 
次に、「永享十年本」の曲目・曲順を以下に挙げる。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ 云何唄 ｄ 出家唄〉ｅ〈散華〉（大日・釋迦・藥師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖 ｉ 対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経仁王経）ｊ 金剛界 ｋ 胎蔵界〉ｌ〈理趣経〉ｍ〈礼讃文〉ｎ〈四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｐ〈不動讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｔ〈文殊讃〉ｕ 吉慶漢語 ｖ 吉慶梵語〉ｗ〈阿弥陀讃〉ｘ〈四波羅蜜〉ｙ〈金剛薩埵 ｚ 金剛寶
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉
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当本の曲目・曲順は「永享六年本」と全く同じである。したがって、初期の「文保二年
本」の基本構造を継承している。
 
次に、「康正二年本」の曲目・曲順を以下に挙げる。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ〈云何唄〉ｄ〈出家唄〉ｅ〈散華〉（大日・釋迦・藥師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖〉ｉ〈対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経仁王経）ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界〉ｌ〈理趣経〉ｍ〈礼讃文〉ｎ〈四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｐ〈不動讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｔ〈文殊讃〉ｕ 吉慶漢語 ｖ 吉慶梵語〉ｗ〈阿弥陀讃〉ｘ〈四波羅蜜〉ｙ〈金剛薩埵 ｚ 金剛寶
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉
 
当本の曲目・曲順は、「永享六年本」「永享十年本」と全く同じである。したがって当
本も、初期の「文保二年本」の曲目・曲順を継承している。
 
次に、『声明集』ではないが、『声明集隆法口伝』の曲目・ 順を以下に挙げる。当本
の概要については後述する。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ〈云何唄〉ｄ 出家唄〉ｅ〈散華〉（大日・釋迦・藥師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ 九條錫杖 ｉ 対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経仁王経）ｊ 金剛界 ｋ 胎蔵界〉ｌ〈理趣経〉ｍ〈四智梵語〉ｎ〈礼讃文〉ｏ〈大日讃〉ｐ〈不動讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｕ〈吉慶漢語 ｖ 吉慶梵語〉ｘ〈四波羅蜜〉ｙ〈金剛薩埵 ｚ〈金剛寶
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉ｗ〈阿弥陀讃〉ｔ〈文殊讃〉
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉
 
『声明集隆法口伝』の曲目構成は、［法用］［供養法］［讃］である。したがって、当
本は、『声明集』についての口伝書であることが分かる。当本では、〈阿弥陀讃〉と〈文殊讃〉が「四方讃」と〈佛名〉の間にきている。この二つの讃の配置は、「応永三年本」と類似している。ただし、「応永三年本」はこの二つの讃以下に〈孔雀経讃〉〈如意輪讃〉が収載されていた。以上のことから、「文保二年本」「永享六年本」「永享十年「康正二年本」と比べると若干［讃］の曲順が異なるといえる。
 
中期の『声明集』の曲目構成は、全て［法用］［供養法］［讃］であった。ただし
［讃］の曲順が若干相違し 「永享六年本」「永享十年本」「康正二年本」は 文保二年本」と同様の曲目・曲順であった。これは、これらの『声明集』 隆然系の覚証院方から派生したことを物語っていると考えられる。一方、 応永三 『声明集隆法口伝』はともに、〈阿弥陀讃〉と〈文殊讃〉を「四方 」と〈佛名〉の間に配置していた
 
以上のことから、「永享六年本」「永享十年
本」「康正二年本」は隆然系の曲目・曲順
に影響を受けた のだと考えられる。なお、 応永三年本」『声明集隆法口伝』の［讃］の曲順が何に由来しているかは不明である。
 
 
第三項
 
博士の骨格
 
 本項では、次項において中期の『声明集』各々の系譜を特定するための前段階として、
中期の『声明集』諸本の博士の骨格につ て整理し検討す
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まず『魚山蠆芥集』の三千六百九十箇の全ての博士と、「応永三年本」「永享六年本」
「永享十年本」「康正二年本」の博士をすべて対照し、『魚山蠆芥集』と相違する骨格を持つ博士を全て抽出し比較した。その結果、『魚山蠆芥集』と異なる骨格を持つ各『声明集』の博士には共通するものが多く、その数は限定されており、さらに相違する骨格は二箇所を除いてすべて同一であり一種類であった。すなわち、『魚山蠆芥集』と相違のみられる中期の『声明集』の博士は二十一箇所にあり、初期の「称名寺本ａ」と「文保二年本」を合わせても総数四十一箇所であった。この箇所 が、初期から中期そして『魚山蠆芥集』成立に到るまでにその骨格が変化した、変動域にある博士ということができる。前章で述べたように、論文末の資料編③に［表３］「変動域 対照表」として 初期の「称名寺本ａ」・「文保二年本
」 、
中期の四本の『声明集』と『声明集隆法口伝』と『声
明集私案記
』 、
更に最古の『声明集』の版本である「文明年本」及び『魚山蠆芥集』につ
いて、変動域にある四十一箇所の博士 異同
を表示した対照表を作成し掲載した。
 
 
なお、前章同様に、『魚山蠆芥集』は、尾道西國寺所蔵の朝意によって書写された三巻
本の「永禄七年本」を用い が、博士 出典 表記には広く利用可能な大正蔵所収の「正保三年版」における大正蔵の頁を表示す 。
 
 
第一目
 
「応永三年本」の博士の骨格
 
 まず、書誌等の情報からは所属する系統が不明である「応永三年本」の全ての博士を、
『魚山蠆芥集』と対照した。その結果、『魚山蠆芥集』と異なる骨格 持つものは以下の九箇所であった。ただし、「応 三年本」の〈九条錫杖〉〈対揚〉には博士が付されていない箇所があるため、変動域にある四十一箇所の博士のうち二 の骨格が不明であり、比較対照が可能なものは三十九であった。
 
 №１〈云何唄〉「因」ｃ―
１４
 
 
「応永三年本」と『魚山蠆芥集』の〈云何唄〉の「因」の博士を対照すると次のように
なる。
 
「応永三年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二五下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この博士の骨格を比べると、「応永三年本」は二番目の「角」と「四番目」の「角」の
間を「商」で記譜している。一方、『魚山蠆芥集』はその を初重の「羽」で記譜している。
 
なお、前述したように初期の「称名寺本ａ」も『魚山蠆芥集』と相違する骨格を持つ博
士を記しているが、「応永三年本」と一致せず、当所の博士は「応永三年本」特有の
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である。
 
 №２〈出家唄〉「守」ｄ―３
 
「応永三年本」と『魚山蠆芥集』の〈出家唄〉の「守」の博士を対照すると次のように
なる。
 
「応永三年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二五下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「応永三年本」は「羽」で記譜されている。これに対して、『魚山蠆芥集』は「羽」
「徴」で記譜されている。
 
なお、この博士は前述した初期の「称名寺本ａ」の博士と同一であり、覚意系の「称名
寺本ａ」を継承した可能性がある。
 
 №３〈対揚〉 甚 ｉ―
８２ 
「応永三年本」と『魚山蠆芥集』の〈対揚〉 甚」の博士を対照すると次のようにな
る。
 「応永三年本」
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二八中）
 
 
 
 
                  
 
「応永三年本」は「宮」「羽」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「宮」で記譜さ
れている。
 
なお、この博士も覚意系の「称名寺本ａ」の博士と同一であり、初期の覚意系の博士を
継承した可能性がある。
 
 №４〈金剛界〉の「礼仏」の「量」ｊ―
６２８ 
「応永三年本」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「量 を対照すると次のように
なる。
 
「応永三年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「応永三年本」は「羽」 宮」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「宮」「商」で
記譜されている。
 
なおこの博士は前述した 称名寺本ａ」及び「文保二年本」の博士と同一である。「称
名寺本ａ」と一致す ため、やはり覚意系の博士を継承している可能性があると思われる。
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 №５〈金剛界〉の「礼仏」の「供養」ｊ―
６５６
 
ｊ―
６５７ 
「応永三年本」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「礼仏」の「供養」の博士を対照する
と次のようになる。
 
「応永三年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この博士の骨格を比較すると、「応永三年本」は「供」「養」二文字に対し「宮 「商」
の博士を付している。これに対して『魚山蠆芥集』は「宮」 宮」で記譜している。
 
なお、 も覚意系の「称名寺本ａ」の博士と同一であり、初期の覚意系 博士を
継承した可能性がある。
 
 №６〈胎蔵界〉「第五発菩提真方便」「願」
ｋ
―
２８１ 
「応永三年本」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「第五発菩提真方便」の「願」の博士
を対照すると次のようになる。
 
「応永三年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三二中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「応永三年本」は「徴」「羽」で記譜されている。一方『魚山蠆芥集』は「徴」「角」
「羽」で記譜されている。
 
なお、この博士も「称名寺本ａ」の博士と同一であり、覚意系の博士を継承した可能性
がある。
 
 №７〈胎蔵界〉「第八奉請法身方便」「無」
ｋ
―
４３９ 
「応永三年本」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉 「第八奉請法身方便 の「無」
を対照すると次のようになる。
 
「応永三年本」
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三二下）
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この博士の骨格を比較すると、「応永三年本」は「徴」で記譜されている。一方『魚山
蠆芥集』は「徴」「角」で記譜されている。
 
なお、 も覚意系の「称名寺本ａ」の博士と同一であり、初期の覚意系の博士を
継承した可能性がある
 
 №８〈理趣経〉「真」ｌ―
１２ 
「応永三年本」と『魚山蠆芥集』の〈理趣経〉の「真 を対照すると次のように
なる。
 
「応永三年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三四中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この博士の骨格を比較すると、「応永三年本」は「角」で記譜されているが、『魚山蠆
芥集』は「商」で記譜されている。
 
 
なお、「称名寺本ａ」には〈理趣経〉が掲載されておらず直接確認も否定もできないが、
これまでの事例から、当所も初期の覚意系の博士を継承した可能性があると思われる。すなわち、「応永三年本」が『魚山蠆芥集』と相違する博士を掲載していた今までの八例すべてにおいて、覚意系の「称名寺本ａ」も『魚山蠆芥集』と異なる博士を記しており、さらに№１を除く、№２〜７すべてが「称名寺本ａ」と同一であった。よっ 、この「真」の博士においても初期 覚意系は『魚山蠆芥集』と相違する博士を用いており、「応永三年本」はこの覚意系の博士を継承した可能性があると思われる。
 
 №９〈阿弥陀讃〉「底」ｗ―
４０
 
 
 
 
 
左は、「応永三年本」と『魚山蠆芥集』の〈阿弥陀讃〉の「底」の博士を対照したもの
であり、『魚山蠆芥集』は本説の博士の左側
に異説の「徴」「徴」「角」「徴」「羽」の
博士が注記されている。
 
「応永三年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三九上）『魚山蠆芥集』異説（同頁）
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「応永三年本」の博士には末に「羽」が記譜されている。一方、『魚山蠆芥集』の本説
は、末に「羽」が記譜されておらず「徴」で終音する博士で、異説の博士は末に「羽」が記譜されている。なお、「称名寺本ａ」には〈阿弥陀讃〉が掲載されておらず比較できないが、前の№８と同様に覚意系の博士を継承した可能性があると思われる。
 
 以上のように、「応永三年本」には、『魚山蠆芥集』と相違する博士が九箇所ある。ま
たそのうちの五箇所（ ２・３・５・６・７
）は、覚意系の初期の「称名寺本ａ」とのみ
一致し覚意系の博士を継承した可能性が高く、他の三箇所（№４・８・９）もその可能性があると思われる。すなわち確認できる範囲におい 、「応永三年本」が『魚山蠆芥集』と異なる博士を載せる箇所で、「称名寺本ａ」と相違する場合は僅かに№１の一箇所である。その№１の「称名寺本ａ」の博士も、『
魚山蠆芥集』と 一致せず、「称名寺本ａ」
特有の骨格を持っているのである。
 
したがって「応永三年本」は、覚意系の初期の「称名寺本ａ」の特徴的な博士を 当程
度受け継ぎ、覚意系を継承した可能性 高い『声明集』であるといえ 。
 
 
第二目
 
「永享六年本」の博士の骨格
 
 
 
次に、もし覚証院方が二系統に別れていれば明らかに慈鏡系の『声明集』である「永享
六年本」の全ての博士を『魚山蠆芥集』と対照した結果、『魚山蠆芥 と相違する骨格を持つ博士が以下のように十三箇抽出できた。
 
 №１〈出家唄〉「守」ｃ―３
 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈出家唄
〉の「守」の博士を対照すると次のようにな
る。
 
「永享六年本」
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二五下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
博士の骨格を比較すると、「永享六年本」は「羽」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』
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は「羽」「徴」で記譜されている。なお、この博士は前述したように「称名寺本ａ」の博士と同一である。
 
 №２〈梵音〉 其 ｆ―
３７ 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈梵音〉の「其」の博士を対照すると次のようにな
る。
 
「永享六年本」
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二六下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」の博士には「宮」「角」「商」「角」で終音している。一方、『魚山蠆
芥集』は「宮」「角」「商」「角」「徴」で記譜されている。すなわち、「永享六年本」の末には「徴」が記譜されていない。この博士は初期の『声明集』にみられず「永享六年本」特有のものである。
 
 №３〈九條錫杖〉「切」ｈ―
２３２ 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈九條錫杖〉の「切」の博士を対照すると次のよう
になる。
 
「永享六年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二七中）
 
 
 
 
 
「永享六年本」は「羽」「徴」 角」「商」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』の博
士には末に「商」が記譜されておらず「角」で終わっている。なお、この「永享六年本の博士は前述した「称名寺本ａ」及び「文保二年 博士と同一である。
 
 №４〈対揚〉「集」ｉ―
４０５ 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈対揚〉の「集」の博士を対照すると次のようにな
る。
 
「永享六年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二九上）『魚山蠆芥集』異説（同頁）
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「永享六年本」は「宮」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「商」「宮」としてい
る。また、『魚山蠆芥集』には「永享六年本
」の「宮」の博士が「イ」すなわち異説とし
て掲載されている。
 
なお、「称名寺本ａ」及び「応永三年本」にはこの「集」の博士は掲載されていないた
め比較できないが、初期の「文保二年本」の博士は「永享六年本」と同一である。
 
 №５〈対揚〉「諸」ｉ―
４０７ 
 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈対揚〉の「集」の博士を対照すると次のようにな
る。
 
「永享六年本」
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二九上）
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」は「羽」 宮」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は 羽 で記譜さ
れている。
 
 
なお、この「諸」の博士も、「称名寺本ａ」及び「応永三年本」には掲載されておらず
比較できな が、「文保二年本」の博士はこの「永享六年本」と同一である。
 
 №６〈金剛界〉「勧請」 四」ｊ―
３８２ 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「勧請 の「四」の博士を対照すると
次のようになる。
 
「永享六年本」
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三〇中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」は「角」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「商」で記譜されてい
る。なお、この「永享六年本」の博士は、前述した覚意系の「称名寺本ａ」と同一である。
 
 №７〈金剛界〉「礼仏」「量」ｊ―
６２８ 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「礼仏」の 量」博士を対照すると次
のようになる。
 
「永享六年本」
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
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「永享六年本」は「羽」「宮」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「宮」「商」で
記譜されている。
 
なお、この博士は前述した「称名寺本ａ」と「文保二年本」及び「応永三年本」の博士
と同一である。
 
 №８〈胎蔵界〉「親」ｋ―
１７３ 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「親 の博士を対照すると次のように
なる。
 
「永享六年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一上）
 
『魚山蠆芥集』注記（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」は「徴」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「徴」「角」で記譜さ
れている。また、『魚山蠆芥集』には異説 して「永享六年本」の博士が記載されている。
 
 
なお、前述の三資料
（ 「
称名寺本ａ」・「文保二年本」・「応永三年本
」 ）
は何れも
『魚山蠆芥集』と同一の博士であり、この博士は「永享六年本 特有のものである。
 
 №９〈胎蔵界〉「及」ｋ―
２４４ 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の 及」の博士を対照すると次のように
なる。
 
「永享六年本」
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
『魚山蠆芥集』（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」は「徴」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「徴」「角」である。
また、『魚山蠆芥集』には異説として「永享六年本」の「徴」の博士が記譜され、『声明集私案記』もこの博士を用いるとしている。なお、この「永享六年本 の博士は「文保二年本」の博士と同一である。
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№
１０
〈理趣経〉「真」ｌ―
１２ 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈理趣経〉の「真」の博士を対照すると次のように
なる。
 
「永享六年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三四中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」は「角」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「商」で記譜されてい
る。
 
 
なお、この博士は前述の 応永三年本」の博士 同一である。
 
 №
１１
〈理趣経〉「法」ｌ―
３４
 
 
 
 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』 〈理趣経
〉の「法」の博士を対照すると次のように
なる。
 
「永享六年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三四中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」の博士は「商」で記譜されているが、 商」で
記譜されている。
 
 
なお、この博士は前述 「文保二年本」の博士と同一である。
 
 №
１２
〈吉慶漢語〉「成」ｕ―
６８ 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』 〈吉慶漢語〉の「成」の博士を対照すると次のよう
になる。
 
「永享六年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三八上）
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」は「商」「商」 宮」で記譜されている。一方、『魚山蠆芥集』は 商
「宮」「宮」で記譜されている。 お、前述の「称名寺本ａ
」 、
「文保二年本
」 、
「応永
三年本」の博士は何れも『魚山蠆芥集』と同一であり、この博士は「永享六年本」特有の
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ものである。
 
 №
１３
〈阿弥陀讃〉「底」ｗ―
４０ 
「永享六年本」と『魚山蠆芥集』の〈阿弥陀讃〉の「底」の博士を対照すると次のよう
になる。
 
「永享六年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三九上）『魚山蠆芥集』異説（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」の博士は「徴」「徴」「角」「徴」「羽 で記譜されているが、『魚山
蠆芥集』の博士は「徴」「徴」「角」「徴」で記譜されている。すなわち、「永享六年本」の博士の末には、「羽」の博士が付加されている。また、『魚山蠆芥集』には異説として「永享六年本」 が記載されている。
 
 
なお、この博士は前述の「応永三年本」の博士と同一である。
 
 
 
以上のように、「永享六年本」の全ての博士を『魚山蠆芥集』と対照させた結果、『魚
山蠆芥集』と相違する骨格を持つ博士を十三
確認した。変動域にある四十一箇所のうちの
十三の博士において、『魚山蠆芥集』と違いがあることになる。
 
前の「応永三年本」と比較すると、十三 うち№４と№５を除く十一箇所で比較対照が
可能であったが、「応永三年本」と「永享六年本」 一致して『魚山蠆芥集』と異なる骨格を持つ博士を載せる箇所は四箇所（№２・№７・№
１０
・№
１３
)
のみであり、残り七
箇は相違していた。また変動域全体を見ても、資料編③［表３］「変動域博士対照表」に示したように、「永享六年本」は「応 三年本」と十三箇所
１１
において異なった骨格を
持つ博士を掲載
 
隆然系の初期の「文保二年本」と比較すると 変動域にある四十一箇所のうち、「文保
二年本」と相違する博士は九箇所
１２
であり、「応永三年本」よりは多少少ない。ただし
「文保二年本」には『魚山蠆芥集』と相違する骨格を持つ博士が合計七ある 、 永享六年本」はそのうち実に〈対揚〉「護」ｉ―
２８９
を除く六箇所の博士
１３
を引き継いでいる。
 
したがって、覚証院方が二系統に別れた場合明らかに慈鏡系であ は初
期の覚意系を継承した可能性が高かった 応永三 と 明らかに別系統であり、 応永三年本」よりも初期 隆然系の「文保二年本 により近い『声明集』であるといえる。
 
 
 
 
 第三目
 
「永享十年本」の博士の骨格
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書誌情報だけでは所属が不明な「永享十年本」の全ての博士を『魚山蠆芥集』と対照さ
せ、『魚山蠆芥集』と異なる骨格を持つ以下の十一の博士を確認した。ただし、「永享十年本」は〈九條錫杖〉〈対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経・仁王経）に博士が付されていないため、変動域にある四十一箇所のうち六箇所の博士の骨格が不明であり、比較対照が可能なものは三十五であった。
 
 №１〈出家唄〉「守」ｄ―３
 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈出家唄〉「守」の博士を対照すると次のようにな
る。
 
「永享十年本」『魚山蠆芥集』（大正八四・八二五下）
 
 
 
 
 
 
 
 
博士の骨格を比較すると、「永享十年本」は「羽」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』
は「羽」「徴」で記譜されている。また、「永享十年本 には、博士の左側に『魚山蠆芥集』の「羽」「徴」の博士が異説として記譜されている。
 
 
なお、この は、前述の「永享六年本」と同一であり、また「称名寺本ａ」と
「応永三年本」の博士とも同一である。
 
 №２〈梵音〉「其」ｆ―
３７ 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈梵音〉 其」の博士を対照すると次のようにな
る。
 
「永享十年本」
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八二八中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
両者の博士の骨格を比較すると、「永享十年本」の博士には末に「徴」が記譜されてい
ない。一方、『魚山蠆芥集』の博士には末に「徴」が記譜されている。
 
 
なお、この博士の骨格は、「永享六年本」と同一である。
 
 №３〈金剛界〉「勧請」「四」ｊ―
３８２ 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「勧請」の 四 を対照すると
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次のようになる。
 
「永享十年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三〇中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享十年本」は「角」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「商」で記譜されてい
る。
 
 
なお、この博士の骨格 、「永享六年本」と同一であり、また「応永三年本 の博士と
も同一である。
 
 №４〈金剛界〉「三力」「如」ｊ―
５３４
「来」ｊ―
５３５ 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「三力」の「如来」の博士を対照する
と次のようになる。
 
「永享十年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一上）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享十年本」は「如」を「宮」「角」で記譜し、「後供用之」として後供養において
も同じ博士を用いるとする。一方、『魚山蠆芥集』は「後供養」では「永享十年本」と同じ「宮」「角」の博士を記すが、本説の博士は「如」を「角」で記譜している。
 
 
なお「称名寺本ａ」は、後供養は「永享十年
本」及び『魚山蠆芥集』と同一であるが、
本説で「如」と 来 ともに「商」としている。この本説の 如 を「宮 角 とする博士は、「永享十年本 特有のものである。
 
 №５〈金剛界〉「礼仏 「量」ｊ―
６２８ 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「礼仏」の「量」の博士を対照すると
次のようにな 。
 
「永享十年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享十年本」は「羽」 宮」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』 宮 「商」で
記譜されている。なお、こ 「永享十年本」の博士は前述した「称名寺本ａ」及び「文保二年本」の博士と同一である。
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 №６〈金剛界〉「礼仏」「供養」ｊ―
６５６
ｊ―
６５７ 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈金剛界〉の「礼仏」の「供養」の博士を対照する
と次のようになる。
 
「永享十年本」
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享十年本」は「供」 養」二文字に対し「宮」「商」 博士が記譜されている。
『魚山蠆芥集』は「宮」「宮」で記している。
 
 
なお、この博士の骨格 、「称名寺本ａ」と
「応永三年本」の博士と同一である。また、
「永享六年本」は前の№５と同様に『魚山蠆芥集』と同じ博士を用いている。
 
 №７〈胎蔵界〉「親 ｋ―
１７３ 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「親 の博士を対照すると次のように
なる。
 
「永享十年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一上）『魚山蠆芥集』注記（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享十年本」は「徴」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「徴」「角」で記譜さ
れている。また、『魚山蠆芥集』は「永享十年本」の「徴」の博士を異説 して掲載いる。
 
 
なお、「永享十年本」のこの博士の骨格は、「永享六年本」と同一である。他の三資料
はすべて『魚山蠆芥集』と同じ博士を用いている。
 
 №８〈胎蔵界〉「及」ｋ―
２４４ 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉 「及」の博士を対照する 次のように
なる。
 
「永享十年本」
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
 
『魚山蠆芥集』異説（同頁）
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「永享十年本」は「徴」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「徴」「角」で記譜さ
れている。また、『魚山蠆芥集』は「永享十年本」の「徴」の博士を異説として掲載し、『声明集私案記』もこの博士を用いるとしている。
 
 
なお、この博士の骨格は、「永享六年本」と「文保二年本」の博士と同一である。
 
 №９〈理趣経〉「真」ｌ―
１２ 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈理趣経〉の「真」の博士を対照すると次のように
なる。
 
「永享十年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三四中）
 
 
 
 
 
 
「永享十年本」は「角」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「商」で記譜されてい
る。
 
 
なお、 のこの博士の骨格は、「永享六年本」及び「応永三年本」と同一
である。「称名寺本ａ」には情報がない。
 
 №
１０
〈理趣経〉「法」ｌ―
３４ 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈理趣経
〉の「法」の博士を対照すると次のように
なる。
 
 
 
 
「永享十年本」
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三四中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享十年本」は「商」で記譜されている。一方、『魚山蠆芥集』は「角」「商」で記
譜されている。
 
 
なお、 のこの博士の骨格は、「永享六年本」及び「文保二年本」と同一
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である。「称名寺本ａ」には情報がない。
 
 №
１１
〈阿弥陀讃〉「底」ｗ―
４０ 
「永享十年本」と『魚山蠆芥集』の〈阿弥陀讃〉の「底」の博士を対照すると次のよう
になる。
 
 
「永享十年本」
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三九上）『魚山蠆芥集』異説（同頁）
 
 
 
「永享十年本」の博士には末に「羽」が記譜されているが、 本説は、
末に「羽」が記譜されておらず「徴」で終音す ただし異説としての末に「羽」が記譜されている「永享十年本」と同じ骨格の博士を載せている。
 
なお、「永享十年本」のこ の骨格は、「永享六年本」及び「応永三年本」と同一
である。「称名寺本ａ」には情報がない。
 
 以上のように、所属する系統が不明な「永享十年本」のすべての博士を『魚山蠆芥集』
と対照させた。その結果、変動域にある四十一箇所の博士のうち情報入手可能な三十五の博士なかで、十一の博士において『魚山蠆芥集』と異なる骨格を持つ博士を確認 た。また、この十一の博士のうち№４と№６を除く九箇までが覚証院方 六 の博士の骨格と一致している。さらに変動域全体を見ても、資料編③［表３］「変動域博士対照表」に示したように、比較対照可能な三十一箇所のうち実に№４・№６と〈吉慶漢語〉「成」ｕ―
６８
の三箇所を除く二十八箇所
１４
において、「永享十年本」は「永享六年本」
と一致する。このように「永享 年本」と「永享六年本」の近似性は極めて高く、明らかに同一の系統に属する。
 
また既に述べたように、「永享六年本」は、もし覚証院方が二系統に別れていれば明ら
かに慈鏡系の『声明集』であり、「永享十年
本」も同様に慈鏡系の『声明集』であるとい
える。
  第四目
 
「康正二年本」の博士の骨格
 
 最後に、覚証院方の『声明集』であり隆法系に属する可能性がある「康正二年本」の博
士をすべて『魚山蠆芥集』と対照したが、『魚山蠆芥集』と相違する骨格を持つ博士は以下の三箇所のみであった。
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№１〈胎蔵界〉の〈胎蔵界〉「及」ｋ―
２４４ 
左は、「康正二年本」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「及」の博士を対照したもので
ある。『魚山蠆芥集』には本説とともに、異本と『声明集私案記』の博士が付記されている。
 
「康正二年本」
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）『魚山蠆芥集』異説（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
「康正二年本」は「徴」で記譜されているが、『魚山蠆芥集』は「徴」「角」で記譜さ
れている。また異本と『声明集私案記』の説として「康正二年本」と同じ「徴」の博士が付記されている。
 
 
なお、「康正二年本」のこの博士の骨格は、「永享六年本」・「永享十年本」及び 文
保二年本」と同一である。
 
 №２〈胎蔵界〉の「五誓願」の「得」
ｋ
―
６６２ 
左は、「康正二年本」と『魚山蠆芥集』 五誓願」の「得」の博士を対照したもので
ある。「康正二年本」には欄外に異説の博士が付記されている。
 
「康正二年本」
 
「康正二年本」異説
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三三中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「康正二年本」は末に「商」が記譜されていない博士を本説とし、「商」が記譜されて
いる博士を異説としている。一方、『魚山蠆芥集』は「康正二年本」の異説の博士で記譜されている。
 
なお、前述の諸資料は全て異説の博士のみを掲載し おり、「康正二年本」のこの本説
の博士は「康正二年本」特有のものである。
 
 №３〈理趣経〉 盧」ｌ―
３０２
、
３１７ 
左は、「康正二年本」と『魚山蠆芥集』の〈理趣経〉の「盧」の博士を対照したもので
ある。両書とも本説の他に異説を付記している。
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「康正二年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三五中）
 
 
『魚山蠆芥集』異説
 
（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「康正二年本」は末に三重の「宮」と「羽」
が記譜されている博士を本説とし、それを
欠く博士を異説としている。一方、『魚山蠆芥集』は末の三重の「宮」と「羽」を欠く博士を本説とし、三重の「宮」と「羽」が記譜されている博士を異説としている。
 
なお、前述の諸資料のうち、「称名寺本ａ」は情報を欠くが、その他の「文保二年
本」・「永享六年本」・「永享十年本」は全
て『魚山蠆芥集』の本説の博士のみを掲載し
ている。したがって「康正二年本」のこの本説の博士は「康正二年本」特有のものであ
 
 以上のように、覚証院方 隆法系に属する可能性の高い「康正二年本」の博士をすべて
『魚山蠆芥集』と対照したが、『魚山蠆芥集』と異なる博士は三箇所のみであった。博士の骨格を見る限り、これまでに検討 てきた初期と中期の六本の『声明集』の中で、この「康正二年本」が最も『魚山蠆芥集』に近いというこ ができる。なお、『魚山蠆芥集』と異なる三箇の博士のうちの二つは「康正二年本」特有の骨格を持つものであった。このことが何を意味するかにつ ては、後に詳しく論じた 。
 
また「応永三年本」と比べると、［表３］「変動域博士対照表」に現れているように、
変動域の四十一箇所のうち十二 博士 骨格 相違がみられ、当本 「康正二年本」と「応永三年本」は明らかに別系統 資料 いえる。覚証院方の「永享六年本」・「永享十年本」とも各々十三箇所において違いがみられ や り別系統の資料 いえる。
 
 
第四項
 
中期の『声明集』の系譜
 
 
第一目
 
中期の『声明集』の分類
 
 前項では、中期の「応永三年本」「永享六年本」「永享十年本」「康正二年本」の四本
の『声明集』の博士の骨格を、初期の「称名寺本ａ」と「文保二年 と参照しつつ、『魚山蠆芥集』を基準に比較対照した。そ 結果を、初期の『声明 『声明集私案記』及び二本の『魚山蠆芥集』 情報と共に、資料編③に［表３］ 変動域博士対照表」として掲載した。それらをあらためて検討してみると、書誌情報からは系統 不明であっ
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「応永三年本」は、他の三資料とは異なるもので、覚意系の初期の「称名寺本ａ」の特徴的な博士を相当程度受け継ぎ、覚意系を継承した可能性が高いことが判明した。
 
やはり系統が不明であった「永享十年本」は、覚証院方が二系統に別れていれば明らか
に慈鏡系の『声明集』である「永享六年本」と極めてよく近似し、両者は同一の系統に属することが確認できた。
 
最後に、覚証院方の『声明集』であり隆法系に属する可能性が高い「康正二年本」は、
『魚山蠆芥集』と最もよく一致した。さらに「応永三年本」及び覚証院方の「永享六年本」・「永享十年本」とは別系統の資料であることも判明した。
 
さらに覚証院方が慈鏡系と隆法系の二系統に分かれ、「永享六年本」・「永享年本」は
慈鏡系の資料であり、「康正二年本」が隆法系に属することがほぼ確実となった。
 
したがって、中期の『声明集』は、①覚意系を継承した可能性の高い「応永三年本
」 、
②覚証院方であり、覚証院方が二系統に れていれば慈鏡系である「永享六年本」・「永享十年本
」 、
③覚証院方の隆法系の可能性がある「康正二年本」の、三つに分類できる。
 
 
第二目「康正二年本」の系譜の確定
 
 
 
 
 
 
 
本目では、「康正二年本」の変動域にある博士の骨格を『声明集隆法口伝』と比較する
ことにより、「康正二 」が確かに覚証院方の
隆法系の『声明集』であることを確認し、
あわせて覚証院方が慈鏡系と隆法系の二系統に別れていたことを裏付けたい。
 
 一
 
『声明集隆法口伝』の博士の骨格
 
 
当本は口伝集という性格上、『声明集』の一部の限 れた詞章、博士の骨格 注記から
構成されている。そのため、変動域にある四十一箇所 博士のうち情報を採取できる博士は十八である。その十八の博士の中で十六は『魚山蠆芥集』と一致し、次の二箇所 博士の骨格が相違する。
 
 №１〈理趣経〉「盧」ｌ―
３０２
、
３１７ 
左は、『声明集隆法口伝』と『魚山蠆芥集』の〈理趣経〉の「盧」の博士を対照したも
のである。『魚山蠆芥集』は本説の他に異説を載せている。
 
『声明集隆法口伝』
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三五中）
 
 
『魚山蠆芥集』異説
 
（同頁）
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『声明集隆法口伝』は末に三重の「宮」と「羽」が記譜されている博士で記譜されてい
る。一方、『魚山蠆芥集』は末に三重の「宮」と「羽」が記譜されていない博士を本説とし、三重の「宮」と「羽」が記譜されている『声明集隆法口伝』の博士を異説としている。
 
先述したように、「康正二年本」は『声明集隆法口伝』の博士を本説とし、それを欠く
博士を異説としている。なお、「称名寺本ａ」は情報が無いが、その他 『声明集』はいずれも『魚山蠆芥集』の本説のみを載せている。換言すれば『声明集隆法口伝』と「康正二年本」のみが 『魚山蠆芥集』と異なる骨格を持つ博士を本説 している。
 
 №２〈阿弥陀讃〉「底」ｗ―
４０ 
左は、『声明集隆法口伝』と『魚山蠆芥集』の〈阿弥陀讃〉「底」の博士を対照したも
のである。『魚山蠆芥集』は本説の他に異説を載せている。
 
『声明集隆法口伝』
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三九上）『魚山蠆芥集』異説（同頁）
 
 
 
『声明集隆法口伝』の博士には末に「羽」が記譜されているが、『魚山蠆芥集』の本説
は、末に「羽」が記譜されておらず「徴」で終音する博士であり、末に「羽」を持つ 声明集隆法口伝』の博士は異説として付記されている。
 
 
この『声明集隆法口伝』の博士は、「応永三年本」と慈鏡系の「永享六年本」「永享十
年本」と同じであるが、「康正二年本」及び「文保二年本」は何故か『魚山蠆芥集』の博士を載せている。なお、「称名寺本ａ」は情報が無い。
 
 
以上のように、『声明集隆法口伝』では、変動域にあり比較可能な十八箇所の博士のう
ち、十六の博士は『魚山蠆芥集』と同じであり、異なるものは〈理趣経〉「盧」ｌ―
３０２
、
３１７
と〈阿弥陀讃〉「底」ｗ―
４０
の二つだけである。
 
 
二
 
「康正二年本」との比較検討
 
 右の結果を、覚証院方の隆法系の可能性がある「康正二年本」と比較すると、資料編③
の［表３］「変動域博士対照表」に示したように、『声明集隆法口伝』の比較可能な十八箇所の博士のうち、実に十七の博士
１５
の骨格が「康正二年本」と一致している。なお、
「康正二年本」と相違する唯一の博士が、右の№２〈阿弥陀讃〉「底」ｗ―
４０
である。
 
 
このように、『声明集隆法口伝』に掲載されている博士の骨格の情報は限られて い
が、『声明集隆法口伝』と「康正二年本」と 間で、骨格が相違す 博士は僅か一箇 み
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であり、両書は明らかに同一の系統に属する。
 
 
前に述べたように、『声明集隆法口伝』は覚証院方の資料であり、もし覚証院方が慈鏡
系と隆法系に別れていれば隆法系に属する。よって「康正二年本」も覚証院方の資料であり、二系統に別れていれば隆法系 属する『声明集』である。また「永享六年本」・「永享十年本」も覚証院方の『声 集』であるが、二系統に別れていれば慈鏡系であった。
 
 
 
「康正二年本」が「永享六年本」・「永享十年本」と別系統の『声明集』であることは
既に示した。よって同じ覚証院方の中に、二 統の『声明集』が存在し、もし二 統に別れていれば慈鏡系に属する『声明集』と が確かに存在することが確かめられた。
 
 
隆法系と慈鏡系の両者の『声明集』の存在の確認は、覚証院方が慈鏡 と隆法系の二系
統に別れていたことを裏付けている。換言すれば、初期 ら中期にかけて覚証院方が慈鏡系と隆法系に分 れたという『声決書』や『密宗声明系譜 の記述 信憑性が高まったともいえる。
 
 
以上のように、「康正二年本」は、東南院方ではなく、覚証院方の隆法系の『声明集』
であることが確実になった。その結果、中期の『声明集』は、①覚証院方の隆法 の「康正二年本
」 、
②同じ覚証院方の慈鏡系の「永享六年本」・「永享十年本
」 、
③非覚証院方
で覚意系を継承した可能性の高い「応永三年本
」 、
以上の三種に分類できる。
 
 
第五目
 
隆然系の継承
 
  
ここでは、初期の隆然系の「文保二年本」と、隆然系を継承した中期の覚証院方の隆法
系と慈鏡系の両系統の『声明集』の博士を比較対照し、両者と隆然 関係性を らかにしたい。なお、隆法系は「康正二年本」を用いる 、慈鏡系の『声明集』は「永享十年本」よりも情報が揃っている「永享六年本」を使用する。
 
  
「文保二年本」には七箇の『魚山蠆芥集』と異なる骨格を持つ博士があった。左記が第
二章で抽出され 「文保二年本」の『魚山蠆芥 異なる骨格を持つ博士である。
 
 〈九條錫杖〉
 
 
 
〈対揚〉
 
 
 
〈対揚〉
 
 
 
 
 
〈対揚〉
 
「切」ｈ―
２３２
 
 
「護」ｉ―
２８１
「集」ｉ―
４０５
 
 
「諸」ｉ―
４０７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 〈金剛界〉
 
 
〈胎蔵界〉
 
 
〈理趣経〉
 
「量」ｊ―
６２８
「及」ｋ―
２４４
 
「法」ｌ―
３４ 
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 また、慈鏡系の「永享六年本」には十三箇の、隆法系の「康正二年本」には三箇の『魚
山蠆芥集』と異なる骨格を持つ博士があった。
 
まず、「永享六年本」は「文保二年本」の七箇の『魚山蠆芥集』と異なる博士のうち、
（一）〈九條錫杖〉「切」ｈ―
２３２
 
（二）〈対揚〉「集」ｉ―
４１３
（三）〈対揚〉「諸」
ｉ―
４１５
（四）〈金剛界〉「量」ｊ―
６２８
（五）〈胎蔵界〉「及」ｋ―
２４４
（六）〈理趣
経〉「法」ｌ―
３４
の六箇を継承しているが、〈対揚〉「護」ｉ―
２８９
のみ継承していな
い。
 
「永享六年本」は、「文保二年本」には存在していなかった新たな
なる博士が七箇みられる。それは、（一）〈出家唄〉「守」ｃ―３（二）〈梵音〉「其」ｆ―
３７
（三）〈金剛界〉「勧請」「四」ｊ―
３８２
（四）〈胎蔵界〉「親」ｋ―
１７３
（五）
〈理趣経〉「真」ｌ―
１２
（六）〈吉慶漢語〉「成」ｕ―
６８
（七）〈阿弥陀讃〉「底」
ｗ―
４０
である。
 
したがって、全体において「文保二年本」と「永享六年本」とでは博士の骨格は八 相
違する。
 
「永享六年本」は 「文保二年本」の『魚山蠆芥集』と異なる博士のほとんどを継承し
ている。ただし、新たに七箇の『魚山蠆芥集』と異なる博士が追加されている。
 
次に、 康正二 「文保二年本」の七箇の『魚山蠆芥集』と異なる博士のうち、
〈胎蔵界〉「及」ｋ―
２４４
の一箇のみを継承している。そして、「康正二年本」は、「文
保二年本」には存在していなかった新たな 二箇みられる。それは、〈胎蔵界〉の「五誓願」の「得」
ｋ
―
６６２
と〈阿弥陀讃〉「底」ｗ―
４０
で
ある。したがって、全体において「文保二年本」と「永享六年本」とでは の骨格は八箇相違する。
 
「永享六年本」は、「文保二年本」の『魚山蠆芥集』と異なる博士のほとんどを継承し
ているとみなせ だし、新たに七箇の『魚山蠆芥集』と異なる博士が追加されている。一方、「康正二年本」 「文保二年本」の『魚山蠆芥集』と異なる博士のほとんどを継承していな 。ただし、新たに追加され 『魚山蠆芥集』と異 は二 のみである。
 
 
「永享六年本」と「康正二年本」は両者ともに「文保二年本」と八箇の博士 骨格が相
違する。「永享六年本」は 「文保二年本」の を継承しているとともに、「文保二年本」にはない骨格を持つ博士が存在する。一方、「康正二年本」は「文保二年本」の『魚山蠆芥集』と異なる博士を継承しなかったと もに、 文保 年本」にはない新たな博士の骨格もあまり採用しなかったといえる。
 
 
以上のように、「永享六年本」は「文保二年本」の『魚山蠆芥集』と異なる博士をほ
んど保持しており、反対に、「康正二年本」 、「文保二年本」の『魚山蠆芥集』と異な
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る博士のほとんどの博士を採用していない。
「文保二年本」の『魚山蠆芥集』と異なる博
士を多く継承しているということを基準にすると「永享六年本」の方が、「康正二年本」よりも「文保二年本」を継承する『声明集』と える。
 
以上本節では以下のことが明らかになった。
 
中期の『声明集』は大きく三つに分類することができた。第一は、覚証院方の慈鏡系の
「永享六年本」と 永享十
」 、
第二は、同じ覚証院方の隆法系の「康正二年本
」 、
第
三は、非覚証院方で覚意の系統を継承した可能性がある「応永三年本」である。
 
そして、同じ覚証院方 も、慈鏡系の「永享六年本」の方 隆法系の「康正二年本」よ
りも隆然の系統により近い可能性がある。
 
また、隆法系と慈鏡系 の存在を確定出来たことによって、初期から中期に
かけて覚証院方 二系統が慈鏡系 隆法 に分かれた 『声決書』や『密宗声明系譜』の記述の信憑性が高まった。
 
 
第二節
 
『声明集私案記』
 
 十四世紀の末になると声明の歴史、音律、唱法等に関する種々の口伝書が登場し始める。
それらは、第一章でみた『声実抄』『声決書
』 、
また、前節でも扱った『声明集隆法口伝』
さらには本節で扱う『声明集私案記』である。
 
『声明集私案記』は『魚山蠆芥集』の注記の基になったと考えられている
１６
。また、
隆然の著作ともいわれている
１７
。それにも拘らずその実態については不明である。次章
において『魚山蠆芥集』が『声明集私案記』をいかに受用したかに考察するに たり、まず本節においてその基 的性格を示し、次節において、『声明集私案記』がど 譜に属するものである かについて明らかにしたい。
 
 
第一項
 
『声明集私案記』の概要
 
 
それでは、まず第一項で『声明集私案記』の概要と諸本について概観する。
 
『魚山蠆芥集』の注記の多くは から引用されている。長恵自身も『魚
山蠆芥集』の奥書で「大都
ハ
案記
ヲ
爲本
１８
」と公言している。また、先行研究でも、
「長恵師が室町時代の中頃に、この本に依って注を加えて魚山集を作っ いる
１９
」とさ
れている。
 
中川氏は、この長恵の記述 『声明集』についての注釈書的性格、「文保二年本」にこ
の本からの引用がないこと、そ 文体
」 、
以上の四点を総合して、『声明集私案記』は
室町時代に入ってから明応五年（一四九六）までの間に記されたと推定している
２０
。ま
た大山氏は、伝えでは隆然 記したとされている とを報告し いる
２１
。これに対して
中川氏は著者に関し 全く触れていない。このように先行研究においては、撰者、正確な撰述年代については特定されていない。
 
これらのことについて、先述した高野山大学附属高野山図書館に所蔵されている霊瑞の
書写した『聲明集私案記』の奥書に興味深 記述がある。それ は、
 
右上下二巻南山覚證院隆然闍梨之口傳也當山進流
ノ
声明
ハ
本以此記写本者也
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寶暦十辰年八月廿八日書写了
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金剛峯寺沙門霊瑞
南
龍
房
 
 
 
 
右朱書等
ハ
私
ニ
霊―附
レ
之後哲可有校合矣
 
・応永二十例秀八月三日於宇長尾邑田般若坊客殿書写之畢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宥恭房
三
七
二
才
 
 
・于時永
文
字
欠
ル
三年五月三日南条山十樂寺御本之借出如此写了
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筆者栄舜（花押）
 
 
 
 
□此二本以之霊瑞文字等校合了
 
とある。霊瑞が宝暦十年（一七六○）に書写した『声明集私案記』は応永二十年（一四一三）と「永」が頭に付く年号の時代のものを校合したもののようである。「永」が頭に付く年号は、「応永」より後だと、「永享」か「永正」か「永禄」である。したがって後者は、この三つの年号の時代のうちのどれかだと思われる。いずれにしろ、この奥書に記されていることを信用するならば、『声明集私案記』は応永二十年より前に書かれたことになる。また、霊瑞の時代には、『声明集私案記』は、隆然の口伝を筆写したものだと考えられていたこともこの奥書から推定できる。したがって、『声明集私案記』 成立の下限を応永二十年に設定する。
 
 
『声明集私案記』成立の上限は、『声実抄』の成立以後、つまり応永二年（一三九五）
以後に設定したい 『声実抄』には『声明集私案記』に記されているような覚証院方と東南院方を対比させる記述がない。『声実抄』では、高野山 中の指南については、主に浄月房聖海、般若房定意、宝蓮房祐真、細谷恵海、覚意など声明家個人のものしか記述されていない。高野山の中の流派について言及され出す 『声実抄』成立の下限の 永二年（一三九五）の翌年の応永三年（一三九六年）に撰述された『 決書』からである。したがっ 、南山進流の流派についての記述が存在する は応永二年（一三九五）以後に成立したものであると推定する。
 
『声明集私案記』の特徴は、『声明集』所載の各曲それぞれについての唱譜上の注意を
詳細に記していることにある。いわば、『声明集
』の注釈書的な性格を有するものである。
また『声明集私案記』は博士を掲載していないと う特色 ある。
 
長恵は『魚山蠆芥 』の編纂 際に当書の記述の多くを『魚山蠆芥集』 引用している。
長恵が『声明集私案記』の説を多く依用したのは 長恵自身 当書は覚證院方 隆然によって記され とものと認識し たことによると思わ まり、『魚山蠆芥集』覚証院方の正統な教則本であるということ 、隆然 権威によって示そうとしたと考えられる。なお、『声明集私案記』には、各曲の
曲調についても言及されているが、それも隆
然が作成したとされている「聲明畧頌」に基づいている。
 
次に、『声明集私案記』が『声明集』にどの程度解説を加えているかをみるために、
『声明集私案記』が旋律につ て指南している箇所を、『声明集』所収 曲ごと 、詞章単位で抽出する。これによって が実際 唱法につ どの程度詳細に言及しているかを把握するととも 、第四章において、この『声明集私案記』か 抽出し旋律を『魚山蠆芥 』の旋律と比較し、『魚山蠆芥集 『声明集私案記』 関係 ついて考察したい。
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ａ〈三礼・如来唄〉
 
 
『声明集』の〈三礼・如来唄〉には九十二箇の詞章があり、『声明集私案記』は、その
うちの十四箇に言及している。さらに、その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の四箇所であった。
 
「衆」ａ―１「僧」ａ―
４０
「如」ａ―
５３
「與」ａ―
６１ 
 
ｂ〈如来唄〉
 
 
『声明集』の〈如来唄〉には七箇の詞章があり、『声明集私案記』は、そのうちの六箇
に言及している。さらに、そ 中で『声明集私案記』が旋律 ついて指南しているのは左の三箇所であった。
 
「妙」ｂ―４「色」ｂ―５「身」ｂ―６
 
 
ｃ〈云何唄〉
 
 
『声明集』の〈云何唄〉には二十箇 詞章があり、『声明集私案記』はそのうちの十四
箇に言及をしている。その中で『声明集私案記』が旋律について指南 のは左の四箇所であった。
 
「壊」ｃ―９「復」ｃ―
１１
「以」ｃ―
１２
「力」ｃ―
２０ 
 
ｄ〈出家唄〉
 
 
〈出家唄〉には二十箇の詞章がある。しかし、『声明集私案記』は〈出家唄〉について
は何の指南もしていない。
 
 
ｅ〈散華〉
 
 『声明集』の〈散華〉には百五十四箇の詞章があり、当書はそのうちの五 四箇に言及
している。その中で『声明集私案記』が旋律 ついて指南している は左の三十一箇所であった。
 
 
 
「願」ｅ―２「我」ｅ―３「道」ｅ―５「場」「花」ｅ―８「供」ｅ―９「養」ｅ―１０
「佛」ｅ―
１１
「歸」ｅ―
１２
「命」ｅ―
１３
「毗」ｅ―
１４
「盧」ｅ―
１５
「身」
ｅ―
１９
「業」ｅ―
２２
「遍」ｅ―
２３
「甚」ｅ―
３７
「深」ｅ―
３８
「遍」ｅ―
７０
「無」ｅ―
７１
「瑠」ｅ―
９８
「璃」ｅ―
９９
「衆」ｅ―
１２６
「以」ｅ―
１３１
「此」ｅ―
１３２
「普」ｅ―
１３５
「我」ｅ―
１４０
「等」ｅ―
１４１
「與」ｅ―
１４２
「生ｅ―
１４４
「共」ｅ
―
１４６
「佛」ｅ―
１４８ 
 
ｆ〈梵音〉
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『声明集』の〈梵音〉には五十六箇の詞章が
あり、当書はそのうちの二十四箇に言及し
ている。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の十五箇所であった。
 
 
「十」ｆ―１「方」ｆ―２「所」ｆ―３「有
」ｆ―４「勝」ｆ―５「妙」ｆ―６「散」
ｆ―９「十」ｆ―
１０
「方」ｆ―
１１
「諸」ｆ―
１２
「養」ｆ―
１８
「釋」ｆ―
１９
「迦」
ｆ―
２０
「是」ｆ―
２２
「諸」ｆ―
２６ 
 
ｇ〈三条錫杖〉
 
 
『声明集』の〈三条錫杖〉には百十三箇の詞章があり、当書はそのうちの五十箇に言及
している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の二十九箇所であった。
 
「手」ｇ―１「當」ｇ―５「願」ｇ―６
「衆」ｇ―７「生」ｇ―８「施」ｇ―
１１
「會」
ｇ―
１２
「實」ｇ―
１５
「養」ｇ―
１８
「三」ｇ―
１９
「以」ｇ―
３３
「清」ｇ―
３４
「浄」ｇ―
３５
「心」ｇ―
３６
「清」ｇ―
４２
「浄」ｇ―
４３
「三」ｇ―
４７
「錫」ｇ―
６３
「杖」ｇ―
６４
「皆」ｇ―
６５
「成」ｇ―
６６
「ン」ｇ―
９２
「南」ｇ―
９３
「無」
ｇ―
９４
「恭」ｇ―
９５
「敬」ｇ―
９６
「供」ｇ―
９７
「養」ｇ―
９８
「持」ｇ―
１０８ 
 
ｈ〈九条錫杖〉
 
 
『声明集』の〈九條錫杖〉には四百六十五箇
の詞章があり、当書はそのうちの五十箇に
言及している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の三十八箇所であった。
 
「當」ｈ―
５７
「願」ｈ―
５８
「生」ｈ―
６０
「天」ｈ―
６２
「人」ｈ―
６３
「師」ｈ
―
６４
「願」ｈ―
６８
「衆」ｈ―
７１
「法」ｈ―
７３
「圍」ｈ―
７５
「遶」ｈ―
７６
「値」
ｈ―
８１
「佛」ｈ―
８４
「菩」ｈ―
８７
「修」ｈ―
９５
「大」ｈ―
９７
「切」ｈ―
１０２
「一」ｈ―
１１７
「乗」ｈ―
１１８
「恭」ｈ―
１２９
「供」ｈ―
１３１
「佛」ｈ―
１３３
「躰」ｈ―
１４０
「羅」ｈ―
１４９
「切」ｈ―
２３２
「無」ｈ―
２３３
「速」ｈ―
２８５
「心」ｈ―
３２３
「之」
ｈ―
３４９
「速」ｈ―
３５９
「百」ｈ―
３６７
「煩」ｈ―
３６９
「過」ｈ―
３８３
「錫」ｈ―
３８９
「杖」ｈ―
３９０
「已」ｈ―
３９１
「成」ｈ―
３９２
「養」ｈ―
４２５ 
 
ｉ〈対揚〉
 
 
『声明集』の〈対揚〉には四百二十三箇の詞章があり、当書はそのうちの五十箇に言及
している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の十七箇所であった。
 
「場」ｉ―６「三」ｉ―７「舎」ｉ―
１１
「那」ｉ―
１２
「四」ｉ―
１４
「方」ｉ―
１５
「四」ｉ―
１６
「誠」ｉ―
１９
「増」ｉ―
２７
「安」ｉ―
５６
「伽」ｉ―
７０
「興」
ｉ―
７４
「所」ｉ―
８６
「金」ｉ―
９０
「剛」ｉ―
９１
「手」ｉ―
９２
「薩」ｉ―
９４ 
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ｊ〈金剛界〉
 
 『声明集』の〈金剛界〉には七百三箇の詞章があり、当書はそのうちの百四十六箇にお
いて言及している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の八十五箇所であった。
 
「一」ｊ―１「切」ｊ―２「敬」ｊ―４「敬
」ｊ―５「礼」ｊ―６「常」ｊ―７「住」
ｊ―８「縛」ｊ―
１３
「婆」ｊ―
１４
「幡」ｊ―
３６
「滿」ｊ―
３８
「曩」ｊ―
４０
「迦」
ｊ―
４１
「命」ｊ―
４５
「切」ｊ―
４８
「命」ｊ―
７３
「諸」ｊ―
８７
「今」ｊ―
１０５
「亦」
１０８
「喜」ｊ―
１３０
「盡」ｊ―
１６１
「世」ｊ―
１７７
「燈」ｊ―
１７８
「覚」ｊ―
１８２
「眼」ｊ―
１８３
「三」ｊ―
１８７
「於」ｊ―
１９７
「我」ｊ―
２１７
「不」ｊ―
２２４
「為」
ｊ―
２６４
「羅」ｊ―
２９６
「富」ｊ―
２９８
「普」ｊ―
３３１
「悲」ｊ―
３４５
「佛」ｊ―
３５０
「冒」ｊ―
３５２
「多」ｊ―
３５５
「昧」ｊ―
３６４
「薩」ｊ―
３６６
「歸」ｊ―
３６９
「命」ｊ―
３７０
「訶」ｊ―
３７２
「毗」ｊ―
３７３
「遮」ｊ―
３７５
「那」ｊ―
３７６
「四」ｊ―
３７８
「智」
ｊ―
３８１
「四」ｊ―
３９０
「教」ｊ―
３９３
「部」ｊ―
４０１
「金」ｊ―
４０８
「不」ｊ―
４１４
「國」ｊ―
４３６
「傳」ｊ―
４３７
「持」ｊ―
４４４
「下」ｊ―
４５８
「法」ｊ―
４５９
「界」ｊ―
４６０
「同」ｊ―
４６１
「衆」ｊ―
４６４
「邊」ｊ―
４７４
「福」ｊ―
４７１
「門」ｊ―
４７９
「邊」
ｊ―
４８１
「如」ｊ―
４８５
「提」ｊ―
４９３
「無」ｊ―
４９４
「隙」ｊ―
５１２
「蘗」ｊ―
５１５
「以」ｊ―
５２９
「我」ｊ―
５３０
「及」ｊ―
５３９
「以」ｊ―
５４０
「養」ｊ―
５４６
「訶」ｊ―
５５３
「養」ｊ―
５６１
「部」ｊ―
５６３
「設」ｊ―
５７５
「愍」ｊ―
５７９
「持」ｊ―
５８３
「毗」
ｊ―
６１０
「無」ｊ―
６７９
「廻」ｊ―
６９１
「菩」ｊ―
６９４
「提」ｊ―
６９５ 
 
ｋ〈胎蔵界〉
 
 
『声明集』の〈胎蔵界〉には九百五箇の詞章があり、当書はそのうちの百五十四箇に言
及している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の百六箇所であった。
 
「南」ｋ―
１８
「達」ｋ―
４０
「駄」ｋ―
４２
「婆」ｋ―
４６
「命」ｋ―
５１
「等」ｋ
―
５５
「世」ｋ―
５８
「一」ｋ―
５９
「切」ｋ―
６０
「具」ｋ―
６１
「三」ｋ―
６２
「命」
ｋ―
６５
「不」ｋ―
７３
「命」ｋ―
７９
「真」ｋ―
８２
「命」ｋ―
８６
「一」ｋ―
８７
「口」ｋ―
９４
「歸」ｋ―
１０６
「頂」ｋ―
１０８
「由」ｋ―
１１８
「所」ｋ―
１２１
「積」ｋ―
１２２
「口」ｋ―
１２５
「衆」ｋ―
１２９
「慾」ｋ―
１３２
「癡」ｋ―
１３４
「母」ｋ―
１４６
「二」
ｋ―
１４７
「以」ｋ―
１５３
「衆」ｋ―
１５６
「親」ｋ―
１７３
「在」ｋ―
１７８
「悔」ｋ―
１８３
「不」ｋ―
１８４
「無」ｋ―
１９９
「世」ｋ―
２０３
「法」ｋ―
２１０
「大」ｋ―
２１６
「正」ｋ―
２２３
「浄」ｋ―
２３８
「身」ｋ―
２４０
「離」ｋ―
２４１
「及」ｋ―
２４４
「口」ｋ―
２４９
「過」
ｋ―
２５１
「獻」ｋ―
２５９
「一」ｋ―
２６０
「菩」ｋ―
２７７
「願」ｋ―
２８１
「起」ｋ―
２８５
「苦」ｋ―
２９０
「集」ｋ―
２９３
「及」ｋ―
２９７
「無」ｋ―
２９９
「摂」ｋ―
３０５
「解」ｋ―
３０９
「含」ｋ―
３１６
「無」ｋ―
３３１
「佛」ｋ―
３５２
「諸」ｋ―
３５７
「有」ｋ―
３５８
「修」
ｋ―
３６０
「一」ｋ―
３６６
「今」ｋ―
３６５
「諸」ｋ―
３８６
「提」ｋ―
３９０
「心」ｋ―
３９２
「於」ｋ―
３９９
「界」ｋ―
４０２
「以」ｋ―
４０４
「雲」ｋ―
４０６
「法」ｋ―
４０７
「令」ｋ―
４２２
「捨」ｋ―
４２９
「苦」ｋ―
４３１
「集」ｋ―
４３３
「得」ｋ―
４３６
「於」ｋ―
４３８
「垢」
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ｋ―
４４０
「修」ｋ―
４６１
「一」ｋ―
４６２
「衆」ｋ―
４６４
「益」ｋ―
４６８
「一」ｋ―
４６９
「縛」ｋ―
５０４
「赦」ｋ―
５０７
「唵」ｋ―
５２４
「阿」ｋ―
５２５
「八」ｋ―
５４６
「三」ｋ―
５５４
「誓」ｋ―
６３１
「断」ｋ―
６３３
「除」ｋ―
６３４
「願」ｋ―
６３９
「誓」ｋ―
６４５
「習」
ｋ―
６４８
「一」ｋ―
６４９
「誓」ｋ―
６５９
「願」ｋ―
６６０
「得」ｋ―
６６２
「曩」ｋ―
６６６
「莫」ｋ―
６６７
「薩」ｋ―
６６８
「嚩」ｋ―
６６９ 
 
ｌ〈理趣経〉
 
 
『声明集』の〈理趣経〉には四百三十箇の詞章があり、当書はそのうちの百二箇に言及
している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の七十七箇所であった。
 
「歸」ｌ―１「毗」ｌ―３「盧」ｌ―４「遮」ｌ―５「佛」ｌ―７「無」ｌ―８「染」
ｌ―９「無」ｌ―
１０
「著」ｌ―
１１
「真」ｌ―
１２
「生」ｌ―
１５
「生」ｌ―
１６
「値」
ｌ―
１７
「遇」ｌ―
１８
「世」ｌ―
２２
「世」ｌ―
２３
「法」ｌ―
３０
「増」ｌ―
３３
「法」
３４
「剛」ｌ―
３９
「剛」ｌ―
１８５
「手」ｌ―
１８６
「言」ｌ―
１８７
「哉」ｌ―
１８９
「善」ｌ―
１９０
「哉」ｌ―
１９１
「大」ｌ―
１９２
「埵」ｌ―
１９４
「善」ｌ―
１９５
「哉」
ｌ―
１９６
「善」ｌ―
１９７
「大」ｌ―
１９９
「安」ｌ―
２００
「樂」ｌ―
２０１
「摩」ｌ―
２０６
「訶」ｌ―
２０７
「能」ｌ―
２１７
「演」ｌ―
２１８
「説」ｌ―
２１９
「法」ｌ―
２２１
「金」ｌ―
２２３
「羅」ｌ―
２２７
「王」ｌ―
２３５
「勝」ｌ―
２４９
「毗」ｌ―
２９３
「盧」ｌ―
２９９
「遮」
ｌ―
２９５
「那」ｌ―
２９６
「佛」ｌ―
２９７
「毗」ｌ―
２９８
「盧」ｌ―
２９４
「遮」ｌ―
３００
「那」ｌ―
３０１
「佛」ｌ―
３０２
「毗」ｌ―
３０３
「盧」ｌ―
３０４
「遮」ｌ―
３０５
「那」ｌ―
３０６
「佛」ｌ―
３０７
「毗」ｌ―
３０８
「遮」ｌ―
３１０
「那」ｌ―
３１１
「佛」ｌ―
３１２
「毗」
ｌ―
３１３
「盧」ｌ―
３１４
「遮」ｌ―
３１５
「那」ｌ―
３１６
「佛」ｌ―
３１７
「毗」ｌ―
３１８
「盧」ｌ―
３１９
「遮」ｌ―
３２０
「那」ｌ―
３２１
「佛」ｌ―
３２２
「那」ｌ―
３２６
「毗」ｌ―
３２８
「遮」ｌ―
３３０
「那」ｌ―
３３１
「佛」ｌ―
３３２ 
 
ｍ〈礼讃文〉
 
 
〈礼懺文〉には六十六箇の詞章がある。しかし、『声明集私案記』は〈礼懺文〉につい
ては何の指南もしていない。
 
 
ｎ〈四智梵語〉
 
 『声明集』の〈四智梵語〉には三十八箇の詞章があり、当書はそのうちの十八箇に言及
している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の十三箇所であった。
 
「嚩」ｎ―２「羅」ｎ―４「薩」ｎ―５「嚩」ｎ―７「蘇」ｎ―８「嚩」ｎ―
１２
「怛」
ｎ―
１６
「覩」ｎ―
１９
「羅」ｎ―
２４
「達」ｎ―
２５
「誐」ｎ―
２７
「羅」ｎ―
３２
「羯」ｎ―
３３ 
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ｏ〈大日讃〉
 
 
『声明集』の〈大日讃〉には三十八箇の詞章があり、当書はそのうちの十三箇に言及し
ている。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の七箇所であった。
 
「薩」ｏ―１「也」ｏ―４「訖」ｏ―
１０
「帝」ｏ―
１８
「都」ｏ―
２４
「訶」ｏ―
２７
「謨」ｏ―
３５ 
 
ｐ〈不動讃〉
 
 
『声明集』の〈不動讃〉には三十四箇の詞章があり、当書はそ うちの十三箇に言及し
ている。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の七箇所であった。
 
「莫」ｐ―２「没」ｐ―５
「地」ｐ―８「弥」ｐ―
２０
「鼻」ｐ―
２２
「吠」ｐ―
２６
「謨」ｐ―
 
 
ｑ〈四智漢語〉
 
 
『声明集』の〈四智漢語〉には二十八箇の詞章があり、当書はそのうちの十九箇に言及
している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の十三箇所であった。
 
「薩」ｑ―３「埵」ｑ―４「摂」ｑ―５「受」ｑ―６ 故 ｑ ７ 為 ｑ ９ 剛
ｑ―
１３
「寶」ｑ―
１４
「金」ｑ―
１５
「剛」ｑ―
１６
「言」ｑ―
１７
「金」ｑ―
２４
「承」ｑ―
２６ 
 
ｒ〈心略漢語〉
 
 
『声明集』の〈心略漢語〉には二十箇の詞章があり、当書はそのうちの十二箇に言及し
ている。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の三箇所であった。
 
「一」ｒ―１「切」ｒ―２「善」ｒ―３
 
 
ｓ〈佛讃〉
 
 
『声明集』の〈佛讃〉には三十三箇の詞章があり、当書はそのうちの二十箇に言及して
いる。その中で『声明集私案記』が旋律について指南 のは左の十七箇所であった。
 
「摩」ｓ―１「訶」ｓ―２「迦」ｓ―「嚕」ｓ―４「抳」ｓ―５「曩」ｓ―７ 捨 ｓ
―９「藍」ｓ―
１２
「吠」ｓ―
１５
「本」ｓ―
１７
「女」ｓ―
１８
「那」ｓ―
１９
「駄」
ｓ―
２３
「摩」ｓ―
２８
「弭」ｓ―
２９
「他」ｓ―
３１
「蘖」ｓ―
３２ 
 
ｔ〈文殊讃〉
 
 
『声明集』の〈文殊讃〉には七十箇の詞章があり、当書はそ うちの四十四箇に言及し
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ている。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の二十八箇所であった。
 
「文」ｔ―１「殊」ｔ―２「菩」ｔ―３「薩
」ｔ―４「化」ｔ―６「清」ｔ―７「真」
ｔ―
１６
「座」ｔ―
１７
「毛」ｔ―
１９
「子」ｔ―
２１
「微」ｔ―
２２
「生」ｔ―
２７
「蓋」ｔ―
３１
「絶」ｔ―
３２
「名」ｔ―
３３
「今」ｔ―
３６
「發」ｔ―
３７
「虔」ｔ―
３９
「誠」ｔ―
４０
「求」ｔ―
４４
「来」ｔ―
５３
「世」ｔ―
５４
「王」ｔ―
５９
「當」
ｔ―
６２
「土」ｔ―
６７
「法」ｔ―
６８
「王」ｔ―
６９
「家」ｔ―
７０ 
          ｕ〈吉慶漢語〉
 
 
『声明集』の〈吉慶漢語〉には百四十箇の詞章があり、当書はそのうちの八十七箇に言
及をしている。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の四十二箇所であった。
 
「諸」ｕ―１「佛」ｕ―２「覩」ｕ―３「史」ｕ―４「時」ｕ―７「梵」ｕ―９「龍」
ｕ―
１０
「神」ｕ―
１１
「隨」ｕ―
１２
「勝」ｕ―
１７
「吉」ｕ―
１９
「祥」ｕ―
２０
「今」ｕ―
２４
「時」ｕ―
２５
「盡」ｕ―
２６
「迦」ｕ―
２９
「毗」ｕ―
３０
「羅」ｕ―
３１
「宮」ｕ―
３５
「龍」ｕ―
３６
「露」ｕ―
４１
「水」ｕ―
４２
「諸」ｕ―
４３
「供」
ｕ―
４５
「吉」ｕ―
４７
「祥」ｕ―
４８
「亦」ｕ―
５４
「金」ｕ―
５７
「剛」ｕ―
５８
「座」ｕ―
５９
「降」ｕ―
６６
「成」ｕ―
６８
「正」ｕ―
６９
「覺」ｕ―
７０
「現」ｕ―
７１
「諸」ｕ―
７２
「悉」ｕ―
８２
「荘」ｕ―
９０
「仙」ｕ―
９４
「佛」ｕ―
１１４
「便」
ｕ―
１１８
「界」ｕ―
１２３ 
 
ｖ〈吉慶梵語〉
 
 
『声明集』の〈吉慶梵語〉には百九十一箇の詞章があり、当書はそのうちの五十五箇に
言及している。その中で『声明集私案記』が旋律につい 指南しているのは左の二十一箇所であった。
 
「拽」ｖ―１「怛」ｖ―２「瞢」ｖ― 「都」ｖ―
１５
「那」ｖ―
１６
「羅」ｖ―
２２
「賽」ｖ―
３０
「隷」ｖ―
３２
「他」ｖ―
４２
「他」ｖ―
４７
「瞢」ｖ―
４８
「扇」ｖ―
５４
「底」ｖ―
５５
「曩」ｖ―
８９
「扇」ｖ―
１２０
「羅」ｖ―
１３５
「寧」ｖ―
１４７
「縛」
ｖ―
１５５
「縛」ｖ―
１５７
「底」ｖ―
１６５
「寧」ｖ―
１７１ 
 
ｗ〈阿弥陀讃〉
 
 
『声明集』の〈阿弥陀讃〉には百九箇の詞章があり、当書はそのうちの八十五箇に言及
している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の五十八箇所であった。
 
「那」ｗ―１「慕」ｗ―２「 」ｗ―３「陀」ｗ―４「婆」ｗ―５「也」ｗ―６「陀」
ｗ―９「灑」ｗ―
１２
「慕」ｗ―
１４
「振」ｗ―
１５
「底」ｗ―
１６
「也」ｗ―
１７
「拏」
ｗ―
１９
「迦」ｗ―
２０
「羅」ｗ―
２１
「怛」ｗ―
２２
「麽」ｗ―
２３
「那」ｗ―
２５
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「慕」ｗ―
２６
「弥」ｗ―
２７
「陀」ｗ―
２８
「婆」ｗ―
２９
「那」ｗ―
３２
「謨」ｗ―
３５
「佉」ｗ―
３８
「縛」ｗ―
３９
「底」ｗ―
４０
「縄」ｗ―
４１
「也」ｗ―
４２
「彌」
ｗ―
４３
「縛」ｗ―４５「婆」ｗ―
４８
「佉」ｗ―
５１
「迦」ｗ―
５５
「那」ｗ―
５６
「迦」ｗ―
５７
「尾」ｗ―
５８
「質」ｗ―
５９
「怛」ｗ―
６０
「羅」ｗ―
６１
「摩」ｗ―
６５
「蘖」ｗ―
７３
「羅」ｗ―
７４
「稜」ｗ―
７５
「哩」ｗ―
７７
「躭」ｗ―
７８
「怛」
ｗ―
７９
「縛」ｗ―
８０
「室」ｗ―
８１
「答」ｗ―
８４
「躰」ｗ―
８７
「多」ｗ―
８８
「愚」ｗ―
８９
「拏」ｗ―
９０
「寫」ｗ―
９１
「珊」ｗ―
１０７
「鹽」ｗ―
１０９ 
 
ｘ〈四波羅蜜〉
 
 『声明集』の〈四波羅蜜〉には八十二箇の詞章があり、当書はそのうちの三十四箇に言
及している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の二十箇所であった。
 
「薩」ｘ―１「縛」ｘ―３「縛」ｘ―４「囉」ｘ―６「曩」ｘ―７「謨」ｘ―８「都」
ｘ―
１０
「帝」ｘ―
１１
「薩」ｘ―
１２
「怛」ｘ―
１３
「縛」ｘ―
１５
「曰」ｘ―
１６
「哩」ｘ―
１７
「曩」ｘ―
１８
「謨」ｘ―
１９
「都」ｘ―
２１
「帝」ｘ―
２２
「曩」ｘ―
２５
「怛」ｘ―
３５
「麽」ｘ―
４６ 
 
ｙ〈金剛薩埵〉
 
 
『声明集』の〈金剛薩埵〉には四十一箇の詞章があり、当書はそのうちの三十二箇に言
及している。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の三十箇所であった。
 
「縛」ｙ―１「曰」ｙ―２「羅」ｙ―３「薩」ｙ―４ｙ―８「訶」「薩」ｙ―９「怛」
ｙ―
１０
「縛」ｙ―
１
「薩」ｙ―
１５
「縛」ｙ―
１６
「怛」ｙ―
１７
「他」ｙ―
１８
「蘖」ｙ―
１９
「多」ｙ―
２０
「三」ｙ―
２１
「曼」ｙ―
２２
「跛」ｙ―
２４
「怛」ｙ―
２５
「羅」ｙ―
２６
「縛」ｙ―
２７
「曰」ｙ―
２８
「羅」ｙ―
２９
「伱」ｙ―
３０
「耶」
ｙ―
３１
「波」ｙ―
３５
「曩」ｙ―
３７
「謨」ｙ―
３８
「都」ｙ―
４０
「帝」ｙ―
４１ 
 
ｚ〈金剛寶〉
 
 
『声明集』の〈金剛寶〉には四十箇の詞章が
あり、当書はそのうちの十二箇に言及して
いる。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の八箇所であった。
 
「羅」ｚ―３「羅」ｚ―４「怛」ｚ―５「曩」ｚ―６「縛」ｚ―８「羅」ｚ―
１０
「訶」
ｚ―
１９
「摩」ｚ―
２０ 
 
α
〈金剛法〉
 
 
『声明集』の〈金剛法〉には四十三箇の詞章があり、『声明集私案記』はそのうちの五
箇所に言及をしている。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左
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五箇所であった。
 
「縛」
α
―１「羅」
α
―３「路」
α
―
２２
「羅」
α
―
２９
「乞」
α
―
３１ 
 
β
〈金剛業〉
 
 
『声明集』の〈金剛業〉には四十一箇の詞章があり、当書はそのうちの七箇に言及して
いる。その中で『声明集私案記』が旋律について指南しているのは左の五箇所であった。
 
「羯」
β
―４「磨」
β
―５「訖」
β
―
１０
「縛」
β
―
１９
「哩」―
２９ 
 
γ
〈佛名〉
 
 
『声明集』の〈佛名〉には十九箇の詞章があり、当書はそのうちの四箇に言及している。
その中で『声明集私案記』が旋律についての指南しているのは左の三箇所であった。
 
「無」
γ
―３「歸」
γ
―４「命」
γ
―５
 
 
δ
〈教化〉
 
 
『声明集』の〈教化〉に六十五箇の詞章があり、当書はそのうちの十五箇に言及してい
る。その中で『声明集私案記』が旋律につ て指南しているのは左の十箇所であった。
 
「龍」
δ
―１「ケ」
δ
―６「リ」
δ
―
１２
「ワ」
δ
―
１６
「ナ」
δ
―
２０
「ラ」
δ
―
２３
「ム」
δ
―
２４
「ノ」
δ
―
２６
「コ」
δ
―
２９
「リ」
δ
―
５１ 
 以上のように、『声明集私案記』は『声明集』の詞章全三千八百三十六箇のうち千百三
十九箇について言及をしている。つまり、『声明集私案記』は『声明集』の詞章の三割程に何らかの言及をしていることになる。さらにこの中で『声明集私案記』が旋律について指南している章句は六百八十八箇であった。
つまり、『声明集私案記』の記述の六割強が
博士の実際の唱法 割かれていることになる。なお、それ以外の 述は、音価・カナ・拍子・出典・所作等につい である。
 
 
第二項
 
諸本
 
 『声明集私案記』の現在確認できる六本を以下に挙げる。
 
 
（№１）「元文五年本」
 
高野山普門院蔵。『聲明本展観目録』（一二八頁）に奥書掲載。上下二冊。
 
 
元文五（一七四○）年、廉峯（一七一八～一七七二）写。
 
 
〔奥書〕
 
 
 
寫本云主空□（花押）
 
 
 
享保十二年十一月上旬蒙中院々主寛傳阿闍梨之命以他本比校之補脱削繁功
 
訖
 
沙門眞源
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同十五年十月十一日以眞源闍梨據他本所校訂之本寫畢
 
 
 
時元文五庚申五月十九日以眞源闍梨直筆本書寫畢
 
沙門廉峯
 
 （№２）「宝暦十年本」
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵（大山
１８６８
―１
） 。
（大山
１８６８
―２）複写資料で確認。
 
宝暦十（一七六〇）年、霊瑞写。袋綴装（四つ目綴
） 。
二冊。
 
（上巻）
 
表紙共三四丁。竪二三・三㎝。横一六・七㎝。半丁八行。一行二〇字。
 
〔貼外題〕「聲明集私案記天」
 
〔内題〕「聲明集私案記上」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕無し。
 
 
（下巻）
 
表紙共四八丁。竪二三・三㎝。横一六・七㎝。半丁八行。一行二〇字。
 
〔貼外題〕「聲明集私案記地」
 
〔内題〕「聲明集私案記下」
 
〔尾題〕「聲明集私案記下」
 
〔奥書〕
 
寫本云主空□（花押）
 
右上下二巻南山覚證院隆然闍梨之口傳也當山進流
ノ
声明
ハ
本以此記写本者也
 
寶暦十辰年八月廿八日書写了
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金剛峯寺沙門霊瑞
南
龍
房
 
 
 
 
右朱書等
ハ
私
ニ
霊―附
レ
之後哲可有校合矣
 
・応永二十例秀八月三日於宇長尾邑田般若坊客殿書写之畢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宥恭房
三
七
二
才
 
 
・于時永
文
字
欠
ル
三年五月三日南条山十樂寺御本之借出如此写了
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筆者栄舜（花押）
 
 （№３）寛政七年本（一七九五）
 
高野山真別処所蔵（高野山大学附属高野山図書館寄託）（１―
４９
シ真
５５
） 。
複写資
料で確認。『続真言宗全書』三〇所収テクストの底本。
 
寛政七（一七六〇）年、憲令（生没年不詳）写。袋綴装（四つ目綴
） 。
一冊。表紙共四
五丁。竪二三・八㎝。横一七・〇㎝。半丁一二行。一行三二字。
 
〔貼外題〕「聲明集私案記」
 
〔内題〕「聲明集私案記全」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
享保十二十一月上旬蒙中院々主寛傳阿遮梨之命以他本此校之補脱刪繁功訖
 
 
沙門眞源
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同十五年十月十一日以眞源阿遮梨據也本所訂之本書寫終時元文五
庚
申
五月十九日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南岳密念沙門憲令
 
于時寛政七
乙
卯
正月十一日書寫焉畢
 
 （№４）嘉永元年本（一八四八）複写資料にて確認。
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵（
０３３
―
００９
―
０１
） 。
複写資料で確認。
 
嘉永元年（一七四八）年、高厳（生没年不詳）写。袋綴装（四つ目綴
） 。
一冊。表紙共
七五丁。竪二三・三㎝。横一四・五㎝。半丁八行。一行二四字。
 
〔貼外題〕「聲明集私案記上下」
 
〔内題〕「聲明集私案記上」「聲明集私案記下」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
享保十二年十一月上旬蒙中院々主寛傳阿闍梨之命以他本
 
比校之補脱削繁功訖
 
同十五年十月十一日以眞源闍梨拠他本所校訂之本書
 
寫終時元文五庚申五月 九日以眞源闍梨直筆本書写
 
了
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沙門廉峯
 
維延享四丁卯之歳九月上旬普門院廉峯師以御本写得
 
之畢同月中旬校合了沙門快存
 
 
于時延享五戌辰年六月中旬快存師之御本申請七月 旬書写之了
 
 
宝暦四
甲
戌
年雇筆法弟正福寺尭雄書写功記豫府鴨
 
部郷摩尼山光林寺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沙門義雄
 
 
于時宝暦七
丁
丑
年於北室院義雄師以御本孟秋上旬書写之了
 
 
沙門智雄
 
 
右朱書朱引等
ハ
寿門快雄師
ノ
遺弟興雄法師以本記之
 
了同七月廿六日校了
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
智雄
 
 
于時宝暦七
丁
丑
天九月十七日書写校合了
 
 
于時文政九巳戌歳十二月二廿八日如意輪寺前官弘栄師御本寫之
 
 
沙門深照
 
 
于時嘉永元年歳次戌申冬 有二月二十又三日
 
於吉備月郡木々里浄見精舎写之□
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□士高厳
 
（№５）「嘉永六年本」
 
高野山大学附属高野山図書館蔵（
４５４
シ特４）。複写資料で確認。
 
嘉永六（一八五三）年、澄空（生没年不詳）写。袋綴装（四つ目綴
） 。
上中下三冊。
 
（上巻）
 
表紙共二五丁。竪二三・〇㎝。横一五・八㎝。半丁八行。一行二二字。
 
〔貼外題〕「聲明集私案記上」
 
〔内題〕「聲明集私案記上」
 
〔尾題〕無し。
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〔奥書〕
 
 （中巻）
 
表紙共二三丁。竪二三・〇㎝。横一五・八㎝。半丁八行。一行二三字。
 
〔貼外題〕「聲明集私案記中」
 
〔内題〕「聲明集私案記下」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕無し。
 
 （下巻）
 
表紙共二二丁。竪二三・〇㎝。横一五・八㎝。半丁八行。 行二〇字
 
〔貼外題〕「声明集私案記下」
 
〔内題〕「声明集私案記下」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
 
享保十二年十一月上旬蒙中院々主寛傳阿闍梨之命以他本比校之補脱削繁功訖
 
 
沙門眞源
 
 
 
同十五年十月十一日以眞源闍梨
ノ
據他本所校訂之本写
 
 
 
終時元文五庚申五月十九日以眞源闍梨直筆本書写了
 
 
沙門廉峯
 
 
維延享四丁卯之歳九月上旬普門院廉峯師以御本写得之畢同月中旬校合了
 
沙門快存
 
 
于時延享五戌辰年六月中旬快存師之御本申請七月中旬書写之
 
 
宝暦四甲戌年雇筆法弟正福寺尭雄書写功記豫府鴨部郷摩尼山光林寺
 
沙門義雄
 
 
于時宝暦七丁丑年於北室院義雄師以御本孟秋上旬書写之了
 
沙門智雄
 
 
右朱書朱引等
ハ
寿門快雄師
ノ
遺弟興雄法師以本記之了同七月廿六日校了
 
智雄
 
 
于時寛政六甲寅年六月中旬写得 了
 
沙門宥意
 
 
右依御本所写之以本写得了于時嘉永 壬牛年 月
 
進流末学沙門陀澄空
 
 （№６）「書写年次不明本」
 
高野山大学附属高野山図書館所蔵（
０２４
―
００７
―
０２
） 。
複写資料で確認。
 
書写年代不詳（江戸期
） 。
書写者不詳。袋綴装（四つ目綴
） 。
二冊。
 
（上巻）
 
表紙共四〇丁。竪二八・一㎝。横一七・〇㎝。半丁十行。一行一六字。
 
〔外題〕不詳。
 
〔内題〕「聲明集私案記上」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕
 
 
 
宝暦十庚辰年四月二十八日
 
金剛峯寺音曲沙門霊瑞
南
龍
房
 
（下巻）
 
表紙共四二丁。竪二八・一㎝。横一七・〇㎝。半丁一〇行。一行一六字。
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〔外題〕不詳。
 
〔内題〕「聲明集私案記下」
 
〔尾題〕無し。
 
〔奥書〕無し。
 
 
 
 
「宝暦十年本」と「書写年次不明本」以外は、
 
享保十二十一月上旬蒙中院々主寛傳阿者梨之命以他本此校此補脱剛繁功説
 
沙門真源
 
という奥書を掲載しているので真源の書写本系統であると考えられる。
 
以上が『声明集私案記』の概要と諸本につい
てである。なお、本稿では『続真言宗全書』
所収の「二巻本」の「寛政七年本」を用いる。
 
 
 
 
第三節
 
『声明集私案記』が依拠する『声明集』
 
 本節では、『声明集私案記』の曲目・曲と変動域にある博士の骨格を検討することによ
って、『声明集私案記』が依拠する『声明集』の特定 目指す
 
 
第一項
 
曲目・曲順
 
 
 まず、曲目・曲順において と同様の『声明集』が存在するか否かにつ
いてみる。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ〈云何唄〉ｄ〈出家唄〉ｅ〈散華〉（大日・釋迦・藥師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖〉ｉ〈対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経仁王経）ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界〉ｍ〈四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｐ〈不動讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｔ〈文殊讃〉ｕ〈吉慶漢語〉ｖ〈吉慶梵語〉ｙ〈金剛薩埵〉ｚ〈金剛寶〉
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉ｘ〈四波羅蜜 ｗ 阿弥陀讃〉
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉ｌ〈理趣経〉
 
『声明集私案記』は『声明集』所収曲目についての指南書であるので、［法用］［供養
法］［讃］の構成である。［法用］［供養法］は他の『声明集』と同様であるが、［讃］の曲順のみ異なる。当書では、〈四波羅蜜〉と〈阿弥陀讃〉が「四方讃］と「佛名」の間にきている。また、〈理趣経〉が最後に配置されている。初期、中期を通してこのような曲順の『声明集』は いので、曲目・曲順から『声明集私案記』の依拠する『声明集』を推定することはできない。なお、先述した『声明集隆法口伝』『声実抄』も『声明集私案記』と同様 ［讃］ 曲順のみが異なる。これら三つの口伝書は 何らかの理由によっ［讃］の曲順を変えて記述してい 可能性が指摘できる。
 
 
第二項
 
博士の骨格
 
 
『声明集私案記』において、変動域にあり、指南の 述から骨格を推定しうる博士は次
の十である。各々において、前 六本と口伝 二本の博士と対照して、『声明集私案記』の博士の骨格を再構成し、『声明集私案記』が依拠する『声明集』を探る。
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№１〈云何唄〉「因」ｃ―
１４
 
 
『声明集私案記』には、「因
ノ
博士
ノ
角
ノ
末
ヲ
ツヨク押
テ
次
ノ
博士
ヲ
喉
ヨ
リ
出
ス
此
ノ
博
士
ニ
異説可
レ
有
レ
之カナハ末
ノ
角
ノ
中
ニ
アリ
。 」
（続真三〇・九一下）と「角」を強く押
して次の博士を喉から出す指南が記述されている。これは、『声明集私案記』の本説の博士を記述するものである。
 
初期の「文保二年本」と中期の「永享六年本」「永享十年本」「康正二年本」の『声明
集』及び『声明集隆法口伝』の博士は、左記のよ
うに「角」から初重の「羽」に戻し「角」
を出すものであり、『魚山蠆芥集』の博士と同一の骨格をもつ 右の『声明集私案記』の指南は、この博士の骨格と一致する。したがって『声明集私案記』の本説の博士は『魚山蠆芥集』の博士と同一である。
 
なお、「文保二年本」 注記では、「角末ツヨク押」「喉ヨリ出ス」とし、「永享六年
年本」では「ノトコへニタス」とし、『声明集隆法口伝』は、「喉へヒキイルルヤウニテツキ出ス」と記述されているが、『声明集私案記』の記述はこれら 注記と 類似している。
 
「文保二年本」
 
 
 
「永享六年本」
 
 
『声明集隆法口伝』
 
 
 
 
 
 
また、『声明集私案記』からでは、異説の博士の骨格は分からない。しかし 称名寺
本ａ」「応永三年本」は、それぞれ『魚山蠆芥集』と異なる を掲載してい 。左に「称名寺本ａ」と「応永三年本」の博士の骨格を示した。「応永三年本」「称名寺本ａ」は、「角」を一度切って再度素直に「角」を出すものである。「応永三年本」は「角」から「商」に移り「角 に戻るものである。こ らのいずれか、或いは両者が、『声明集私案記』の想定する異説の博士である可能性がある。
 
「称名寺本ａ
 
 
「応永三年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
以上のことから、「文保二年本」「永享六年本」「永享十年本」「康正二年本」『声明
集隆法口伝』と同様に、『魚山蠆芥集』と同じ博士を『声明集私案記』 本説としている。
 
 №２〈梵音〉「其」ｆ―
３６
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『声明集私案記』には、「其
ノ
博士
モ
普散
ノ
普
ニ
同
シ
。或云。其
ノ
四ツ［番］メノ徴又
加又是異説也
。 」
（続真三〇・九五上）と記述されている。
 
『声明集私案記』の本説の博士は、末に「徴」が記譜されていないものだと考えられる。
 
末に「徴」が記譜されていない博士の骨格は中期の「永享六年本」「永享十年本」にみ
られる。
 
したがって、『声明集私案記』の本説の博士は「永享六年本」「永享十年本」の博士
同一である。
 
また、『魚山蠆芥集
』 、
初期の「称名寺本ａ」「文保二年本
」 、
中期の「応永三年本」
「康正二年本」及び、『声明集隆法口伝』の博士は末に「徴」が記譜されているので『声明集私案記』の異説の博士と同一である。
 
「永享六年本」
 
 
 
 
 
『声明集隆法口伝』
 
 
 
 
 
 
 №３〈九條錫杖〉「切」ｇ―
２３２ 
『声明集私案記』には、「十方一切
［ （
無量等）○ イ］一切
ノ
切本
ノ
羽ソル也。徴
ヘ
下
テ
徴
ノ
中ヨリカナヲ成
シ
テ
角
ヘ
下
テ
少
シ
短
ク
商
ヘ
下
テ
未
ヲ
ソラズ。或
ハ
角
ニ
テ
スル也。是
レ
異説也
。 」
（続真三〇・九八上）と記述されている。
 
『声明集私案記』の本説の博士 商」まで記譜されているものだと考えられる。
 
「商」まで記譜されている博士の骨格は初期の「称名寺本ａ」「文保二年本
」 、
中期の
「永享六年本」にみられる。
 
したがって、『声明集私案記』の本説 博士 「称名寺本ａ」「文保二年本」「永享六
年本」の博士と同一である。
 
また、『魚山蠆芥集
』 、
中期の「応永三年本」「康正二年本」の博士は末に「商」が記
譜されておらず「角」で終わっているので『声明集私案記』の異説の博士と同一である。
 
「永享六年本」
 
 
 
 
 
「康正二年本」
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№４〈対揚〉「甚」ｉ―
８２ 
『声明集私案記』には、「甚深
ノ
甚
ハ
宮計也。或
ハ
宮
ヨ
リ
内
ノ
羽
ヘ
折
ル
是
レ
異説也
。 」
（続真三〇・九九下）と記述されている。
 
『声明集私案記』の本説の博士は、「宮」で記譜されたものであると考えられる。
 
初期の「文保二年本」と中期の「永享六年本」「康正二年本」の『声明集』の博士は、
「宮」であり、『魚山蠆芥集』と同一の博士の骨格である。右の『声明集私案記』の指南は、この博士の骨格と一致する。したがって『声明集私案記』の本説の博士は『魚山蠆芥集』の博士と同一である。
 
また、初期の「称名寺本ａ
」 、
中期の「応永三年本」の博士の骨格は「宮」「羽」なの
で『声明集私案記』の異説の博士と同一である。
 
「永享六年本」
 
 
 
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 №５〈金剛界〉「如来」ｊ―
５３４
～
５３５
「及」ｊ―
５３９ 
『声明集私案記』には「異説ニ如來ヲ皆
ナ
商ニスル也
。 」
（続真三〇・一〇五上）と記
述されている。
 
『声明集私案記』の本説の博士は、「 」「来」をそれぞれ「商」で記譜しないもので
あると思わ る。
 
「商」で記譜されていない博士 骨格 『魚山蠆芥集
』 、
初期の「文保二年本
」 、
中期
の「永享六年本」「康正二年本」にみられる。これら 「角」で記譜されている。これが、『声明集私案記』の本説の博士だと考えられる。
 
したがって、『声明集私案記』の本説の博士 『魚山蠆芥集』「文保二年本」 永享六
年本」「康正二年本」の博士と同一である。
 
また、初期の「称名寺本ａ」の博士は「商」で記譜されているので『声明集私案記』の
異説の博士と同一である。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」
 
 
 
 
 
「永享十年本」
 
 
 
 
 
 
 
№６〈金剛界〉「量」ｊ―
６２７ 
『声明集私案記』には、「南無無量
ノ
無ヲハユリユリト羽へ下ル。量
ノ
カナハ折目
ニ
成
ス。量
ノ
字異説ニハ宮商トスル也
。 」
（続真三〇・一〇五上）と記述されている。
 
『声明集私案記』の本説の博士は「宮」「商」で記譜され ものではない。
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博士の骨格が「宮」「商」でないのは、初期の「称名寺本ａ」「文保二年本
」 、
中期の
「応永三年本」「永享六年本」「永享十年本」である。これらの博士の骨格は、「羽」「宮」である。これが、『声明集私案記』の本説の博士だと考えられる。
 
したがって、『声明集私案記』の本説の博士
は、「称名寺本ａ」「文保二年本」「応永
三年本」「永享六年本」「永享十年本」の本説の博士と同一である。
 
また、『魚山蠆芥集』「康正二年本 博士 骨格は、「宮」「商」なので、『声明集
私案記』の異説の博士と同一である。
 
「永享六年本」
 
 
 
 
「康正二年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 №７〈胎蔵界〉「親」ｋ―
１７３ 
『声明集私案記』には、「親ハ餘ヨリ短
シ
テ
對ニ移
ル
。或
ハ
親
ハ
徴角
ト
ノ
短
ク
シ
テ
對
ニ
移
ル
ト
モ
○［云○
イ
］是異説也。何
モ
親
ハ
餘ヨリ短シ。多分徴
ノ
末
ニ
星
ヲ
ツク也
。 」
（続真
三〇・一〇七上）と記述されている。
 
『声明集私案記』の本説の博士 」を「徴」「角」とせずに「徴」を突いて終わ
るものである。つまり、これは「徴」の博士である。
 
「徴」で記譜されている博士は、「永享六年本 「永享十年本 にみられる。
 
したがって、『声明集私案記』の本説の博士は「永享六年本 永享十年本」の博士と
同一である。
 
また、『魚山蠆芥集
』 、
初期の「称名寺本ａ」「文保二年本
」 、
中期の「応永三年本」
「康正二年本」及び、『声明集隆法口伝』の博士の骨格は「徴」「角」なので『声明集私案記』の異説の博士と同一である。
 
「永享六年本」
 
 
「康正二年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 №８〈胎蔵界〉「願」ｋ―
２８１ 
『声明集私案記』には、「願ハ徴ヨリ羽
ヘ
折上ル。カナハ折目二成ス。或ハ願ノ博士ノ
徴ヲ由テ一ツ由リ下ヲ自下ニシテ羽
ヘ
上ル。但シ末ヲツク○
[
是
]
異説也
。 」
（続真三
〇・一〇七下）と記述されている。
 
『声明集私案記』の本説の博士の骨格は「 」「 」である。
 
「徴」「羽」の博士の骨格を持つのは初期の「称名寺本ａ」と中期の「応永三年本」で
ある。
 
したがって、『声明集私案記』の本説の博士は「称名寺本ａ」と「応永三年本」の博士
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と同一である。
 
また、『魚山蠆芥集
』 、
「文保二年本」「永享六年本」「永享十年本」「康正二年本」
の博士の骨格は、「徴」「角」「羽」で、「徴」から自下して「羽」に上がっていると考えられるので『声明集私案記』の異説の博士と同一である。
 
なお、「永享六年本」の博士が『声明集私案記』と一致しないのは、当所だけであり、
「永享十年本」も当所と№５の二箇所 みである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「永享六年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 №９〈理趣経〉「法」ｌ―
３４ 
『声明集私案記』には、「法
ハ
本
ニ
音枕アリ。」（続真三〇・一二六下）と記述されて
いる。
 
『声明集私案記』の本説の博士は本に「音枕」があるものである。
 
「永享六年本」には左記のように本に「コワマクラアリ」とある。これは「声枕」であ
るので、「音枕」と同じものであると考えられる。そうであ ならば、『声明集私案記』の本説の博士の骨格は「商」の本に打ち掛けのようなものがある「永享六年本」と同じ博士だと考えられる。したがって、『声明集私案記』の本説の博士 骨格は「商」である可能性が高い。
 
「商」の博士の骨格を持つのは、初期の「文保二年
」 、
中期の「永享六年本」「永享
十年本」である。
 
したがって、『声明集私案記』の本説の博士
は「文保二年本」「永享六年本」「永享十
年本」の博士と同一であ 。
 
また、『魚山蠆芥集』「応永三年本」「康正二年本」及び、『声明集隆法口伝』の博士
の骨格は「角」「商 なの 『声明集私案記』の異説の博士と同一であると考えられる。
 
「永享六年本」
 
「永享十年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『声明集隆法口伝』
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 №
１０
〈大日讃〉の「帝」ｏ―
１８ 
『声明集私案記』には、「帝
ニ
異説アリ。宮ヨリ下
ノ
羽
ヘ
下
テ
又中ノ角へ上テ末
ヲ
ツク。
カナハ角
ヘ
上ル折目ニ成ス。是一説也。又商ヲユリ
テ宮ヘ一ツ下テ角へ折上テ末ヲ突。カ
ナハ角へ上ル折目
ニ
成ス。是一説也。何レモ不
レ
苦。爾［然○
イ
］レトモ多分本ノ宮ヲ用
也
。 」
（続真三〇・一一二上）と記述されている。
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『声明集私案記』の本説の博士の骨格は「宮」「羽」「角」である。
 
初期の「文保二年本」と中期の「応永三年本」「永享六年本」「永享十年本」「康正二
年本」及び『声明集隆法口伝』の『声明集』の博士の骨格は、「宮」「羽」「角」であり、『魚山蠆芥集』の博士と同一の骨格をもつ。右の『声明集私案記』の指南は、この博士の骨格と一致する。したがって『声明集私案記
』の本説の博士は『魚山蠆芥集』の博士と同
一である。
 
また、初期の「称名寺本ａ」の博士は「商」「宮」「角」で記譜されているので『声明
集私案記』の異説の博士と同一である。
 
「称名寺本ａ」
 
 
「永享六年本」
 
 
   
   
 
 
以上において、変動域にあり、指南の記述から骨格を推定しうる『声明集私案記』
士を選び、その博士の骨格を再構成し、『声明集』六本と口伝書二本の博士と対照した。その結果、変動域にあり博士の骨格が分かる『声明集私案記』の博士十箇のうち、№２・№３・№６
･№７・№８・№９の六箇の博士が『魚山蠆芥集』と相違する博士の骨格を持
っていた。なお 前述の資料編③の［表３］「変動域博士対照表」には、この対照情報も反映されている。
 
［表３］にも明確に表れているように、『声
明集私案記』は覚証院方の慈鏡系の『声明
集』に最も近い。十箇所の博士全てを比較できる「永享六年本」は、実に№８の一箇所を除く九箇所の博士の骨格が『声明集私案記』 本説と一致する。八箇所しか比較できない「永享十年本」 №４と№８を除いた六箇所
の博士の骨格が同一である。これに対して、
覚証院方の隆法系 「康正二年本」は、十箇所のうち、『声明集私案記』と 致す のは、№１・№４・№５・№
１０
のわずか四箇所である。非覚証院方の「応永三年本」も、№
５・№６・№８・№
１０
の四箇所の博士しか一致しない。このように『声明集私案記』は
中期の『声明集』のなかでは、明らかに覚証院方の慈鏡系 『声明集』を想定 て著されており、『声明集私案記』は慈鏡系の口伝書であると思われる。ただし、でも一箇所だけではあるが『声明集私案記』の異説の博士が記譜されているので、 永享六年本」を『声明集私案記 依拠している『声明集』であると完全に同定す ことはできない。
 
なお、初期の『声明集』と比較すると、「称名寺本ａ」は、情報のな №
１０
を除く九
箇所中、№３・№５・№６の僅か三箇所 博士が一致するだけ 。一方、隆然系の「文保二年本」は十箇所 、№１・№３・№４・№５・№６・№９・№
１０
の七箇所の博
士が『声明集私案記』と一致し が初期の隆然系を強く受け継いでいることを物語っているように思われる。
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第四節
 
『声明集私案記』にみられる流派観
 
 『声明集私案記』には相応院流と進流の他に、覚証院方と東南院方、衆徒方と金剛三昧
院方とを対比させる記述が幾つかある。ここから、南山進流の覚証院方に立つ『声明集私案記』が持っていた、東南院方と金剛三昧院方に対する価値観の一端を窺うことができる。
 
なお、相応院流と進流の対比的な記述は、『声明集私案記』に二十三箇存在し 他の対
比例より圧倒に多い。これは、『声明集私案記』の時代には 高野山上で実質的に独 した流派として存在していたのは南山進流と相応院流であり、覚証院方・東南院方・金剛三昧院方等はあくまで進流のなかの支流派に過ぎないとの認識の現れだと思われる。換言すれば、高野山上で相応院流が進流に対抗する他流派として如何に大きく意識される存在であったかを反映した数量 あると考えられ 。なお、この相応院流と進流を対比させ 記述が、『魚山蠆芥集』 はどのように扱わ るよう なったのかついて第四章で検討し、十五世紀初頭 ら十六世紀初頭にかけ の高野山における相応院流 影響力の推移を推定したい。
 
 第一項
 
覚証院方と東南院方
 
 
 『声明集私案記』において、覚証院方と東南院方を対比させる事例が左記のように三つ
あった。
 
 №１〈梵音〉「勝」ｆ―５「寶」ｆ―
３３
（続真三〇・九四下）
 
覺證院
ニ
ハ
切
モ
ス
東南院
ニ
ハ
子チ［ハ子○
イ
］テモス。
 
 №２〈梵音〉「方」ｆ―
１１
「供」ｆ―
１７
「供」ｆ―
２４
「相」ｆ―
３９ 
「供」ｆ―
４５
（続真三〇・九五上）
 
東南院
ニ
ハ
上
ノ
十方
ノ
方供養
ノ
供色相
ノ
相此
レ
等
ノ
本
ノ
二
ノ
徴
ヲ
ハ
先
ノ
徴
ヲ
ハ
不
レ
由
前
ノ
方等
ノ
末
ナ
ル
商
ヲ
モ
ソラサザル也。是
レ
東南院様也
 
 №３〈四智梵語〉「嚩」ｎ―７（続真三〇・一一一上）
 
サト縛ノ縛ニ異説アリ。東南院ニハ。末ヲ細ニ由リソラシテトドムル。覺證院ニハ。ソラサズシテ由リトドム。多分
ノ
○［樣○
イ
］ヲ用也。
 
 これらの、記述に共通することは、これらすべての記述は、博士の骨格 つ ではな
く、旋律について言及されているということである。すなわち、覚証院方と東南院方との大きな相違は、同じ博士に対する唱法にあったと考えられる。
 
 
このように、『声明集私案記』の記述から 両者の旋律についての記述はあったが、
博士の骨格の については触れら なかったので東南院方の『声明集』の博士の骨格を明かす情報は確認できなかった。
 
また、『声明集私案記』で指摘されている東南院方の旋律が、『声決書』で述べられて
いた、隆然から学んだ音曲を了栄房剱忠が誤って相伝してしまった「了栄房
ノ
非節」であ
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る可能性がある。この「了栄房
ノ
非節」が『声明集私案記』の時代にまで伝承され東南院
方の旋律と見なされていたとも考えられる。よって、『声明集私案記』が成立した当時には、進流内の覚証院方にとって好ましくない唱法をもつ声明の一派として東南院方が認識されていたと思われる。ただし、この東南院方の声明とその当時の寺院勢力としての東南院との関係は明確ではない。
 
以上のように、『声明集私案記』によれば、覚証院方と同じ博士を使用する近い関係に
あり、覚証院方が「了栄房
ノ
非節」と呼んでいた唱法を持つ東南院方の声明が存在してい
たと思われる。
 
 第二項
 
衆徒方と金剛三昧院方
 
  
『声明集私案記』において、衆徒方と金剛三昧院方を対比させる事例が左記のように三
つあった。
 
 №１〈金剛界〉「訶」ｊ―
３７２
（続真三〇・一〇二上）
 
此博士ニハ異説アリ。昔
シ
五音博士ノ圖
ヲ
作ル勝蓮坊ハ訶
ノ
未ノ徴ヲ角ヨリ突上ル也。
高野衆徒方ニハ折
リ
上ク。金剛三昧院ニハツキ上ク。何モ不
レ
苦。然
レ
ト
モ
田舍ニハ
多分折
リ
上テスル也。
 
 №２〈胎蔵界〉の拍子に いて（続真三〇・一〇六上）
 
上四字只拍子下
ノ
三字樂拍子是ヲハ高野
ノ
衆徒方スル也。一向樂拍子
ヲ
ハ
樹下ノ座様
ト
テ
衆徒方ニハ被
レ
嫌也。○［又○
イ
］唯只拍子ニモスル也。此
ノ
三
ノ
様モ何モ句ノ末
ノ一字ハ少シ長シ。高野ノ別所田舎ニハ一向樂拍子ヲ用テスル也。
 
 №３〈吉慶漢語〉「座」ｕ―５９（続真三〇・一一八上）
 
座
ノ
博士
ニ
異説アリ。高野衆徒方ニハ。ニツ［番○
イ
］メノ徴
ヲ
長シテ密
カ
ニ
切テ。末
ノ
徴ヲ本ヨリハ短シ 羽
ヘ
突上テユラスソラス也。此羽ヨリ律也。本
ノ
羽ヲ如
ニ
二
金
○［字
ノ
一
○イ
］スル也。證蓮房ノ樣ニハ。座ノ本ヲユリテ徴へ下テ短シテツヨク切
テ
。
末ノ徴ヲ長シテ羽ヲ突上テ不
レ
由。末ヲソラス也。
 
 これらは、覚証院方を指すと思われる衆徒方と金剛三昧院方とを対比した記述である
２２
。
 
これらでは、旋律（№１
） 、
拍子（№２
） 、
音価（№３）について、衆徒方と金剛三昧
院方が対比的に言及されている。すなわち、衆徒方と金剛三昧院方の相違とし 、前項と同様に、同じ博士に対する唱法の違いをあげている。
 
№１では、末の「角」から「徴」へ折り上げるのが衆徒方で、突き上げるのが金剛三昧
院方である。№２では、「樹下ノ座様」が衆徒方に対比されている。これは、覚意 伝えられ金剛三昧 で伝承されていた、第二章で述べた「樹下上人宗源の様」であるとおもわれる。「樹下ノ座様」は、明らかに衆徒方から嫌われていたと思われる。また、№３では「證連房」つまり覚意の様と衆徒方が 比されている。この「證連房」は金剛三昧院方を
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指すと思われる。
 
これらに共通することは、前項と同様に、博士の骨格についてではなく、実際の唱法に
ついて言及されてい ということである。すなわち、衆徒方と金剛三昧院方との大きな相違は同じ博士に対する唱法であったと考えられる。
 
また一例だけではあるが、衆徒方が金剛三昧院方の唱法を「樹下ノ座様」と呼び嫌って
いた事例が確認できた。
 
以上のように、『声明集私案記』によれば 高野の衆徒方すなわち覚証院方と同じ博士
を使用する近い関係にはあるが、覚証院方が「樹下ノ座様」と呼び嫌っていた声明を伝承していた、金剛三昧院方が存在していたことになる。ただし、覚証院方については情報が比較的多く残されて るが、声明の金剛三昧 の情報は乏しい 金剛三昧院方が鎌倉と関係の深かっ 覚意の系統を引いてい ことは、寺院勢力としての金剛三昧院方との関連性の強さを感じさせられるが、そ を裏付ける資料がいまのところ見つけられない。また、当時の高野山は、金剛峯寺方と大
伝法院方と金剛三昧院方の三勢力に別れて
いたが、こ 寺院勢力としての三流と、声明の覚証院方・金剛三昧院方
･東南院方との関
係は明確ではなく 特に大伝法院方の声明については、南山進流の諸 において情報が無く
２３
、現在のところ全く不明である。今後、南山進流以外の資料も探り、歴史的な背
景を考慮して、南山進流の流派 実態 追求して行きたい。
 
 
おわりに
 
 
本章では、『魚山蠆芥集』の成立過程中期として『声明集』の基本構造が確定して以後
から『声明集』刊行以前までをみてきた。
 
第一節では、中期の『声明集』諸本が属する系統の特定を目指した。また、『声決書』
では、初期の末に隆然系が二つの系統に分かれたとされ る。本節では この影響 中期の『声明集』にあるのか否かの確認も試 た
 
その結果は以下の通り ある。「康正二年本」を覚証院方の隆法系の『声明集』に位置
付けることができた。また、「永享六年本」と「永享十年本」を同じ覚証 慈鏡系の『声明集』に位置付けることができた。また、「応永三年本」を覚意系 可能性 ある非覚証院方の『声明集』とみなすことができた。さらに、隆法系の『声明集』よりも慈鏡系の『声明集』の方が二系統に分かれる前 隆然系 覚証院方の伝承をより強く継承していることが判明した。また、本節において、慈鏡 の『声明集』と隆然系 の存在を確認できたことによって、覚証院方が二系統に分かれ という『声決書』の記述を確認することができた。これによって、今まで疑問視されてきた『声決書』 信憑性が高まった。
 
第二節では、『声明集私案記』の概要と諸本について紹介した。そして、今まで明らか
になっていなかった『声明集私案記』の成立
年代を応永二年（一三九五）から応永二十年
（一四一三）までに設定した。また、『声明集』所収各曲 おいて、『声明集私案記』が何等かの事柄について言及している割合が、『声明集』の詞章の総数のうちのおよそ三割四分程であったこと、さらに、その中で旋律、つまり博士の実際 唱法 ついて 記述の割合が六割であることを確認し 。
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第三節では、『魚山蠆芥集』編纂に大きな影響を与えたとされる『声明集私案記』がど
の系統の『声明集』に依拠するのかについて考察を行った。その結果、『声明集私案記』は覚証院方の慈鏡系において編纂されたことが判明した。
 
第四節では、『声明集私案記』の覚証院と東南院、衆徒方と金剛三昧院とを対比した記
述をみることによって、『声明集私案記』 流派観について考察し
 
その結果、高野山上において 覚証院方と同じ進流ではあるが、好ましくない独自の唱
法を持つ、東南院方と金剛三昧院方の二系統の声明の支流派が存在してい と、『声明集私案記』が認識していたことが明らか なった。また、高野山上で独立した流派として認識されていたのは、進流 相応院流であり、進流に対抗する他 とし 相応院流が強く意識されていたと思われ 。
 
以上のことを総括すると次のようなことが えるであろう。『魚山蠆芥集』の成立過程
中期には、大きく分けて覚証院方と金剛三昧院方
に近いと思われる非覚証院方の『声明集』
が存在していた。さらに覚証院方の『声明集』には、慈鏡系と、隆法系の二系統 存在ていた。また、隆法系よりも慈鏡系の が、覚証 方が二系統 分かれ 以前の古 伝承をより多く継承していた。さらに『声明集私案記』はこの覚証院方の慈鏡系に属する口伝書であると思われる。
 
また、以上のことは、中期には未だ規範的な『声明集』が確定していなかったことを物
語っていると思われる。
 
１
『声明集』醍醐寺蔵一九六函一六号。
 
２
福島和夫校訂『日本音楽史料集成』１「古版声明譜」東京書籍
 
一九九五年
 
九五
頁。
 
３
高野山大学附属高野山図書館蔵。
 
４
福島和夫編
 
上野学園日本音楽資料室第七回特別展観『声明資料展声明集特集出陳目録』
一九八二年
 
一三頁。
 
５
大山公淳『仏教音楽と 』大 教授法印昇進記念出版会
 
一九五九年
 
二二七頁。
 
６
『金剛峯寺諸院家析負輯八』続真言宗全書三五
 
続真言宗全書刊行会
 
一九七八年
 
四
七四頁。
 
７
『金剛峯寺諸院家析負輯三』続真言宗全書三四
 
続真言宗全書刊行会
 
一九八六年
 
一
八二頁。
 
８
大山〔一九五九〕一七九頁。
 
９
大山〔一九五九〕二八九頁。
 
１０
「高野山之部學侶」『紀伊續風土記』続真言宗全書三八
 
続真言宗全書刊行会
 
一九
八一年
 
二九三頁。
 
１１
№１・№３・№６・№８・№９・№
１１
・№
１2
及び〈云何唄〉「因」ｃ―
１４
・
〈出家唄〉「守」ｄ―３・〈対揚〉「甚」ｉ―
８２
・〈金剛界〉「礼仏」「供養」ｊ―
６５６
ｊ―
６５７
・〈胎蔵界〉「第五発菩提真方便」「願」ｋ―
２８１
・〈胎蔵界〉「第八奉請
法身方便」「無」ｋ―
４３９
。
 
１２
№２・№６・№８・№８・№９・№
１０
・№
１2
・№
１３
及び〈対揚〉「護」ｉ―
２８９
。
 
１３
№３・ ４ ５ ７ ９
１1
。
 
１４
〈云何唄〉「因」ｃ―
１４
・〈出家唄〉「守」ｄ―３・〈出家唄〉「願」ｄ―
１６
・
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〈梵音〉「其」ｆ―
３７
・〈錫杖〉「敬」ｇ―
９６
・〈金剛界〉「他」ｊ―
３３
・〈金剛
界〉「地」ｊ‐
３６３
・〈金剛界〉「四」ｊ―
３８２
・〈金剛界〉「智」ｊ―
３９２
・〈金剛
界〉「消」「除」ｊ―
５８６
５８７
・金剛界〉「南」ｊ―
６０６
・〈金剛界〉「量」ｊ―
６２８
・金
剛界〉「南」～「界」ｊ‐
６６７
～
６７１
・〈胎蔵界〉「親」ｋ‐
１７３
・〈胎蔵界〉「及」ｋ
―
２４４
・胎蔵界〉「願」ｋ―
２８１
・〈胎蔵界〉「及」ｋ―
２９７
・〈胎蔵界〉「無」ｋ―
４３９
・〈胎蔵界〉「者」ｋ―
５２７
・胎蔵界〉「得」ｋ―
６６２
・〈胎蔵界〉「無」「胎」ｋ
―
８７８
８８１
・〈胎蔵界〉「一」「切」ｋ―
８９３
８９４
・〈胎蔵界〉「切」ｋ―
９０５
・〈理趣経〉
「真」ｌ
１２
・〈理趣経〉「法」ｌ―
３４
・〈理趣経〉「盧」ｌ―
３０９
・〈大日讃〉
「帝」ｏ―
１８
・〈文殊讃〉「清」ｔ―７・〈吉慶漢語〉「座」ｕ―
５９
・〈阿弥陀讃〉
「底」ｗ
４０
・東方讃〉「嚩」～ 嚩 ｙ １～６。
 
１５
〈云何唄〉「因」ｃ―
１４
・〈梵音〉「其」ｆ―
３７
・〈錫杖〉「敬」ｇ―
９６
・
〈九條錫杖〉 願 ｈ‐
５８
・〈金剛界〉「他」ｊ―
３３
・〈金剛界〉「四」ｊ‐
３８２
・〈金剛界〉「南」～「界」ｊ―
６６７
～
６７１
・〈胎蔵界〉「親」ｋ―
１７３
・〈胎蔵
界〉「一」「切」ｋ―
８９３
８９４
・〈理趣経〉「真」ｌ―
１２
・〈理趣経〉「法」ｌ―
３４
・〈大日讃〉「帝」ｏ―
１８
・〈文殊讃〉「清」ｔ―７・〈吉慶漢語〉「座」ｕ―
５９
・〈吉慶漢語〉「成」ｕ―
６８
・〈東方讃〉「嚩」～「嚩」ｙ‐１～ 。
 
１６
中川善教「魚山蠆芥集成立攷」『佛教學論集』
 
山喜房書林
 
一九七六年
 
四四六頁。
 
１７
大山〔一九五九〕一七四頁。
 
１８
『魚山私鈔』『大正新修大蔵経』第八四巻
 
大正新修大蔵経刊行会
 
一九三一年
 
八四一頁上。
 
１９
中川〔一九七六ａ〕四四六頁。
 
２０
中川〔一九七六ａ〕四四六頁。
 
２１
大山〔一九五九〕一七四頁。
 
２２
『声明集私案記』には覚証院方と金剛三昧院方を対比させていると思われる用例がも
う一つある。すなわち〈吉慶漢語〉「釋」ｕ―８
 
には
  
釋梵ノ釋ニ異説アリ。高野ノ院中
ニ
ハ
皆セイハン
ト
スル也。取分
テ
金剛三昧院ニハセ
ツ［ン］
 
○イ
トスル也。大原
ニ
ハ
キヲ半音
ニ
シ
テ
セキハントスル也。田舎ハ
［ （
多分）
○イ
］セイハントスル也。（続真三〇・一一六下～一一七上）
 
とする。また『魚山蠆芥集』は、同所について
 
釋
ニ
ハ
セツセキセイ
ノ
三音異説アリ今ハセイヲ用也此院内
ノ
様トテ用也金剛三昧院
ニ
ハ
セントス
云
云
大原
ニ
ハ
セキトスルト
云
云
田舎多分セイハムトスル衆徒方
ハ
院内
ノ
様
ト一同也（大正八四・八三七下）
 
としており、「高野ノ院中」および「院内
ノ
様」の覚証院方に対し、金剛三昧院は異なる
送り仮名を使ってい とする。
 
２３
『声明集私案記』には「金剛三昧院」はあるが「大伝法院」の名は出てこない。当時
の状況を考えると不自然であり、恐らく金剛峯寺方の声明であった覚証院方の資料が、故意に大伝法院を無視したか隠したように思われる。今後さらに南山進流の資料の中に残された大伝法院の痕跡も探しだし、高野山における声明の流派観について追求して行きたい。
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第四章
 
後期
 
―『声明集』の刊行と『魚山蠆芥集』の成立
 
 はじめに
 
 本章で 、『魚山蠆芥集』の成立過程後期として、版本『声明集』の登場から『魚山蠆
芥集』の成立までについて論じる。具体的な年代は『声明集』が刊行された文明四年（一四七二）から三巻本の『魚山蠆芥集』が編纂された永正十四年（一五一七）までに設定する。
 
第一節では、最初の版本である「文明四年版」が依拠した中期の『声明集』の系統を明
らかにする。その後、「文明四年版」が『魚山蠆芥集』の基本構造の確定へ与えた影響について考察する
 
第二節では、『魚山蠆芥集』 教則本としての成立に関わる問題につい 考察を行いた
い。すなわち、『声明集』 骨組みに長恵がどのような要素を付加し、『魚山蠆芥 という南山進流の規範的教則本を作り上げたのかについて明らかにしたい。
 
さらに、『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』の受用について、次に『声明集私案記』以
外の受用について検討し その結果に基づいて考察を行う
 
 第一節
 
版本『声明集』の成立
 
 
第一項「文明四年版」
 
 第三章では、中期に慈鏡系の『声明集
』 、
隆法系の『声明集
』 、
覚意の系統である可能
性が高い『声明集』の存在を確認し、十五世紀の後半 文明四年（一四七二年）に『声集』が初めて刊行されたことを指摘した。この刊本が現在、「文明四年版」と呼ばれてる。この「文明四年版」の開版を端緒に て室町期には種々 『声明 が刊行された
１
。
なお、「文明四年版」とそ 以降の種々の『声明集』の博士の骨格を含む 本構造は同じである。
 
当本は、上野学園日本音楽史研究所が編纂した『日本音楽史料集成
２
』１に影印本が収
載されてい そ には、「文明四年版」の書誌、さらには『声明集』 ついての詳細な解説が付されてい そ 解説によると現在、「文明四年版」は上野学園日本音楽史研究所所蔵の一本と城崎温泉寺所蔵の二本の計三本の伝存が確認されて るという。なお、書誌については序論にお て、『日本音楽史料集成 １を参考にして示した。
 
この、「文明四年版」の発見以前に最古の版本の『声明集』とみなされていた「文明十
年版」の『声明集』がある。これは、「文明四年版」とほぼ同じ博士の骨格を持ち「文明四年版」の再刻
３
と推定されている。したがって、両本は同じ系統に属すると考えられる。
また、この「文明十年版」は長恵の付法の師である忠義によって開版されている。「文明十年版」を開 したのが、覚証院方の正嫡の長恵 師であるとすると 十 と同系統の「文明四年版」も当然覚証院方 『声明 であると思われる。
 
多様な系譜の『声明集』が存在していた十五世紀前半から半世紀が過ぎた十五世紀後半
になって初めて『声 集』が刊行された。これは十五世紀の後半になり、覚証院方 中で
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も主流派が確定し勢力が強まり、その系統の『声明集』が高野山において規範的な地位を獲得し、『声明集』開版への道が開けたためと思われる。
 
したがって、本項では、「文明四年版」に最も影響を与えた中期の『声明集』を推定し、
当本が中期のどの系統に連なる資料であるか明らかにしたい。
 
 
第一目
 
曲順・曲目
 
 
 ここでは、「文明四年版」の曲目構成、曲順をみることによって当本が中期のどの『声
明集』の影響を受けているのか明らかにする。「文明四年版」の曲目構成、曲順・曲目は次の通りである。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ〈云何唄〉ｄ〈出家唄〉ｅ〈散華〉（大日・釋迦・藥師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖〉ｉ〈対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経仁王経）ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界〉ｌ〈理趣経〉ｍ〈礼讃文〉ｎ〈四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｐ〈不動讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｔ〈文殊讃〉ｕ 吉慶漢語 ｖ 吉慶梵語〉ｗ〈阿弥陀讃〉ｘ〈四波羅蜜〉ｙ〈金剛薩埵 ｚ 金剛寶
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉
 
この曲目構成
（ ［
法用］［供養法］［讃］ ） 、曲目・曲順は、覚証院方の慈鏡系の「永享
六年本」「永享十年本」および覚証院方の隆法系の「康正二年本」と同じであ また、非覚証院方の覚意系に近い「応永三年本」とは若干曲順・曲目が相違する。つまり、「文明四年版」は慈鏡系、隆法系といった 『声明集』の曲目構成、曲順に准じているということがいえる。したがって、「文明四年版」は覚証院方の『声明集』であるといえるであろう。
 
 
第二目
 
博士の骨格
 
 
 続いて、「文明四年版」の博士の骨格について考察する。
 
「文明四年版」のすべての博士の骨格を『魚山蠆芥集』と対照した結果、『魚山蠆芥集』
と相違する骨格を持つ博士は三箇であった。この三箇の博士は、「康正二年本」の博士の骨格とまったく同じであった。この三箇の博士 骨格を次に示す。
 
なお、論文末の資料編③の［表３］「変動域博士対照表」中に、変動域にある「文明四
年版」の全ての博士の異同 掲載した。
 
 №１〈胎蔵界〉「及」ｋ―
２４４ 
左は、「康正二年本」と と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「及」の博士
を対照したものである。
 
「康正二年本」
 
「文明四年版」
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一中）
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 №２〈胎蔵界〉「五誓願」「得」
ｋ
―
６６２ 
左は、「康正二年本」
 
と「文明四年版」と『魚山蠆芥集』の〈胎蔵界〉の「五誓願」
の「得」の博士を対照したものである。
 
「康正二年本」
 
「文明四年版」
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三三中）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 №３〈理趣経〉「盧」ｌ―
３０２
、
３１７ 
左は、「康正二年本」と「文明四年版」と『魚山蠆芥集』の〈理趣経〉の「盧」の博士
を対照したものである。
 
「康正二年本」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「文明四年版」
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三五中）
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』異説（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上の三箇所において「康正二年本」と「文明四年版」の博士は共通して『魚山蠆芥集』
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と相違する骨格を持っていた。また、この三箇所以外の博士の骨格は、「康正二年本」と「文明四年版」はすべて『魚山蠆芥集』と同じものであった。つまり「文明四年版」の博士はすべて「康正二年本」と同じ骨格を持っているのである。
 
以上の博士の骨格の検討から、第一に「康正
二年本」を祖本として「文明四年版」が開
版されたこと、第二に「康正二年本」は覚証院方の中でも隆法系の『声明集』なので、「文明四年版」も隆法系の『声明集』であることが確認され 。
 
 
第二項
 
『魚山蠆芥集』の基本構造確定への影響
 
 先述したように、『声明集』が刊行されて半
世紀後の永正十四年（一五一七）に三巻本
の『魚山蠆芥集』が編纂された。この『魚山蠆芥集』の成立に「文明四年版」の刊行が大きく影響していると考えられる。
 
先述したように、先行研究では、『声明集』が普及し、「教則本」の必要性が生じため
に、長恵が『魚山蠆芥集』を編纂したとされている。ただし、先行研究では、こ 『声明集』が特に版本の『声明集』 は明言 ていないが、『声明 普及とは、『声明集』の刊行 よって齎されたものであると思われる。
 
刊行によって『声明集』が多くの人に行き渡ったとはいえ、「文明四年版」は詞章と博
士のみが記されており、初心者には難解なものであっ と考えられる。そこで、初心者の指南のために、多くの口伝 掲載された『魚山蠆芥集』が編纂されたといわれている。
 
本項では、「文明四年版」と『魚山蠆芥集』の曲目・曲順及び を対照し、
「文明四年版」が『魚山蠆芥集』の基本構造 確定へ与えた影響について考察する。
 
 第一目
 
曲目・曲順
 
 まず、『魚山蠆芥集』の曲目・曲順を挙げる 次の様になる。
 
ａ〈三礼・如来唄〉ｂ〈如来唄〉ｃ〈云何唄〉ｄ〈出家唄〉ｅ〈散華〉（大日・釋迦・藥師・阿弥陀）ｆ〈梵音〉ｇ〈三條錫杖〉ｈ〈九條錫杖〉ｉ〈対揚〉（曼荼羅供・最勝講・大般若・法花経・盂蘭盆経仁王経）ｊ〈金剛界〉ｋ〈胎蔵界〉ｌ〈理趣経〉ｍ〈礼讃文〉ｎ〈四智梵語〉ｏ〈大日讃〉ｐ〈不動讃〉ｑ〈四智漢語〉ｒ〈心略漢語〉ｓ〈佛讃〉ｔ〈文殊讃〉ｕ 吉慶漢語 ｖ 吉慶梵語〉ｗ〈阿弥陀讃〉ｘ〈四波羅蜜〉ｙ〈金剛薩埵 ｚ 金剛寶
α
〈金剛法〉
β
〈金剛業〉
γ
〈佛名〉
δ
〈教化〉
 
この曲目構成
（ ［
法用］［供養法］［讃］ ） 、曲目・曲順は、「文明四年版」と完全に同
じである。すなわち、『魚山蠆芥集』は覚証院方の『声明集』の曲目構成、曲順に従っている。
 
 
第二目
 
博士の骨格
 
 
前項の第二目の№１から№３に示したように、「文明四年版」の『魚山蠆芥集』と相違
する博士は、「康正二年本」が『魚山蠆芥集』と相違する三箇の博士と完全に一致する。
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その三箇所において長恵が「文明四年版」の博士の骨格を採用しなかった理由について考察を加える。
 
 №１〈胎蔵界〉「及」ｋ―
２４４ 
「文明四年版」は「徴」で末に星を突く博士、一方、『魚山蠆芥集』は「徴」「角」の
博士である。『魚山蠆芥集』は、「イ本声明集ニハ用之」として「文明四年版」の「徴」の博士を異説の博士として掲載している。
 
なお、『魚山蠆芥集』の本説の博士の骨格は、
「称名寺本ａ」「応永三年本」と同じで
ある。長恵は何らか 理由で、覚意系の「称名寺 ａ」及び覚意系の可能性がある「応永三年本」の博士を本説として採用 たといえる。
 
 №２〈胎蔵界〉 「五誓願」の「得」
ｋ
―
６６２ 
「文明四年版」は「角」で終わる博士で記譜されている。一方 『魚山蠆芥集』は「角」
から「商」に下がって終わる博士で記譜されている。「文明四年版」以前のすべての『声明集』では『魚山蠆芥集』 が採用され いる。ここから 長恵が「文明四年版」以外の『声明集』をみていた可能性が指摘 き ので、長恵は と初期、中期の『声 諸本を対校させて『魚山蠆芥集』 博士を確定させていたこと 推測される。
 
 №３〈理趣経〉「盧」ｌ―
３０２
、
３１７ 
「文明四年版」には本説と異説の二種類の博士が記譜されている。詞章 左上から出て
いる本説の博士は、「宮」「宮」「羽」「羽」「宮」「羽 、詞章の右上から出ている異説の博士は、「宮」 宮 「羽」「羽
」である。一方、『魚山蠆芥集』も本説と異
説の二種類の博士が記譜されていて、本説の博
士は「文明四年版」の異説、異説の博士は
「文明四年版」「康正二年本」『声明集隆法口伝』の 説 、つまり隆法系の博士である。「康正二年 」「文明四年版 『声明集隆法口伝』以外 初期、中期の『声明集』は総じて『魚山蠆芥集』の博士で記譜されている。ここから、長恵が隆法系以外 『声明集』をみていた可能性が指摘できる で、長恵は隆法系 『声明 と その他の系統の『声明集』諸本を対校させて『魚山蠆芥 』の博士を確定させていたことが推測される。
 
 以上のように、「文明四年版」と『魚山蠆芥集』との博士の骨格の相違は三箇所のみで
ある。なお、資料編③［表３］ 変動域博士対照表」に示したように、これら 箇所すべてにおいて『魚山蠆芥集』と同じ博士 骨格 有していた 明集』は 称名寺本ａ」「応永三年本」のみであった。
 
「文明四年版」と『魚山蠆芥集』には少しく相違が確認されたので、長恵は「文明四年
版」の博士の骨格をそ まま用いている訳ではな ようである。長恵 康正二年本「文明四年版」以外に、中期の『声明集』や初期の「称名寺 ａ」「応永三年本 の博士の骨格も採用したと思われる。
 
したがって、長恵は、普及していた版本の「文明四年版」を底本としつつも、他の『声
明集』を対校本として利用して『魚山蠆芥集』の博士の骨格を決定した可能性 ある。
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ただし、初期、中期の他の全てを見渡しても「文明四年版」及び「康正二年本」以上に
博士の骨格が一致する『声明集』はなく、基本構造もすべて「文明四年版」と同一である。したがって、長恵が当時普及していた版本の「文明四年版」を底本としたことはほぼ間違いがなく、他の『声明集』を対校して『魚山蠆芥集』の博士の骨格を決定したと思われる。
 
 次節以降では、このようにして確定した『声明集』の骨組みに、長恵が注記等の情報を
付け加え『魚山蠆芥集』を作り上げた過程につ て明らかにしたい。
 
 
第二節
 
『魚山蠆芥集』の成立
 
 
本節では、『魚山蠆芥集』の編纂に最も大きな影響を与えたとされる『声明集私案記』
を中心に、『声明集』の骨組みにどのような情報 付加されて『魚山蠆芥集』が成立したかを解明したい。
 
すなわち、第一項で旋律に焦点を絞って『魚山蠆芥集』が『声明集私案記』をどの程度
受用していたかを確認したうえで、第二項で『声明集私案記』の受用、第二項で『声明集私案記』以外の受用 考察する。
 
なお先に述べたように、『魚山蠆芥集』の博士の骨格は基本的に覚証院方の隆法系の
『声明集』に依っ るが、慈鏡系の『声明集私案記』の博士は 魚山蠆芥集』の博士と比較可能な十箇所中六箇所で骨格が相違しており、博士の骨格に関するかぎり『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』は離れている。
 
 第一項
 
『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相違
 
 本項では、次項において『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』の受用につい 考察する前
段階として、『魚山蠆芥集』の『声明 私案記』の旋律の受用の程度につ て明らかにする。
 
具体的には、前章で確認した『声明集私案記』が旋律―つまり博士の実際の唱法―につ
いて言及している計六百八十八箇所と、『魚山蠆芥集』 旋律を比較し、 魚山蠆芥集』と『声明集私案記』の旋律の相違について明らかにしたい。
 
なお、隆然系の「文保二年本
」 、
慈鏡系の「永享六年本
」 、
隆法系の『声明集隆法口伝』
のそれぞれの旋律も抽出し、それらが、『声
明集私案記』と『魚山蠆芥集』のどちらを採
用しているのかについて可能な限り確認する
。それによって、『声明集私案記』と『魚山
蠆芥集』の属する系統の確認も行いたい。
 
論文末の資料編④に、『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』で相違する旋律計八十六箇の
位置と、それに対応 初期 「称名寺本ａ」・「文保二年本
」 、
中期の四本の『声明集』
と『声明集隆法口伝
』 、
後期の「文明四年版」の旋律の異同を示した対照表を作成して
［表４］「旋律対照表」として掲載した。
 
 
ａ〈三礼・如来唄〉
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『声明集私案記』の〈三礼・如来唄〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は
四箇であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の二箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №１〈三礼・如来唄〉「衆」ａ―
１１ 
『声明集私案記』には「衆生
ノ
衆
ノ
羽
ヲ
折
テ
徴
ヲ
一
ッ
由
テ
生
ヘ
移
ル
也
。 」
（続真三〇・
九一上）と「徴」を由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の「徴」には「ス」（大正八四・八二五中）と由らない指南が注記されている。
 
 №２〈三礼・如来唄〉 如 ａ―
５３ 
『声明集私案記』は「如来
ノ
如
ハ
短
シ
一
ト
由
リ
也
。 」
（続真三〇・九一上）と「徴」を
由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、〈三礼・如来唄〉の「如」の「徴」に「ス」（大正八四・八二五中）と注記されており、由らない指南がされている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので、『声明集私案記』と同じである。
また、 文保二年本 『声明集隆法口伝』は「ス」と由らない指南を注記し ので『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 
ｂ〈如来唄〉
 
 『声明集私案記』の〈如来唄〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は三箇所
であった。その中に、『魚山蠆芥集』と相違する指南はなかった。
 
 
ｃ〈云何唄〉
 
 『声明集私案記』の〈云何唄〉の詞章の中で旋律について指南され いるのは四箇所で
あった。その中に、『魚山蠆芥集』と相違する指南はなかった。
 
 
ｄ〈出家唄〉
 
 『声明集私案記』の〈出家唄〉の記述の中には唱法についての指南はなかった。
 
 
ｅ〈散華〉
 
 『声明集私案記』の〈散華〉の中で旋律について 指南が含まれている詞章は三十二箇
所であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は
、そのうちの左の三箇所で『声明集私案記』
の旋律の指南と相違する。
 
 
№３〈散華〉「願」ｅ―
２ 
『声明集私案記』は「願
ノ
徴
ヲ
ハ
ツヨクハユルカズ。少
シ
ユルガス樣
ニ
スル［○
イ
欠］
也
。 」
（続真三〇・九二上）と「徴」を由る指南をしている。一方、『魚山蠆芥集』には
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〈散華〉の「願」の「徴」に「ス」（大正八四・八二六上）と由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので、『声明集私案記』と同じである。
また、『声明集隆法口伝』は「ス」と由らない指南を注記しているので『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №４〈散華〉「歸」ｅ―
１２ 
『声明集私案記』は「歸命
ノ
二字
ノ
徵
ハ
アラクユラズシテタヲヤカニ由
ル
也
。 」
（続真
三〇・九二下）と「徴」を由る指南をしている。一方、『魚山蠆芥集』には〈散華〉「歸」の「徴」に「ス」（大正八四・八二六
上）と由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 №５〈散華〉「遍」ｅ―
２３ 
『声明集私案記』は「遍
ノ
博士
ハ
角
ヲ
スグニ持テ徴
ヘ
ツキ上
テ
由カナヲ成
ス
。 」
（続真
三〇・九三上）と 徴 を由る指南をしてい 一方、『魚山蠆芥集』には〈散華〉の「遍」の「徴」に「ス」（大正八四・八二六
上）と由らない指南が注記されている。
 
なお、「文保二年本」は「不由」と注記しているので『魚山蠆芥集』と同じである。ま
た「永享六年本」は「ユ」 注記してい ので『声明集私案記』と同じであ
 
 
ｆ〈梵音〉
 
 『声明集私案記』の〈梵音〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は二十九箇
であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の三箇所で『声明集私案記』旋律の指南と相違する。
 
 №６〈梵音〉「有」ｆ―４
 
『声明集私案記』には「又商
ヘ
ツキ上
テ
ユラズソラシテ
。 」
（続真三〇・九四上）と三
つ目の「商」を由らない指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の三つ目の「商」には「ユ」（大正八四・八二六下）と由る指南が注記されている。
 
 №７〈梵音〉「方」ｆ―
１１ 
『声明集私案記』には「方
ノ
本
ノ
徴
ハ
二
ツ
ハ
半由
リ
。 」
（続真三〇・九四下）と由る指
南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の〈梵音〉の 方八四・八二六下）と由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。ま
た、『声明集隆法口伝』は「スクム と由らない指南を注 しているので『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №８〈梵音〉「諸」ｆ―
１２ 
『声明集私案記』には「但
シ
四ツ［番○
イ
］メ
ノ
角
ヲ
ソラシテ徴
ヘ
折
リ
上
ル
也
。 」
（続真
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三〇・九四下）と四つ目の「角」を反らす指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の四つ目の「角」には「ソルヘカラス」（大正八四・八二六下）と注記されている。
 
なお、「文保二年本」は「角」の末に「スクニ
ヤル」と注記しているので『魚山蠆芥集』
と同じである。「永享六年本」は「ソ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 
ｇ〈三条錫杖〉
 
 『声明集私案記』の〈三条錫杖〉の詞章の中で旋律について指南されているのは十六箇
であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の三箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №９〈三條錫杖〉「實」ｇ―
１５ 
『声明集私案記』（続真三〇・九五下）には「實
ハ
本
ノ
商
ヲ
ソラシテ宮
へ
下
ス
。 」
と
「商」を反らす指南が記述されてい 一方、『魚山蠆芥集』の「商」には ソルヘカラス」（大正八四・八二六下） 反らさない指南が注記されている。
 
なお、「文保二年本」は「ソル色アリ
」 、
『声明集隆法口伝』は「ソツテヲシ下ス
」 、
「永享六年本」は「ソ」と注記しているのでそれぞれは『声明集私案記 と同じである。
 
 №
１０
〈三条錫杖〉「三」ｇ―
１９ 
『声明集私案記』には、「三
ハ
本
ノ
宮
ヲ
ユルガサス
。 」
（続真三〇・九五下）と「宮」
を由らない指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の〈三条錫杖〉の「三」の「宮」には「ユ」と由る指南が注記されている。
 
なお、「文保二年本」『声明集隆法口伝』「永享六年本」は「ユ」と注記しているので
それぞれ 『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №
１１
〈三条錫杖〉「清」ｇ―
３４ 
『声明集私案記』には、「清
ノ
［ （
博士）○
イ
］本
ノ
羽
ヲ
ソラシテ」（続真三〇・九六上）
と本の「羽」を反る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の〈三条錫杖〉 「清」の本の「羽」には「ソルヘカラス （大正八四・八二七上）と ない指南が注記されている。
 
なお、「文保二年本」は「ソラサス」と注記しているので『魚山蠆芥集』と同じである。
また、「永享六年本」は「ソ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 ｈ〈九条錫杖〉
 
 『声明集私案記』の〈九条錫杖〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は 十
八箇であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の一箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
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№
１２
〈九條錫杖〉「已」ｈ―
３９１ 
『声明集私案記』には、「已
ハ
ソル也
。 」
（続真三〇・九八下）と反る指南が記述され
ている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八二六下）の初重の「羽」には「直」と反らない指南が注記されている。
 
 
 
なお、「永享六年本」は「ソ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 
ｉ〈対揚〉
 
 
『声明集私案記』の〈対揚〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は十七箇で
あった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の五箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
１３
〈対揚〉「場」ｉ―６
 
『声明集私案記』には「ツヨクソル也
。 」
（続真三〇・九九上）と「商」を反る指南が
記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、「場
ノ
商ユリソル人モアリ今
ハ
不尓」（大
正八四・八二八上）という注記があ
 
なお、「文保二年本」は「少ソル」「永享六年本」には「ソ」と注 しているので『声
明集私案記』と同じであ また 声明集隆法口伝』には「ス」と注記しているので『魚山蠆芥集』と同じであ
 
 №
１４
〈対揚〉「三」ｉ―
７  
『声明集私案記』には 徴
ヲ
ユル」（続真三〇・九九上）と「徴」を由る指南が記述
されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八二八上）の「徴」には「ス」と注記されている。
 
なお、『声明集隆法口伝』には「ス」と注記されているので『魚山蠆芥集』と同じであ
る。
 
 №
１５
〈対揚〉「四」ｉ―
１４ 
『声明集私案記』には、「四
ノ
羽
モ
ソル也。」（続真三〇・九九上）と「羽」を反る指
南が注記されている。一方、『魚山蠆芥集』（大 初重の「羽」には「直」という指南が注記されている。
 
なお、「文保二年本」は「ソラサス」、『声明集隆法口伝』は「ソラサス也」と注記し
しているので『魚山蠆芥集』と同じであ また、「永享六年本」は「ソ」と注記しているので『声明集私案 』と同じである。
 
 №
１６
〈対揚〉「所」ｉ―
８６ 
『声明集私案記』は「所
ノ
羽
ヲ
少
シ
ソラス。」（続真三〇・九九下）と「羽」を反らす
指南が記述されている。一方、 （大正八四・八二八中）の初重の「羽」には「直」と注記されている。
 
なお、「文保二年本」と「永享六年本」は両者ともに「ソ」と注記しているので『声明
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集私案記』と同じである。
 
 №
１７
〈対揚〉「金」ｉ―
９０ 
『声明集私案記』には、「金末
ノ
徴
ハ
少
シ
ユリテ」（続真三〇・九九下）という指南が
記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八二八中）の末の「徴」には「ス」と由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 
ｊ〈金剛界〉
 
 『声明集私案記』の〈金剛界〉の中で旋律 ついての指南が含まれている詞章は八十五
箇であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の四箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
１８
〈金剛界〉「教」ｊ―
３９３ 
『声明集私案記』には、「教
ハ
末ニ星ヲツク。」（続真三〇・一〇三上）と「徴」の末
を突く指南が記述されている 一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三〇下）は末の「徴」を突いていない。なお、「文保二年本」は末を突いているので『声明集私案記』と同じである。また、「永享六年本」は末を突いていないので『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №
１９
〈金剛界〉「國」ｊ―
４３６ 
『声明集私案記』には、「末
ノ
星
ヲ
ツク」（続真三〇・一〇四上）と「徴」の末を突く
指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三〇下）は末 「徴」を突いていない。
 
 №
２０
〈金剛界〉「福」ｊ―
４７１ 
『声明集私案記』には、「後
ニ
星ヲツク。」（続真三〇・一〇四下）と「徴」の末を突
く指南が記述されている 一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一上）は末の「徴」を突いていない。
 
なお「文保二年本」「永享六年本」は末を突いているので『声明集私案記』と同じであ
る。
 
 №
２１
〈金剛界〉「設」ｊ―
５７５ 
『声明集私案記』には「所設
ノ
設ハ一
ト
由リ。」（続真三〇・一〇五上）と「宮」を由
る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の「宮」には「ス」（大正八四・八三一上）と由らない指南が注記されている
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」は「ユ」と注記しているので両者とも『声明集私
案記』と同じである。
 
 
ｋ〈胎蔵界〉
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 『声明集私案記』の〈胎蔵界〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は百六箇
であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の九箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
２２
〈胎蔵界〉「世」ｋ―
５８ 
『声明集私案記』には、「世
ノ
末ノ羽
ヲ
ツク也。」（続真三〇・一〇六下）という指南
が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一下）は末 「羽」を突いていない。
 
なお、「文保二年本」は末を突いているので『声明集私案記』と同じである。また、
「永享六年本」は末を突 ていないので『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №
２３
〈胎蔵界〉「切」ｋ―
６０ 
『声明集私案記』には、「切
ハ
本
ノ
徴
ヲ
二
タ
ユリ計
リ
由テ」（続真三〇・一〇六下）と
本の「徴」を由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の本 「徴」には「ス」（大正八四・八三一下）と由らない指南が注記されている。なお、「文保二年本」は由っていない で『魚山蠆芥集』と同じである。また、「永享六年本」は由っているので『声明集私案記』と同じである。
 
 №
２４
〈胎蔵界〉「大」ｋ―
２１６ 
『声明集私案記』には、「大
モ
羽ノ末
ヲ
ツク。」（続真三〇・一〇七上～下）という指
南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三二上）は末の「羽」を突いていない。
 
なお、「文保二年本」は末を突いていないので『魚山蠆芥集』と同じである。また
「永享六年本」は末を突いているので『声明集私案記 同じである。
 
 №
２５
〈胎蔵界〉「解」ｋ―
３０９ 
『声明集私案記』には、「解ハ末ノ羽
ヲ
ツク。」（続真三〇・一〇七下～一〇八上）と
末を突く指南が記述されている。一方、『魚
山蠆芥集』（大正八四・八三二中）は末の
「羽」を突いていない。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」は末を突いているので と同じで
ある。
 
 №
２６
〈胎蔵界〉「含」ｋ―
３１６ 
『声明集私案記』には、「含ノ羽ヲ突
云
云
」（続真三〇・一〇八上）と末を突く指南が
記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三二中）は末の「羽」を突いていない。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」は末を突いていないので『魚山蠆芥集 と同じで
ある。
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№
２７
〈胎蔵界〉「佛」ｋ―
３５２ 
『声明集私案記』には「佛ハ角ヨリ徴
ヘ
折
リ
上
ル
也
。 」
（続真三〇・一〇八上）と「角」
から「徴」へ折り上がる指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三二中）の「佛」では「角」から「徴」へ突き上がっている。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」は突き上がっているので『魚山蠆芥集』と同じで
ある。
 
 №
２８
〈胎蔵界〉「諸」ｋ―
３８６ 
『声明集私案記』には、「請（諸）
ノ
徴ヲ由ル也
。 」
（続真三〇・一〇八上）と記述さ
れている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一下）の〈胎蔵界〉の「諸」の「徴」には「ス」と注記されている。なお、「文保二年本」は由っていないので『魚山蠆芥集』と同じである。また、「永享六年本」は由っているので『声明集私案記』と同じであ
 
 №
２９
〈胎蔵界〉「衆」ｋ―
４６４ 
『声明集私案記』には、「衆
ノ
末ノ徴ハ由
ル
也。」（続真三〇・一〇八下）と「徴」を
由る指南が記述されてい 一方 『魚山蠆
芥集』（大正八四・八三三上）の「衆」の
「徴」には「ス」 注記されている。「文保二年本」は「ス
」 、
「永享六年本」は「ユラ
ス」と注記していので『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №
３０
〈胎蔵界〉「得」ｋ―
６６２ 
『声明集私案記』には、「得ノカナハ本
ノ
徴ノ中ニ成ル。徴ヲハ二ツナガラユル也
。 」
（続真三〇・一〇九下）と記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、 記云得
ノ
二ナ
カラユルト
云
云
但今
ハ
如
レ
注
一
」（大正八四・八三三中）と注記されている。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」はともに本の「徴」を由っていないので 魚山蠆
芥集』と同じである。
 
 
ｌ〈理趣経〉
 
 
『声明集私案記』の〈理趣経〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は七十七
箇であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そ
のうちの左の十一箇所で『声明集私案記』
の旋律の指南と相違する。
 
 №
３１
〈理趣経〉「剛」ｌ―
１８５
 
№
３２
〈理趣経〉「手」ｌ―
１８６ 
『声明集私案記』には「剛手言ノ角
ノ
博士皆由ル也
。 」
（続真三〇・一二七上）と記述
されている。一方、『魚山蠆芥集』には「記云剛手
ノ
角モユルト
云
云
今ハ不由」（大正八
四・八三五上）と注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「剛」「手」「 」の「角」に「ユル」と注 しているので
『声明集私案記』と同一 指南である。また、『声明集隆法口伝』は「剛」「手」にと注記しているので『魚山蠆芥集』と同じである。
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№
３３
〈理趣経〉「能」ｌ―
２１７ 
『声明集私案記』には「能ノ本ノ羽ヲソラシテ徴
ヘ
折下
シ
テ
由ル。」（続真三〇・一二
七下）と二つ目の「徴」を由る指南が注記されている。一方、『魚山蠆芥集』には、〈理趣経〉の「能」の二番目の「徴」「に「ス」（大正八四・八三五上）と由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同一の指南であ
る。また、『声明集隆法口伝』は「ス」と注記しているので『魚山蠆芥集』と同一の指南である。
 
 №
３４
〈理趣経〉「王」ｌ―
２３５ 
『声明集私案記』には「末ノ角
ニ
星ヲ突。」（続真三〇・一二八上）と末を突く指南が
記述されている。一方、『魚山蠆芥 』（大正八四・八三五上）は末の「角」を突いていない。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」「康正二年本」「文明四年版」は末を突いている
ので『声明集私案記』と同じである。
 
 №
３５
〈理趣経〉「勝」ｌ―
２４９ 
『声明集私案記』には「末ノ角
ニ
星ヲ突。」（続真三〇・一二八上）と末を突く指南が
記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三五中）は末 「角」を突いていない。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」「康正二年本」「文明四年版」は末を突いている
ので『声明集私案記』と同じである
 
 №
３６
〈理趣経〉「毗」ｌ―
２９３ 
『声明集私案記』には「毘ノ商ヲ由ルカス。
」（続真三〇・一二八上）と「商」を由る
指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』は「商」に「ス」 下と由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 №
３７
〈理趣経〉「毗」ｌ―
２９８ 
『声明集私案記』には、「毘ノ徴ヲ由ル。」（続真三〇・一二八下）と「徴」を由る指
南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』
は「徴」に「ス」（大正八四・八三五下）と
由らない指南が注記されている。
 
なお、「文保二年本」『声明集隆法口伝』は「ス」と注記しているので『魚山蠆芥集』
と同じである。また、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明 私案記』と同じである。
 
 №
３８
〈理趣経〉「毗」ｌ―
３１３ 
『声明集私案記』には 毘ハ徴ヲ由ル。」（続真三〇・一二九上） いう指南が記述
されている。一方、『魚山蠆芥集』は「徴」に「ス」（大正八四・八三五下）と由らない
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指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。ま
た、『声明集隆法口伝』は「ス」と注記しているので『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №
３９
〈理趣経〉「盧」ｌ―
３１４ 
『声明集私案記』には、「ル
ノ
本ノ徴
ヲ
モ
ユル。角
ヘ
折下
テ
重
テ
ソラシテ商
ヘ
下
テ
商
ノ
末ヲソラズ。角
ヘ
折上テ角
ノ
末
ヲ
［本○
イ
］持上ル様
ニ
徴ヘ折上テ由ル
。 」
（続真三〇・一
二九上）と「角」から「徴」において持ち上げるように折り上げ 指南が注記されている。一方、『魚山蠆芥集』には、「古云持上様ト
云
云
声エハキツカトハ不持上也」（大正八
四・八三五中 ない指南が注記されている。
 
「永享六年本」は「モチアク」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 №
４０
〈理趣経〉「毗」ｌ―
３１８ 
『声明集私案記』には「毘ハ商
ヲ
由ル。」（続真三〇・一二九上）という指南が記述さ
れている。一方、『魚山蠆芥集』は 商 に「ス」（大正八四・八三五中） 由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 №
４１
〈理趣経〉「盧」ｌ―
３１９ 
『声明集私案記』には、「ル
ノ
本ノ商マテ由ル。」（続真三〇・一二九上）と「商」を
由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三五下）では「盧」の本の「商」を由っていない。
 
なお、「永享六年本」「文保二年本」『声明集隆法口伝』 ユ」と注記しているので
『声明集私案記』と同じである。
 
 
ｍ〈礼讃文〉
 
 
『声明集私案記』の〈礼讃文〉の記述の中には唱法についての指南はなかった。
 
 
ｎ〈四智梵語〉
 
 『声明集私案記』の〈四智梵語〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章 十二
箇であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の二箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
４２
〈四智梵語〉「覩」ｎ―
１９ 
『声明集私案記』には、「摩娜［覩○
イ
］娜［覩○
イ
］ノ本ノ商［高○
イ
］ヲ前［先○
イ
］ノ様
ニ由リソラシテ末モ如クニ
二
以前
一
スル
。 」
（続真三〇・一一一上）と記述されている。
一方、『魚山蠆芥集』には、「記云ユリソルト
云
云
今ハ不然」（大正八四・八三六中）と
注記されている。
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なお、「永享六年本」は「ユ」「ソ」と注記しているので『声明集私案記』と同じであ
る。
 
 №
４３
〈四智梵語〉「羅」ｎ―
２４ 
『声明集私案記』には、「［羅○
イ
］ユリソラス。」（続真三〇・一一一下）と「商」を
由り反らす指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の「商」には「ス」（大正八四・八三六中）と由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」「文保二年本」は「ユ と注記しているので『声明集私案記』と
同じである。また、『声明集隆法口伝』は「ス」と注記しているので『魚山蠆芥集』と同じである。
 
  
 
 
 
 
ｏ〈大日讃〉
 
 『声明集私案記』の〈大日讃〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は七箇で
あった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の一箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
４４
〈大日讃〉「薩」ｏ―１
 
『声明集私案記』には、「此讚ノ商ノ博士何レトモ少シヅツユルカスヘシ。（中略）蘖
（マゝ）ハ商宮ヲ回シテ又商ヘ突上テソラズシテユリ
。 」
（続真三〇・一一一下）と記述
されている。一方、『魚山蠆芥集』には、「記云薩
ノ
本ユルト
云
云
當世尓ラス」（大正八
四・八三六中 と注記されている。なお『声明集私案記』には「蘖」 あるが、これは「薩」であると考えられる。
 
 
ｐ〈不動讃〉
 
 
『声明集私案記』の〈不動讃〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は七箇で
あった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そ うちの二箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
４５
〈不動讃〉「弥」ｐ―
２０ 
『声明集私案記』には「角
ヘ
折上テ末
ヲ
突。」（続真三〇・一一二下）と「角」の末を
突く指南が記述されている。一方、『魚山蠆
芥集』（大正八四・八三六下）は末の「角」
を突いていない。
 
なお、「永享六年本」「文保二年本」『声明集
隆法口伝』「康正二年本」「文明四年版」
は末を突いているので『声明集私案記』と同じである。
 
 №
４６
〈不動讃〉「吠」ｐ―
２６ 
『声明集私案記』には、「犬ハ宮ヨリ商
ヘ
突上
ル
也
。 」
（続真三〇・一一二下）と「宮」
から「商」へ突き上げる指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三
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六下）では「宮」から「商」へ折り上がっている。諸資料において突き上がっている博士はみつからなかった。
 
  
 
 
 
 
ｑ〈四智漢語〉
 
 
『声明集私案記』の〈四智漢語〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は十三
箇所あった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の一箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
４７
〈四智漢語〉「受」ｑ―６
 
『声明集私案記』には、「受
ノ
本
ニ
折［打○
イ
］カケアリ。三ツ
[番○
イ
]メノ徴
ノ
中
ニ
カ
ナヲ成ス。次
ニ
角ヲニツ重テ星ヲツク。或ハ本ノ打カケ
ヲ
セズシテスクニ羽
ヲ
出ス是異説
也
。 」
（続真三〇・一一三上）と打ち懸ける指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』
には、「受
ノ
本
ニ
打懸アリ此
ノ
様當世不
レ
用
一
記説也記ニハ打カケナキヲ異説ト
云
云
」
（大正八四・八三六下）と本を打ち懸けない指南を注記している。
 
なお、「永享六年本」は打ち懸けているので『声明集私案記』と同じである。
 
  
 
 
 
 
ｒ〈心略漢語〉
 
 
『声明集私案記』の〈心略漢語〉の中で旋律につ て 指南が含まれている詞章は三箇
であった。その中に、『魚山蠆芥集』と相違する指南はなかった。
 
  
 
 
 
 
ｓ〈佛讃〉
 
 
『声明集私案記』の〈佛讃〉の中で旋律についての指南が含まれ 詞章は十七であ
った。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は そのうちの左の一箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
４８
〈佛讃〉「藍」ｓ―
１２ 
『声明集私案記』には、「末
ノ
角
ニ
星
ヲ
突。」（続真三〇・一一四上）と「角」の末を
突く指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三七下）は末の「角」を突いていない。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」「永享十年本」『声明集隆法口伝』「康正二年本」
「文明四年版」は末を突いているので『声明集私案記』と同じである。
 
  
 
 
 
 
ｔ〈文殊讃〉
 
 
『声明集私案記』の〈文殊讃〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は十六箇
であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の一箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
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 №
４９
〈文殊讃〉「真」ｔ―
１６ 
『声明集私案記』には、「眞座
ノ
二字ハ少シユル
。 」
（続真三〇・一一四下）と「真」
を由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の「真」の「商」には「記云ユルカスト
云
云
今ハ不尓」（大正八四・八三七中）という注記がある。
 
なお、「永享六年本」『声明集隆法口伝』は「ス」と注記しているので『魚山蠆芥集』
と同じである。
 
          ｕ〈吉慶漢語〉
 
 
『声明集私案記』の〈吉慶漢語〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は四十
二箇であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の七箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
５０
〈吉慶漢語〉「諸」ｕ―１
 
 
№
５１
〈吉慶漢語〉「佛」ｕ―２
 
『声明集私案記』には「諸ノ末ノ商ト佛ノ商ト少ユルカス也
。 」
（続真三〇・一一六下）
と「商」を由る指南が記述されてい 一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三七下）の「諸」と「佛」の「商」はどちらも由っていない。
 
なお、「文保二年本」は「諸」を ユ
」 、
「佛」を「ス」と注記している。「永享六年
本」は両方 も ユ と注記しているので『声明集私案記』と同じである。また、『声明集隆法口伝』は両方とも「ス」と注 しているので『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №
５２
〈吉慶漢語〉「隨」ｕ―
１２ 
『声明集私案記』には 末ノ ツ［番目］メノ角ノ末ニ星ヲツク。」（続真三〇・一
一七上）の「角」の末を突く指南が記述されている。一方、 魚山蠆芥集』（大正八四・八三七下）は末の「角」を突いていない。
 
なお、「称名寺本ａ」「文保二年本」「応永三年本」「永享六年本」「永享十年本」
『声明集隆法口伝』「康正二年本」 文明四年版 は突いているので 声明集私案記』と同じである。
 
 №
５３
〈吉慶漢語〉「迦」ｕ―
２９
 
№
５４
〈吉慶漢語〉「毘」ｕ―
３０ 
『声明集私案記』には 迦毘羅
ノ
三字ハ呂也。何モタヲヤカニ由ルヘシ
。 」
（続真三
〇・一一七下）と「迦」「毗」の両方 「商」を由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』の「迦」「毘」にはそれぞれ「ス」（大正八四・八三七下） されている。
 
なお、「文保二年本」『声明集隆法口伝』はそれぞれの「商」に「ス」と注記している
ので『魚山蠆芥集』と同じである。また、「永享六年本 はそれぞれの「商」に「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 №
５５
〈吉慶漢語〉「祥」ｕ―
４８ 
『声明集私案記』には 祥本ノ羽ノ始［初○
イ
］ヲ打カケテ。末
ヲ
ソラシテ徴
ヘ
下テ徴
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ノ
中
ニ
カナヲ成ス。角
ヘ
下ル角
ノ
終リニ星ヲ突
。 」
（続真三〇・一一八上）と本を打ち懸
ける指南が注記されている。一方、『魚山蠆芥集』には、「祥
ノ
根
ニ
打懸アリト
云
云
當世
不尓
一
又末
ノ
角
ニ
星アリト
云
云
是又無尓」（大正八四・八三七下）と本を打ち懸けない指
南が注記されている。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」『声明集隆法口伝』は本を打ち懸けていないので
『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №
５６
〈吉慶漢語〉「界」ｕ―
１２３ 
『声明集私案記』には、「界ハ末ニ星ヲ突。」（続真三〇・一一九上）と末の「角」の
末を突く指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三八上）は末の「角」を突いていない。
 
なお、「称名寺本ａ」「文保二年本」「応永三年本」「永享六年本」「永享十年本」
「康正二年本」「文明四年版」は末を突いて
いるので『声明集私案記』の指南と同一であ
るといえる。
 
  
 
 
 
 
ｖ〈吉慶梵語〉
 
 
『声明集私案記』の〈吉慶梵語〉の詞章の中で旋律についての指南が含まれている詞章
は二十一箇であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の三箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
５７
〈吉慶梵語〉「瞢」ｖ―３
 
『声明集私案記』には、「瞢ハ商ノ中程ニカ
ナヲ成ス。商ノ末ヨリ角徴卜回スニ。徴ニ
成ルト思フ所ヨリユル也
。 」
（続真三〇・一一九下）と「徴」を由る指南が記述されてい
る。一方、『魚山蠆芥集 には、「記云ユルト
云
云
當世不尓此讃ハ常ヨリ羽深ソルト
云
云
」
（大正八四・八三八中）と「徴」を由る指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じ ある。
 
 №
５８
〈吉慶梵語〉「他」ｖ―
４７ 
『声明集私案記』には「怛多
ノ
二字
ハ
呂也。多
ヲ
ユリテ」（続真三〇・一二〇上）と
「多」
（ 「
他
」 ）
の「宮」を由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、
「記云怛他二字呂ト
云
云
依之
一
宮
ヲ
ユルト
云
云
當世不尓梵平唯律頌
ニ
違也」（大正八四・
八三八中）と「宮」を由らない指南が注記されている。
 
なお、『声明集隆法口伝』は「ス」と注記しているので 魚山蠆芥集』 指南と同一で
ある。
 
 №
５９
〈吉慶梵語〉「扇」ｖ―
５４ 
『声明集私案記』には、「扇モ宮ヲ少ユリテ下
ノ
羽
へ
下ル。自
レ
是以前
ニ
アルモ以後ニ
アルモ。宮ヨリ羽へ下ル［
下羽博士
○ イ］宮ハ呂
ニ
シ
テ
少ユルカス［
由歟○ イ
］ 。
〔委クハ〕○ イ可
レ
尋
。 」
（続真三〇・一二〇上）と「宮」を由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥
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集』の「宮」には「ス」（大正八四・八三八中）と由らない指南が注記されている。
 
  
 
 
 
 
ｗ〈阿弥陀讃〉
 
 
『声明集私案記』の〈阿弥陀讃〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は五十
八箇であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の十七箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
６０
〈阿弥陀讃〉「弥」ｗ―３
 
 
№
６１
〈阿弥陀讃〉「陀」ｗ―４
 
 
№
６２
〈阿弥陀讃〉「婆」ｗ―５
 
 
№
６３
〈阿弥陀讃〉「也」ｗ―６
 
『声明集私案記』には、「彌ハ末ノ羽
ヲ
由
ル
。多
ハ
ニゴル也。多婆也
ノ
三字
ハ
皆由也
。 」
（続真三〇・一二三下）と「弥」「陀」「婆」「也」を由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、「記意弥
ノ
羽ヨリ也
ノ
羽
マ
テ
各ユルト
云
云
當世
ハ
不尓也」（大正八
四・八ル也。多婆也
ノ
三字
ハ
皆由也
。 」
（続真三〇・一二三上）と「弥」から「也」の
「羽」を由らない指南が記述されている。
 
なお、「永享六年本」は「弥」「陀」「婆」「也」を「ス」と、『声明集隆法口伝』は
「弥」 婆 「也」を「ス」と注記しているのでそれぞれ『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №
６４
〈阿弥陀讃〉「陀」ｗ―
１０ 
『声明集私案記』には「陀
ハ
末
ヲ
ユリソラシテ庾
ヘ
移
ル
。 」
（続真三〇・一二三下）と
「羽」を反る指南が記述されている 一方、『魚山蠆芥集』には 記云ユリソルト
云
云
當
世
ハ
ソラサル也」（大正八四・八三八下）と「羽」を反らない指南が注記されている。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」は「ソ と注記しているので『声明集私案記』
同じである。また、『声明集隆法口伝』は「ス」と注記している で『魚山蠆芥集』と同じである。
 
 №
６５
〈阿弥陀讃〉「也」ｗ―
１７ 
『声明集私案記』には 底也
モ
少ユル也。ユリテ末
ヲ
ソラス
。 」
（続真三〇・一二三
下）と「羽」を由り反る指南が記述されている。一方、 云ユリソルト
云
云
今不尓」（大正八四・八三八下）と「羽」を由り反らない指南が注記されてい
る。
 
なお、「永享六年本」「文保二年本」は「ソ」
と、『声明集隆法口伝』は「少ソ」と注
記しているので、それぞれ『声明集私案記』と同じである。
 
 №
６６
〈阿弥陀讃〉那」ｗ―
２５ 
『声明集私案記』には、「商
ヲ
由
ル
。」（続真三〇・一二四上）という指南が記述され
ている。一方、『魚山蠆芥集』の「商」には「ス」（大正八四・八三九上）と由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
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№
６７
〈阿弥陀讃〉「那」ｗ―
３２ 
『声明集私案記』には、「邇那
ノ
那ハカナヲ中ヨリ末
レ
少［
少末○イ
］成ス。角
へ
下ル末
ノ
角
ノ
終
ニ
星
ヲ
突。」（続真三〇・一二四上）と末の「角」を突く指南が記述されている。
一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三九上）は末の「角」を突いていない。
 
なお、「永享六年本」「文保二年本」『声明集隆法口伝』は末を突いていないので『魚
山蠆芥集』と同じである。
 
 №
６８
〈阿弥陀讃〉「佉」ｗ―
３８
 
№
６９
〈阿弥陀讃〉「縛」ｗ―
３９ 
『声明集私案記』には、「佉縛ノ二字
ヲ
由
ル
。 」
（続真三〇・一二四上）と「佉」「縛」
の「羽」を由る指南が注記されてい 一方、『魚山蠆芥集』には、「記云佉縛二字共ニユルト
云
云
今不尓」（大正八四・八三九上）と「佉」「縛」の「羽」を由らない指南が注
記されている。
 
なお、「永享六年本」は「佉」 「ス」と注記しているので『魚山蠆芥集』と同じであ
る。
 
 №
７０
〈阿弥陀讃〉「迦」ｗ―
５７
 
№
７１
〈阿弥陀讃〉「尾」ｗ―
５８
 
 
№
７２
〈阿弥陀讃〉「質」ｗ―
５９
 
№
７３
〈阿弥陀讃〉「怛」ｗ―
６０
 
 
№
７４
〈阿弥陀讃〉「羅」ｗ―
６１ 
『声明集私案記』には、「迦ノ徴
モ
不
レ
由。徴ヨリ羽
ヘ
折上
テ
二
タ
ユリ計リス［
シテユル
○イ
］ 。
尾質怛［但○
イ
］ノ三字
モ
タヲヤカニ。二タ〇［由
リ
○イ
］計リヅゝユリテ拾
フ
也。羅ハ長シ。
本ヲユリテ末ソラス也［○
イ
欠
］ 。
如
二
上［先○
イ
］注
一
。 」
（続真三〇・一二四下）と「伽」
「尾」「 」「怛」「羅」それぞれの「羽」を由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、「記云迦
ノ
羽ヨリ羅マテ羽
ヲ
各ユルト
云
云
今不尓
ラ
」（大正八四・八三九
上）と 迦 から「羅」までの「羽」を由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は、「尾」「質」「怛」の 羽」を「ス と注 しているので
『声明集私案記』同じである。
 
 №
７５
〈阿弥陀讃〉「答」ｗ―
８４ 
『声明集私案記』には、「答
ハ
本ノ宮ヲユル」（続真三〇・一二五上）と「宮」を由る
指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、「記云本
ノ
宮ヲユルト
云
云
今ハユラ
サル也」（大正八四・八三九上）と「宮」を由らない指南が注記されて る。
 
なお、「永享六年本」は「ユル」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 №
７６
〈阿弥陀讃〉「拏」ｗ―
９０ 
『声明集私案記』には「拏ハ
ヲ
少シユルカシテ末
ヲ
ソラス
。 」
（続真三〇・一二五上）
と「羽」を由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、 記ニハユルカス
云
云
今
ハ
不尓」（大正八四・八三六中）と「羽」を由らない指南が注記されている。
 
  
 
 
 
 
ｘ〈四波羅蜜〉
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『声明集私案記』の〈四波羅蜜〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は二十
箇であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の四箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
７７
〈四波羅蜜〉「羅」ｘ―６
 
『声明集私案記』には「日ラ
ノ
ラモ本ヲ少ユルカシテ末ヲソラス也
。 」
（続真三〇・一
二三上）と由る指南が記述されてい 一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三九上）は「羽」を由っていない。
 
 №
７８
〈四波羅蜜〉「薩」ｘ―
１２
№
７９
〈四波羅蜜〉「怛」ｘ―
１３ 
『声明集私案記』には「薩怛ノ二字モ由ル
。 」
（続真三〇・一二三上）と「薩」と「怛」
の「商」を由る指南が注記されて る。一方、『魚山蠆芥集』には、「記云サト
ノ
二字ユ
ルト
云
云
今ハ不尓」（大正八四・八三九上）と「薩」と「怛」の「商」を由らない指南が
注記されている。
 
なお、「文保二年本」は「怛」 「小ユ」と注記されている。また、「永享六年本」は
両方とも「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 
№
８０
〈四波羅蜜〉「曰」ｘ―
１６ 
『声明集私案記』には、「曰
ノ
商ヲ由ル
。 」
（続真三〇・一二三上）と「商」を由る指
南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、「記云商ヲモユルト
云
云
今不尓」（大
正八四・八三九上）と「商」を由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「ユラス」と注記されているので『魚山蠆芥集 と同じである。
 
 
ｙ〈金剛薩埵〉
 
 
『声明集私案記』の〈金剛薩埵〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は三十
箇であった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の二箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 
№
８１
〈金剛薩埵〉「慢」ｙ―
２２ 
『声明集私案記』には「曼
モ
宮ヨリ商へ折上テ商
ノ
本
ヲ
二由計シテ本
ヲ
［末○
イ
］不
レ
由。
少ソラシテ多
ヘ
移
ル
。 」
（続真三〇・一二一下）と「商」を由る指南が記述されている。
一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三九中）は「商」を由らない指南が注記されてい 。
 
 
 
 
 
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
 
 №
８２
〈金剛薩埵〉「怛」ｙ―
２５ 
『声明集私案記』には、「捺ノ末
ノ
商モ由テ長クハセズシテ
［ （
羅
ニ
移
ル
也
。 ）
○イ
］ 。 」
（続真三〇・一二 下）と「商」を由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八三九下）は「商」を由っていない。
 
なお、「永享六年本」は「ユ」と注記しているので『声明集私案記』と同じである。
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ｚ〈金剛寶〉
 
 
『声明集私案記』の〈金剛寶〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は八箇で
あった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の三箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
８３
〈金剛寶〉「怛」ｚ―５
 
№
８４
〈金剛寶〉「曩」ｚ―６
 
『声明集私案記』には「怛曩
ノ
二字少ユルカス也
。 」
（続真三〇・一二二上）と「怛」
「曩」の「商」をそれぞれ由る指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、「記ニハ怛曩二字少ユルカスト
云
云
今不
レ
然也」（大正八四・八三九下）と「怛」「曩」の
「商」をそれぞれ由らない指南が注記されている。
 
なお、「永享六年本」は「怛」 「ス」と注 しているので『魚山蠆芥集』と同じであ
る。
 
 №
８５
〈金剛寶〉「訶」ｚ―
１９ 
『声明集私案記』には「摩訶ノ訶ニハ異説有。商
ヲ
宮
へ
回シテ又商
ヘ
突上テ本ヲ少
シ
由
ル。末
ヲ
ソラシテ角
ヘ
突上。是ハ根本博士也。今ハ本ヲ回シテ商
ヘ
突上テ。タヲヤカニ由
テ又角
ヘ
折上也。是祕讚
ニ
有ル博士
ノ
近来シツツケタル也。以下此博士皆同
レ
之
。 」
（続
真三〇・一二二上）と「商」を「角」へ折り
上げる指南が記述されている。一方、『魚山
蠆芥集』（大正八四・八三九下）は「商
」から「角」へ突き上がっている。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」 商」から「角」へ突き上げているので『魚山
蠆芥集』と同じである。
 
  
 
 
 
 
α
〈金剛法〉
 
 
『声明集私案記』の〈金剛法〉の中で旋律に
ついての指南が含まれている詞章は十箇で
あった。『魚山蠆芥集』の旋律の指南は、そのうちの左の一箇所で『声明集私案記』の旋律の指南と相違する。
 
 №
８６
〈金剛法〉「羅」
α
―
３０ 
『声明集私案記』は「羅ハ如
レ
有
レ
上。但是ハ末ヲ不
レ
突
。 」
（続真三〇・一二二下）
と末を突かない指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』（大正八四・八四〇上）の「羅」の「角」は末を突いている。
 
なお、「文保二年本」「永享六年本」は末を突いていないので『声明集私案記』と同じ
である。
 
  
 
 
 
 
β
〈金剛業〉
 
 
『声明集私案記』の〈金剛業〉中で旋律についての指南が含まれている詞章は五箇であ
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った。その中に、『魚山蠆芥集』と相違する指南はなかった。
 
 
γ
〈佛名〉
 
 
『声明集私案記』の〈佛名〉の中で旋律についての指南が含まれている詞章は三箇であ
った。その中に、『魚山蠆芥集』と相違する指南はなかった。
 
  
 
 
 
 
δ
〈教化〉
 
 
『声明集私案記』の〈教化〉の詞章 中で旋律について指南され いるのは十箇であっ
た。その中に、『魚山蠆芥集』と相違する指南はなかった。
 
 以上のように、『声明集私案記』の旋律に関する指南が六百八十八箇のうち『魚山蠆芥
集』と異なっていたのは八十六箇であった。
 
すなわち、『声明集私案記』の旋律についての記述のうちの十二パーセント程が『魚山
蠆芥集』と相違していた。
 
このように、旋律に関する隆法系の『魚山蠆芥集』と慈鏡系 『声明集私案記』の相違
は、客観的に見てそれほど大きくはなかった。したがって 旋律に限らず、隆法系と慈鏡系の指南の相違は、覚証院方の内部における僅かな相違に留まっていたと思われる。
 
ただし、僅かとはいえ 『魚山蠆芥 』と『声明集私案記』と 間には、唱法や指南に
おいて多少の差異があり 『魚山蠆芥集』 成立過程を考える上で無視できないと思われる。
 
また、以上の相違箇所における隆然系の「文保二年本
」 、
慈鏡系の「永享六年本
」 、
隆
法系の『声明集隆法口伝』 それぞれの旋律も抽出し、それらが、『声明集私案記』及び『魚山蠆芥集』のどちらを採用しているのかについて可能な限り確認を行ってきた。以下にその結果を示した 。
 
『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相違する八十六箇所のうち、四十箇所にお
いて「文保二年本」の旋律を確認すること できた。 ら 旋律 うち 九 は『声明集私案記』と、二十一箇は『魚山蠆芥集 と同一であった。したがって、「文保二年本」が『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』のどちらにより近い もいえな 。
 
また、『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』とで相違する八十六箇所のうち、六十九箇所
において慈鏡系の 永享六 が 「永享六年本」のそれらの旋律のうち、四十七箇が 声明集私案記』と一致し これに対し 『魚山蠆芥集』と同じ旋律は二十一箇のみであった。
 
同様に八十六箇所のうち、三十一箇所において隆法系 『声明集隆法口伝』の旋律を確
認することができた。それら『声明集隆法口伝』の旋律のうち、『声明集私案記 同じ旋律は五箇のみであり、二十六箇が『魚山蠆芥集』と同じであった。
 
以上のことから、『声明集私案記』と同一の旋律を有する割合が高いのが慈鏡系の「永
享六年本」であり、『魚山蠆芥集』と同じ旋律を有する割合が高い が隆法系の『声明集隆法口伝』であることが判明し
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またこのことによって、『声明集私案記』が慈鏡系、『魚山蠆芥集』が隆法系に属する
ことが裏付けられた。
 
 
第二項
 
『声明集私案記』の受用
 
 本項では、長恵が『声明集私案記』をどのような態度で受用していたのかについて考察
を行う。『魚山蠆芥集』では、長恵自身がその奥書で「大都
ハ
案記
ヲ
爲本
４
」と公言して
いる。先行研究は『魚山蠆芥集』の注記が『声明集私案記』から引用されていることは指摘しているが、 声明集私案記』を『魚山蠆芥集』がどのような態度で受用しているのかについての考察はなされていない。
 
今回、『魚山蠆芥集』の指南のなかで、何らかの典拠があると思われるすべての箇所を
精査し、『声明集私案記』の指南を特定したところ、五十四例確認することができた。それらを、受用の仕方を基準に、三つに分類した。第一は、『声明集私案記』と同じ指南を挙げる場合、第二は、現行の唱法と相異する指南 、その当時既に用いられてい かったか或いは用いるべきではないとして採用しな 指南を提示する場合、第三は、現行 相異する指南ではあるが 採用するべきでないこと 明確に表明せず 現行の唱法とともに用いることが許容され 一説とし 挙げたと思わ る場合である。
 
なお、『声明集私案記』の指南を示す際に、「記云」「案記云」等として出典 『声明
集私案記』であることを明示する場合と、「古云」「或云」等 て出典が明示されな場合の、二つの形式 ある。右の三分類ごとにこの二形式の項目を立てて情報を提示する。
 
 
 
第一目
 
現行の唱法と一致する指南の提示
 
 
まず『魚山蠆芥集』が、現行の唱法と一致する『声明集私案記』の指南を提示する事例
が、次のように、出典が明示され 形式 七
例、明示されない形式が四例、合計十一例確
認できた。
 
 一
 
出典が明示される形式
 
 
 次のように、出典が明示される形式で、現行の唱法と一致する『声明集私案記』の指南
を提示する事例が七例あった。
 
 №１〈三礼・如来唄〉「僧」ａ―
４０ 
『魚山蠆芥集』には「僧
ノ
反宮
ノ
末ソル也色アリト云事私案記
ニ
見タリ」（大正八四・
八二五中）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「僧
ノ
字徴
ヲ
由
リ
乍羽
ヘ
上
ヘシ。上
ハ
反宮也。少
シ
ユルカス色
ア
リ
。 」
（続真三〇・九一上）と記述されている。
『魚山蠆芥集』の三重の「宮」には実際に「色」と注記されているので、『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の指南を根拠にしている。
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№２〈金剛界〉「廻」ｊ―
６９１ 
『魚山蠆芥集』には、「ユル人アリ案記ニ背ケリ」（大正八四・八三一中）と注記され
ている。一方、『声明集私案記』には、「廻向ノ廻ハ由ラズ
。 」
（続真三〇・一〇五下）
と記述されている。そして『魚山蠆芥集』の「徴」の博士に「ス」とある。長恵は『声明集私案記』を根拠に由る指南を批判している。
 
なお、「永享六年本」にも「ス」の注記がある。
 
 №３〈胎蔵界〉「諸」ｋ―
３５７ 
『魚山蠆芥集』「諸」の「徴」には「記云ス」（大正八四・八三一下）と注記されてい
る。一方、『声明 には、「諸」の「徴」について「請（諸）
ハ
由ラズ。短
シ
。 」
（続真三〇・一〇八上） 『魚山蠆芥集』には「徴」に「ユ」の注記はないので『声明集私案記』の記述を根拠に指南している。
 
 №４〈胎蔵界〉「願」ｋ―
６６０ 
『魚山蠆芥集』には、「記云ツクト
云
云
」（大正八四・八三三上）と注記されている。
一方、『声明集私案記』には、「願ハ末ニ星ヲ突
。 」
（続真三〇・一〇九下）と記述され
ている。『魚山蠆芥集』の実際の博士は左記 ように末を突いているので、『魚山蠆芥集』は『声明集私案記』の記述を根拠に指南している。
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三三中）
 
 
 
 
 
 №５〈四智梵語〉「蘇」ｎ―８
 
『魚山蠆芥集』の「蘇」の「商」には、「案記云上
ノ
羅
ノ
商
ノ
如
ク
スヘシト
云
云
細
ク
ナ
ルトモ博士ハツヨクスヘシ」（大正八四・八三六中）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「ソハ高［商○
イ
］ク宮ノ○一［回○
イ
］博士ノ次ナル商ヲ。先ノ羅ノ博士ノ
如クユリソラシテ蘗ニ移
ル
也
。 」
（続真三〇・一一一上）と記述されている。『魚山蠆芥
集』は実際に「商」に ユ」と注記しているので『声明集私案記』の指南を根拠として「商」を「 ス」ように指南をしていると考えられる。
 
 №６〈文殊讃〉 殊」ｔ―２
 
 
『魚山蠆芥集』には、「徴」の博士に「ユ」（大正八四・八三七中）と注記され、さら
に、それは「記意 （大正八四・八三七中）であると注記されている。一方、『声明集私案記』には「殊
ヲ
ハ
少少ユリ羽
ヘ
下ル。羽長クハセズ
。 」
（続真三〇・一一四下）と記述
されている。『魚山蠆芥 ユ の注記が ので『声明集私案記』の指南を根拠としている。
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 №７〈四波羅蜜〉「怛」ｘ―
３５ 
『魚山蠆芥集』には、「記云本
ヲ
ユリ末
ハ
ユラス
シ
テ
寧ヘウツルト
云
云
此
モ
本
ハ
呂末
ハ
律
ノ
故也一
ツ
博士
ニ
呂律
ア
リ
能々可分別事也」（大正八四・八三九中）と注記されている。
一方、『声明集私案記』には 羅怛
ノ
怛ハ如
レ
先。中ヨリ本
ヲ
由ル。末
ヲ
少ユラデソラス
樣
ニ
シ
テ
寧
ヘ
ウツル
。 」
（続真三〇・一二三下）と「商」の本を由り、末を由らない指南
が記述されている。『魚山蠆芥集』では当曲は反音曲と定められているので、『声明集私案記』の指南で唱えられていると考えられる。
 
 
二
 
出典が明示されない形式
 
 次のように、出典が明示されない形式で、現行の唱法と同じ『声明集私案記』の指南を
示す事例が四例あった。
 
 №１〈金剛界〉「誓」ｊ―
４１７ 
『魚山蠆芥集』には、「古
ハ
折目
ニ
成ス」（大正八四・八三〇下）という「徴」と「角」
の折目に「イ」の仮名を付す「古」の指南が注記されている。『声明集私案記』では、「カナヲ折目
ニ
成ス
。 」
（続真三〇・一〇三下）と『魚山蠆芥集』と同様に記述されてい
る。そして、『魚山蠆芥集』の実際の博士には、「徴」と「角」の折り目 仮名が付されているので『魚山蠆芥集』は「古」の『声明集私案記』の説と一致している。
 
なお、「文保二年本」『声明 隆法口伝』の実際の博士には「徴」「角」の折目に仮名
が付されている。このように『魚山蠆芥集』に引用されている「徴」と「角」の折り目に仮名を付す説の典拠は 声明集私案記』以外にもあったようなのでこの説の引用元として『声明集私案記』を特記 なかったのだと考えられる。
 
 №２〈金剛界〉「菩」ｊ―
６９４ 
『魚山蠆芥集』には、「古云一ユリト
云
云
」（大正八四・八三一中）と「菩」の「徴」
を一つ由る指南が注記されてい 一方、『声明集私案記 も「菩
ハ
一
ト
由リテ提
ヘ
移テ
菩ヨリ長クシテ由リ
。 」
（続真三〇・一〇五下）と同一の指南が記述されている。そして、
『魚山蠆芥集』の博士には「賓由」とあ 魚山蠆芥集 は『声明集私 説と一致している。
 
 №３〈理趣経〉「大」ｌ―
３６ 
『魚山蠆芥集』には、「古云本ノ角ヨリハ矢也」（大正八四・八三四中）というように、
「大」の末の「徴」を本の「角」より短くする指南が注記されている。一方、『声明集私案記』にも、「大樂
［ （
金剛）○
イ
］ノ大
ノ
［ （
博士）○
イ
］ハ本
ノ
角ヨリ末
ノ
徴
ハ
短
。 」
（続真三〇・一二六下）というように同一の内容の 述がある。そしの博士には 矢 とあるので『魚山蠆芥集』は『声明集私案記』の説と 致している。
 
 №４〈心略漢語〉 礼 ｒ―
２０ 
225 
 
『魚山蠆芥集』には、「一説云終
ノ
句
ノ
末
ノ
商必
ス
呂
ニ
スヘシト
云
云
」（大正八四・八
三七上）という指南が注記されている。『声明集私案記』には、「呂ニモ律ニモ終ノ句ノ末ナル
［ （
博士ノ
） ］
商
ヲ
ハ
定
テ
呂
ニ
スベシト
云
云
」（続真三〇・一一四上）という『魚
山蠆芥集』と同一の指南が記述されている。そして、『魚山蠆芥集』の博士には「呂」とあるので『魚山蠆芥集』は『声明集私案記』の説と一致している。
 
 以上のように、『魚山蠆芥集』が、現行の唱法と同じ『声明集私案記』の指南を提示す
る事例が十一例あった。これら 中には、他説を非難する根拠として『声明集私案記』を挙げる明確な事例もみられ、これらはいずれも現行の唱法 正当性を示す根拠として提示されたと思われる。さらに、このことは、長恵が、『声明集私案記』を隆然によって著された覚証院方の正統な口伝書として位置付けていことを示し と思われる。さらにその大半を出典を明示して掲載したことは、『声明集私案 』に対し 慎重に敬意を表明し、合わせて『魚山蠆芥集』の正当性を主張するためでもあったと考えられ
 
なお、「古」の説と同じ内容 指南が「文保二年本」（二―№１）と『声明集隆法口伝』
（二―№１）にもみられた。長恵が『声明集私案記』の説を「古」 したのは、同じ説が『声明集私案記』以外にもあり、共有されていた情報なので、典拠として『声明集私案記』を明記しなかった可能性が考えられる。
 
 
第二目
 
現行の唱法と一致せず採用しなかった指南の提示
 
 
『魚山蠆芥集』が、現行の唱法と相違する『声明集私案記』の指南を提示するが、その
当時既に用いられていなかったか、或いは用いるべきではないと判断して採用しなかったと思われる事例が、次のように、合計三十三例確認できた。そのうち出典が明示される形式が二十八例、明示さ な 形式が五例であった。
 
 
一
 
出典が明示される形式
 
 
次のように、出典が明示される形式で、現行の唱法と相違する『声明集私案記』の指南
が提示される事例が二十八例あった。
 
 №１〈胎蔵界〉「諸」ｋ―
３８６ 
『魚山蠆芥集』 〈胎蔵界〉の「諸」には、「記云此山ユルト
云
云
今不由」（大正八
四・八三一下）と注記されている。『声明集私案記』には、「請（諸）
ノ
徴ヲ由ル也
。 」
（続真三〇・一〇八上）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用 られていないとしている。実際の博士にも「ス」と注記されている。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』 旋律の
違の一つである。
 
 №２〈胎蔵界〉「唯」ｋ―
３９６ 
226 
 
『魚山蠆芥集』には、「隆然
ノ
記云ユイト付ラレタリ唯但案記
ノ
口説古今相違多端也當
世ハ井也快助学頭既
ニ
重仙法印
ノ
附法トシテ井トスヘシト
云
云
當流之声明師豈違旨
ニ
一
也」
（大正八四・八三一下）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「 ［ （唯願）○
イ
］
唯ハ漢音ナレトモユイトスル也
。 」
（続真三〇・一〇八上）と記述されている。『魚山蠆
芥集』は『声明集私案記』では、「唯」を「ユイ」と読んでいることを紹介している。実際に『魚山蠆芥集』の「唯」の詞章には「井」と仮名が付されている。長恵は、「當流之声明師」はことによると『声明集私案記』の趣旨
に違ったのかもしれないと推測している。
 
なお、「永享六年本」の詞章には「ユイ」と記されているので、『声明集私案記』の指
南と同じであるといえる。
 
 №３〈胎蔵界〉「得 ｋ―
６６２ 
『魚山蠆芥集』には、「記云得
ノ
二ナカラユルト
云
云
但今
ハ
如
レ
注
一
」（大正八四・八
三三中）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「得ノカナハ本
ノ
徴ノ中ニ成
ル。徴ヲハ二ツナガラユル也
。 」
（続真三〇・一〇九下）と記述されている。実際の『魚
山蠆芥集』の博士は左記のように、 番目の「徴」を由らず、二番目の 徴 を由っている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の「徴」を二箇所とも由る説を提示しているが、現在は用いられていないとしている。
 
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声
明集私案記』と『魚山蠆芥集』との旋律の
相違の一つである。
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三三中）
 
 
 №４〈理趣経〉「剛」ｌ―
１８５ 
『魚山蠆芥集』には、「記云剛手
ノ
角モユルト
云
云
今ハ不由」（大正八四・八三五上）
と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「剛手言ノ角
ノ
博士皆由ル也
。 」
（続
真三〇・一二七上）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとしている。
 
なお、「永享六年本」の「剛」「手」「言」の「角」に「ユル」と注記されている。し
たがって、「永享六年本」は、『声明集私案記』と同一の指南であるといえ
 
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声
明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №５〈四智梵語〉「覩」―
１９ 
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『魚山蠆芥集』には、「記云ユリソルト
云
云
今ハ不然」（大正八四・八三六中）と注記
されている。一方、『声明集私案記』には、「摩娜［覩○
イ
］娜［覩○
イ
］ノ本ノ商［高○
イ
］
ヲ前［先○
イ
］ノ様ニ由リソラシテ末モ如
ク
ニ
二
以前
一
スル
。 」
（続真三〇・一一一上）と
記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いら ないとしている。
 
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №６〈大日讃〉「薩」０―１
 
『魚山蠆芥集』には、「記云薩
ノ
本ユルト
云
云
當世尓ラス」（大正八四・八三六中）と
注記されている。 方、『声明集私案記』には、「此讚ノ商ノ博士何レトモ少シヅツユルカスヘシ。（中略）蘖（マゝ）ハ商宮ヲ回シテ又商ヘ突上テソラズシテユリ
。 」
（続真三
〇・一一一下）と記述されている。『声明集私案記』には「蘖」とあるが、これは「薩」の間違いである 『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説を用いていないと述べられている。
 
また、この相違は、本節の第一項でみ 『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №７〈四智漢語〉「受」ｑ―６
 
『魚山蠆芥集』には、「受
ノ
本
ニ
打懸アリ此
ノ
様當世不
レ
用
一
記説也記ニハ打カケナキ
ヲ異説ト
云
云
」（大正八四・八三六下）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、
「受
ノ
本
ニ
折［打○
イ
］カケアリ。三ツ
[番○
イ
]メノ徴
ノ
中
ニ
カナヲ成ス。次
ニ
角ヲニツ重
テ星ヲツク。或ハ本ノ打カケ
ヲ
セズシテスクニ羽
ヲ
出ス是異説也
。 」
（続真三〇・一一三
上）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』 説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとしている。
 
「称名寺本ａ」
 
『声実抄』（続真三〇・一九上）『魚山蠆芥集』（大正八四・八三六下）
 
 
なお、右記のように、「称名寺本ａ」には折懸けのある博士、また『声実抄』には本説
として折懸けのある博士、異説として折懸けのない博士が掲載されている。したがっ 、「称名寺本ａ」と『声実抄』の本説は『声明集私案記』と同一の指南であるといえ
 
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
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№８〈佛讃〉「藍」ｓ―
１２ 
『魚山蠆芥集』には、「記ニハ末ニ星アリ」（大正八四・八三七上）と記述されている。
一方、『声明集私案記』には「多藍ノカナハ徴ノ中ヨリ末二成ス。末
ノ
角
ニ
星
ヲ
突
。 」
（続真三〇・一一四上）と記述されている。『魚山蠆芥集』の本説の博士は、左記のように突いていないので、『声明集私案記』の説を採用していない。
 
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三七上）
 
 
 №９〈文殊讃〉「真」ｔ―
１６ 
『魚山蠆芥集』には、「記云ユルカスト
云
云
今ハ不尓」（大正八四・八三七中）という
注記がある。一方、『声明集私案記』には、「眞座
ノ
二字ハ少シユル
。 」
（続真三〇・一
一四下）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとしている。
 
なお、「永享六年本」『声明集隆法口伝』は「ス」と注記しているので、
の指南と同じである いえる。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』 旋律の相
違の一つである。
 
 №
１０
〈吉慶梵語〉「瞢」ｖ―３
 
『魚山蠆芥集』には、「記云ユルト
云
云
當世不尓此讃ハ常ヨリ羽深ソルト
云
云
」（大正
八四・八三八中）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「瞢ハ商ノ中程ニカナヲ成ス。商ノ末ヨリ角徴卜回スニ。徴ニ成ルト思フ所ヨリユル也
。 」
（続真三〇・一一
九下）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとしている。
 
なお、「永享六年本」には「ユ」と注記されているので『声明集私案記』の指南と同じ
であるといえる。
 
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声
明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
１１
〈吉慶梵語〉「他」ｖ―
４７ 
『魚山蠆芥集』には、「記云怛他二字呂ト
云
云
依之
一
宮
ヲ
ユルト
云
云
當世不尓梵平唯律
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頌
ニ
違也」（大正八四・八三八中）と注記されている。一方、『声明集私案記』には「怛
多
ノ
二字
ハ
呂也。多
ヲ
ユリテ」（続真三〇・一二〇上）と「多」
（ 「
他
」 ）
の「宮」を由
る指南が記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとしている。また、実際に『魚山蠆芥集』の「他」の「宮」には「ス」と注記されている。
 
なお、『声明集隆法口伝』には「ス」と注記されているので、『魚山蠆芥集』の指南と
同じであるといえる。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
１２
〈吉慶梵語〉「扇」ｖ―
１２０ 
『魚山蠆芥集』には、「記云ユルクト
云
云
」（大正八四・八三八中）という「宮」を由
る指南が注記されている。しかし、「宮」の博士には「ス」とあるので、実際には由っていない。一方、『声明集私案記』には、「扇モ宮ヲ少ユリテ下
ノ
羽
へ
下ル。自
レ
是以前
ニ
アルモ以後ニアルモ。宮ヨリ羽へ下ル
［下羽博士
○ イ
］宮ハ呂
ニ
シ
テ
少ユルカス［
由歟○ イ
］ 。
〔委ク
ハ〕○ イ可
レ
尋
。 」
（続真三〇・一二〇上）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明
集私案記』の説を提示しているが、それを採用していない。
 
また、この相違は、本節の第一項でみ 『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
１３
〈阿弥陀讃〉「弥」～「也」ｗ―３～６
 
『魚山蠆芥集』には、「記意弥
ノ
羽ヨリ也
ノ
羽
マ
テ
各ユルト
云
云
當世
ハ
不尓也」（大正
八四・八三八下）と記述されて る。一方、『声明集私案記』には、「彌ハ末ノ羽
ヲ
由
ル
。
多
ハ
ニゴル也。多婆也
ノ
三字
ハ
皆由也
。 」
（続真三〇・一二三下）と「弥」「陀」「婆」
「也」を由る指南が記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていな としている。
 
なお、『声明集隆法口伝』は、「弥」「婆」「也」を「ス」と、「永享六年本」は「弥」
「陀」「也」を「ス」と注記しているの 、それぞれ『魚山蠆芥集』 指南と同じであるといえる。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案 』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つであ
 
 №
１４
〈阿弥陀讃〉「也」ｗ―６
 
『魚山蠆芥集』には、「此羽記意ユリテモ不吉」（大正八四・八三八下）と注記されて
いる。『声明集私案記』には、 ハ末ヲユリソラス也
。 」
（続真三〇・一二三下）と記
述されている。『魚山蠆芥集』は『声明集私案記』の由る指南を不吉 とみる。『魚山蠆芥集』の実際の博士に
も由の旋律名は付されていない。
 
なお、「永享六年本」には「ソ」と注記されているので、『声明集私案記』の指南と同
一であ といえ 一方、 声明集隆法口伝』には、「ス」と注記されているので『魚山蠆芥集』の指南と同じであるといえる。
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また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
１５
〈阿弥陀讃〉「也」ｗ―
１７ 
『魚山蠆芥集』には、「記云ユリソルト
云
云
今不尓」（大正八四・八三八下）と注記さ
れている。一方、『声明集私案記』には、「底也
モ
少ユル也。ユリテ末
ヲ
ソラス
。 」
（続
真三〇・一二三下）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとしている。
 
なお、「永享六年本」「文保二年本」は「ソ」と、『声明集隆法口伝』は「少ソ」と注
記しているので、それぞれ『声明集私案記』の指南と同一であ といえる。
 
また、この相違は、本節の第一項でみ 『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
１６
〈阿弥陀讃〉「那」ｗ―
３２ 
『魚山蠆芥集』には、「記
ニ
ハ
星アリト
云
云
」（大正八四・八三九上）という注記があ
る。しかし、左記のように実際には末に星を突い
ていない。一方、『声明集私案記』には、
「邇那
ノ
那ハカナヲ中ヨリ末
レ
少［
少末○イ
］成ス。角
へ
下ル末
ノ
角
ノ
終
ニ
星
ヲ
突
。 」
（続真
三〇・一二四上）という記述がある。『魚山蠆芥集』 『 集私 の説を採用いない。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』 旋律の相
違の一つである。
 
『魚山蠆芥集』（大正八 ・八三九上）
 
 
 №
１７
〈阿弥陀讃〉「佉」「縛」ｗ―
３８
、
３９ 
『魚山蠆芥集』には、「記云佉縛二字共ニユルト
云
云
今不尓」（大正八四・八三九上）
と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「佉縛ノ二字
ヲ
由
ル
。 」
（続真三〇・
一二四上）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとしている。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
１８
〈阿弥陀讃〉「迦」ｗ―
５７
～「羅」～
６１ 
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『魚山蠆芥集』には、「記云迦
ノ
羽ヨリ羅マテ羽
ヲ
各ユルト
云
云
今不尓
ラ
」（大正八
四・八三九上）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「迦ノ徴
モ
不
レ
由。徴
ヨリ羽
ヘ
折上
テ
二
タ
ユリ計リス［
シテユル
○イ
］ 。
尾質怛［但○
イ
］ノ三字
モ
タヲヤカニ。二タ〇
［由
リ
○イ
］計リヅゝユリテ拾
フ
也。羅ハ長シ。本ヲユリテ末ソラス也［○
イ
欠
］ 。
如
二
上
［先○
イ
］注
一
。 」
（続真三〇・一二四下）と「伽」「尾」「質」「怛」「羅」それぞれの
「羽」を る指南が記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとしている。
 
なお、「永享六年本」は、「尾」「質」「怛」の「羽」を「ス」と注記しているので
『声明集私案記』の指南と同一であるといえ
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
１９
〈阿弥陀讃〉「答」ｗ―
８４ 
『魚山蠆芥集』には、「記云本
ノ
宮ヲユルト
云
云
今ハユラサル也」（大正八四・八三九
上）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「答
ハ
本ノ宮ヲユル」（続真三
〇・一二五上）と記述されてい 『魚山蠆芥集』は、『声明集私案 』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとしている。
 
なお、「永享六年本」は「ユル」と注 されているので、『声明集私案記 の指南と同
一であるといえる。
 
また、この相違は、本節の第一項でみ 『声明集私案記』と『魚山蠆芥 』の旋律 相
違の一つ 。
 
 №
２０
〈阿弥陀讃〉「拏」ｗ―
９０ 
『魚山蠆芥集』には、「記ニハユルカス
云
云
今
ハ
不尓」（大正八四・八三六中）と注記
されている。一方、『声明集私案記』には「拏ハ本
ヲ
少シユルカシテ末
ヲ
ソラス
。 」
（続
真三〇・一二五上）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、 説を提示しているが、現在はその説は用いられていない している。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つであ 。
 
 №
２１
〈四波羅蜜〉「羅」ｘ―６
 
『魚山蠆芥集』には、「記云本ヲユルカスト
云
云
」（大正八四・八三九上）と注記され
ている。しかし、「宮」の博士には旋律名がないの 、実際には由っていない。一方、『声明集私案記』には「日ラ
ノ
ラモ本ヲ少ユルカシテ末ヲソラス也
。 」
（続真三〇・一二
三上）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、それを採用していない。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
２２
〈四波羅蜜〉「曰」ｘ―
１６ 
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『魚山蠆芥集』には、「記云商ヲモユルト
云
云
今不尓」（大正八四・八三九上）と注記
されている。一方、『声明集私案記』には、「曰
ノ
商ヲ由ル
。 」
（続真三〇・一二三上）
と「商」を由る指南が記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとしている。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つであ 。
 
 №
２３
〈四波羅蜜〉「薩」ｘ―
１２
「怛」ｘ―
１３ 
『魚山蠆芥集』には、「記云サト
ノ
二字ユルト
云
云
今ハ不尓」（大正八四・八三九上）
と注記されている。しかし、それぞれの「商」の博士には旋律名がないので、実際には由っていない。一方、『声明集私案記』には「薩怛ノ二字モ由ル
。 」
（続真三〇・一二三上）
と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案 』の説を提示して るが、現在その説は用 られていな としている。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
２４
〈金剛薩埵〉「慢」ｙ―
２２ 
『魚山蠆芥集』には、「記ニハ商
ノ
本
ヲ
ユルト
云
云
」（大正八四・八三九中）と注記さ
れている。しかし、「宮」の博士には旋律名がないので、実際には っていない。一方、『声明集私案記』には、「曼
モ
宮ヨリ商へ折上テ商
ノ
本
ヲ
二由計シテ本
ヲ
［末○
イ
］不
レ
由。
少ソラシテ多
ヘ
移
ル
。 」
（続真三〇・一二一下）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、
『声明集私案記』の説を提示しているが、そ を採用していない。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
２５
〈金剛薩埵〉「怛」ｙ―
２５ 
『魚山蠆芥集』には、「記ニハユルト
云
云
今不尓」（大正八四・八三九下）と注記され
ている。ただし、「商」の博士には旋律名がないので、実際には由っていない。一方、『声明集私案記』には、「捺ノ末
ノ
商モ由テ長クハセズシテ
［ （
羅
ニ
移
ル
也
。 ）
○イ
］ 。 」
（続真三〇・一二一下）と「商」を由る指南が記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示 ているが、現在はその説は用いられ ないとしている。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
２６
〈金剛寶〉「怛」ｚ―５「曩」
 
『魚山蠆芥集』には、「記ニハ怛曩二字少ユルカスト
云
云
今不
レ
然也」（大正八四・八
三九下）と注記されている。一方、『声明集私案記』には「怛曩
ノ
二字少ユルカス也
。 」
（続真三〇・一二二上）と「怛」「曩」の「商」をそれぞれ由 指南が記述されて る。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いらいないとしている。
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また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №
２７
〈金剛寶〉「羅」ｚ―
１１ 
『魚山蠆芥集』には、「記云折捨ルト
云
云
」（大正八四・八三九下）と注記されている。
一方、『声明集私案記』には、「縛日羅
ノ
羅ハ商
ヨ
リ
宮
ヘ
下
テ
長クハセス。折捨
ノ
如ニシ
テ次ノ羅ニ移
ル
。 」
（続真三〇・一二二上）と記述されている。『魚山蠆芥集』は「羅」
と、次の「角」で記譜されている「他」（ｚ―
１２
）の間に「二字
ノ
自下也」と注記があ
るので、「羅」「他」は切っていないと考えられる。したがって、『声明集私案記』の「羅」 「他」の間で、いったん「折捨」をする『声明集私案記』の指南で『魚山蠆芥集』は唱えていなかったと考えられる。
 
 №
２８
〈金剛法〉「輸」
α
―
１９ 
『魚山蠆芥集』の「輸」
α
―
１９
の欄外には左記の下方の博士が掲載されており、そ
の傍らには「輸記
ニ
ハ
如此今
ハ
不尓近来
ノ
博士今
ハ
還古
ニ
一
スル也南方
ノ
訶又同
云
云
」
（大正八四・八四〇上）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、〈金剛法〉にではなくて〈金剛寶〉
（ 〈
南方讃
〉 ）
の「訶」の箇所に「摩訶ノ訶ニハ異説有。商
ヲ
宮
へ
回シテ又商
ヘ
突上テ本ヲ少
シ
由ル。末
ヲ
ソラシテ角
ヘ
突上。是ハ根本博士也。今ハ本ヲ回
シテ商
ヘ
突上テ。タヲヤカニ由テ又角
ヘ
折上也。是祕讚
ニ
有ル博士
ノ
近来シツツケタル也。
以下此博士皆同
レ
之
。 」
（続真三〇・一二二上）と「商」を「角」へ折り上げる指南が記
述されている。『魚山蠆芥集』は、『声明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説は用いられていないとし いる。
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八四〇上）
 
 
 
『魚山蠆芥集』異説（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 二
 
出典が明示されない形式
 
 
次のように、現行の唱法と相違する『声明集
私案記』の指南が、出典が明示されない形
式で提示される事例が五例あった。
 
 №１〈三条錫杖〉「實」ｇ―
１５ 
『魚山蠆芥集』には、「實
ノ
商古
ハ
ソト云當時不尓也」（大正八四・八二六下）と「實」
の「商」を「反」る「古」の指南 注記されている。一方、『声明集私案記』は「實
ハ
本
ノ
商
ヲ
ソラシテ宮
ヘ
下
ス
。 」
（続真三〇・九五下）というように「古」の指南と同一の記
述がある。
 
なお、『声実抄
５
』「文保二年本
６
」「永享六年本」『声明集隆法口伝
７
』は「古」の
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説と同様に反る指南をしている。『魚山蠆芥集』のみ反らない指南である。したがって『魚山蠆芥集』は、「古」の説と相違している。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №２〈金剛界〉「不」ｊ―
２５１ 
『魚山蠆芥集』には「古云四位同長
云
云
雖然第三
ノ
山少豆」（大正八四・八三〇上）と
いうように、「不」の 宮 「羽」「徴」「
羽」の音価を等しくする「古」の指南が注記
されている。一方、『声明集私案記』 不
ハ
宮羽徴羽
ノ
四同シ長サニスベシ
。 」
（続真三〇・一〇一下）と『魚山蠆芥集』の「古」と同一の指南が記述されている。ただし、『魚山蠆芥集』は三番目の「徴」を短くする指南が加筆され「古」や『声明 私案記』の指南と相違し
 
 №３〈理趣経〉「盧」ｌ―
３１４ 
『魚山蠆芥集』には、「古云持上様ト
云
云
声エハキツカトハ不持上也 （大正八四・八
三五中）という「角」から「徴」へ持ち上げる指南が注記されてい 。一方、『声明集私案記』には、「ル
ノ
本ノ徴
ヲ
モ
ユル。角
ヘ
折下
テ
重
テ
ソラシテ商
ヘ
下
テ
商
ノ
末ヲソラズ。
角
ヘ
折上テ角
ノ
末
ヲ
［本○
イ
］持上ル様
ニ
徴ヘ折上テ由ル
。 」
（続真三〇・一二九上）と
『魚山蠆芥集』と同一の指南が記述 しかし、 に 「不持上也」と記述されているので実際に『声明集私案記』の指南を採用していない
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №４〈吉慶漢語〉「諸」ｕ―１
 
『魚山蠆芥集』には、「ユルカス一説アリ」（大正八四・八三七下）と「商」を由る説
もあると注記されている。『声明集私案記』も「諸ノ末ノ商ト佛ノ商ト少ユルカス也
。 」
（続真三〇・一一六下） 「商」を由る「一説」と同一の指南が記述されている。また、「文保二年本」の「商」にも「ユ」の注記が
ある。そして、『魚山蠆芥集』の「商」には
実際には由る旋律名はない で「一説 採用していない。
 
また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
 №５〈吉慶漢語〉 祥」ｕ―
４８ 
『魚山蠆芥集』には、「祥
ノ
根
ニ
打懸アリト
云
云
當世不尓
一
又末
ノ
角
ニ
星アリト
云
云
是
又無尓」（大正八四・八三七下）と注記されている。一方、『声明 私案記』には、「祥本ノ羽ノ始［初○
イ
］ヲ打カケテ。末
ヲ
ソラシテ徴
ヘ
下テ徴
ノ
中
ニ
カナヲ成ス。角
ヘ
下ル角
ノ
終リニ星ヲ突
。 」
（続真三〇・一一八上）と記述されている。『魚山蠆芥集』は、『声
明集私案記』の説を提示しているが、現在はその説 用 られていないとしている。実際の博士でも左記のように、打ち懸けていない。なお、左記のように 称名寺本ａ」は本を打掛けているので、『声明集私案記』の指南と同じであるといえる。
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また、この相違は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律の相
違の一つである。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三七下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上のように、『魚山蠆芥集』が現行の唱法と一致せず、採用もしなかった『声明集私
案記』の指南を挙げている三十三の事例をみてきた。なお、これら三十三例のうちの二十八例で、「今ハ不由」「今ハ不尓」「當世不
レ
用」「當時不尓」等として、これらの指南
はその当時既に用いられていなかったことを明言し いる
 
なお、ここでみた三十三事例のうちの二十九例は、本節の第 項でみた『声明集私案記』
と『魚山蠆芥集』と 間で違いがみられた旋律についての指南であった つまり、長恵は、『魚山蠆芥集』と相違する八十六の『声明集私案記』の旋律のうちの二十九を、つまり約三分の一以上を、『魚山蠆芥集』に注記したことになる。
 
このように、長恵の時代に用いられていない或いは用いるべきではないと判断した『声
明集私案記』の指南であっても 長恵はそれ
を無視せずに、その多くを出典を明示して提
示した。これは、先述したように、隆然によって著された覚証院方の正統な口伝書として『声明集私案記』を位置付け 声明集私案記』へ 敬意を表明し、こ ことによって自から編集 『魚山蠆芥集』の正統性を主張するためであっ と考えられる。
 
また、長恵は、一―№２の〈胎蔵界〉の「唯」ｋ―
３９６
では、現行の唱法が『声明集私
案記』の指南と大分相違してしまったことを報告している。その理由 「声明師」が『声明集私案記』の指南を違えてしまったからだとしている。もしかすると、長恵は 「声師」によって違えられてしまったと判断し 指南 主に選んで掲載した可能性があるとも考えられる。
 
また、「古」の説と同じ内容の指南が「文保二年本」（二―№１、№４）・「永享六年
本」（二―№１）・『声実抄』（二―№１）・『声明集隆法口伝 （二―№１）にもみられる。このことからも、先述したように、長恵が 声明集私案記』の説を「古」とし 提示したのは、同じ説が『声明集私案記』以外にもあり、共有されていた情報なの 、典拠として『声明集私案記』を明記しな った可能性が考えられるであろう。
 
 
第三目
 
現行の唱法と一致しないが許容される一説として提示された指南
 
 
 『魚山蠆芥集』が、現行の唱法と相違する『声明集私案記』 を、現行の唱法と共
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存できる許容範囲内の一説として提示していると思われる事例が、次のように、合計十例確認できた。そのうち出典が明示される形式が七例、明示されない形式が三例であった。
 
 
 
 
 
 一
 
出典が明示される形式
 
 
次のように、出典が明示される形式で、現行の唱法と相違する『声明集私案記』の指南
が、許容範囲内の一例として提示されたと思われる事例が七例あった。
 
 №１〈云何唄〉「得」「長」「壽」ｃ―３～５
 
『魚山蠆芥集』には「案記云得長壽
ノ
三字一息也
ム
云
雖然息短
ハ
長
ニ
テ
可
レ
切
一
」（大
正八四・八二五下）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「息
ヲ
續スマシテ
得長壽
ノ
三字
ヲ
一
ト
イキ二スル也
。 」
（続真三〇・九一上）と記述されている。『魚山蠆
芥集』では息が短ければ「長」で息継ぎをしてもいいと述べられているが、『声明集私案記』の指南を許容される範囲の一説として掲載したと考えら る。
 
 №２〈金剛界〉「帰」ｊ―
３６９ 
『魚山蠆芥集』には、「案記云五悔若高クハ鑁
ノ
商
ニ
皈
ヲ
出スヘシト
云
云
」（大正八
四・八三〇中）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「若
シ
五悔高クハ勧請
ハ尚高キ間シニクシ。此
ノ
時ハ先ノ鑁ノ末ナル商ノ聲ヲ以
テ
歸命ノ宮
ヲ
出スヘシ。是
ハ
五
悔ノ高キ時ノ事也
。 」
（続真三〇・一〇二上）と「五悔」が高い時に限り、「鑁」の「商」
の音で「歸命」を出す指南がされている。長恵は『声明集私案記』の指南を 説として掲載していると考えられる。
 
 №３〈金剛界〉「誓」ｊ―
４１７ 
『魚山蠆芥集』には、「記云誓
ノ
博士カル〱ト律
ノ
声
ニ
スヘシ
云
云
三
ノ
由
ノ
ユリヲリニ
不可混
一
故
ニ
律
ノ
声
ニ
スト云也折目
ニ
カナヲ付
ス
ト云モ律
ノ
声
ニ
キコヘシメテ三
ノ
博士不
可混
ス
一
故実也」（大正八四・八三〇下）と注記されている。一方、『声明集私案記』に
は、「本誓
ノ
誓
ハ
餘ヨリカルカル
ト
律聲
ニ
ユリテ角
ヘ
下テカナヲ折目
ニ
成ス。此字
ヲ
律聲
ニ
スル事ハ次
ノ
字
ノ
ユリ下
ナ
ル
カ
故也。ユリ下
ニ
マカウ間餘ヨリカルカルトス［ユ○
イ
］ル
也。折目
ニ
カナヲハ密
カ
ニ
成ス
。 」
（続真三〇・一〇三下）と記述されている。『魚山蠆
芥集』は『声明集私案記』の「誓」を「律声
」にする指南を一説として掲載していると考
えられる
 
 №４〈胎蔵界〉「帰命頂礼大」ｋ―
１０６
～
１１０ 
『魚山蠆芥集』には、「案記云皈命頂礼
ハ
只拍子ト
云
云
」（大正八四・八三一下）と注
記されている。一方、『声明集私案記』には、 歸命頂禮
ハ
只拍子也」（続真三〇・一〇
六下）と記述されている。『魚山蠆芥集』は『声明集私案記』の指南を一説として掲載していると考えられ
 
 №５〈胎蔵界〉「衆」ｋ―
４７１ 
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『魚山蠆芥集』には、「記云豆也ト
云
云
古
ハ
引
云
云
」（大正八四・八三三上）と注記さ
れている。一方、『声明集私案記』
「 〔
衆生
ノ
衆
ハ
末
ノ
徴
ヲ
ユラズ。短シテ末へ移ル
也
。 〕
○イ
」（続真三〇・一〇八下）と記述されている。『魚山蠆芥集』は『声明集私案記』
の説と「古」の説をそれぞれ一説として掲載している。
 
 №６〈胎蔵界〉「者」ｋ―
５２７
「羅」ｋ―
５２８ 
『魚山蠆芥集』には、「記云羅同長也但羅ヲユレハラハ者ヨリハ長也」（大正八四・八
三三上）と注記されている。一方、『声明集私案記』には、「者羅
ノ
二字ハ同シ長サニス
ル也
。 」
（続真三〇・一〇八下）と記述されている。『魚山蠆芥集』は『声明集私案記』
の指南を一説として掲載し ただし、実際の『魚山蠆芥集』の「 」の「徴」には「ユ」の注記がある。したがっ 、『魚山蠆芥集』は由っているので 羅」を「者」よりも長く唱えている。
 
 №７〈吉慶漢語〉「諸」ｕ―１
 
『魚山蠆芥集』には、「記云晴時商ヨリ」（大正八四・八三七下）と注記されている。
一方、『声明集私案記』には「諸ヲハ商ヨリモ出ス。又角ヨリモ出ス。何レモ不
レ
苦。睛
ノ座敷ナドニハ商ヨリ出ス
。 」
（続真三〇・一一六下）と記述されている。『魚山蠆芥集』
は『声明集私案記』の指南を一説として掲載 いる。
 
  
 
 
 
二
 
出典が明示されない形式
 
 次のように、出典が明示されない形式で、『声明集私案記』の指南が、許容範囲内の一
例として提示されたと思われる事例が三例あった。
 
 №１〈対揚〉「伽」ｉ―
７０ 
『魚山蠆芥集』には、「古云此博士カトモナクマワシテ不折
云
云
ソルヘカラス」（大正
八四・八二八上）というように、「伽」の初重の「羽」から「宮」へ回す「古」の指南が注記されている。一方、『声明集私案記』には 「伽藍
ノ
伽
ノ
字
ハ
羽宮ヲハ不
レ
折也。カ
ドモナク廻
ス
〇［也。○
イ
］ 」
（続真三〇・九九下）というように『魚山蠆芥集』の「古」
と同一の指南が記述されている。ただし、『魚山蠆芥集』 実際の唱法は不明である。
 
なお、「文保二年本」にも「折目
モ
無
ク
マワス説
モ
アリ」という同一の内容の記述があ
る。このように『魚山蠆芥集』に引用されている「古云 「羽」から「宮」へ回す説の典拠は『声明集私案 』以外にあったようなのでこの説の典拠として『声明集私案記』を明記しなかったのだと考えられる。
 
 №２〈胎蔵界〉「誓」ｋ―
６４５ 
『魚山蠆芥集』には、「古ハ火ト
云
云
」（大正八四・八三三中）という「古」の「羽」
を短くする指南が注記されている。一方、『声明集私案記』にも「三ツ［番○
イ
］メノ誓
ハ
羽
ヲ
少
シ
ソラシテ短
ク
シテ上ノ宮へ折上テ末ヲ本ヨリ長シ」（続真三〇・一〇九下）とい
う「羽」を短くする同一の 述がある。ただし 魚山蠆芥集』の実際の唱法 不明であ
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る。
 
 №３〈心略漢語〉「碍」ｒ―
１０ 
『魚山蠆芥集』には、「或説云此商
ヨ
リ
呂
ト
云
云
或尚律
ト
云
云
」（大正八四・八三七上）
という「碍」の「商」から「呂」に反音にする、もしくは「律」に留まる「或説」の指南を注記している。一方、『声明集私案記』には、「無碍
ノ
下ヨリ呂也。或ハ律
。 」
（続真
三〇・一一四上）と同一の記述がある。『魚山蠆芥集』の指南 或 の説と同一であるといえる。ただし、『魚山蠆芥集』の実際の唱法は不明である。
 
 以上のように、『魚山蠆芥集』が、一説として『声明集私案記』の指南を挙げていると
思われる箇所は十箇所みられる。
 
ただし、これらの事例の中には、『魚山蠆芥集』の実際の唱法が不明のものが多く、こ
れらの指南が一例 して併存が認められていたのか、採用されなかったのかの判断も決して容易ではない。この第 の分類の分析と考察は、今後の課題としたい。
 
なお、ここでも「古」 説と同じ内容の指南が「文保二年本」（二―№１）にもみられ
る場合もあった。
 
 以上のように、『魚山蠆芥集』は五十四箇所において『声明 私案記』の指南を提示し
ていた。それらの中で、自己の正統性を示すために、『魚山蠆芥集』の現行の唱法と一致する指南を提示する事例が十一例あった。
 
『魚山蠆芥集』と一致しない指南を提示する
事例は四十三例であったが、その中で明ら
かに実唱に採用しなかったにもかかわらず提示した事例が三十三例あった。
 
また、四十三例中二十九例は旋律に関する指
南であった。『魚山蠆芥集』と相違する
『声明集私案記』の旋律は八十六であったので、長恵は『魚山蠆芥集』と相違する八十六の『声明集私案記』の旋律うちの二十九を、つまり約三分の一以上 、『魚山蠆芥集』に掲載していたことになる。
 
以上のことから、同じ覚証院方に属し基本的に同一の声明を伝えながらも より革新的
な傾向をもった隆法系の『魚山蠆芥集』の唱法と保守的な慈鏡系の『声明集私案記 の指南には、ある程度の相違が生じていたといえる。こ ような状況において長恵は、隆法系の唱法によって『魚山蠆芥 』を編んだが、『声明集私案記』を隆然によって著された覚証院方の正統な口伝書として受け入れ、『声
明集私案記』の指南を多数『魚山蠆芥集』に
掲載し、『魚山蠆芥集』 正統性を主張したと思われる。『魚山蠆芥集』はこ ような方向性を持って『声明集私案記』を受用したと思われる。
 
なお、このような経緯を考えると、『魚山蠆芥集』成立当時に『声明集私案記』つまり
慈鏡系の声明の伝承が衰退していた可能性を考えることもできると思われる。
 
 
第四目
 
流派の情報
 
 『声明集私案記』には 諸系譜の指南を対比した記述が存在する。それらの記述の『魚
山蠆芥集』への引用をみることによって、長恵の時代 相応院流、東南院方、金剛三昧院
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方の高野山における影響力について明らかにしたい。
 
 
一
 
相応院流と進流
 
 『声明集私案記』には、進流と相応院流との指南を対比した記述が二十三箇存在する。
それを、『魚山蠆芥集』に掲載されているものと掲載されていないものとに分類し、『魚山蠆芥集』の時代の相応院流の影響力について推定したい。
 
 （一）
 掲載
 
 長恵が『魚山蠆芥集』に掲載した『声明集私案記』の相応院流と進流を対比する情報は
次の十例である。
 
 №１〈三条錫杖〉「世」ｇ―
５８ 
『声明集私案記』には、「三世
ノ
置聲
ハ
相應院
ナ
リ
。 」
（続真三〇・九六上～下）とい
う相応院の指南についての記述がある『魚山蠆芥集』には、「相応院
ニ
ハ
イ
ノ
カナアリ進
ニ
ハ
イ
ノ
カナ無シ」（大正八四・八二七上）いう相応流と進流の仮名の位置を対比した注
記がある。一方、『魚山蠆芥集』では、相応院流の情報に加えて 進流の情報が付加されている。また、『声明集隆法口伝』には、「イ
ノ
カナ無シ」とある。したがって、『魚山
蠆芥集』は『声明集隆法口伝』を見 新たな情報を加えた可能性がある。
 
 №２〈対揚〉句数について
 
『声明集私案記』には、「對揚ニ異説
ア
リ
進
ノ
様
ニ
ハ
半句結也。灌頂
ニ
ハ
九句結
フ
也。
常
ニ
ハ
十一句。多
ク
ハ
十三句是不
レ
可
レ
過也。少
キ
ハ
七句也。七句十三句
ハ
希有
ノ
［○
イ
欠］
事也。進
ノ
樣
ニ
モ
七句
ヲ
用
ル
コ
ト
在
レ
之。七句計ナリトモ不
レ
苦也。句
ノ
數
ハ
初
ノ
南無ヨ
リ終リノ所願成辨マテ也。相應院
ニ
ハ
重半不
レ
定也。灌頂
ニ
ハ
八句
ニ
結也。餘
ハ
不
レ
定
也
。 」
（続真三〇・九九下）という相応院流と進流の指南についての記述がある。一方、
『魚山蠆芥集』には「一句数事十三句十一句七句也相応院流
ニ
ハ
重半不定也」（大正八
四・八二八中）と注記されている。したがって、『声明集私案記』の記述 『魚山蠆芥集』に継承されている。
 
 №３〈金剛界〉「礼佛」の「南」ｊ―
６０６
の読み方について
 
『声明集私案記』には、「進樣ニハ阿閦ヨリ以下ノ三十六尊ヲナモトシテ最初ヲハナウ
ボトスル也。相應院ニハ總シテ三十七尊ヲナウボトスル
。 」
（続真三〇・一〇五上）とい
う相応院流と進流の指南についての記述がある。一方、『魚山蠆芥集』には「相応院
ニ
ハ
三十七尊
ヲ
皆ナウボ―トスル也」（大正八四・八三一上）とある。『魚山蠆芥集』は進流
の情報はないが、相応院流については言及している。
 
 №４〈胎蔵界〉「三」ｋ―
５５４ 
『声明集私案記』には、「十三大會
ノ
○
［三
ノ
○イ
］字ニ異説多也。相応院ニハ直
ニ
三卜
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ハセズ。ソントシテ博士
ヲ
ハ
ソラシテ上
ノ
宮
ヘ
折上
ル
也。進
ノ
樣
ニ
ハ
此博士
ヲ
異説ニスル
也。但
シ
［ （
進
ノ
樣
ニ
ハ
）○
イ
］乙ソントハ不
レ
言直ニ三卜云也。相応院ニ限
テ
ソントスル
也。進
ノ
樣ニハ此
ノ
博士ノ一説
ニ
又徴
ヲ
ユリテ上
ノ
宮へ折上ル也。是
レ
一説○［也。○
イ
］
又上
ノ
宮計
［ （
ユル）○
イ
］是一説也。営世ハ多分徴計シテ末ヲ突テ大へ移ル
。 」
（続真三
〇・一〇九上）と記述されている。一方、『魚山蠆芥集』には、「三古云進流異説相応院ニ
ハ
三ソントスルト
云
云
」（大正八四・八三三中）と注記されている。したがって、『声
明集私案記』の記述は『魚山蠆芥集』に継承されている。
 
 №５〈四智梵語〉「達摩誐夜那」ｎ―
２５
～
２９ 
『声明集私案記』には、「相應院ニハ羅ニテ切テ逹摩誐也那ノ五宇ヲ云イツヅクル也。
進樣ニハ逹アテ切テ摩誐也那［奈
○イ
］マテスル也。但シ誐也ノ徴ハ［誐徴
ナレトモ
○イ
］ユラズ。
餘ハユル
。 」
（続真三〇・一一一下）という相応院流と進流の指南についての記述がある。
一方、『魚山蠆芥集』には、「相応院
ニ
ハ
羅
ニ
テ
切」（大正八四・八三六中）と注記され
ている。『魚山蠆芥集』では、進流の切る箇所については言及されていない。
 
 №６〈大日讃〉「迦」ｏ―
２７ 
『声明集私案記』には、「次ニ下
ノ
迦ヲ相應院ニハ清
テ
スル。進樣ニハ濁ル也
。 」
（続
真三〇・一一二上）という相応院流と進流の指南についての記述がある。一方、『魚山蠆芥集』には、「相応院
ニ
ハ
清進
ニ
ハ
濁」（大正八四・八三六下）と注記されている。した
がって、『声明集私案記』の記述は『魚山蠆芥集』に継承され いる。
 
 №７〈不動讃〉「僧」ｐ―
５５ 
『声明集私案記』には、「僧ノ字ヲハ進
樣ニハソトスル也。相臆院ニハソウ
ト
スル也
。 」
（続真三〇・一一二下）という相応院流と進流の指南についての記述がある 一方、『魚山蠆芥集』には「進流ニハソトスル也相応ニハソウトスル也」（大正八四・八三六下）と注記されている。したがって、『声明集私案記』の記述は『魚山蠆芥 』に継承されている。
 
 №８〈吉慶漢語〉「沐」ｕ―
２９ 
『声明集私案記』には、「相應院ニハ沐ヲ濁ス也。進樣ニハスム也
。 」
（続真三〇・一
一七下）という相応院流と進流の指南につい の記述がある。一方、 に「濁
ハ
相応院清
ハ
進流」（大正八四・八三七下）と注記されている。したがって、『声明
集私案記』の記述は『魚山蠆芥集』に継承されて る。
 
 №９〈吉慶梵語〉「蘗」「婆」ｖ
１４
～
１５ 
『声明集私案記』には、「此讚進相
ノ
清濁アリ。蘗
○
○
婆
○
ハ
相
［ （
應院）○
イ
］
○
蘗
○
○
婆
ハ
進○［樣○
イ
］也
。 」
（続真三〇・一一九上）という相応院流と進流の指南について
の記述がある。一方、『魚山蠆芥集』には、「婆」に「今
ハ
相流
ニ
同
シ
テ
清也」（大正八
四・八三八中）と注記されている。したがって、『声明 私案記』の記述は 魚山蠆芥集』に継承されている。
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 №
１０
〈金剛寶〉「羅」ｚ―４
 
『声明集私案記』には、「相
［ （
應院
ニ
ハ
）○
イ
］アラ
ト
云也。進○［樣
ニ
ハ
○イ
］ラ
ト
云
也
。 」
（続真三〇・一二二上）という相応院流と進流の指南についての記述がある。一方、
『魚山蠆芥集』には「此賛
ノ
頭
ノ
句
ノ
羅ラ相応院流ニハアラトスル也當流
ノ
意
ハ
上
ノ
羅
ニ
アノ響アル處
ニ
別
シ
テ
アトスルニ不
レ
及也」（大正八四・八三九下）と注記されている。
したがって、『声明集私案記』の記述は『魚山蠆芥集』に継承されている。
 
 （二）不掲載
 
 長恵が『魚山蠆芥集』に掲載しなかった『声
明集私案記』の相応院流と進流を対比する
情報は次の十三例である。
 
 №１〈云何唄〉「云」「何」ｃ―１～２
 
 
『声明集私案記』には「相應院
ニ
ハ
ウムカ
ノ
三字
ヲ
同長サニスル也。進
ノ
様
ニ
ハ
不
レ
爾
ラ
［然○
イ
］云何
ノ
二字同長サニスル也何
ノ
字
ニ
テ切」（続真三〇・九一下）という相応院
流と進流の指南についての記述がある。一方、『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容の注記はない。
 
 №２〈云何唄〉「壽」ｃ―５
 
『声明集私案記』には、「壽
ノ
博士
ノ
末
ハ
大略如來唄
ニ
同
シ
相應院
ニ
ハ
末
ノ
宮
ヲ
二
ツ
ノ
コシテ聲
ヲ
切ル。進ノ様
ニ
ハ
一
ツ
ノコシテ声
ヲ
切
ル
。 」
（続真三〇・九一上）という相応
院流と進流の指南についての記述がある。一方、『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容注記はない。
 
 №３〈三條錫杖〉「護持弟子」
１０７
～
１１０ 
『声明集私案記』には、「相應院
ニ
ハ
弟子マテスル也。進樣
ニ
ハ
不
レ
然護持計
リ
スル
也
。 」
（続真三〇・九六下）という相応院流と進流の指南についての記述がある。一方、
『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容の注記はない。
 
 №４〈金剛界〉「常」ｊ―７
 
『声明集私案記』には、「常
ノ
字
ノ
商
モ
ユラサル也相応院
ニ
ハ
ツヨクユル也
。 」
（続真
三〇・一〇〇上）という相応院流と進 の指南についての記述がある。一方、『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容の注記はない。
 
 №〈５金剛界〉「發」ｊ―
１２４ 
『声明集私案記』には、「相應院
ニ
ハ
此
ノ
發
ノ
字
ヲ
濁
シ
テ
スル也
。 」
（続真三〇・一〇
一上）という相応院流の指南についての注記がある。一方、『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容の注記はない。
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№６〈金剛界〉「般」ｊ―
２１１ 
『声明集私案記』には、「臨般
ノ
般
ノ
羽中ヨリ少シ末
ニ
テ
［ （
ツノ）○
イ
］カナヲ成
ス
。
後
ノ
徴
ヘ
下
ル
相應院
ニ
此
ノ
般
ノ
字
ニ
少シ末ニムノカナノヲ成
ス
。 」
（続真三〇・一〇一上）
という相応院流の指南についての記述がある。一方、『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容の注記はない。
 
 №７〈金剛界〉「勧請」の入句について
 
『声明集私案記』には、「勸請
ノ
入句
ノ
事仁海作法集
ニ
ハ
佛菩薩明王天等共
ニ
教令輪ノ
下ニ可
レ
入
ル
。小野
ノ
勧請集
ニ
ハ
佛菩薩ハ十六八供ノ下 入ト。明王天等ヲハ○［共
ニ
○イ
］
教令輪
ノ
下ニ入。佛菩薩ハ正法輪ナル間教令輪
ノ
［イ欠］上ニ入
ル
レ
之
ヲ
。進
ノ
様ニハ佛
菩薩ヲ十六八供
ノ
次
ニ
入
レ
。明王天等ヲハ教令輪ノ次ニ入也。相應院ニハ定
テ
明王天等
ヲ
教令輪ノ次ニ入ル也［○
ロ
欠
］
今進
ノ
様ニモ多分佛菩薩明王天等
ヲ
○［共
ニ
○イ
］教令輪ノ
次ニ入ル也。進
ノ
様ニハ何レニモ不
レ
苦。當世ハ何ヲモ教両輪ノ次
ニ
入ル也
。 」
（続真三
〇・一〇三上）という相応院流と進流の指南についての記述がある。一方、『魚山蠆芥集』には、「入句
ヲ
ハ
教令輪
ノ
可入也小野
ノ
勧請集
ニ
ハ
佛菩薩ヲハ十六供
ノ
次
ニ
入
レ
明王天等
ヲ
ハ
教令輪
ノ
次
ニ
入
ル
ト
云
云
進
ノ
様
モ
本
ハ
如
レ
此スル也然ルヲ近代
ハ
佛菩薩ヲモ教令輪
ノ
次
ニ
入也此ハ仁海
ノ
作法集
ノ
意也當時用之
ヲ
一
但依意業
ニ
一
新古用否可有也」（大正八
四・八三〇下）とある。『魚山蠆芥集』では、相応院の情報が無くなっている。
 
 №８〈金剛界〉ｊ―
４７１
「愊」の読み方について
 
『声明集私案記』には、「相應院ニハ福
ト
ハ
セズフトスル也」（続真三〇・一〇四下）
という相応院流の指南についての注記がある。一方、『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容の注記はない。
 
 №９〈金剛界〉「普供養」「阿」
５００
より読み始める指南
 
『声明集私案記』には、「相応院ニ 阿ヨリスル也」（続真三〇・一〇四下）という相
応院流について がある 一方、『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容の注記はない。
 
 №
１０
〈金剛界〉「大」ｊ―
６８０
の読み方について
 
『声明集私案記』には、「相應院ニハ大悲胎［大○
イ
］藏
ノ
大
ヲ
ハ
濁ス也
。 」
（続真三
〇・一〇五上）という相応院流の指南について 注記がある。一方、『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容の注記はない。
 
 №
１１
〈金剛界〉「所修功徳」の旋律
 
『声明集私案記』には、「相應院ニハ所修功徳ヨリ徴
ノ
音
ニ
博士
ヲ
スル也
。 」
（続真三
〇・一〇五下）という相応院流の指南 の注記 。「所修功徳」の詞章及び博士はないため、これと同じ内容の注記はない。
 
 №
１２
〈金剛界〉「喜」ｊ―
７０３
の旋律
 
『声明集私案記』には、「喜ハ徴也。相應院ニハ博士ヲ羽徴
ト
スル也
云
云
」（続真三
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〇・一〇五下）という相応院流の指南についての注記がある。一方、『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容の注記はない。
 
 №
１３
〈吉慶梵語〉「瞢」ｖ―３
 
『声明集私案記』には、「相
［ （
應院
ニ
ハ
）○
イ
］瞢
ノ
博士ヲ三段ナガラ。末ノ徴
ヲ
回
シ
テ
上ル所ヲ押
ヘ
テ
喉ヨリ出スル也
。 」
（続真三〇・一一九下）という相応院流の指南につ
いての注記がある。一方、『魚山蠆芥集』には、これと同じ内容の注記はない。
 
 以上のように、『声明集私案記』には、「相応院」と「進流」の指南を対比した記述が
二十三箇存在する。そのうちの十箇は、『魚山蠆芥集』に掲載されているが、十三箇は、掲載されていない。つまり、長恵は『声明集私案記』の「 」 「進流」 指南を対比する記述の半分以上を『魚山蠆芥集』に載せなかったといえる 長恵の掲載と非掲載の基準は分からないが、長恵はあまり相応院流を意識していな 可能性を指摘できる。これは、長恵が『魚山蠆芥集』を編纂した十五世
紀から十六世紀初期には、高野山における相
応院流の影響力が弱まったことを反映していると考えられる。
 
 二
 
覚証院方と東南院方
 
 『声明集私案記』には、「覚証院」と「東南院」の指南を対比した記述が三箇存在する。
それを、『魚山蠆芥集』に掲載されているもの 掲載され ないものとに分類し、『魚山蠆芥集』の時代の東南院方の影響力につい 推定したい。
 
 
（一）掲載
 
 長恵が『魚山蠆芥集』に掲載した『声明集私案記』の覚証院方と東南院方の情報の記述
は次の二例である。
 
 №１〈梵音〉「勝」ｆ―５「寶」ｆ―
３３ 
『声明集私案記』には、「覺證院
ニ
ハ
切
モ
ス
東南院
ニ
ハ
子チ［ハ子○
イ
］テモス
。 」
（続
真三〇・九四下）というような覚証院と東南院方 記譜を対比した記述があ 。一方、『魚山蠆芥集』にも、左記の博士の左側に「勝寶
ノ
末
ノ
羽
ノ
重覚証院
ニ
ハ
忘突東南院
ニ
ハ
子チ重
ト
云
當時不用之
ヲ
一
」（大正八四・八二六下）というように『声明集私案記』の記
述は『魚山蠆芥集』に継承されている。
 
『魚山蠆芥集』〈梵音〉「勝」ｆ―５（大正八四・八二六下）
 
 
 №２〈四智梵語〉「嚩」ｎ―７
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『声明集私案記』には、「サト縛ノ縛ニ異説アリ。東南院ニハ。末ヲ細ニ由リソラシテ
トドムル。覺證院ニハ。ソラサズシテ由リトドム。多分覺證院
ノ
○［樣○
イ
］ヲ用也
。 」
（続真三〇・一一一上）という注記がある。一方、『魚山蠆芥集』にも、「東南院ニハ末ヲ細
ニ
ユリソリ留也覚證院
ニ
ハ
ソラテユリ留也」（大正八四・八三六中）と同一の注記が
ある。
 
なお、左記の博士のように、『魚山蠆芥集』
の実際の博士には「ソ」という注記はない
ので、覚証院方の指南に准じている。
 
『魚山蠆芥集』「嚩」ｎ―７（大正八四・八三六中）
  
 （二）不掲載
 
 長恵が『魚山蠆芥集』に掲載しなかった『声明集私案記』の覚証院方と東南院方の情報
の記述は次の一例である。
 
 〈梵音〉「方」ｆ―
１１
「供」ｆ―
１７
「供」ｆ―
２４
「相」ｆ―
３９
「供」ｆ―
４５ 
『声明集私案記』には、「東南院
ニ
ハ
上
ノ
十方
ノ
方供養
ノ
供色相
ノ
相此
レ
等
ノ
本
ノ
二
ノ
徴
ヲ
ハ
先
ノ
徴
ヲ
ハ
不
レ
由前
ノ
方等
ノ
末
ナ
ル
商
ヲ
モ
ソラサザル也。是
レ
東南院様也」（続真
三〇・九五上）という指南が記述されている。一方、『魚山蠆芥集』にはこれは注記されていない。
 
 以上のように、『声明集私案記』には、「覚証院」と「東南院」の指南を対比した記述
が三箇存在した。そのうちの二箇は、『魚山蠆芥集』においても掲載されている。しかし、一箇は掲載されていない。したがって、長恵 『魚山蠆芥集』を編纂した十六世紀初期も覚証院方の唱法とは異なる東南院方独自の声明が存在していたことが推測 る。
 
 
三
 
衆徒方と金剛三昧院方
 
 『声明集私案記』には、「衆徒方」と「金剛三昧院」「証蓮房」 樹下様 の指南を対
比した記述が四箇存在する。それを、『魚山蠆芥集』に掲載されているものと掲載されていないものとに分類し、『魚山蠆芥集』の時代の金剛三昧院方の影響力について推定したい。
 
 （一）掲載
 
 長恵が『魚山蠆芥集』に掲載した『声明集私案記』の衆徒方 金剛三昧院方の情報の記
述は次の二例である
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 №１〈胎蔵界〉の拍子について
 
『声明集私案記』には、「上四字只拍子下
ノ
三字樂拍子是ヲハ高野
ノ
衆徒方スル也。一
向樂拍子
ヲ
ハ
樹下ノ座様
ト
テ
衆徒方ニハ被
レ
嫌也。○［又○
イ
］唯只拍子ニモスル也。此
ノ
三
ノ
様モ何モ句ノ末ノ一字ハ少シ長シ。高野
ノ別所田舎ニハ一向樂拍子ヲ用テスル也
。 」
（続真三〇・一〇六上）という記述がある。
一方、『魚山蠆芥集』には、「一就拍子
一
一
云上
ノ
四字
ハ
只拍子下
ノ
三字
ハ
楽拍子ト
云
云
二云七字共一向楽拍子ト
云
云
三云只拍子
ハ
依
レ
字随博士
ニ
一
可交参
ス
一
ト
云
云
此義宜也付之一向
ニ
楽拍子
ヲ
ハ
樹下
ノ
聲様トテ嫌
レ
之也」
（大正八四・八三一下）と注記されて る。
 
『声明集私案記』には、衆徒方と、樹下様と、もう一つの立場の計三つの拍子の指南が
記述されている。衆徒方は上の四字を只拍子、下の三字を楽拍子、樹下様は、七字すべてを楽拍子、もう一つの立場は七字すべてを只拍子とそれぞれ立場の指南が述べられている。樹下様は、前述したように、樹下 人宗源の様で、高野山において覚意に相伝され金剛三昧院で伝承された のだと推測される。『魚山蠆芥集』も『声明集私案記』の記 を引用している。特に 「樹下様」が嫌われていたこと 強調している。
 
 №２〈吉慶漢語〉「座」ｕ―
５９ 
『声明集私案記』には、「座
ノ
博士
ニ
異説アリ。高野衆徒方ニハ。ニツ［番○
イ
］メノ徴
ヲ
長シテ密
カ
ニ
切テ。末
ノ
徴ヲ木ヨリハ短シテ羽
ヘ
突上テュラスソラス也。此羽ヨリ律也。
本
ノ
羽ヲ
ニ
二
如一金○［一字
ノ
一
○イ
］・旦スル也。證蓮房ノ樣ニハ。座ノ本ヲユリテ徴へ
下テ短シテツヨク切
テ
。末ノ徴ヲ長シテ羽ヲ突上テ不
レ
由。末ヲソラス也
。 」
（続真三
〇・一一八上）と記述され
 
一方、『魚山蠆芥集』には、「金剛三昧證蓮房様
ハ
初
ノ
徴
ヲ
豆
ク
後
ノ
山
ヲ
長スル也今衆
徒方
ノ
相伝
ハ
初
ノ
山
ハ
長後
ノ
山
ハ
豆ユル也」（大正八四・八三七下）と注記されている。
 
『声明集私案記』では、〈吉慶漢語〉「座」についての衆徒方と証蓮房覚意の指南が対
比されている。これらの指南の相違は二番目の「徴」と三番目 「徴」の音価の相違である。すなわち、衆徒方は、初めが長く、後が
短い指南、証蓮房は初めが短く、後が長い指
南である。『魚山蠆芥集』はこの記述を引用している。左記の実際の『魚山蠆芥集』 博士をみてみると、衆徒方の指南に准じていること 分か
 
『魚山蠆芥集』「座」ｕ―５９（大正八四・八三七下）
 
 
 （二）不掲載
 
 
長恵が『魚山蠆芥集』に掲載しなかった『声明集私案記』の衆徒方と金剛三昧院方の情
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報の記述は次の一例である。
 
 〈金剛界〉「訶」ｊ―
３７２ 
『声明集私案記』には、「此博士ニハ異説アリ。昔
シ
五音博士ノ圖
ヲ
作ル勝蓮坊ハ訶
ノ
未ノ徴ヲ角ヨリ突上ル也。高野衆徒方ニハ折
リ
上ク。金剛三昧院ニハツキ上ク。何モ不
レ
苦。然
レ
ト
モ
田舍ニハ多分折
リ
上テスル也
。 」
（続真三〇・一〇二上～下）という注記が
ある。一方、『魚山蠆芥集』にこの注記はない。
 
両者の指南の相違は「角」から末の「徴」へ移行する際の旋律の相違である。すなわち、
衆徒方は、「角」から「徴」へ「折上」げて移行する 一方、証蓮房覚意は、同箇所を「突上」げて移行する。そして、『魚山蠆芥集』で この記述を引用していない。
 
なお、『魚山蠆芥集』は左記の博士のよう 「折上 げて移行しているので、衆徒方の
指南に准じている。
 
『魚山蠆芥集』〈金剛界〉「訶」ｊ―
３７２
（大正八四・八三〇中）
 
 
 以上のように、『声明集私案記』には、「衆徒方」と「金剛三昧院」の指南を対比した
記述が三箇存在する。そのうちの二箇は、『魚山蠆芥集』においても掲載されているが、一箇は掲載されていない。したがって、長恵が『魚山蠆芥集』を編纂した十六世紀初期には、当時覚証院方の唱法と異なる金剛三昧院方独自の声明が存在して たことが推測される。
 
 以上のことから、長恵の時代の高野山では、未だに覚証院方の唱法とは異なる東南院
方・金剛三昧院方独自の声明が存在して たこと 推測される。
 
 
最後に、本項において考察したことを以下 まとめる。
 
まず、『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』からの引用について考察を行った。
 
『魚山蠆芥集』が引用した『声明集私案記』
の指南の六割が現行の唱法と相違するもの
であったので、『魚山蠆芥集』成立 『 集私案記』つまり慈鏡系の伝承は衰退していた可能性があるとみなした。
 
ただし、現行の唱法と同一の『声明集私案記』の指南と、一説として長恵が引用した
『声明集私案記』の指南を合わせると『声明集私案記』から 引用のうち 四割にも及ぶ。これは、長恵が、『声明集私案記』の指
南を尊重していたからだと考えた。
 
そして、長恵の時代の高野山では、相応院流の影響力は『声明集私案記』が撰述された
であろう十四世紀末から十五世紀初頭の頃に比べて大分弱まっていたも と思われる。し
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かし、長恵の時代の高野山には、覚証院方の唱法とは異なる東南院方・金剛三昧院方独自の声明が存在していたことが推測された。
 
このような状況の中で、長恵は「大都
ハ
案記
ヲ
爲本」と公言しているように、『声明集
私案記』の多くの指南を『魚山蠆芥集』に掲載し、覚証院方の派祖である隆然の著作と当時みなされていたであろう『声明集私案記』の指南を伝えよう したのだと推測される。
 
 第三項
 
『声明集私案記』以外からの受用
 
 本項では、『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』以外からの受用についてみる。先行研究
では、『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』以外からの受用の指摘は、第一章で紹介『東寺声明決疑抄』についてのみである。第一目では、典拠の特定可能な指南によって『魚山蠆芥集』が受用したも を探る。第二目では、典拠不明の「古」の説 挙げる。
 
  第一目
 
典拠が特定可能な指南
 
 
 まず、『魚山蠆芥集』は、「金沢本ａ」・「文保二年本」・『声実抄』・『声明集隆法
口伝』・快助の指南・「師」の指南の六種の典拠を特定できる指南を掲載している。以下順に検討する。
 
 一
 
「称名寺本ａ」
 
 
 『魚山蠆芥集』に伝わった可能性がある初期の『声明集』の「称名寺本ａ」 指南が次
のように六例ある。
 
 №１〈散華〉「演」ｅ―
２６ 
『魚山蠆芥集』には、本説の博士の他に 左記のように古説の博士が掲載されている。
なお、一番下 博士が『魚山蠆芥集』の本説の博士である。また、「称名寺本ａ」にも『魚山蠆芥集』の古説と類似した博士が存在 したがって、『魚山蠆芥集』には「称名寺本ａ」の「演」の 古説の
博士として伝わった可能性がある。
 
「称名寺本ａ」
 
『魚山蠆芥集』古説（大正八四・八二六上）『魚山蠆芥集』本説（同頁）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 №２〈金剛界〉「両」ｊ―
４００
「部」ｊ―
４０１ 
『魚山蠆芥集』には、「古云」として、「両」の異説の博士を注記している。また、
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「称名寺本ａ」も「古様」として「両」の異説の博士を注記している。両者の注記の位置、内容の類似から『魚山蠆芥集』には「称名寺
本ａ」の博士が伝わった可能性がある。
 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三〇下）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 №３〈金剛界〉「不」ｊ―
４１４
～「耶」ｊ―
４２０ 
『魚山蠆芥集』には、「古云此行
ヲ
ハ
一気
ニ
スヘシト
云
云
」（大正八四・八三〇下）と
いうように「不越本誓三昧耶」の一行を一気
に唱える「古」の指南が注記されている。ま
た、「称名寺本ａ」にも、 此行ハ一気ニスヘシ とほぼ同じ記述がある。また、『声明集私案記』にも「此ノ句ヲハ一息ニスル是習也
。 」
と類似した注記がある。「称名寺本ａ」
と『魚山蠆芥集』のそれぞれの記述の類似性から、『魚山蠆芥集』には「称名寺本ａ」の指南が伝わった可能性がある。
 
 №４〈金剛界〉「如」ｊ―
５３４
「来」ｊ―
５３５ 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一上）
 
 
 
 
 
 
 
 
 №５〈金剛界〉「懺悔随喜」ｊ―
７００
～
７０３ 
『魚山蠆芥集』には、「極テヲモラカニ出也」（大正八四・八三一中）というように、
重々しく「懺悔随喜」を唱える指南が注記さ
れている。また、「称名寺本ａ」にも、「重
ラカニ出スヘシ」とほぼ同じ記述がある。したがって、『魚山蠆芥集 は 称名寺 ａ」の指南が伝わった可能性がある。
 
 
№６〈胎蔵界〉「歸」ｋ―
６４
「命」ｋ―
６５ 
「称名寺本ａ」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『魚山蠆芥集』（大正八四・八三一
下）
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『魚山蠆芥集』には、「此二字拍子任閑ニスヘシ」（大正八四・八三一下）と注記され
ている。また、「称名寺本ａ」にも「此二字シツカニス後之准之」と注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』には「称名寺本ａ」の指南が伝わった可能性がある。
 
 以上のように、『魚山蠆芥集』に伝わった可能性がある「称名寺本ａ」の指南が六箇確
認できる。
 
 
二
 
「文保二年本」
 
 
『魚山蠆芥集』に伝わった可能性がある初期の『声明集』の「文保二年本」の指南が次
のように三例ある。
 
 №１〈散華〉「遍」ｅ―
２３ 
『魚山蠆芥集』は〈散華〉の「遍」 「徴」
に「ス」（大正八四・八二六上）と由らな
い指南が注記されている。また、「文保二年本」にも「不ユ」と注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』には「文保二年本」の指南が伝わった可能性がある。
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №２〈三条錫杖〉「清」ｇ―
３４ 
『魚山蠆芥集』は〈三条錫杖〉の「清」の本の「羽」に「ソルヘカラス」（大正八四・
八二七上）と反らない指南が注記されている。また、「文保二年本」には「ソラサス『魚山蠆芥集』と同一の指南が注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』には「文保二年本」の指南が伝わった可能性 ある。
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №３〈胎蔵界〉「衆 ｋ―
４６４ 
『魚山蠆芥集』は〈胎蔵界〉の「衆」 末の「徴」に「ス」（大正八四・八三三上）と
由らない指南が注記されている。また、「文保二年本」にも「ス」と注記されてい したがって、『魚山蠆芥集』には「文保二年本」の指南が伝わった可能性がある。
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥 』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 以上のように、『魚山蠆芥集』に伝わった可能性がある「文保二年本」の指南が六箇確
認できる。
 
 
三
 
『声実抄』
 
 
 『魚山蠆芥集』に伝わった可能性がある『声実抄』の指南が次 ように五例ある。
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 №１〈出家唄〉「守」ｄ―３
 
『魚山蠆芥集』には、「羽斗付タルハ宝蓮房
ノ
様守此ハ般若房
ノ
様當流
ノ
正嫡尤可本説
也」（大正八四・八二五下）という注記があ
る。また、『声実抄』には、「細谷云。薬師
院
ノ
持本
ニ
守羽斗。或一本
ハ
守羽徴也
云
云
」（続真三〇・四下）とある。また、同本には
左記の博士を挙げ「是
ハ
般若房
ノ
自筆
ノ
本
ノ
様也」とある。『声実抄』の二箇所の記述を
総合すると、「羽」は宝蓮房、「羽」「徴」は般若房の博士であるといえる。以上のことから、『魚山蠆芥集』には『声実抄』の指南が伝わった可能性がある。
 
『声実抄』（続真三〇・四下）
 
 
 №２〈散華〉「歸」ｅ―
１２ 
『魚山蠆芥集』では〈散華〉の「歸」の「徴
」に「ス」（大正八四・八二六上）と由ら
ない直ぐ指南が注記されている。また、『声実抄』は「スクニ」（続真三〇・六上 直ぐ指南が注記されているので、『魚山蠆芥集』には『声実抄』の指南が伝わった可能性がある。
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №３〈理趣経〉の「毗」ｌ―
２９３ 
『魚山蠆芥集』には、〈理趣経〉の「毗」の「商」に「ス」（大正八四・八三五中）と
由らない指南が注記されている。そして、『声実抄』には、「ユラス」（続真三〇・一四下）と由らない注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』には『声実抄』の指南が伝わった可能性がある。
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記 と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №４〈文殊讃〉
 
『魚山蠆芥集』には、「古云此讃
ヲ
ハ
清諒讃
ト
モ
云也」（大正八四・八三七中）という
注記がある。また、『声実抄』にも、「文殊讃
ヲ
ハ
名清諒讃
ト
モ
一
也」（続真三〇・二二
下）と近似した記述がある。したがって、『魚山蠆芥集』には『声実抄』の指南が伝わった可能性がある。
 
 
№５〈阿弥陀讃〉
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『魚山蠆芥集』には、「此アミタノ賛博士
ハ
相応院
ノ
博士也」（大正八四・八三九上）
と注記されている。また、『声実抄』にも「進
ノ
様
ニ
付タルハ相応院
ノ
様也
云
云
今
ノ
進
ノ
様
ノ
聲明集
ニ
付タルハ相応院
ノ
様也」（続真三〇・二一下）と記述されている。したがっ
て、『魚山蠆芥集』には『声実抄』の指南が伝わった可能性がある。
 
 以上のように、『魚山蠆芥集』に伝わった可能性がある『声実抄』の指南が五箇確認で
きる。
 
 
四
 
『声明集隆法口伝』
 
 『魚山蠆芥集』に伝わった可能性がある『声明 隆法口伝』の指南 次のように二十一
例ある。
 
 №１〈三礼・如来唄〉「如」ａ―
５３ 
『魚山蠆芥集』には、〈三礼・如来唄〉の「如」の「徴」に「ス」（大正八四・八二五
中）と注記されており、由らない指南がされている。また、『声明集隆法口伝』には「ス」と由らない指南が注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №２〈散華〉「ン」ｅ―１
 
『魚山蠆芥集』には、「舌ノ先ヲ上ノ歯根ノホトリニ付テ可出」（大正八四・八二六上）
という注記がある。また、『声明集隆法口伝
』にも「舌ヲ歯ノ根ニ付クヘシ」と類似した
注記がある
。
したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能
性がある。
 
 
№３〈散華〉「願」ｅ―
２ 
『魚山蠆芥集』には、〈散華〉の「願」の「徴」に「ス」（大正八四・八二六上）と由
らない指南が注記されてい 。また、『声明集隆法口伝』にも「ス」と由らない指南が注記されている。した って、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明 私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つであ
 
 №４〈梵音〉「方」ｆ―
１１ 
『魚山蠆芥集』の〈梵音〉の「方」の「徴」に「ス」（大正八四・八二六下）と由らな
い指南が注記されている。また、『声明集隆法口伝』には「スクム」と由らない指南が注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
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なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №５〈三条錫杖〉「三」ｇ―
１９ 
『魚山蠆芥集』の〈三条錫杖〉の「三」の「宮」には「ユ」（大正八四・八二七上）と
由る指南が注記されている。
 
 
 
 
 
また、 声明集隆法口伝』には「ユ」と注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』
には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №６〈対揚〉「場」ｉ―６
 
『魚山蠆芥集』には、「打カケアリ」（大正八四・八二八上）という注記がある。また、
『声明集隆法口伝』にも、「ウチカクルヤウナリ」と類似した注記がある。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
 
№７〈対揚〉「伽」ｉ―
７０ 
『魚山蠆芥集』には、「ソルヘカラス」（大正八四・八二八上）と「宮」を反らな 注
記がある。また、 ソラサル也」と類似し 注記がある。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性 ある。
 
 №８〈金剛界〉「所作についての指南」
 
『魚山蠆芥集』には、「五悔
ハ
老僧
ノ
所作
ヲ
為本
ト
仍雖若輩也
ト
モ
老僧
ノ
声
ノ
如
ニ
スヘ
シ」（大正八四・八二九上）と注記されている。また、『声明集隆法口 』にも、「唱礼ハ
殊更以
テ
宿老
ノ
役也イカニモヲモヲモト声
ヲ
ツヨクシテ延
ス
短
カ
カラス相計
テ
スヘキ也」
と類似した注記がある。したがって、『魚山蠆芥 』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
 
№９〈金剛界〉「遮 ｊ―
３７５ 
『魚山蠆芥集』には、「遮」の博士に「ユリヲリ」（大正八四・八三〇中）「徴角
ノ
間
ニ
反徴アリ」（同上）という注記がある。また、『声明集隆法口伝』にも、「ユリヲリ」
「山角
ノ
アイ反徵ナリ」と注記がある。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口
伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
 №
１０
〈金剛界〉「弘」ｊ―
４２８
～「梨」ｊ―
４４２ 
『魚山蠆芥集』には、「古云一説云追善
ニ
ハ
已下二句
ヲ
略シテ㚑
ノ
句
ヲ
入
云
云
今ハ必此
句ヲシテ其次
ニ
㚑
ノ
句
ヲ
入也」（大正八四・八三〇下）というように、追善のときは、
「弘法大師増法楽」と「三國傳燈諸阿闍梨」の二句を略して霊の句を唱え 指南をし いる。ただし、長恵の時代は、これら二句を唱えて霊の句に入 と指南し いる。また、『声明集隆 口伝』でも、「過去
ノ
句甲乙
ニ
入弘法大師三國
ヲ
除
テ
入ルゝト云唯
タ
三國
ノ
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次
ニ
入ルゝヲ用也
。 」
というように、先の二句を除いて過去の句（霊の句）を唱える説を
まず紹介している。しかし、実際には、「三國傳燈諸阿闍梨」の句の次に過去の句を唱えるとしている。『魚山蠆芥集』『声明集隆法口伝』どちらも、二句を省略する一説をまず紹介し、その次に二句を唱えてから霊の句（過去の句）を唱える指南が実際には用いられているとしている。 たがって、『魚山蠆芥 』には『声明集隆法口伝』 指南が伝わった可能性がある。
 
 
№
１１
〈金剛界〉「摂」ｊ―
６６３ 
『魚山蠆芥集』には、「四摂之次本尊
ノ
句
ヲ
入ル三反」（大正八四・八三一中）とある。
また、『声明集隆法口伝』にも「摂」の下に「本尊
ノ
句入ルルヘシ三反」と記述されてい
る。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆
法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
 №
１２
〈理趣経〉「調声師の指南」
 
『魚山蠆芥集』には、「古云理趣経
ノ
調声浅臈
ノ
役
ニ
相定
ル
条縦老僧スル事アリトモ声
ヲワカクカロク仕ヘシ又両界
ノ
勧請ヨリ少軽シトユリモコマヤカニユルト
云
云
是ハ先徳
ノ
様也敢
テ
不可為違越
一
也」（大正八四・八三四上）という注記がある。また、『声明集隆
法口伝』には、「若輩
ノ
所作ナル故
ニ
呂ナリトイへトモ唱礼
ノ
勧請
ヨ
リ
カルク由
ヲ
モ
少シ
コマカニユルヘシ」というように記述されている。どちら 、由を細やかにするように指南されている。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』 指南が伝わった可能性がある。
 
 
№
１３
〈理趣経〉「能」ｌ―
２１７ 
『魚山蠆芥集』には、〈理趣経〉の「能」の二番目の 徴」「に「ス」（大正八四・八
三五上）と由らない指南が注記されている。また、『声明 隆法口伝』は「ス」と『魚山蠆芥集』と同一の指南 注記されている。したがって、『魚山蠆芥 』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性 あ
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №
１４
〈理趣経〉「毗」ｌ―
２９８ 
『魚山蠆芥集』には、〈理趣経〉の「毗」の「徴」に「ス」（大正八四・八三五中）と
由らない指南が注記されている。また、『声明集隆法口伝』は「ス 注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥 』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №
１５
〈理趣経〉「毗」ｌ―
３１３ 
『魚山蠆芥集』には〈理趣経〉の「毗」の「徴」に「ス」（大正八四・八三五中）と由
らない指南が注記されている。また、『声明集隆法口伝 は「ス」と注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
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なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №
１６
〈四智梵語〉「唵」ｎ―１
 
『魚山蠆芥集』には、「商」から「角」へ移行する箇所に「カトモナク廻也」（大正八
四・八三六中）という注記が存在す また、『声明集隆法口伝』にも「カトナクアクヘシ」と注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
 
№
１７
〈四智梵語〉「嚩」ｎ―
３８ 
『魚山蠆芥集』には、「古云嚩ユラウヘキ也
云
云
」（大正八四・八三六中）という「嚩」
を由る注記がある。また、『声明集隆法口伝』にも「ユラウ」と記述されている。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
 №
１８
〈大日讃〉「薩」ｏ―１
 
『魚山蠆芥集』には、〈大日讃〉の「薩」の
末の「商」に「ス」（大正八四・八三六中）
と由らない指南が注記されている。また、『声明集隆法口伝』にも「ス」と注記されている。したがって、『魚山蠆芥集』には『声明集隆
法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
なお、この箇所は、本節の第一項でみた『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の旋律が相
違する箇所の一つである。
 
 №
１９
〈吉慶漢語〉「亦」ｕ―
５４ 
『魚山蠆芥集』には、「キノ後不久」（大正八四・八三七下）と注 されている。また、
『声明集隆法口伝』にも「仮名
ヲ
付
テ
久
ク
モタス」と類似した注記がある。したがって、
『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
 №
２０
〈四波羅蜜〉「薩」ｘ―１
 
『魚山蠆芥集』には、「羽山羽三博士也角ヘマワスヘカラス」（大正 四・八三九中）
と注記されている。また、『声明集隆法口伝』には、「ツヨクマワセハ山
ノ
末
へ
角
ヘ
サカ
ル也羽
ヲ
チト長
ク
シテ山
ニ
声
ヲ
オシミ羽
ヘ
早
ク
ツキ上
ク
ヘシ」と類似した内容が注記され
ている。したがっ 、『魚山蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
 №
２１
〈東方讃〉「摩」ｙ―７
 
『魚山蠆芥集』には、「若頭人縛
ノ
商へ声ヲチスハ摩
ヲ
商
ニ
テ
付ヘシ」（大正八四・八
三九中）と注記されている。また、『声明集隆法口伝 も、「讃
ノ
頭若
シ
音トトカスハ
縛商
ノ
位
ヲ
摩字
ニ
付
テ
総地
ヲ
スヘシ」と同じ内容が注記されている。したがって、『魚山
蠆芥集』には『声明集隆法口伝』の指南が伝わった可能性がある。
 
 以上のように、『魚山蠆芥集』に伝わった可能性がある『声明集隆法口伝 の指南が二
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十一箇確認できる。
 
 
五
 
快助の指南
 
 『魚山蠆芥集』に伝わった長恵の師匠の快助の指南が次のように二例ある。
 
なお、快助は、朝意の血脈及び『密宗声明系譜』において隆法、重仙、快助と続く隆法
系の覚証院方の正嫡で、長恵の師である。
 
 №１〈散華〉「遍」ｊ―
６９１ 
『魚山蠆芥集』には、「快云直
ニ
自下
ト
云
云
或又似自下
一
云
云
」（大正八四・八二六中）
という注記が欄外にある。なお、快助の師 重
仙が撰述した『声明集隆法口伝』には、
「自下」と博士に注記されている。また 『声明集私案記』では、「遍無
ノ
二［○
イ
欠］字
ノ
［ （
博士）○
イ
］徴
ヲ
由
テ
中
ヨ
リ
少
シ
末
マ
テ
カナヲ成
シ
テ
如
ク
二
自下
一
ノ
折捨
テ
ゝ
無
へ
移
ル
。徴
ヲ
由
ス
シテ羽
ヘ
折上
ル
末
ヲ
ハ
ツク也
。 」
（続真三〇・九三下）というように、「自
下」の如くすると注記されている。
 
快助の時代には、『声明集私案記』の自下の如くという指南と、『声明集隆法口伝 の
「自下」の指南の二つの説が存在していたと考えられる。
 
 №２〈理趣経〉「作」ｌ―
２７３ 
『魚山蠆芥集』には、「快助
ノ
云如
ヘ
シツツクルヲ不然ト
云
云
」（大正八四・八三五中）
という快助の説を伝える注記がある。この の内容が意味す ところは分からなかった
 
 以上のように、『魚山蠆芥集』に伝わった 隆法口伝』の指南が二箇確認できる。
 
 六
 
「師」の指南
 
 
 
『魚山蠆芥集』に伝わった「師」の指南が次のように六例ある。長恵の師は快助なので
この「師」も快助の可能性がある。
 
 №１〈金剛界〉「誓」ｎ―
４１７ 
『魚山蠆芥集』には、「師云由合ト
云
云
」（大正八四・八三〇下）という注記がある。
これが長恵の実唱と一致しているか否かは、『魚山蠆芥集』の博士に旋律名が付されていなかったので分からなかった。
 
 №２〈胎蔵界〉「處」ｋ―
４２７ 
『魚山蠆芥集』には、「古云處ソトモ
云
云
師云シヨ也」（大正八四・八三八中）という
「古」の「處」を「ソ」と読む指南が注記されている。他本にこれと同じのも は見つからなかった。なお、詞章の右側には「シヨ」と仮名が付されて る。したがって、『魚山蠆芥集』は「師」の指南を採用した可能性 ある。
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№３〈胎蔵界〉「三」ｋ―
５０１ 
『魚山蠆芥集』には、「三サン古
ハ
ハ子タリ今ハ師傳ヲ注ス」（大正八四・八三三上）
と「三」を「サン」と跳ねて読むと注記している。他本にこれと同じのものは見つからなかった。なお、詞章の右側には「サ」と仮名が付されている。したがって、『魚山蠆芥集』は「師」の指南 採用した可能性がある。
 
 №４〈胎蔵界〉 賀 ｋ―
５２５ 
『魚山蠆芥集』には、「一説云賀ヲ畧シテ不誦但不師説」（大正八四・八三三上）と一
説では、「賀」を省略して唱えないが、これは師の説ではないということが注記されている。実際の『魚山蠆芥集』 には博士が付され い ので、『魚山蠆芥集』は唱える指南を採用している。したがっ 、『魚山蠆芥集』 説に基づいているといえる。
 
 №５〈佛讃〉「南」ｙ―
２５ 
『魚山蠆芥集』には、「師云古ハ南
ノ
本
ニ
打付アリ今ハ不尓
ラ
」という「南」の本を打
ち付ける「師」の説が注記されている。他の資料にこの指南と同一のものを見つけるこはできなかった。
 
 №６〈吉慶梵語〉「怛」ｖ―２
 
『魚山蠆芥集』には、「但師説ハユラス」（大正八四・八三八中）という「怛」の 宮」
を由らない指南が注記されている。他の資料及び『魚山蠆芥集』は由っていて、他 この指南と同一のものを見つけることはできなかった。
 
 
以上のように、『魚山蠆芥集』に伝わった「師」の指南が六箇確認できる。これは、師
即ち快助の だと考えられる。
 
 
以上本目において、『魚山蠆芥集』に掲載されている『声明集私案記』以外の指南の中
でも典拠が特定可能なものをみてきた。
 
『魚山蠆芥集』 は『声明集私案記』以外の資料や師の快助の多く 伝わってい
ることが明らかになった。それらの資料は、覚意系の「称名寺本ａ」『声実抄
』 、
隆法系
の『声明集隆法口伝
』 、
隆然系の「文保二年本」である。特に、『魚山蠆芥集』には『声
明集隆法口伝』の指南 多くみられた。さらに 師の快助の指南も多かった。こ ことは、長恵が『梵讃許可
幷
血
脈
』 、
『密宗声明系譜』に記されている通り、隆法――重仙―
―快助の系譜に連なる人物であることを明かすものである。すなわち、長恵 、隆法系の覚証院方の範疇において『魚山蠆芥集』を編纂した であっ
 
 
第二目
 
典拠不明の「古」
 
 『魚山蠆芥集』が出典を明示しておらず、なおかつ、『声明集私案記』及びその他の資
料にもみられない「古」の説について考察する。出典不明の「古」 説は次のように全部で十四箇存在する。
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 №１〈散華〉「佛」ｅ―
４４ 
『魚山蠆芥集』には、「古云突ト
云
云
當時
ハ
不
レ
尓押上也」（大正八四・八二六上）と
いう本の「徴」から 羽 へ突く「古云」の指南を注記している。なお、『声明集私案記』も「佛ハ
[
（博士）
ノ
○イ
］徴
ヨ
リ
羽
ヘ
上
ル
所
ヲ
ハ
ツヨク〔
キツク
○イ
〕折
リ
上
ヶ
聲
ヲ
ナゲ上
ル
如
ク
スル也
云
云
」（続真三〇・九二上）というように折り上げの指南なので突いていない。
また、「文保二年本
８
」『声明集隆法口伝
９
』も突いていない。
 
 №２〈散華〉 瑠」ｅ―
９８ 
『魚山蠆芥集』には、「古ハユルト
云
云
今ハ不尓」（大正八四・八二六中）と「瑠」の
本の「徴」を由る「古」の様が注記されている。諸本において、こ 注記と同じのものはなかった。なお、「文保二年本」の注記
１０
では、『魚山蠆芥集』と同様に由っていない。
また、『声明集私案記』は、「〇［終
ノ
○イ
］瑠璃
ノ
二字
ハ
瑠
ノ
徴
ヲ
不
レ
由ソラシテ羽
ヘ
折
上
テ
長
ク
不
シ
テ
レ
持璃
ヘ
移
テ
末
ヲ
ツク〇［コト○
イ
］ 。 」というように、「古」とは異なり由
らない指南が記述されている。
 
以上のように、諸本は反る指南のため、「古」が何れのものなのかは不明である。
 
 №３〈金剛界〉「有」ｊ―
２０４ 
『魚山蠆芥集』には、「古云宮ヲチトソラス様ニスヘシト
云
云
」（大正八四・八二九下）
というように本の「宮」を反らす「古」の指南が注記されている。他の資料の中にこの指南を伝えるものは確認できなかった。
 
 №４〈金剛界〉「那」ｊ―
３４９ 
『魚山蠆芥集』には、「古云那博士カロクヤサシクウチマワシ〱スヘシト
云
云
」（大正
八四・八三〇中） 「那」について注 されている。他の資料 中にこの指南を伝えるものは確認できなかった。
 
 №５〈胎蔵界〉「蔵」ｋ―
２１１ 
『魚山蠆芥集』には、「古
ハ
蔵
ノ
山
ヲ
ユルト見タリ當世
ハ
不尓也」（大正八四・八三二
上）という「古」の「蔵」の「徴」を由 注記がある。他の資料の中にこの指南を伝えるものは確認できなかった。
 
 №６〈理趣経〉「時」ｌ―
６２ 
『魚山蠆芥集』には、「古云二段目
ヨ
リ
段々次第
ニ
短
ク
スヘシ」（大正八四・八三四下）
という「古」の注記がある。他の資料の中にこの指南 伝えるものは確認できなかった。
 
 №７〈理趣経〉「得」ｌ―
１０１
の段
 
『魚山蠆芥集』には、「古云此段少猶ヨセテスヘシト
云
云
」（大正八四・八三四下）と
注記されている。他の資料の中にこの指南を伝えるものは確認できなかった。
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№８〈理趣経〉「如」ｌ―
１７４
の段
 
『魚山蠆芥集』には、「古云此段殊ニ早クヨセテ読ト
云
云
」（大正八四・八三四下）と
注記されている。他の資料の中にこの指南を伝えるものは確認できなかった。
 
 №９〈理趣経〉「毗」ｌ―
３０８ 
『魚山蠆芥集』には「古云総
シ
テ
合殺ノソリ少ソルヘシソリ過レハ別博士アル也」（大
正八四・八三五中）という指南が注記されている。他の資料の中にこの指南を伝えるものは確認できなかった。
 
 №
１０
〈四智梵語〉「唵」ｎ―１
 
『魚山蠆芥集』には、「古云本
ノ
商ヲソラシテ角
ヘ
ウツルト同時
ニ
カナヲ成
ト
云
云
」
（大正八四・八三六中）という指南が注記されている。他 資料の中にこの指南を伝えるものは確認できなかった。
 
 №
１１
〈四智漢語〉「金」ｑ―１「剛」ｑ―２
 
『魚山蠆芥集』には、「古云キトカ
ト
豆ム
ト
ウ
ト
長
ト
云ハ弥勒院
ノ
説也ト
云
云
」（大正
八四・八三六下）という「弥勒院」の説を注記している。他の資料の中にこ 指南を伝えるものは確認できなかった。
 
 №
１２
〈心略漢語〉「遍」ｒ―
１６ 
『魚山蠆芥集』には、「古云賓由ト
云
云
」（大正八四・八三六上）という「古」の指南
が注記されている。他の資料の中にこの指南を伝えるものは確認できなかった。
 
 №
１３
〈吉慶漢語〉「為」～「法」ｕ―
９２
～
９８ 
『魚山蠆芥集』には、「古云以下四字一息
云
云
」（大正八四・八三八上）という「以下
四字」を一息という「古」の説が注記されている。他の資料の中にこ 指南を伝えるものは確認できなかった。
 
 №
１４
〈吉慶漢語〉「疲」ｕ―
１３２
「當」ｕ―
１３９ 
『魚山蠆芥集』には「古云疲
ト
當
ト
末
ノ
商
ヲ
切
テ
吹
ト
云
云
如
レ
疲スル也但當時ハ不用也」
（大正八四・八三八上）という「疲」 當 末の「商」を切り、吹く「古」 指南が注記されている。他の資料の中にこの指南を伝えるものは確認できなかった。
 
 以上のように が出典を明示しておらず、なおかつ、他の資料によっても
出典が不明な「古」で始まる指南が十四箇ある。先には、「古」等の指南は十一箇所において『声明集私案記』の指南と同じであったが、ここで挙げた十四箇と同一の指南は『声明集私案記』にはみら なかった。
 
すなわち、『魚山蠆芥集』の出典の出処が不明確な「古」等の指南全二十五箇のうちの
半分強は『声明集私案記』以外からの受用ということがいえる
 
 
なお、『魚山蠆芥集』には、『声実抄』にみられた進流の〈阿弥陀讃〉 相応院流の様
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であるという記述の他に、『声明集私案記』以外から引用した進流と相応院流、覚証院方と東南方、衆徒方を対比する指南はみられないので、長恵の時代に『声明集私案記』以外にこれらの流派の指南を伝える資料はほとんど存在しな った可能性がある。
 
 
 次に、本項について以下にまとめる。
 
本項では、『魚山蠆芥集』に伝わった『声明
集私案記』以外の資料や人物の指南を抽出
し、『魚山蠆芥集』が『声明集私案記』以外の影響について考察を行った。『魚山蠆芥集』には、『声明集私案記』以外の資料や師の快助の多くの指南がみられた。特に、『魚山蠆芥集』には 声明集隆法口伝』や師の快助の指南が多くみられた。このことは が、隆法――重仙――快助の系譜に連なる人物であることを明かすものである。すなわち、長恵は、隆法系の覚証院方の範疇において『魚山蠆芥集 を編纂した であった。
 
また、興味深いことに、『魚山蠆芥集』には、覚意系の「称名寺本ａ」の指南もみられ
た。これは長恵が覚意を尊重していたからだと推測 き 。長恵は『声明集私案記』に記述されている金剛三昧院方や東南院方の範疇とは別の視点で覚意 みてい 可能性がある。
 
また、『魚山蠆芥集』には『声明集私案記』や他の資料にもみられない出典の不明な
「古云」の指南が多くあった。ここでは、『声明集私案記』以外から多くの「古」の説を受用していたことが分かった。
 
 最後に、本節において明らかになったことについて述べる。
 
『魚山蠆芥集』に実際に採用されていた旋律を含む指南の多くは隆法系のものだという
ことが明らかになった。
 
しかし、長恵は、隆法系の唱法とは異なる『声明集私案記』の指南であっても、それを
無視せずに、その多くを 記 とし 付記した。これ 長恵が隆然撰述 みなされていた『声明集私案記』へ敬意を表するためであったと考えられた。
 
 おわりに
 
 本章では、『魚山蠆芥集』の成立過程後期として、版本『声明集』の登場から『魚山蠆
芥集』の成立までについてみてきた。
 
第一節では、「文明四年版」の依拠した中期の『声明集』の系統を らかにし、さ に
「文明四年版」と『魚山蠆芥集』との関係性について明らかにすることを目指し
 
「文明四年版」の底本とする中期の『声明集
』は隆法系の「康正二年本」であることが
判明した。それは、「康正二年本」と「文明四年版」と おい 、曲目・曲順及び博士の骨格が同じであることによって明らかになっ
た。したがって、「文明四年版」の刊行まで
に慈鏡系の覚証院方は衰退したであろうと考えられる。
 
その後、「文明四年版」が『魚山蠆芥集』の基本構造の確定へ与えた影響 つ 考察
を行った。両者 基本構造（曲目・曲順と博士の骨格）が同じであることによって、長恵は「文明四年版」を底本、また、その他の 声明集』を対校本 して『魚山蠆芥集』の骨格を決定した可能性があることを指摘した。また、『魚山蠆芥集』は博士の骨格 関しは『声明集私案記』から影響を受けていないと考えられる。
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第二節では、『魚山蠆芥集』の教則本としての成立に関わる問題について考察を行った。
すなわち、南山進流の規範的教則本を纏め上げるために長恵が『声明集』に付加した要素を明らかすることを目指した。
 
なお、この問題について論じる前に、旋律つまり、博士 実際 唱法の『声明集私案記』
と『魚山蠆芥集』の相違について明らかにするために、両者の旋律の比較を行った。その結果、『声明集私案記』の旋律についての記述のうちの約十二パーセント程が『魚山蠆芥集』と相違していたことが明らかになっ
 
 
 
 
 
 
したがって、基本的に『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の唱法はほとんど共通してい
た可能性がある。ただし、両者は 唱法や指南において多少の差異があ ともいえた。
 
また、その相違箇所における隆然系の「文保二年本
」 、
慈鏡系の「永享六年本
」 、
隆法
系の『声明集隆法口伝』のそれぞれの旋律も抽出し、それらが、『声明集私案記』及び『魚山蠆芥集』のどちらを採用しているのかについて可能な限り確認を行った。
 
その結果、『声明集私案記』と同じ旋律を有する割合が高いのが「永享六年本」であり、
『魚山蠆芥集』と同じ旋律を有する割合が高い 『声明集隆法口伝』であ ことが判明した。したがって、『声明集私案記 が慈鏡系、『魚山蠆芥集』が隆法系に属 可能性が高まったといえる。
 
この作業の後に、まず 『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』 受用につ て考察を行っ
た、
 
そのために、『魚山蠆芥集』の指南のなかで、何らかの典拠があると思われるすべての
箇所を精査し、『声明集私案記』 指南を特定したところ『魚山蠆芥集 は五十四箇所において『声明集私案記』の指南を提示していた。それ の中で、自己の正統性を示すために、『魚山蠆芥集』の現行の唱法と一致する指南を提示する事例が十一例あった。
 
『魚山蠆芥集』と一致しない指南を提示する
事例は四十三例であったが、その中で実唱
に採用しなかったにもかかわらず提示 事例が三十三例あっ 。
 
このように、長恵の時代に用いられていない或いは用いるべきではない 判断した
明集私案記』の指南であっても、長恵はそれ
を無視せずに、その多くを出典を明示して提
示した。これは、隆然によって著された覚証院方の正統な口伝書として『声明集私案記』を位置付け、『声明集私案記』への敬意を表明し、自から編 た『魚山蠆芥集』の正統性を主張するためであったと考えられる。
 
また、四十三例中二十九例は旋律に関する指
南であった。『魚山蠆芥集』と相違する
『声明集私案記』の旋律は八十六であ ので、長恵は『魚山蠆芥集』と相違する八十六の『声明集私案記』の旋律うちの二十九を、つまり約三分の一以上を、『魚山蠆芥集』に掲載していたことになる。
 
これらのことから 『魚山蠆芥集』の唱法と慈鏡系の『声明集私案記』の指南に あ
る程度の相違が生じていたといえる。それにもかかわらず長恵は、『声明集私案記 を隆然によって著された覚証院方の正統な口伝書として位置付け、『魚山蠆芥集 正統性を主張す ために、『声明集私案記』の指南を
多数『魚山蠆芥集』に掲載した。『魚山蠆芥
集』はこの うな仕方で を受用したと思われる。
 
なお、このような受用の仕方から、『魚山蠆芥集』成立当時に『声明集私案記』つまり
慈鏡系の伝承が衰退し いた可能性
を考えることもできると思われる。
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そして、長恵の時代の高野山では、相応院流の影響力は『声明集私案記』が撰述された
であろう十四世紀末から十五世紀初頭の頃に比べて大分弱まっていたものと思われる。しかし、長恵の時代の高野山には、覚証院方の唱法とは異なる東南院方・金剛三昧院方独自の声明が存在していたと考え れる。
 
また、『魚山蠆芥集』に伝わった『声明集私案記』以外の資料や人物の指南を抽出する
ことによって、『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』以外からの影響について考察を行った。結果的に、長恵は 『魚山蠆芥集』を編纂す 際、『声明集私案記』以外の資料や隆法系の覚証院方の正嫡である師の快助から多くの指南を得ていたことが明らか なった。『魚山蠆芥集』に伝わっていた指南の典拠は、「称名寺本ａ」 実抄』『声明集隆法口伝』「文保二年本」であった。『魚山蠆芥集』に
は『声明集隆法口伝』の指南が特に数多く伝
えられていた。さら は、師の快助の指南も多くみられた。したがって、長恵が隆法―重仙―快助の系譜に連なる人物であることの確証が得られた。 なわち、長恵は、隆法系の覚証院方の範疇において『魚山蠆芥集』を編纂したのであった。また、興味深いことに、『魚山蠆芥集』には覚意系の「称名寺本ａ」の指南もみられた。こ は長恵 覚意の指南も尊重していたからだと推測でき 。長恵は 声明集私案記 に記述されている金剛三昧院方や東南院方の範疇と 別の視点で覚意をみ いた可能性 ある。
 
また、『魚山蠆芥集』には『声明集私案記』や他の資料にもみられない出典 不 な
「古云」の指南が多くあった。ここでは、 以外から多く 古」の説 受用していたことが分かった。
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結論
 
 本稿では、『魚山蠆芥集』の成立過程について論じてきた。最後に、高野山に大進上人
流が流入した時期から『魚山蠆芥集』が成立するまでの経緯ついて振り返り結論としたい。
 
第一章では、『魚山蠆芥集』の基本的情報と当本に関わる事柄について概観した。
 
第一節では、『魚山蠆芥集』の資料及び智生房長恵（一四五六～一五二四）の『魚山蠆
芥集』の撰述から『魚山蠆芥集』の刊行までの経緯をまとめた。『魚山蠆芥集』は最初、甲乙二巻本として明応五年（一五九六）に長恵によって編纂されたというのが通説である。しかし、この原本は存在せずに、書写年代を別にする甲巻と乙巻の二本 写本が存在する。最初に著された『魚山蠆芥集』は、長恵が自らこれらを合本したものであると、先行研究でもみなされている。その後、長恵は 永正十四年（一五一七年）に『魚山蠆芥集』を三巻本に再治 た。十六世紀の後半になると 順良房朝意（一五一八～一五九九）がこの三巻本の再治本を幾度も書写した。さらにこの朝意の書写した三巻本の再治本を底本として江戸期の正保三年（一六四 ）に『魚山蠆芥集』が刊行されたとされ 。なお、本稿では『魚山蠆芥集』の成立を、長恵が三巻本の『
魚山蠆芥集』を撰述し終えた時点とした。ま
た、長恵の自筆 『魚山蠆芥集』は現存しないので、朝意の書写本の中でも最古の「永禄七年本」を本稿では用いた。
 
第二節では、『魚山蠆芥集』を撰述した長恵と当書の普及の礎を築いた朝意について論
じた。長恵は法儀における有識者・権威者であったと推定した。一方、朝意は、高野山における三傑と称される存在 あったが、 らに『魚山蠆芥集』のみならず「秘讃」「乞戒声明」「大阿闍梨声明」からな 「三重の許
可」と称される声明の最極の伝授も行ってい
た重要人物であることを突きとめた。
 
第三節から第七節において 『魚山蠆芥集』の内容について概観した。すなわち、第三
節では、曲目・曲順、第四節では、曲調、第五節では博士・旋律・仮名、第六節では注記、第七節では、「音律開合名目」についてそれぞれ概要を確認 た。
 
以上のような準備をした後に、第二章から第四章において、『魚山蠆芥集』の成立過程
を初期・中期・後期に分けて考察した。
 
第二章では初期、すなわち、大進上人流が高野山に伝来してから『声明集』の基本構造
が確定するまでの間について論じた。具体的な年代は、正等房勝心（～一 一八～一二三七～）が大進上人流の本拠地の移転の要請の手紙を中川慈業（～一二四三以降） 送ったとされる嘉禎元年（一二三五）から、重弘（～一三五九）が示寂した 平十四年（ 三五九）までに設定した。
 
第一節では、十五世紀末に撰述された『声決書』と『声実抄』によって、初期の南山進
流の実態について考察 た、初期にお
ける『声明集』の存在についても検討を行っ
た。『声決書』によれば、南山進流は最初期
の観験（～一一八二～一二一八～）の頃に一
流として興った。その後、南山進流は次第に
独立し、覚証院方、金剛三昧院方、東南院方
の三流に分かれたとされる。さらに、この中 覚証院方は、重弘以後において二系統に分かれたとされる。なお、こ 二系統を便宜的に慈鏡系と隆法系とそれぞれ名付けた。一方『声実抄』には、観験が勝心 大進上人流 附属したこと 記されていたが、覚証院院方金剛三昧院方、東南院方の三流について直接的な言及 なされていなかった。さらに、
263 
 
『声決書』の覚証院方が重弘から二系統に分かれたとする事項にも触れていない。また、『声実抄』には、覚意（一二三七～一二九三～）の師でもある般若房定意（十二世紀末～十三世紀前半頃）と宝蓮房祐真（十三世紀前半頃）に関する記述が多くみら た。さらに『声実抄』から、十四世紀の後半には、般若房定意及び宝蓮房祐真の自筆の『声明集』がそれぞれ存在していたこ が推定できた。また、初期の南山進流は、相応院流に対し は強い対抗意識を有していたが 声明家個々の差異が強く、一流派としての統一性が低かったことも明らかにすることができた。また、『声決書』が主張するような独立性の強い覚証院方・金剛三昧院方・東南院方の三流が十三世紀の後半に分立していたと 考えられず、この三流は、初期から中期に けて徐々に独自の声明を伝える流派として形成されていったと推定し 。
 
第二項では、覚意は「覚意の五音博士」の考案者としてのみならず、声明に関わる様々
な事柄に精通した達匠 して評価されていた可能性 あることを論じ 。
 
第三項では「覚意の五音博士」以前、高野山で、大進上人宗観（～一一一五～）の記譜
法を伝える慈業系大進上人流の記譜法や醍醐流の任賢（～一一八七～一二一八）以降に発展した記譜法が使用されていた可能性、または、それらに類似した別の記譜法が存在した可能性について論じた。そ 結果、当時の高野山には独自な記譜法が存在しておらず、また「五音」が使われ 以前には笛の音孔名が使用されていたことが明らかになっ
 
第四項では、高野山特有の記譜法が存在していなかった状況下における、覚意による新
たな記譜法の考案
 
第三節では、覚意が五音を付す以前の「秘讃」の声明譜を特定し、その声明譜と の
五音博士が付された声明譜が一致をすること
を示し、覚意が五音博士を考案したことを確
認した。
 
第四節では、まず、称名寺所蔵の二本の『声明集』のうち 「称名寺本ａ」を初期 覚
意系の『声明集』であると断定した。もう一本の「称名寺本ｂ」は相応院流の 法則集を覚意の五音博士に翻譜したものであると推定した。さらに、「文保二年本」は隆然の系統の『声明集』である可能性を指摘した。また、「称名寺本ａ」と「文保二年本」そ ぞれの博士の骨格を 魚山蠆芥集』と対照し、『魚山蠆芥集』の基本的構造が文保二年の時点で出来上がっていたことを解明した。
 
次に『声実抄』にみられる般若房・宝蓮房の博士の骨格と「称名寺本ａ」・「文保二年
本」の博士の骨格と 比較対照を行い、覚意系の「称名寺本ａ」と「文保二年本」 宝蓮房祐真よりも般若房定意の記譜の影響 受けている可能性があること 明らかに 。
 
以上のように、初期に覚意が「覚意の五音博士」を考案して以後、「覚意 五音博士」
は急速に広まり、十四世紀 初頭には「覚意の五音博士」を使っ 『声明集』が成立し、『魚山蠆芥集』の基本的構造が確定した であり、これは、覚意 功績によるものと評価した。
 
第三章では、『魚山蠆芥集』の成立過程中期について考察を行った。
 
なお、『声明集』の基本構造が確定し、重弘 示寂した正平十四年（一三五九）から、
文明四年（一四七二）の『声明集』刊行以前までを、中期に設定し 。この時期には、覚証院方が二系統に分かれ多様な『声明集』や口伝書が登場し、「文明四年版」刊行の道筋が作られた。
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第一節では、中期の『声明集』諸本を、曲目・曲順と博士の骨格を比較検討することに
より、三系統に分類し、それぞれの系譜の特
定を目指した。その結果、「康正二年本」と
『声明集隆法口伝』を覚証院方の隆法系の『声明集』に、「永享六年本」と「永享十年本」を同じ覚証院方の慈鏡系の『声明集』に位置付けることができた。また、「応永三年本」を覚証院方に属さず覚意系 伝承した可能性がある『声明集』とみなした。さらに、隆法系よりも慈鏡系の『声明集』が、二系統に分かれる以前の覚証院方の声明をより多く継承していることを突きとめた。また、この慈鏡系と隆然 『 の存在を確認できたことによって、今まで疑問視 れてきた が二系統に分かれたことを伝える『声決書』の信憑性 高めることができた。
 
第二節では、『魚山蠆芥集』編纂に大きな影響を与えたとされる『声明集私案記』の概
要と資料につい 確認した。今まで明らかにされていなかった『声明集私案記』 成立年代を応永二年（一三九五）から応永二十年（一四一三）に設定した。また、 所収の曲の全ての詞章 つい 『声明集私案記』が何等かの言及している箇所をすべて精査し、『声明集』の詞章の総数のうちのお そ三割四分 『声明集』が指南を付していたこと、さらに、その中で旋律、つま 博士の実際の唱 について 指南が六割程度をしめていたことを突きとめた。
 
第三節では、『声明集私案記』が覚証院方の慈鏡系の『声明集』に依拠して成立したこ
とを突きとめた。また、隆然系 「文保二年本」と 「永享十年本」も『声明集私案記』の本説の博士を多く採用していることも
 
第四節では、『声明集私案記』の覚証院と東南院、衆徒方と金剛三昧院とを対比した記
述から、『声明集私案記』の流派観について考察 た。
 
 
その結果、覚証院方と同じ進流ではあるが、東南院方と金剛三昧院方という「了栄房
ノ
非節」や「樹下ノ座様」と呼ばれる好ましくな 独自 唱法をもつ二系統の声 の支流派が存在していたと が認識していたこ が明らかになった。ただし、高野山上で実質的に独立した流派 して存在していたのは南山進流と相応院流であり、覚証院方・東南院方・金剛三昧院方等はあくまで
進流のなかの支流派に過ぎないと認識されて
いたことも明らかとなっ 。ま 、進流に対抗する他流派 して相応院流が強く意識されていたことも判明した。
 
以上のように、中期には、同じ基本的構造を持つ、覚証院方の『声明集 と、非覚証院
方で覚意系の可能性のある『声明集』が成立し、同じ覚証院方でも 隆然 伝承を保持し続けた保守的な慈鏡系と、隆然の伝承 距離を置き出し 革新的な隆法系の覚証 方併存しており、そ ような、状況において慈鏡系の覚証院方において『声明集私案記』が作成されたことを明らかにした。
 
第四章では、『魚山蠆芥集』の成立過程後期
について考察を行った。ここでは、『声明
集』の刊行から『魚山蠆芥集』の成立までについて論じた。
 
第一節では、まず版本の「文明四年版」の『声明集』が、中期の隆法系の「康正二年本」
を祖本としていることを確定し 「文明四年版」の刊行までに慈鏡系の覚証院方は衰退したであろうと推定した。次に「文明四年版」 『魚山蠆芥集』の基本構造（曲目・曲順博士の骨格）が同じであることから、長恵は「文明四年版」を底本とし、そ 他の『声明集』を対校して『魚山蠆芥集』の骨格を決定し ことを指摘した。また、
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『魚山蠆芥集』は博士の骨格に関しては『声明集私案記』から影響を受けていないことも確認した。
 
次に、第二節では『魚山蠆芥集』の成立に関わる問題について考察を行った。まず、
『声明集私案記』に基づいて編纂したと自ら謳う『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』の受用の実態について明らかにするために、『声明集私案記』が旋律（博士の実際の唱法）について言及している計六百八十八箇所の指南 『魚山蠆芥集』の旋律を比較し、さらに隆然系の「文保二年本
」 、
慈鏡系の「永享六年本
」 、
隆法系の『声明集隆法口伝』のそれぞ
れの旋律とも対照 た。その結果、慈鏡系の
「永享六年本」が『声明集私案記』と同一の
旋律を有する割合が高く、『魚山蠆芥集』は隆法系の 隆法口伝 に近いことが判明した。
 
 
次に、『魚山蠆芥集』の指南のなかで、何らかの典拠があると思われるすべての箇所を
精査し、『声明集私案記』 指南を五十四例抽出した。それらを、受用の仕方を基準 、三つに分類し比較検討した。その結果、『魚山蠆
芥集』の唱法と慈鏡系の『声明集私案記』
の指南には、ある程度の相違が生じていたが、それにもかかわらず長恵は、『声明集私案記』を隆然 よって著さ た覚証院方 正統な口伝書として位置付け、『魚山蠆芥 』の正統性を主張するために、『声明集私案記』の指南を多数『魚山蠆芥集』に掲載した。『魚山蠆芥集』が『声明集私案記』をこ ような 度をもって受用 ことが明らか なった。
 
なお、このような受用の態度から、『魚山蠆芥集』成立当時に『声明集私案記』つまり
慈鏡系の伝承が衰退していたことが浮かび上がってきた。
 
次に、『声明集私案記』の指南から、進流と相応院流とを対比した二十三の指南と、覚
証院と東南院を対比した三箇の指 、衆徒方と金剛三昧院 を 比 四箇 指南 計三十の指南を抽出した。その結果に基づき、長恵の時代 高野山では、相応院流の影響力が『声明集私案記』が成立した頃に比べて大分弱まっていたこと。しかし、長恵の時代の高野山には、覚証院方の唱法とは区別される東南院方と金剛三昧院方の独自 が存在していたこと。このような状況の中で、長恵は『声明集私案記』の多くの指南を 魚山蠆芥集』に掲載し、覚 方の派祖である隆然が著したとされる『声明集私案記』の指南を伝えようとし を論じた。
 
また、『魚山蠆芥集』に伝わった『声明集私案記』以外の資料や人物の指南を抽出する
ことによって、『魚 蠆芥集』の『声明集私案記』以外からの影響について考察を行った。結果的に、長恵は、『魚山蠆芥 』を編纂する際、『声明集私案記』以外の資料や隆法の覚証院方の正嫡である師の快助から多く 指南 得てい ことが明らか なった。『魚山蠆芥集』に伝わっていた指南の典拠は、「称名寺本ａ」 実抄』 隆法口伝』「文保二年本」であった。『魚山蠆芥集』に
は『声明集隆法口伝』の指南が特に数多く伝
えられていた。さら は、師の快助の指南も多くみられた。し がって、長恵が隆法―重仙―快助の系譜に連なる人物であることの確証が得られた。 なわち、長恵は、 法系の覚証院方の範疇において『魚山蠆芥 を編纂 た であった。ま 、興味深いことに、『魚山蠆芥集』には覚意系の「称名寺本ａ」の指南もみられ これは長恵 覚意の指南も尊重していたからだと推測でき 。長恵は 声明集私案記 に記述されてい 金剛 昧院方や東南院方の範疇と 別の視点で覚意をみ いた可能性 ある。
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 最後に、『魚山蠆芥集』に伝わった『声明集私案記』以外の資料や人物の指南を五十七
抽出し、『魚山蠆芥集』の『声明集私案記』以外からの影響についても探った。その結果、長恵は『声明集私案記』以外の『声明集』や口伝書、なかでも『声明集隆法口伝』及び覚証院方の正嫡である師の快助から多くの指南を得て『魚山蠆芥集』を撰述していたことが明らかになった。このことから、長恵は、隆法―重仙―快助の系譜に連なる人物であることの確 が得られた。すなわち、長恵が隆法系の覚証院方の範疇において 魚山蠆芥集』を撰述したのである。
 
最後に長恵の『魚山蠆芥集』の編纂過程をまとめる。
 
まず、長恵は、隆法系の「文明四年版」を底本とし、他の『声明集』諸本を対校し、
『魚山蠆芥集』 基本構造つまり曲目・曲順及び博士 骨格を確定したと考えられる。
 
次に、『魚山蠆芥集』を覚証院方の規範的教則本とするた 、自分が唱えていた隆法
系の実唱と指南に基づいて注記を付し、その上に種々の口伝書、『声明集』諸本の注記、師の快助の指南等を付記し、『魚山蠆芥集』を作り上げたといえる。
 
種々の口伝書の中でもとりわけ長恵が引用したのが『声明集私案記』である。長恵が
『声明集私案記』を慈鏡系の資料として認識していたか否かは分からないが 『声明集私案記』に全面的に基づいて編纂されたものであることを謳い、長恵は『声明集私案記』の指南を 魚山蠆芥集』に多数注記した。
 
しかし、当時の隆法系の実唱や指南は慈鏡系の『声明集私案記 と多少相違していた。
ただし、長恵は隆法系の指南や現行の唱法と相違する場合でも 『声明集私案記』の指南を無視せず、「 云」としながら引用していた。これは、長恵が『声明集私案記』を尊重し、『声明集私案記』に対して慎重 敬意を表明する めであったと考えられ 。
 
このように『声明集私案記』に基づくことを標榜し、『声明集私案記』の指南を掲載す
ることによって『魚山蠆芥集 は覚証院方の正統性を獲得し、南山進流の規範的教則本と認識されるに至っ と考えられる。それだけ、室町期後半から江戸期に け隆然及び『声明集私案記』の影響力は南 進流において大きかったといえる。
 
最後に、資料の閲覧ならびに撮影の上で大変お世話になりました西國寺麻生章雄住職、
徳島文理大学加藤優先生、濱田宣先生に厚く御礼申しあげます。
 
また、資料の複写の上で大変お世話になりました高野山大学附属高野山大学図書館の御
当局各位に御礼申し上げます。
 
また、資料の閲覧 上で大変お世話になりました 野学園日本音楽史研究所の御当局各
位に御礼申し上げます。
 
また、本論文執筆にあたり御世話になりまし
た、大正大学仏教学部仏教学科木村秀明教
授、大正大学仏教学部仏教学科苫米地誠一教授、法政大学文学部日本文学科スティ―ヴン・Ｇ・ネルソン教授に心から御礼申し上げます。
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・潮弘憲『南山進流の解説』第三巻仁和寺伝法所 2012 年。 
・内山正如編『昭和改版智山聲明大典』大本山川崎大師平間寺 
1964 年。 
・上田霊城『真言密教事相概説―四度部―』同朋舎出版 1986
年。 
・大山公淳「声明の音楽的研究」『密教研究』第 44 号密教研究
会（編） 1932 年 
・大山公淳『仏教音楽と声明』大山教授法印昇進記念出版会 
1959 年。 
・櫛田良洪「声明成仏思想の受容」『真言密教成立過程の研究』
山喜房佛書林 1964 年。 
・黒田俊雄『寺社勢力』岩波書店 1980 年。 
・黒田俊雄『黒田俊雄著作集』第二巻「顕密体制論」法蔵館  
1994 年。 
・黒田俊雄『黒田俊雄著作集』第三巻「顕密仏教と寺社勢力」
法蔵館 1995 年。 
・小出浩平編『日本の伝統音楽』音楽之友社。 
・弘法大師御入定千百五十年御恩忌大法会事務局刊行『高野山
――その歴史と文化――』弘法大師御入定千百五十年御恩忌
記念出版 1983 年。 
・高野山大学選書刊行会編『高野山大学選書第』一巻「高野山
と密教文化」小学館スクウェア 2006 年 
・高野山大学選書刊行会編『高野山大学選書第四巻』高野山の
伝統と未来」小学館スクウェア 2006 年。 
・小島美子監修『日本の伝統音楽講座』淡交社 2008 年 
・小山靖憲『中世寺社と荘園制』塙書房 1998 年。 
・五来重編『高野山と真言密教の研究』名著出版 1976 年。 
・澤田篤子「真言声明の口伝書について（第一報）――博士指
口伝事――」『大阪教育大学紀要』第 34 1965 年。 
・澤田篤子「真言声明の口伝書について（第二報）――声実抄
――『大阪教育大学紀要』第 35 巻 1986 年。 
・田辺尚雄「現代の声明研究について』『東洋音楽研究第』12・ 
13 合併号「佛教音楽の研究」第一書房 1954 年。 
・中世寺院史研究会編『中世寺院史の研究』上法蔵館 1988 年。 
・中世寺院史研究会編『中世寺院史の研究』下法蔵館 1988 年。 
・東洋音楽学会編『仏教音楽』音楽之友社 1972 年。 
・中川善教「南山進流概説」『佛教學論集』山喜房仏書林 1976
年。 
・中川善教「魚山蠆芥集成立攷」『佛教學論集』山喜房書林 1976
年。 
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・花野憲道「声明資料とその一研究」『国語学論集』汲古書院 
1995 年。 
・花野憲道「広島大学文学部蔵『声明集』解説並びに影印」『鎌
倉時代語研究』第 22 輯武蔵野書院 1999 年。 
・山陰加春夫『中世高野山史の研究』清文堂 2011 年。 
・吉田寛如『南山進流詳解魚山蠆芥集』「解説篇」四大徳報恩出
版会 出版年不詳。 
・和田秀乘 高木訷元編『日本仏教宗史論集第』第四巻「弘法
大師と真言宗」吉川弘文館 1984 年。 
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資料編①：[表１]覚意相伝資料一覧 
 
(№) 書名 所蔵及典拠 覚意書写年月日 覚意翻譜年月日 相伝者 相伝場所 備考 
(№1) 金剛薩埵漢語讃（二捌尊唐讃） 『秘讃類聚集』(金沢文庫) 文永7年(1270)2月28日 ――――――――――――― ――――― ―――――  
(№2） 緊那羅天讃一傳也 『秘讃類聚集』 文永7年2月28日 ――――――――――――― ――――― ―――――  
(№3) 反音（吉慶梵語讃三段秘曲） 『秘讃集』(金沢文庫) 文永7年3月1日 文永7年（1270）3月8日 祐真 薬師院  
(№4) 一傳讃（妙音天讃） 『秘讃類聚集』 文永7年3月5日 文永7年3月8日 祐真 薬師院  
(№5)  (天龍八部讃)第二重諸天漢語讃 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 薬師院  
(№6) 孔雀経讃進 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 薬師院 進流 
(№7) 利菩薩○語漢円禪房流 『秘讃類聚集』 文永7年3月10日 文永七年3月19日 祐真 薬師院 円禪房流 
(№8) 如意輪讃進 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 金剛三昧院 進流 
(№9) 供養讃並異説 釈迦文院・金沢文庫 
高野山大学 
文永７年3月25日 文永7年3月26日 伊賀阿闍梨 ――――― 大山公淳『仏教音楽と声
明』150頁 
(№10) 釈迦讃 釈迦文院・高野山大学 文永７年3月26日 文永７年3月27日 ――――― ――――― 大山、前掲書150頁 
(№11) 十六大菩薩梵語讃 『十六大菩薩梵語讃』（金沢文庫） 文永7年6月1日 弘安6年 (1283)6月6日 祐真 薬師院  
(№12) 文殊梵語進 『秘讃集』 文永7年6月13日 ――――――――――――― 祐真 薬師院 進流 
(№13) 同梵語秘曲第三重 『秘讃集』 文永7年6月13日 ――――――――――――― 祐真 薬師院 円禪房流 
(№14) 宝賛（宝珠讃） 『秘讃類聚集』 文永7年6月15日 ――――――――――――― 伊賀阿闍梨 ―――――  
(№15) 多聞吉祥 『秘讃類聚集』 文永7年7月1日 ――――――――――――― ――――― ―――――  
(№16) 阿弥陀讃進 『秘讃集』 文永8年(1271)2月18日 ――――――――――――― ――――― 金剛三昧院 進流 
(№.17) 結縁灌頂声明 正智院 文永8年2月27日 文永9年(1272)4月2日 ――――― ――――― 大山、前掲書151頁 
(№18) 天龍八部第三重深秘 『秘讃類聚集』 文永9年(1272)5月19日 文永9年(1272)6月1日 ――――― 金剛三昧院 乗願房本 
(№19) 緊那羅天讃 『秘讃類聚集』 文永9年7月6日 ――――――――――――― ――――― ――――― 乗願房本 
(№20) 声明博士口伝事 西南院 文永11年（1274）1月6日 ――――――――――――― ――――― ――――― 大山、前掲書153頁 
(№21) 曼荼羅供堂上作法 金沢文庫 文永11年3月17日 ――――――――――――― ――――― ――――― 大山、前掲書155頁 
(№22) 貮捌尊唐音讃 『貮捌尊唐音讃』（金沢文庫） 弘安2年(1279)6月12日 弘安7 年(1284)年1月14日 玄慶 ―――――  
(№23) 妙音天 『秘讃類聚集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ―――――  
(№.24) （金剛因菩薩梵語讃） 『秘讃集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ―――――  
(№25) 「漢語」（金剛因菩薩漢語讃） 『秘讃集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ―――――  
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資料編②：[表２]称名寺所蔵覚意相伝「秘讃」一覧 
 
(№) 秘讃名 所収文献名 覚意書写年月日 覚意翻譜年月日 相伝者 相伝場所 分類 備考 
(№1) 金剛薩埵漢語讃（二捌尊唐讃） 『秘讃類聚集』 文永7年(1270)2月28日 ――――――――――――― ――――― ――――――― 観験  
(№2） 緊那羅天讃一傳也 『秘讃類聚集』 文永7年2月28日 ――――――――――――― ――――― ――――――― 観験  
(№3) 反音（吉慶梵語讃三段秘曲） 『秘讃集』 文永7年3月1日 文永7年（1270）3月8日 祐真 高野山薬師院 慈業(堅覚)  
(№4) 一傳讃（妙音天讃） 『秘讃類聚集』 文永7年3月5日 文永7年3月8日 祐真 高野山薬師院 観験  
(№5)  (天龍八部讃)第二重諸天漢語讃） 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 高野山薬師院 観験  
(№6) 孔雀経讃進 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 高野山薬師院 観験  
(№7) 利菩薩○語漢円禪房流 『秘讃類聚集』 文永7年3月10日 文永七年3月19日 祐真 高野山薬師院 慈業(堅覚) 円禪房流 
(№8) 如意輪讃進 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 金剛三昧院 観験  
(№9) 十六大菩薩梵語讃 『十六大菩薩梵語讃』 文永7年6月1日 弘安6年 (1283)6月6日 祐真 高野山薬師院 観験  
(№10) 文殊梵語進同梵語秘曲第三重 『秘讃集』 文永7年6月13日 ――――――――――――― 祐真 高野山薬師院 慈業(堅覚) 円禪房流 
(№11) 宝賛（宝珠讃） 『秘讃類聚集』 文永7年6月15日 ――――――――――――― 伊賀阿闍梨 ――――――― ――――――  
(№12) 多聞吉祥 『秘讃類聚集』 文永7年7月1日 ――――――――――――― ――――― ――――――― ――――――  
(№13) 阿弥陀讃進 『秘讃集』 文永8年(1271)2月18日 ――――――――――――― ――――― 金剛三昧院 ――――――  
(№14) 天龍八部第三重深秘 『秘讃類聚集』 文永9年(1272)5月19日 文永9年(1272)6月1日 ￣￣￣￣  ￣ 金剛三昧院 慈業(宗源) 乗願房本 
(№15) 緊那羅天讃 『秘讃類聚集』 文永9年7月6日 ――――――――――――― ――――― ――――――― 慈業(宗源) 乗願房本 
(№16) 貮捌尊唐音讃 『貮捌尊唐音讃』 弘安2年(1279)6月12日 弘安7 年(1284)年1月14日 玄慶 ￣￣￣￣￣￣  ￣ 慈業(宗源)  
(№17) 妙音天 『秘讃類聚集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ――――――― ――――――  
(№.18) （金剛因菩薩梵語讃） 『秘讃集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ――――――― ――――――  
(№19) 漢語（金剛因菩薩漢語讃） 『秘讃集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ――――――― ――――――  
資料編③：[表３] 変動域博士対照表 
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〈金剛界〉
 
「四」ｊ‐
３８２ 
〈金剛界〉
 
「地」ｊ‐
３６３ 
〈金剛界〉
 
「他」ｊ‐
３３ 
〈対揚〉
 
「諸」ｉ‐
４１５ 
〈対揚〉
 
「集」ｉ‐
４１３ 
〈対揚〉
 
「護」ｉ‐
２８９ 
〈対揚〉
 
「甚」ⅰ‐
８２ 
〈九條錫杖〉
 
「切」ｈ‐
２３２ 
〈九條錫杖〉
 
「願」ｈ‐
５８ 
〈錫杖〉
 
「敬」ｇ‐
９６ 
〈梵音〉
 
「其」ｆ‐
３７ 
〈出家唄〉
 
「願」ｄ‐
１６ 
〈出家唄〉
 
「守」ｄ‐３
 
〈云何唄〉
 
「因」ｃ‐
１４ 
 
×
 
×
 
×
 
－
 
－
 
－
 
×
 
×
 
×
 
×
 
○
 
×
 
×
 
×
 
称名
 ○
 
○
 
○
 
×
 
×
 
×
 
○
 
×
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
文二
 ○ ○ ○ － － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × △ 応三
× ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 永六
× ○ ○ － － － － － － ○ × ○ × ○ 永十
－ － － － － － ○ × － － × － － ○ 私案
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 康二
○
 
－
 
○
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
○
 
○
 
○
 
－
 
－
 
○
 
隆法
 ○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
文四
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 魚山
資料編③：[表３] 変動域博士対照表 
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〈胎蔵界〉
 
「者」ｋ‐
５２７ 
〈胎蔵界〉
 
「無」ｋ‐
４３９ 
〈胎蔵界〉
 
「及」ｋ‐
２９７ 
〈胎蔵界〉
 
「願」ｋ‐
２８１ 
〈胎蔵界〉
 
「及」ｋ‐
２４４ 
〈胎蔵界〉
 
「親」ｋ‐
１７３ 
〈金剛界〉 「南」～「界」 ｊ‐
６６７～
６７１ 
〈金剛界〉 「供」「養」ｊ‐
６５６
６５７ 
〈金剛界〉
 
「四 ｊ‐
６４０ 
〈金剛界〉
 
「量」ｊ‐
６２８ 
〈金剛界〉
 
「南」ｊ‐
６０６ 
〈金剛界〉 「消」「除」ｊ‐
５８６
５８７ 
〈金剛界〉 「如」「来」ｊ‐
５３４
５３５ 
〈金剛界〉
 
「智 ｊ‐
３９２ 
 
×
 
×
 
×
 
×
 
○
 
○
 
×
 
×
 
×
 
×
 
× ×
 
×
 
×
 
称名
 ○
 
○
 
○
 
○
 
×
 
○
 
○
 
○
 
○
 
×
 
○
 
○
 
○
 
○
 
文二
 ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 応三
○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 永六
○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ ○ △ ○ 永十
－ － － × － × － － － × － － ○ － 私案
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 康正
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
○
 
○
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
隆法
 ○
 
○
 
○
 
○
 
×
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
文四
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 魚山
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〈東方讃〉 「嚩」～「嚩」ｙ‐１～６
 
〈阿弥陀讃〉「底」ｗ‐
４０ 
〈吉慶漢語〉
 
「成」ｕ‐
６８ 
〈吉慶漢語〉
 
「座」ｕ‐
５９ 
〈文殊讃〉
 
「清」ｔ‐７
 
〈大日讃〉
 
「帝」ｏ‐
１８ 
〈理趣経〉
 
「廬」ｌ‐
３０２
３１７ 
〈理趣経〉
 
「法」ｌ‐
３４ 
〈理趣経〉
 
「真」ｌ‐
１２ 
〈胎蔵界〉
 
「切」ｋ‐
９０５ 
〈胎蔵界〉 「一」「切」ｋ‐
８９３
８９４ 
〈胎蔵界〉 「無」「胎」ｋ‐
８７８
８８１ 
〈胎蔵界〉
 
「得 ｋ‐
６６２ 
 
×
 
－
 
○
 
×
 
×
 
×
 
－
 
－
 
－
 
×
 
×
 
×
 
○
 
称名
 ○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
×
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
文二
 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 応三
○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 永六
○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 永十
－ － － － － ○ － × － － － － － 私案
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 康二
○
 
×
 
○
 
○
 
○
 
○
 
×
 
○
 
○
 
－
 
○
 
－
 
－
 
隆法
 ○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
×
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
×
 
文四
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 魚山
資料編③：[表３] 変動域博士対照表 
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凡
 
例
 
一、本「変動域博士対照表」は、 『声明集』の初期の写本二本・中期の写本四本・最古の版本一本、および『声明集隆法口伝』と『声
明集私案記』と『魚山蠆芥集』における、変動
域にある四十一箇所の の異同を表示したものである。
 
一、表中の略号・記号は次の通りである。
 
 
「称名」
 ：
 「称名寺本ａ」 、
 『声明集』初期の写本
 
 
「文二」
 ：
 「文保二年本」 、 『声明集』初期の写本
 
 
「応三」
 ：
 「応永三年本」 、 『声明集』中期の写本
 
 
「永六」
 ：
 「永享六年本」 、 『声明集』中期の写本
 
 
「永十」
 ：
 「永享十年本」 、 『声明集』中期の写本
 
 
「私案」
 ：
 『声明集私案記』
 
 
「康二」
 ：
 「康正二年本」 、 『声明集』中期の写本
 
 
「隆法」
 ：
 『声明集隆法口伝』
 
 
「文四」
 ：
 「文明四年版」 、 『声明集』最古の版本
 
 
「魚山」
 ：
 『魚山蠆芥集』
 
 
   ○
    ：
 『魚山蠆芥集』と同一の博士
 
 
   ×
    ：
 右の『魚山蠆芥集』と相違する博士
 
 
   △
    ：
 ○と×とも相違する博士
 
 
   －
    ：
 博士の情報がないもの
 
 
資料編④：[表４]旋律対照表  
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〈対揚〉
 
「三」ｉ―７
 
〈対揚〉
 
「場」ｉ―６
 
〈九条錫杖〉「已」ｈ―
３９１ 
〈三條錫杖〉
 
「清」ｇ―
３４ 
〈三条錫杖〉
 
「三」ｇ―
１９ 
〈三條錫杖〉
 
「實」ｇ―
１５ 
〈梵音〉
 
「諸」ｆ―
１２ 
〈梵音〉
 
「方」ｆ―
１１ 
〈梵音〉
 
「有」ｆ―４
 
〈散華〉
 
「遍」ｅ―
２３ 
〈散華〉
 
「歸」ｅ―
１２ 
〈散華〉
 
「願」ｅ―
２ 
〈三礼・如来唄〉
 
「如」ａ―
５３ 
〈三礼・如来唄〉
 
「衆」ａ―
１１ 
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
称名
 －
 
●
 
－
 
○
 
○
 
●
 
○
 
－
 
－
 
－
 
－
 
○
 
○
 
－
 
文二
 － － － － － － － － － － － － － － 応三
● ● ● － ○ ● ● ● － － ● ● ● － 永六
－ － － － － － － － － － － － － － 永十
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 私案
－ － － － － － － － － － － － － － 康二
○
 
○
 
－
 
－
 
－
 
●
 
－
 
○
 
－
 
－
 
－
 
○
 
○
 
－
 
隆法
 －
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
文四
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 魚山
資料編④：[表４]旋律対照表  
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〈胎蔵界〉
 
「諸」ｋ―
３８６ 
〈胎蔵界〉
 
「佛」ｋ―
３５２ 
〈胎蔵界〉
 
「含」ｋ―
３１６ 
〈胎蔵界〉
 
「解」ｋ―
３０９ 
〈胎蔵界〉
 
「大」ｋ―
２１６ 
〈胎蔵界〉
 
「切」ｋ―
６０ 
〈胎蔵界〉
 
「世」ｋ―
５８ 
〈金剛界〉
 
「設」ｊ―
５７５ 
〈金剛界〉
 
「福」ｊ―
４７１ 
〈金剛界〉
 
「國」ｊ―
４３６ 
〈金剛界〉
 
「教」ｊ―
３９３ 
〈対揚〉
 
「金」ｉ―
９０ 
〈対揚〉
 
「所」ｉ―
８６ 
〈対揚〉
 
「四」ｉ―
１４ 
 
－
 
○
 
○
 
－
 
○
 
－
 
○
 
－
 
○
 
○
 
－
 
－
 
－
 
－
 
称名
 ○
 
○
 
○
 
●
 
○
 
－
 
●
 
●
 
●
 
－
 
●
 
－
 
●
 
○
 
文二
 － ○ ● － ● － ○ － ● ○ － － － － 応三
● ○ ○ ● ● － ○ ● ● － ○ ● ● ● 永六
－ ○ ● － ● － ○ － ● ● － － － － 永十
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 私案
－ ○ ○ － ○ － ○ － ○ ○ － － － － 康正
－
 
○
 
－
 
－
 
－
 
－
 
○
 
－
 
－
 
－
 
○
 
－
 
－
 
○
 
隆法
 －
 
○
 
○
 
－
 
●
 
－
 
○
 
－
 
○
 
○
 
－
 
－
 
－
 
－
 
文四
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 魚山
資料編④：[表４]旋律対照表  
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〈四智梵語〉「覩」ｎ―
１９ 
〈理趣経〉
 
「盧」ｌ―
３１９ 
〈理趣経〉
 
「毗」ｌ―
３１８ 
〈理趣経〉「盧」ｌ―
３１４ 
〈理趣経〉
 
「毗」ｌ―
３１３ 
〈理趣経〉「毗」ｌ―
２９８ 
〈理趣経〉
 
「毗」ｌ―
２９３ 
〈理趣経〉
 
「勝」ｌ―
２４９ 
〈理趣経〉「王」ｌ―
２３５ 
〈理趣経〉「能」ｌ―
２１７ 
〈理趣経〉
 
「手」ｌ―
１８６ 
〈理趣経〉
 
「剛」ｌ―
１８５ 
〈胎蔵界〉「得」ｋ―
６６２ 
〈胎蔵界〉
 
「衆」ｋ―
４６４ 
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
称名
 －
 
●
 
－
 
－
 
－
 
○
 
－
 
●
 
●
 
－
 
－
 
－
 
○
 
○
 
文二
 － － － － － － － ● ● － － － － － 応三
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ 永六
－ － － － － － － ● ○ － － － － － 永十
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 私案
－ － － － － － － ● ○ － － － － － 康二
－
 
●
 
－
 
－
 
○
 
○
 
－
 
－
 
－
 
○
 
○
 
○
 
－
 
－
 
隆法
 －
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
●
 
○
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
文四
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 魚山
資料編④：[表４]旋律対照表  
 
 
 
10 
 
 
〈吉慶漢語〉「界」ｕ―
１２３ 
〈吉慶漢語〉「祥」ｕ―
４８ 
〈吉慶漢語〉「毘」ｕ―
３０ 
〈吉慶漢語〉「迦」ｕ―
２９ 
〈吉慶漢語〉「隨」ｕ―
１２ 
〈吉慶漢語〉「佛」ｕ―２
 
〈吉慶漢語〉「諸」ｕ―１
 
〈文殊讃〉「真」ｔ―
１６ 
〈佛讃〉
 
「藍」ｓ―
１２ 
〈四智漢語〉「受」ｑ―６
 
〈不動讃〉「吠」ｐ―
２６ 
〈不動讃〉「弥」ｐ―
２０ 
〈大日讃〉「薩」ｏ―１
 
〈四智梵語〉「羅」ｎ―
２４ 
 
●
 
●
 
－
 
－
 
●
 
－
 
－
 
－
 
○
 
●
 
○
 
○
 
－
 
－
 
称名
 ●
 
○
 
○
 
○
 
●
 
○
 
●
 
－
 
●
 
○
 
○
 
●
 
－
 
●
 
文二
 ● ○ － － － － － － ● ● ○ ○ － － 応三
● ○ ● ● ● ● － ○ ● ● ○ ● － ● 永六
● ○ － － － － － － ● ● ○ ○ － － 永十
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 私案
● ○ － － ● － － － ● ○ ○ ● － － 康二
－
 
○
 
○
 
○
 
●
 
○
 
○
 
○
 
●
 
○
 
－
 
●
 
－
 
○
 
隆法
 ●
 
○
 
－
 
－
 
●
 
－
 
－
 
－
 
●
 
○
 
○
 
●
 
－
 
－
 
文四
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 魚山
資料編④：[表４]旋律対照表  
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〈阿弥陀讃〉「迦」ｗ―
５７ 
〈阿弥陀讃〉「縛」ｗ―
３９ 
〈阿弥陀讃〉「佉」ｗ―
３８ 
〈阿弥陀讃〉「那」ｗ―
３２ 
〈阿弥陀讃〉「那」ｗ―
２５ 
〈阿弥陀讃〉「也」ｗ―
１７ 
〈阿弥陀讃〉「陀」ｗ―
１０ 
〈阿弥陀讃〉「也」ｗ―６
 
〈阿弥陀讃〉「婆」ｗ―５
 
〈阿弥陀讃〉「陀」ｗ―４
 
〈阿弥陀讃〉「弥」ｗ―３
 
〈吉慶梵語〉「扇」ｖ―
５４ 
〈吉慶梵語〉「他」ｖ―
４７ 
〈
吉
慶
梵
語
〉
「瞢」ｖ―３
 
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
称名
 －
 
－
 
－
 
○
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
文二
 － － － － － － － － － － － － － － 応三
○ － ○ ○ ● － － ○ ○ ○ ○ － － ● 永六
－ － － － － － － － － － － － － － 永十
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 私案
－ － － ○ － － － － － － － － － － 康正
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
○
 
○
 
－
 
○
 
－
 
－
 
－
 
隆法
 －
 
－
 
－
 
○
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
文四
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 魚山
資料編④：[表４]旋律対照表  
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〈金剛寶〉
 
「曩」ｚ―６
 
〈金剛寶〉
 
「怛」ｚ―５
 
〈金剛薩埵〉「怛」ｙ―
２５ 
〈金剛薩埵〉「慢」ｙ―
２２ 
〈四波羅蜜〉「曰」ｘ―
１６ 
〈四波羅蜜〉「怛」ｘ―
１３ 
〈四波羅蜜〉「薩」ｘ―
１２ 
〈四波羅蜜〉「羅」ｘ―６
 
〈阿弥陀讃〉「拏」ｗ―
９０ 
〈阿弥陀讃〉「答」ｗ―
８４ 
〈阿弥陀讃〉「羅」ｗ―
６１ 
〈阿弥陀讃〉「怛」ｗ―
６０ 
〈阿弥陀讃〉「質」ｗ―
５９ 
〈阿弥陀讃〉
 
「尾」ｗ―
５８ 
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
称名
 －
 
－
 
－
 
－
 
－
 
●
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
文二
 － － － － － － － － － － － － － － 応三
－ ○ ● ● ● ● ● － － ● － ○ ○ ○ 永六
－ － － － － － － － － － － － － － 永十
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 私案
－ － － － － － － － － － － － － － 康二
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
隆法
 －
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
－
 
文四
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 魚山
資料編④：[表４]旋律対照表  
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 凡
 
例
 
一、本「旋律対照表」は、 『声明集私案記』と『魚山蠆芥集』の間で相違する旋律計八十六箇所について、 初期の写本二本・中期の写本四本・最古の版本一本 『声明集』 、 および 『声明集隆法口伝』の旋律異同を表示したものである。
 
一、表中の略号・記号は次の通りである。
 
 
「称名」
 ：
 「称名寺本ａ」 、
 『声明集』初期の写本
 
 
「文二」
 ：
 「文保二年本」 、 『声明集』初期の写本
 
 
「応三」
 ：
 「応永三年本」 、 『声明集』中期の写本
 
 
「永六」
 ：
 「永享六年本」 、 『声明集』中期の写本
 
 
「永十」
 ：
 「永享十年本」 、 『声明集』中期の写本
 
 
「私案」
 ：
 『声明集私案記』
 
 
「康二」
 ：
 「康正二年本」 、 『声明集』中期の写本
 
 
「隆法」
 ：
 『声明集隆法口伝』
 
 
「文四」
 ：
 「文明四年版」 、 『声明集』最古の版本
 
 
「魚山」
 ：
 『魚山蠆芥集』
 
 
   ●
    ：
 『声明集私案記』と同一の旋律
 
 
 
 
○
    ：
 『魚山蠆芥集』と同一の旋律
   
 
   －
    ：
  旋律の情報がないもの
 
一、初期の「称名寺本ａ」 、中期の「応永三年本」 「永享六年本」 「康正二年本」 、後期の「文明四年版」には ユ」 （＝「由」 ） 「ス」 （＝「直」 ） 「ソ」 （＝ 反」 ）等の旋律名は注記されていない。それらの『声明集』においては、博士の本に付記されている「折懸」 、末に付記されている「突 等によって旋律情報を読み取った。
 
  〈金剛法〉
 
羅」
α―
３０ 
〈金剛寶〉
 
「訶」ｚ―
１９ 
 
●
 
－
 
称名
 ●
 
○
 
文二
 ● ○ 応三
● ○ 永六
● ○ 永十
● ● 私案
● ○ 康二
－
 
○
 
隆法
 ●
 
○
 
文四
 ○ ○ 魚山
資料編⑤：『声明集』詞章一覧  
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ａ三礼・如来唄
 
１
２
３
４  
５
６
７
８  
一切恭敬
 
自歸依佛
 
９
１０
１１
１２  
 
當願衆生
 
躰解大道
 
 
 
 
 
 
２１
２２
２３
２４  
發無上意
 
自歸依法
 
２５
２６
２７
２８  
當願衆生
 
深入経蔵
 
３７
３８
３９
４０ 
智恵如海
 
自歸依僧
 
４１
４２
４３ 
４４ 
當願衆生
 
統理大衆
 
 一切無碍
 
５３
５４
５５
５６
５７  
５８
５９
６０
６１
６２ 
如来妙色身
 
世間無與等
  
 無比不思議
 
是故今敬礼
 
７３
７４
７５
７６
７７  
 
 
 
 
 
 
如来色 盡
 
知恵亦復然
 
８３
８４
８５
８６
８７ 
一切法常住
 
是故我歸依
 
 ｂ如来唄
 
１
２
３ 
ン如礼
 
４ 
５ 
妙色
 
６
７ 
身世
 
 ｃ云何唄
 
１
２
３
４ 
５ 
云何得長壽
 
６
７
８
９
１０ 
金剛不壊身
  
１１
１２ 
１３
１４
１５ 
復以何因縁
 
 
１６
１７
１８
１９
２０ 
得大堅固力
 
 ｄ出家唄
 
１
２
３
４ 
５ 
毀形守志節
 
６
７
８ 
９
１０ 
割愛無所親
  
１１
１２ 
１３
１４
１５ 
棄家求聖道
 
１６
１７
１８
１９
２０ 
願度一切人
 
 ｅ散華
 
１
２
３
４ 
５
６ 
ン願我在道場
 
７
８ 
９
１０
１１ 
香花供養佛
 
 大日
 
１２ 
１３
１４
１５
１６
１７
１８ 
歸命毗盧遮那佛
 
１９
２０ 
２１
２２
２３
２４
２５ 
身口意業遍虚空
 
２６
２７
２８ 
２９
３０
３１
３２ 
演説如来三密門
 
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９ 
金剛一乗甚深教
 
４０
４１
４２
４３
４４ 
香花供養佛
 
 釋迦
 
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１ 
天地此界多聞室
 
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８ 
逝宮天處十方無
 
６０
５９
６１
６２
６３
６４
６５ 
丈夫牛王大沙門
 
６６
６７
６８
６９
７０
７１
７２ 
尋地山林遍無等
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 藥師
 
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９ 
藥師瑠璃光如来
 
８０
８１
８２
８３
８４
８５
８６ 
大慈大悲照光明
 
８７
８８
８９
９０
９１
９２
９３ 
良與法藥救衆生
 
９４
９５
９６
９７
９８
９９
１００ 
故我稽首瑠璃光
 
 阿弥陀
 
１０１
１０２
１０３
１０４
１０５
１０６
１０７ 
稽首天人所恭敬
 
１０８
１０９
１１０
１１１
１１２
１１３
１１４ 
阿弥陀仙兩足尊
 
１１５
１１６
１１７
１１８
１１９
１２０
１２１ 
在彼微妙安楽國
 
１２２
１２３
１２４
１２５
１２６
１２７
１２８ 
無量佛子衆圍繞
 
１２９
１３０
１３１
１３２
１３３
１３４ 
ン願以此功徳
 
１３５
１３６
１３７
１３８
１３９ 
普及於一切
 
１４０
１４１
１４２
１４３
１４４ 
我等與衆生
 
１４５
１４６
１４７
１４８
１４９ 
皆共成佛道
 
１５０
１５１
１５２
１５３
１５４ 
香花供養佛
 
 ｆ梵音
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
十方所有勝妙花
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
普散十方諸國土
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１ 
是以供養釋迦尊
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８  
是以供養諸如来
 
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５ 
出生無量寶蓮花
 
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２ 
其花色相皆殊妙
 
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９ 
是以供養大乗経
 
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６ 
是以供養諸菩薩
 
 ｇ三條錫杖
 
１
２
３
４  
５
６
７
８  
手執錫杖
 
當願衆生
 
９
１０
１１
１２  
１３
１４
１５
１６ 
設大施會
 
示如實道
 
１７
１８
１９
２０  
２１
２２
２３
２４ 
供養三寶
 
設大施會
 
２５
２６
２７
２８  
２９
３０
３１
３２ 
示如實道
 
供養三寶
 
３３
３４
３５
３６  
３７
３８
３９
４０ 
以清浄心
 
供養三寶
 
４１
４２
４３
４４  
４５
４６
４７
４８ 
發浄浄心
 
供養三寶
 
４９
５０
５１
５２  
５３
５４
５５
５６ 
願清浄心
 
供養三寶
 
５７
５８
５９
６０  
６１
６２
６３
６４ 
三世諸佛
 
執持錫杖
  
６５
６６
６７  
 
６８
６９
７０
７１ 
皆成佛
 
 
故我稽首
  
７２
７３
７４
７５  
７６
７７
７８
７９ 
執持錫杖
 
供養三寶
 
８０
８１
８２
８３  
８４
８５
８６
８７ 
故我稽首
 
執持錫杖
  
８８
８９
９０
９１ 
供養三寶
 
９２
９３
９４
９５
９６
９７
９８
９９
１００
１０１
１０２ 
ン南無恭敬供養三尊界會
 
１０３
１０４
１０５
１０６
１０７
１０８
１０９
１１０
１１１
１１２
１１３ 
哀愍摂受護持弟子成大願
 
 ｈ九條錫杖
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 手執錫杖
 
當願衆生
 
 設大施會
 
示如實道
 
 供養三寶
 
設大施會
 
 示如實道
 
供養三寶
 
 以清浄心
 
供養三寶
 
 發清浄心
 
供養三寶
 
 願清浄心
 
供養三寶
 
５７
５８
５９
６０  
６１
６２
６３
６４  
當願衆生
 
作天人師
  
６５
６６
６７
６８  
６９
７０
７１
７２ 
虚空満願
 
度苦衆生
  
７３
７４
７５
７６  
７７
７８
７９
８０ 
法界圍繞
 
供養三寶
 
８１
８２
８３
８４  
８５
８６
８７
８８ 
値遇諸佛
 
速證菩提
 
９３
９４
９５
９６  
當願衆生
 
真諦修習
 
９７
９８
９９
１００  
１０１
１０２
１０３
１０４ 
大慈大悲
 
一切衆生
 
１０５
１０６
１０７
１０８  
 
俗諦修習
 
大慈大悲
 
１１７
１１８
１１９
１２０ 
一切衆生
 
一乗修習
 
 大慈大悲
 
一切衆生
 
１２９
１３０
１３１
１３２  
１３３
１３４
１３５
１３６ 
恭敬供養
 
佛寶法寶
  
１３７
１３８
１３９
１４０
１４１
１４２ 
僧寶一躰三寶
 １４７
１４８
１４９
１５０ 
當願衆生
 
壇波羅蜜
 
 大悲大悲
 
一切衆生
 
１５９
１６０ 
尸羅波羅蜜
 
大慈大悲
 
 
 
 
 
 
 
１７２
１７３ 
一切衆生
   羼提波羅蜜
 
 大慈大悲
 
一切衆生
 
１８５
１８６
１８７ 
毗梨耶波羅蜜
 
大慈大悲
 
 
 
 
 
 
１９９
２００ 
一切衆生
 
禅那波羅蜜
  
 大慈大悲
 
一切衆生
 
２１２
２１３
２１４
２１５
２１６  
２１７
２１８
２１９
２２０ 
般若波羅蜜
 
大慈大悲
 
２２１
２２２
２２３
２２４ 
一切衆生
 
２２９
２３０
２３１
２３２ 
當願衆生
 
十方一切
 
２３３
２３４
２３５
２３６  
２３７
２３８
２３９
２４０ 
無量衆生
 
聞錫杖聲
 
２４１
２４２
２４３
２４４
２４５  
２４６
２４７
２４８
２４９
２５０ 
懈怠者精進
 
破戒者持戒
 
２５１
２５２
２５３
２５４
２５５  
２５６
２５７
２５８
２５９
２６０ 
不信者令信
 
慳貪者布施
 
２６１
２６２
２６３
２６４
２６５  
２６６
２６７
２６８
２６９
２７０ 
瞋恚者慈悲
 
愚痴者智恵
 
２７１
２７２
２７３
２７４
２７５  
２７６
２７７
２７８
２７９
２８０ 
驕慢者恭敬
 
放逸者摂心
 
２８１
２８２
２８３
２８４  
 
２８５
２８６
２８７
２８８ 
具修万行
 
 
速證菩提
 
 
 
 
 
 
２９３
２９４
２９５
２９６ 
當願衆生
 
十方一切
 
２９７
２９８
２９９
３００  
３０１
３０２
３０３
３０４ 
邪魔外道
 
魍魎鬼神
 
３０５
３０６
３０７
３０８  
３０９
３１０
３１１
３１２ 
毒獣毒龍
 
毒蟲之類
 
３１３
３１４
３１５
３１６  
３１７
３１８
３１９
３２０ 
聞錫杖聲
 
摧伏毒害
 
３２１
３２２
３２３
３２４  
３２５
３２６
３２７
３２８ 
發菩提心
 
具修万行
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３２９
３３０
３３１
３３２ 
速證菩提
 
 
 
 
 
 
３３７
３３８
３３９
３４０ 
當願衆生
 
十方一切
 
３４１
３４２
３４３
３４４
３４５
３４６  
３４７
３４８
３４９
３５０ 
地獄餓鬼畜生
 
八難之處
  
３５１
３５２
３５３
３５４  
３５５
３５６
３５７
３５８ 
受苦衆生
 
聞錫杖聲
 
３５９
３６０
３６１
３６２  
３６３
３６４
３６５
３６６ 
速得解脱
 
惑癡二障
  
３６７
３６８
３６９
３７０  
３７１
３７２
３７３
３７４ 
百八煩悩
 
發菩提心
 
３７５
３７６
３７７
３７８  
３７９
３８０
３８１
３８２ 
具修万行
 
速證菩提
 
３８３
３８４
３８５
３８６  
３８７
３８８
３８９
３９０ 
過去諸佛
 
執持錫杖
 
３９１
３９２
３９３  
 
３９４
３９５
３９６
３９７ 
已成佛
 
 
現在諸佛
 
３９８
３９９
４００ 
４０１  
４０２
４０３
４０４ 
執持錫杖
 
現成佛
 
４０５
４０６
４０７
４０８  
４０９
４１０
４１１
４１２ 
未来諸佛
 
執持錫杖
 
４１３
４１４
４１５  
 
４１６
４１７
４１８
４１９ 
當成佛
 
 
故我稽首
 
４２０
４２１
４２２
４２３  
４２４
４２５
４２６
４２７ 
執持錫杖
 
供養三寶
 
４２８
４２９
４３０
４３１  
４３２
４３３
４３４
４３５ 
故我稽首
 
執持錫杖
 
４３６
４３７
４３８
４３９ 
供養三寶
 
４４０
４４１
４４２
４４３
４４４
４４５ 
南無恭敬供養
 ４４６
４４７
４４８
４４９ 
霊山界會
 
４５０
４５１
４５２
４５３  
４５４
４５５
４５６
４５７ 
恭敬供養
 
八萬聖教
  
 
４５８
４５９
４６０
４６１  
４６２
４６３
４６４
４６５ 
哀愍摂受
 
護持弟子
 
 
ｉ対揚
 
１
２
３
４ 
５
６
７
８  
南無法界道場三密
 
９
１０
１１
１２ 
１３ 
教主舎那尊
 
１４
１５
１６
１７  
１８
１９
２０ 
２１ 
四方四佛
 
證誠密教
 
２２
２３
２４
２５  
２６
２７
２８ 
２９ 
天衆地類
 
倍増法樂
 
３０
３１
３２
３３  
３４
３５
３６
３７ 
當所権現
 
倍増法樂
 
３８
３９
４０
４１  
４２
４３
４４
４５ 
弘法大師
 
倍増法樂
 
４６
４７
４８
４９  
５０
５１
５２
５３ 
貴賎霊等
 
皆成佛道
 
５４
５５
５６
５７  
５８
５９
６０
６１ 
聖朝安穏
 
國家豊楽
 
７０
７１
７２
７３  
７４
７５
７６
７７ 
伽藍安穏
 
興隆佛法
 
７８
７９
８０
８１  
８２
８３
８４
８５ 
法性無漏
 
甚深妙典
 
８６
８７
８８
８９  
９０
９１
９２
９３
９４ 
所願成辨
 
金剛手菩薩
 
 曼荼羅供
 
９５
９６
９７
９８
９９
１００
１０１
１０２ 
南無法界道場三密
 
１０３
１０４
１０５
１０６
１０７ 
教主遮那尊
 
１０８
１０９
１１０
１１１  
１１２
１１３
１１４
１１５ 
四方四佛
 
證誠密教
 
１１６
１１７
１１８
１１９  
１２０
１２１
１２２
１２３ 
天衆地類
 
倍増威光
 
１２４
１２５
１２６
１２７  
１２８
１２９
１３０
１３１ 
聖朝安穏
 
國家豊楽
 
１３２
１３３
１３４
１３５  
１３６
１３７
１３８
１３９ 
禅定法皇
 
増長寶壽
 
１４０
１４１
１４２
１４３  
１４４
１４５
１４６ 
護持太王
 
成御願
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１４７
１４８
１４９
１５０    
１５１
１５２
１５３
１５４ 
伽藍安穏
 
興隆佛法
 
１５５
１５６
１５７
１５８  
１５９ 
１６０ 
１６１
１６２ 
法性無漏
 
甚深妙典
 
１６３
１６４
１６５
１６６  
１６７
１６８ 
１６９
１７０
１７１ 
御願成弁
 
金剛手菩薩
 
 最勝講
 
１７２
１７３
１７４ 
１７５ 
１７６
１７７
１７８
１７９ 
南無鷲峯山中最勝
 
１８０
１８１
１８２
１８３
１８４ 
教主釋迦尊
 
１８５
１８６
１８７
１８８    
１８９
１９０ 
１９１ 
１９２ 
四方四佛
 
證誠講演
 
１９３
１９４
１９５
１９６  
１９７
１９８ 
１９９ 
２００ 
天衆地類
 
倍増法樂
 
２０１
２０２
２０３
２０４  
２０５
２０６ 
２０７ 
２０８ 
當所権現
 
威光自在
 
２０９
２１０
２１１
２１２  
２１３
２１４ 
２１５ 
２１６ 
弘法大師
 
倍増法樂
 
２１７
２１８
２１９
２２０  
２２１
２２２ 
２２３
２２４ 
聖朝安穏
 
國家豊楽
 
２２５
２２６
２２７
２２８  
２２９
２３０ 
２３１
２３２ 
禅定太皇
 
増長寶壽
 
２３３
２３４
２３５
２３６  
２３７
２３８ 
２３９
２４０ 
護持大衆
 
各成善願
 
２４１
２４２
２４３
２４４  
２４５
２４６ 
２４７
２４８ 
社頭安穏
 
諸人快樂
 
２４９
２５０
２５１
２５２  
２５３
２５４ 
２５５
２５６ 
法性誓底
 
甚深妙典
 
２５７
２５８
２５９
２６０  
２６１
２６２
２６３
２６４ 
御願成弁
 
妙憧菩薩
 
 大般若
 
２６５
２６６
２６７
２６８ 
２６９
２７０
２７１
２７２ 
南無十六會中般若
 
２７３
２７４
２７５ 
２７６
２７７ 
教主釋迦尊
 
２７８
２７９
２８０
２８１   
２８２
２８３ 
２８４
２８５ 
十方擁護
 
諸大神王
 
２８６
２８７
２８８
２８９  
２９０
２９１ 
２９２
２９３ 
演説甚深
 
無相了義
 
２９４
２９５
２９６
２９７  
２９８
２９９
３００
３０１ 
證知證誠
 
法涌菩薩
 
 法花経
 
３０２
３０３
３０４ 
３０５ 
３０６
３０７
３０８
３０９ 
南無鷲峯山中一乗
 
３１０
３１１
３１２ 
３１３
３１４ 
教主釋迦尊
 
３１５
３１６
３１７
３１８   
３１９
３２０ 
３２１
３２２ 
多寶分身
 
證誠講演
 
３２３
３２４
３２５
３２６  
３２７
３２８ 
３２９
３３０ 
妙法蓮花
 
教菩薩法
 
３３１
３３２
３３３
３３４  
３３５
３３６ 
３３７
３３８ 
乗自寫王
 
現来守護
 
３３９
３４０
３４１
３４２  
３４３
３４４
３４５
３４６
３４７ 
所願成辨
 
観自在菩薩
 
 盂蘭盆経
 
３４８
３４９
３５０ 
３５１
３５２
３５３
３５４
３５５
３５６ 
南無給狐獨園盂蘭盆
 
３５７
３５８
３５９ 
３６０
３６１ 
教主釋迦尊
 
３６２
３６３
３６４
３６５   
３６６
３６７ 
３６８
３６９ 
十方諸佛
 
證誠講演
 
３７０
３７１
３７２
３７３  
３７４
３７５ 
３７６
３７７ 
救倒懸苦
 
甚深妙典
 
３７８
３７９
３８０
３８１  
３８２
３８３
３８４
３８５ 
所願成辨
 
目連大士
 
 仁王経
 
３８６
３８７
３８８
３８９ 
３９０
３９１
３９２
３９３ 
南無鷲峯山中般若
 
３９４
３９５
３９６ 
３９７
３９８ 
教主釋迦尊
 
３９９
４００
４０１
４０２   
４０３
４０４ 
４０５
４０６ 
十六四所
 
現来集會
 
４０７
４０８
４０９
４１０  
４１１
４１２ 
４１３
４１４ 
諸天護法
 
諸仁王者
 
資料編⑤：『声明集』詞章一覧  
 
 
19 
 
４１５
４１６
４１７
４１８  
４１９
４２０
４２１
４２２
４２３ 
證知誠證
 
五大力菩薩
 
 ｊ金剛界
 
１
２
３
４ 
５
６
７
８ 
９
１０ 
一切恭敬敬礼常住三寶
 
１１
１２ 
１３
１４
１５
１６
１７ 
唵娑縛婆縛秫駄
 
１８
１９
２０ 
２１ 
薩縛達麽
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７ 
娑縛婆縛秫度憾
 
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５ 
唵薩縛怛他蘖多
 
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３ 
幡那滿那曩迦嚕弭
 
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０ 
歸命十方一切佛
 
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７ 
最勝妙法菩提衆
 
５８
５９
６０
６１
６２
６３
６４ 
以身口意清浄業
 
６５
６６
６７
６８
６９
７０
７１ 
慇懃合掌恭敬礼
 
７２
７３
７４
７５
７６ 
歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
８３
８４
８５
８６
８７
８８
８９ 
無始輪廻諸有中
 
９０
９１
９２
９３
９４
９５
９６ 
身口意業所生罪
 
９７
９８
９９
１００
１０１
１０２
１０３ 
如佛菩薩所懺悔
 
１０４
１０５
１０６
１０７
１０８
１０９
１１０ 
我今陳懺亦如是
 
 歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
１２２
１２３
１２４
１２５
１２６
１２７
１２８ 
我今深發歓喜心
 
１２９
１３０
１３１
１３２
１３３
１３４
１３５ 
随喜一切福智聚
 
１３６
１３７
１３８
１３９
１４０
１４１
１４２ 
諸佛菩薩行願中
 
１４３
１４４
１４５
１４６
１４７
１４８
１４９ 
金剛三業所生福
 
１５０
１５１
１５２
１５３
１５４
１５５
１５６ 
縁覺聲聞及有情
 
１５７
１５８
１５９
１６０
１６１
１６２
１６３ 
所集善根盡隨喜
 
 歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
１７５
１７６
１７７
１７８
１７９
１８０
１８１ 
一切世燈坐道場
 
１８２
１８３
１８４
１８５
１８６
１８７
１８８ 
覺眼開敷照三有
 
１８９
１９０
１９１
１９２
１９３
１９４
１９５ 
我今胡跪先勧請
 
１９６
１９７
１９８
１９９
２００
２０１
２０２ 
轉於無上妙法輪
 
２０３
２０４
２０５
２０６
２０７
２０８
２０９ 
所有如来三界主
 
２１０
２１１
２１２
２１３
２１４
２１５
２１６ 
臨般無餘涅槃者
 
２１７
２１８
２１９
２２０
２２１
２２２
２２３ 
我皆勧請令久住
 
２２４
２２５
２２６
２２７
２２８
２２９
２３０ 
不捨悲願救世間
 
 歸命頂礼大 毗盧遮那佛
 
２４２
２４３
２４４
２４５
２４６
２４７
２４８ 
懺悔隨喜勧請福
 
２４９
２５０
２５１
２５２
２５３
２５４
２５５ 
願我不失菩提心
 
２５６
２５７
２５８
２５９
２６０
２６１
２６２ 
諸佛菩薩妙衆中
 
２６３
２６４
２６５
２６６
２６７
２６８
２６９ 
常為善友不厭捨
 
２７０
２７１
２７２
２７３
２７４
２７５
２７６ 
離於八難生無難
 
２７７
２７８
２７９
２８０
２８１
２８２
２８３ 
宿命住智荘厳身
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２８４
２８５
２８６
２８７
２８８
２８９
２９０ 
遠離愚迷具悲智
 
２９１
２９２
２９３
２９４
２９５
２９６
２９７ 
悉能滿足波羅蜜
 
２９８
２９９
３００
３０１
３０２
３０３
３０４ 
富樂豊饒生勝族
 
３０５
３０６
３０７
３０８
３０９
３１０
３１１ 
眷属廣多恒熾盛
 
３１２
３１３
３１４
３１５
３１６
３１７
３１８ 
四無礙辧十自在
 
３１９
３２０
３２１
３２２
３２３
３２４
３２５ 
六通諸禅悉圓満
 
３２６
３２７
３２８
３２９
３３０
３３１
３３２ 
如金剛憧及普賢
 
３３３
３３４
３３５
３３６
３３７
３３８
３３９ 
願讃廻向亦如是
 
３４０
３４１
３４２
３４３
３４４
３４５
３４６
３４７
３４８
３４９
３５０ 
歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
３５１
３５２
３５３
３５４
３５５ 
唵冒地質多母怛
 
 波娜野弭
 
３６２
３６３
３６４
３６５
３６６
３６７
３６８ 
唵三昧耶薩怛鎫
 
３６９
３７０
３７１
３７２
３７３
３７４
３７５
３７６
３７７ 
歸命摩訶毗盧遮那佛
 
３７８
３７９
３８０
３８１
３８２
３８３
３８４
３８５ 
四方四智四波羅蜜
 
３８６
３８７
３８８
３８９
３９０
３９１
３９２ 
十六八供四摂
 
３９３
３９４
３９５
３９６
３９７
３９８
３９９ 
教令輪者降三世
 
４００
４０１
４０２
４０３
４０４
４０５
４０６ 
両部界會諸如来
 
４０７
４０８
４０９
４１０
４１１
４１２
４１３ 
外金剛部威徳天
 
４１４
４１５
４１６
４１７
４１８
４１９
４２０ 
不越本誓三昧耶
 
４２１
４２２
４２３
４２４
４２５
４２６
４２７ 
降臨壇場受妙供
 
４２８
４２９
４３０
４３１
４３２
４３３
４３４ 
弘法大師増法樂
 
４３５
４３６
４３７
４３８
４３９
４４０
４４１
４４２ 
三國傳燈諸阿闍梨
 
４４３
４４４
４４５
４４６
４４７
４４８
４４９ 
護持大衆除不祥
 
４５０
４５１
４５２
４５３
４５４
４５５
４５６ 
滅罪生善成 願
 
４５７
４５８
４５９
４６０
４６１
４６２
４６３ 
天下法界同利益
 
４６４
４６５
４６６
４６７
４６８
４６９
４７０ 
衆生無邊誓願度
 
４７１
４７２
４７３
４７４
４７５
４７６
４７７ 
福智無邊誓願集
 
４７８
４７９
４８０
４８１
４８２
４８３
４８４ 
法門無邊誓願覺
 
４８５
４８６
４８７
４８８
４８９
４９０
４９１ 
如来無邊誓願事
 
４９２
４９３
４９４
４９５
４９６
４９７
４９８ 
菩提無上誓願證
 
４９９
５００
５０１
５０２
５０３
５０４
５０５
５０６ 
唵阿謨伽布惹麽抳
 
５０７
５０８
５０９
５１０
５１１
５１２
５１３
５１４ 
跛納麽縛曰隷怛他
 
５１５
５１６ 
蘗多尾路姚帝三滿
 
 多鉢羅薩羅吽
 
５２９
５３０  
 
 
 
５３４
５３５ 
以我功徳力
 
如来加持力
 
５３９
５４０  
 
 
 
５４４
５４５
５４６ 
及以法界力
 
普供養而住
 
５５２
５５３ 
普供養摩訶毗盧遮那佛
 
５５９
５６０
５６１  
 
５６２
５６３ 
普供養
 
 
両部界會
 
５６６
５６７  
 
 
５７０
５７１ 
諸尊聖衆
 
護法天等
 
５７４
５７５  
 
 
５７８
５７９ 
所設妙供
 
哀愍摂受
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５８２
５８３  
 
 
５８６
５８７ 
護持大衆
 
消除業障
 
５９０
５９１  
 
 
５９４
５９５ 
増長福壽
 
恒受快樂
 
５９８
５９９  
 
 
６０２
６０３ 
無邊善願
 
決定圓満
 
６０６
６０７
６０８
６０９ 
南無摩訶毗盧遮那佛
 
６１５
６１６
６１７
６１８  
 
６２０
６２１
６２２
６２３ 
南無阿閦佛
 
南無寶生佛
 
６２５
６２６
６２７
６２８  
 
 
６３１
６３２
６３３
６３４ 
南無无量壽佛
 
南無不空成就佛
 
６３８
６３９
６４０
６４１
６４２  
 
 
 
６４６
６４７
６４８
６４９ 
南無四波羅蜜菩薩
 
南無十六大菩薩
 
６５３
６５４
６５５
６５６
６５７  
 
 
６６０
６６１
６６２
６６３ 
南無八供養菩薩
 
南無四摂智菩薩
 
６６７
６６８
６６９
６７０
６７１ 
南無金剛界一切諸佛菩薩
 
６７８
６７９
６８０
６８１
６８２
６８３
６８４ 
南無大悲胎蔵界一切諸佛
 
６９１
６９２
６９３ 
６９４
６９５  
６９６
６９７
６９８
６９９ 
廻向大菩提
 
至心廻向
 
７００
７０１
７０２
７０３ 
懺悔隨喜
 
 ｋ胎蔵界
 
１
２
３
４ 
５
６
７
８ 
９
１０ 
一切恭敬敬礼常住三寶
 
１１
１２ 
１３
１４
１５
１６
１７
１８ 
曩莫三曼多没駄南
 
１９
２０ 
２１
２２
２３
２４
２５ 
阿三迷怛哩 迷
 
２６
２７
２８  
三摩曵娑縛賀
 
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９ 
曩莫三滿多没駄南
 
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９ 
達磨駄覩薩縛婆縛句含
 
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６ 
歸命十方正等覺
 
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３ 
三世一切具三身
 
６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０ 
歸命一切大乗法
 
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７ 
歸命不退菩提衆
 
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４ 
歸命諸明真實言
 
８５
８６
８７
８８
８９
９０
９１ 
歸命一切諸密印
 
９２
９３
９４
９５
９６
９７
９８ 
以身口意清浄業
 
９９
１００
１０１
１０２
１０３
１０４
１０５ 
慇懃無量恭敬礼
 
１０６
１０７
１０８
１０９
１１０ 
歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
１１７
１１８
１１９
１２０
１２１
１２２
１２３ 
我由无明所積集
 
１２４
１２５
１２６
１２７
１２８
１２９
１３０ 
身口意業造衆罪
 
１３１
１３２
１３３
１３４
１３５
１３６
１３７ 
貪慾恚癡覆心故
 
１３８
１３９
１４０
１４１
１４２
１４３
１４４ 
於佛正法賢聖僧
 
１４５
１４６
１４７
１４８
１４９
１５０
１５１ 
父母二師善知識
 
１５２
１５３
１５４
１５５
１５６
１５７
１５８ 
及以无量衆生所
 
１５９
１６０
１６１
１６２
１６３
１６４
１６５ 
無始生死流轉中
 
１６６
１６７
１６８
１６９
１７０
１７１
１７２ 
具造極重無盡罪
 
１７３
１７４
１７５
１７６
１７７
１７８
１７９ 
親對十方現在佛
 
１８０
１８１
１８２
１８３
１８４
１８５
１８６ 
悉皆懺悔不復作
 
 歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
１９８
１９９
２００
２０１
２０２
２０３
２０４ 
南無十方三世佛
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２０５
２０６
２０７
２０８
２０９
２１０
２１１ 
三種常身正法蔵
 
２１２
２１３
２１４
２１５
２１６
２１７
２１８ 
勝願菩提大心衆
 
２１９
２２０
２２１
２２２
２２３
２２４
２２５ 
我今皆悉正歸依
 
 歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
２３７
２３８
２３９
２４０
２４１
２４２
２４３ 
我浄此身離諸垢
 
２４４
２４５
２４６
２４７
２４８
２４９
２５０ 
及與三世身口意
 
２５１
２５２
２５３
２５４
２５５
２５６
２５７ 
過於大海刹塵數
 
２５８
２５９
２６０
２６１
２６２
２６３
２６４ 
奉獻一切諸如来
 
 歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
２７６
２７７
２７８
２７９
２８０
２８１
２８２ 
浄菩提心勝願寶
 
２８３
２８４
２８５
２８６
２８７
２８８
２８９ 
我今起發濟群生
 
２９０
２９１
２９２
２９３
２９４
２９５
２９６ 
生苦等集所纏身
 
２９７
２９８
２９９
３００
３０１
３０２
３０３ 
及與無知所害身
 
３０４
３０５
３０６
３０７
３０８
３０９
３１０ 
救摂歸依令解脱
 
３１１
３１２
３１３
３１４
３１５
３１６
３１７ 
常當利益諸含識
 
 歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
３２９
３３０
３３１
３３２
３３３
３３４
３３５ 
十方無量世界中
 
３３６
３３７
３３８
３３９
３４０
３４１
３４２ 
諸正遍知大海衆
 
３４３
３４４
３４５
３４６
３４７
３４８
３４９ 
種種善巧方便力
 
３５０
３５１
３５２
３５３
３５４
３５５
３５６ 
及諸佛子為群生
 
３５７
３５８
３５９
３６０
３６１
３６２
３６３ 
諸有所修福業等
 
３６４
３６５
３６６
３６７
３６８
３６９
３７０ 
我今一切盡随喜
 
 歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
３８２
３８３
３８４
３８５
３８６
３８７
３８８ 
我今勧請諸如来
 
３８９
３９０
３９１
３９２
３９３
３９４
３９５ 
菩提大心救世者
 
３９６
３９７
３９８
３９９
４００
４０１
４０２ 
唯願普於十方界
 
４０３
４０４
４０５
４０６
４０７
４０８
４０９ 
恒以大雲降法雨
 
 歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
４２１
４２２
４２３
４２４
４２５
４２６
４２７ 
願令凡夫所住處
 
４２８
４２９
４３０
４３１
４３２
４３３
４３４ 
速捨衆苦所集身
 
４３５
４３６
４３７
４３８
４３９
４４０
４４１ 
富得至於無垢處
 
４４２
４４３
４４４
４４５
４４６
４４７
４４８ 
安住清浄法界身
 
 歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
４６０
４６１
４６２
４６３
４６４
４６５
４６６ 
所修一切衆善業
 
４６７
４６８
４６９
４７０
４７１
４７２
４７３ 
利益一切衆生故
 
４７４
４７５
４７６
４７７
４７８
４７９
４８０ 
我今盡皆正廻向
 
４８１
４８２
４８３
４８４
４８５
４８６
４８７ 
除生死苦至菩提
 
 歸命頂礼大悲毗盧遮那佛
 
４９９
５００
５０１
５０２
５０３
５０４
５０５
５０６
５０７ 
曩莫三曼多縛曰羅赦
 
５０８
５０９
５１０
５１１
５１２
５１３
５１４ 
縛曰羅怛摩句含
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５１５
５１６
５１７
５１８
５１９
５２０
５２１
５２２
５２３ 
曩莫三曼多縛曰羅赦
 
５２４
５２５
５２６
５２７
５２８
５２９
５３０
５３１ 
唵賀阿者羅迦拏者
 
５３２
５３３
５３４
５３５
５３６
５３７
５３８ 
嚕娑駄耶吽發吒
 
５３９
５４０
５４１
５４２
５４３
５４４
５４５ 
仰願胎蔵大日尊
 
５４６
５４７
５４８
５４９
５５０
５５１
５５２ 
八葉蓮䑓諸如来
 
５５３
５５４
５５５
５５６
５５７
５５８
５５９ 
十三大會塵刹衆
 
５６０
５６１
５６２
５６３
５６４
５６５
５６６ 
教令輪者不動尊
 
５６７
５６８
５６９
５７０
５７１
５７２
５７３ 
両部界會諸如来
 
５７４
５７５
５７６
５７７
５７８
５７９
５８０ 
外金剛部威徳天
 
５８１
５８２
５８３
５８４
５８５
５８６
５８７ 
不越本誓三昧耶
 
５８８
５８９
５９０
５９１
５９２
５９３
５９４ 
降臨檀場受妙供
 
５９５
５９６
５９７
５９８
５９９
６００
６０１ 
弘法大師増法樂
 
６０２
６０３
６０４
６０５
６０６
６０７
６０８
６０９ 
三國傳燈諸阿闍梨
 
６１０
６１１
６１２
６１３
６１４
６１５
６１６ 
護持大衆除不祥
 
６１７
６１８
６１９
６２０
６２１
６２２
６２３ 
滅罪生善成 願
 
６２４
６２５
６２６
６２７
６２８
６２９
６３０ 
天下法界同利益
 
６３１
６３２
６３３
６３４
６３５
６３６
６３７ 
誓願断除一切悪
 
６３８
６３９
６４０
６４１
６４２
６４３
６４４ 
誓願度脱一切生
 
６４５
６４６
６４７
６４８
６４９
６５０
６５１ 
誓願修習一切法
 
６５２
６５３
６５４
６５５
６５６
６５７
６５８ 
誓願奉仕一切佛
 
６５９
６６０
６６１
６６２
６６３
６６４
６６５ 
誓願證得大菩提
 
６６６
６６７
６６８
６６９
６７０
６７１
６７２
６７３ 
曩莫薩嚩怛他蘗帝
 
６７４
６７５
６７６
６７７
６７８
６７９ 
瓢尾濕縛目契毗薬
 
６８６
６８７
６８８
６８９ 
薩縛他欠烏娜蘖帝
 
 薩婆羅係
𤚥
誐誐曩
 
 釼娑縛賀
 
７０２
７０３  
 
 
 
７０７
７０８ 
以我功徳力
 
如来加持力
 
７１２
７１３  
 
 
 
７１７
７１８
７１９ 
及以法界力
 
普供養而住
 
７２５
７２６ 
普供養摩訶毗盧遮那佛
 
７３２
７３３
７３４  
 
７３５
７３６ 
普供養
 
 
両部界會
 
７３９
７４０  
 
 
７４３
７４４ 
諸尊聖衆
 
護法天等
 
７４７
７４８  
 
 
７５１
７５２ 
所設妙供
 
哀愍摂受
 
７５５
７５６  
 
 
７５９
７６０ 
護持大衆
 
消除業障
 
７６３
７６４  
 
 
７６７
７６８ 
増長福壽
 
恒受快樂
 
７７１
７７２  
 
 
７７５
７７６ 
無邊善願
 
決定圓満
 
７７９
７８０
７８１
７８２ 
南無摩訶毗盧遮那佛
 
７８８
７８９
７９０
７９１  
 
７９３
７９４
７９５
７９６ 
南無寶憧佛
 
南無開敷花王佛
 
８００
８０１
８０２
８０３ 
８０４  
 
８０６
８０７
８０８
８０９ 
南無无量壽佛
 
南無天鼓雷音佛
 
８１３
８１４
８１５ 
８１６  
 
 
８１９
８２０
８２１
８２２
８２３
８２４ 
南無普賢菩薩
 
南無文殊師利菩薩
 
８２７
８２８
８２９
８３０ 
８３１  
 
 
８３４
８３５
８３６
８３７ 
南無観世音菩薩
 
南無弥勒菩薩
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８４０
８４１
８４２
８４３
８４４ 
南無阿里也阿遮羅尾地也羅惹
 
８５３
８５４
８５５
８５６
８５７ 
８５８  
８５９
８６０
８６１
８６２
８６３
８６４ 
嚩曰羅蘇婆尼
 
嚩曰羅軍荼利
 
８６５
８６６
８６７
８６８ 
８６９  
 
 
８７２
８７３
８７４
８７５
８７６ 
嚩曰羅焔曼徳迦
 
嚩曰羅薬叉
 
８７７
８７８
８７９
８８０
８８１
８８２ 
南無大悲胎蔵界一切諸佛
 
８８８
８８９
８９０
８９１
８９２
８９３
８９４ 
南無金剛界一切諸佛
 
８９７
８９８
８９９
９００ 
９０１  
９０２
９０３
９０４
９０５ 
廻向大菩提
 
所修一切
 
 ｌ理趣経
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
歸命毗盧遮那佛
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
無染無着真理趣
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１ 
生生値遇無相教
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８  
世世持誦不妄念
 
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５ 
弘法大師増法樂
 
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３ 
大樂金剛不空真實
 
４４
４５ 
４６
４７  
４８
４９ 
５０
５１ 
三摩耶経
 
如是我聞
 
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
６０
６１ 
時薄伽梵毗盧遮那如来
 
６２
６３
６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０
７１
７２ 
時調伏難調釋迦牟尼如来
 
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４
８５ 
時薄迦梵得自性清浄法性如来
 
８６
８７
８８
８９
９０
９１
９２
９３
９４
９５
９６ 
時薄迦梵一切三界主如来
 
９７
９８
９９
１００
１０１
１０２
１０３
１０４
１０５
１０６
１０７
１０８
１０９ 
時薄迦梵得一切如来智印如来
 
１１０
１１１
１１２
１１３
１１４
１１５
１１６
１１７
１１８
１１９
１２０ 
時薄迦梵一切無戯論如来
 
１２１
１２２
１２３
１２４
１２５
１２６ 
１２７
１２８
１２９
１３０
１３１
１３２
１３３ 
時薄迦梵一切如来入大輪如来
 
１３４
１３５
１３６
１３７
１３８
１３９
１４０
１４１
１４２
１４３
１４４
１４５
１４６ 
時薄迦梵一切如来種種供養蔵
 
１４７
１４８
１４９
１５０
１５１
１５２
１５３
１５４
１５５
１５６
１５７ 
時薄迦梵能調持智拳
 
１５８
１５９
１６０
１６１
１６２
１６３
１６４
１６５
１６６
１６７
１６８
１６９ 
時薄迦梵一切平等建立如来
 
１７０
１７１
１７２
１７３
１７４
１７５
１７６
１７７
１７８
１７９
１８０
１８１
１８２
１８３ 
時薄迦梵如来復説一切有情加持
 
１８４
１８５
１８６
１８７ 
金剛手言
 
１８８
１８９
１９０
１９１
１９２
１９３
１９４ 
善哉善哉大薩埵
 
１９５
１９６
１９７
１９８
１９９
２００
２０１ 
善哉善哉大安樂
 
２０２
２０３
２０４
２０５
２０６
２０７
２０８ 
善哉善哉摩訶衍
 
２０９
２１０
２１１
２１２
２１３
２１４
２１５ 
善哉善哉大智恵
 
２１６
２１７
２１８
２１９
２２０
２２１
２２２ 
善能演説此法教
 
２２３
２２４
２２５
２２６
２２７
２２８
２２９ 
金剛修多羅加持
 
２３０
２３１
２３２
２３３
２３４
２３５
２３６ 
持此最勝教王者
 
２３７
２３８
２３９
２４０
２４１
２４２
２４３ 
一切諸魔不能壊
 
２４４
２４５
２４６
２４７
２４８
２４９
２５０ 
得佛菩薩冣勝位
 
２５１
２５２
２５３
２５４
２５５
２５６
２５７ 
於諸悉地當不久
 
２５８
２５９
２６０
２６１
２６２
２６３
２６４ 
一切如来及菩薩
 
２６５
２６６
２６７
２６８
２６９
２７０
２７１ 
共作如是勝説已
 
２７２
２７３
２７４
２７５
２７６
２７７
２７８ 
為令持者悉成就
 
２７９
２８０
２８１
２８２
２８３
２８４
２８５ 
皆大歓喜信受行
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２８６
２８７
２８８
２８９
２９０ 
毗盧遮那佛
 
２９１
２９２
２９３
２９４
２９５ 
毗盧遮那佛
 
２９６
２９７
２９８
２９９
３００ 
毗盧遮那佛
 
３０１
３０２
３０３
３０４
３０５ 
毗盧遮那佛
 
３０６
３０７
３０８
３１０
３０９ 
毗盧遮那佛
 
３１１
３１２
３１３
３１４
３１５ 
毗盧遮那佛
 
３１６
３１７
３１８
３１９
３２０ 
毗盧遮那佛
 
３２１
３２２
３２３
３２４
３２５ 
毗盧遮那佛
 
３２６
３２７
３２８
３２９
３３０
３３１
３３２ 
我等所修三昧善
 
３３３
３３４
３３５
３３６
３３７
３３８
３３９ 
廻向最上大悉地
 
３４０
３４１
３４２
３４３
３４４
３４５
３４６ 
哀愍摂受願海中
 
３４７
３４８
３４９
３５０
３５１
３５２
３５３ 
消除業障證三昧
 
３５４
３５５
３５６
３５７
３５８
３５９
３６０ 
天衆神祇増威光
 
３６１
３６２
３６３
３６４
３６５
３６６
３６７ 
當所権現増法樂
 
３６８
３６９
３７０
３７１
３７２
３７３
３７４ 
弘法大師増法樂
 
３７５
３７６
３７７
３７８
３７９
３８０
３８１ 
貴賎霊等成佛道
 
３８２
３８３
３８４
３８５
３８６
３８７
３８８ 
聖朝安穏増寶壽
 
３８９
３９０
３９１
３９２
３９３
３９４
３９５ 
天下安樂興正法
 
３９６
３９７
３９８
３９９
４００
４０１
４０２ 
護持大衆除不祥
 
４０３
４０４
４０５
４０６
４０７
４０８
４０９ 
滅罪生善令満足
 
４１０
４１１
４１２
４１３
４１４
４１５
４１６ 
菩提行願不退轉
 
４１７
４１８
４１９
４２０
４２１
４２２
４２３ 
引導三有及法界
 
４２４
４２５
４２６
４２７
４２８
４２９
４３０ 
同一性故入阿字
 
４３１
４３２
４３３
４３４
４３５
４３６
４３７ 
 ｍ礼懺文
 
１
２
３
４ 
５
６
７
８ 
９
１０ 
一切恭敬敬礼常住三寶
 
１１
１２ 
１３
１４  
１５
１６
１７
１８ 
歸命十方
 
無始輪廻
 
１９
２０ 
２１
２２  
２３
２４
２５
２６ 
我今深發
 
一切世燈
 
２７
２８ 
２９
３０ 
懺悔随喜
 
３１
３２
３３
３４
３５
３６  
３７
３８ 
南無常住三世
 
南無
 
３９
４０
４１
４２
４３
４４ 
南無一切如来
 
４５
４６
４７
４８
４９  
５０
５１
５２ 
如上金剛界
 
南無盡
 
５３
５４
５５
５６  
５７
５８
５９ 
普為五類
 
白衆等
 
６０
６１
６２
６３
６４
６５
６６ 
佛頂尊勝陀羅尼
 
 ｎ四智梵語
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
唵嚩曰羅薩怛嚩
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
蘇蘖羅賀
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１ 
囉怛曩摩覩怛覧
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８  
縛曰羅達摩誐夜
 
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５ 
那縛曰羅羯磨迦
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３６
３７
３８ 
嚕婆嚩
 
 ｏ大日讃
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
薩嚩尾也比婆縛
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
訖羅訖哩也素蘖
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１ 
多地鉢帝尓曩怛
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８  
頼駄都迦摩訶攞
 
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５ 
佐尾嚕左曩曩謨
 
３６
３７
３８ 
率覩帝
 
 ｐ不動讃
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
曩莫薩縛没駄母
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
地薩怛縛南
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１ 
怛羅僧虞素弥怛
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８  
鼻惹羅始吠南謨
 
２９
３０
３１
３２
３３
３４ 
素都帝娑婆訶
 
 ｑ四智漢語
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
金剛薩埵摂受故
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
得為無上金剛寶
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１ 
金剛言詞歌詠故
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８  
願成金剛承仕業
 
 ｒ心略漢語
 
１
２
３
４ 
５ 
一切善生主
 
６
７
８ 
９
１０ 
妙用躰無碍
 
１１
１２ 
１３
１４
１５ 
三界如大王
 
１６
１７
１８
１９
２０  
遍照我頂礼
 
 ｓ佛讃
 
１
２
３
４ 
５
６
７
８  
摩訶迦嚕抳建曩貪
 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４
１５ 
捨娑多藍薩縛吠
 
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１
２２ 
南本女那地窶那
 
２３
２４
２５
２６
２７
２８ 
２９ 
駄藍鉢羅拏摩弭
 
３０
３１
３２
３３ 
怛他蘖擔
 
 ｔ文殊讃
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
文殊菩薩出化清
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
涼神通力以現他
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１ 
方真座金毛師子
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８  
微放殊光衆生仰
 
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５ 
持寶蓋絶名香我
 
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２ 
今發願虔誠歸命
 
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９ 
不求富貴不戀榮
 
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６ 
花願當来世生浄
 
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３ 
土法王家
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６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０ 
世生浄土法王家
 
 ｕ吉慶漢語
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
諸佛覩史下生時
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
釋梵龍神隨待衛
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１ 
種種勝妙吉祥事
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８  
願如令時盡能得
 
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５ 
迦毗羅衛誕釋宮
 
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２ 
龍王注沐甘露水
 
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９ 
諸天供養吉祥事
 
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６ 
願汝灌頂亦如是
 
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３ 
金剛座上為群生
 
６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０ 
後夜降魔成正覺
 
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７ 
現諸希有吉祥事
 
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４ 
願汝此座悉能成
 
８５
８６
８７
８８
８９
９０
９１ 
波羅㮈園河荘厳
 
９２
９３
９４
９５
９６
９７
９８ 
為五仙人開妙法
 
９９
１００
１０１
１０２
１０３
１０４
１０５ 
成就無量吉祥事
 
１０６
１０７
１０８
１０９
１１０
１１１
１１２ 
願汝今時盡獲得
 
１１３
１１４
１１５
１１６
１１７
１１８
１１９ 
諸佛大悲方便力
 
１２０
１２１
１２２
１２３
１２４
１２５
１２６ 
普利法界衆生界
 
１２７
１２８
１２９
１３０
１３１
１３２
１３３ 
盡未来際無疲倦
 
１３４
１３５
１３６
１３７
１３８
１３９
１４０ 
四無碍智汝當得
 
 ｖ吉慶梵語
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
拽怛瞢誐覧都史
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
怛袮縛尾麽曩蘖
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１ 
婆那枲伱賀婆多
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８  
羅妬惹誐姤呬
跢
 
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５ 
耶賽捺隷
素
隷羅
 
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２  
拏蘖怛寫耶怛他
 
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９ 
蘖怛寫怛他瞢誐
 
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６ 
覧婆縛都扇底迦
 
５７
５８
５９
６０
６１ 
蘭怛縛伱也
 
６２
６３
６４
６５
６６
６７
６８ 
拽怛瞢誐覧迦比
 
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５ 
攞婆娑都隷羅惹
 
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２ 
駄婢蘖婆伱尾隷
 
８３
８４
８５
８６
８７
８８
８９ 
此哩怛縛
跢
娑曩
 
９０
９１
９２
９３
９４
９５
９６ 
比怛寫及吠少道
 
９７
９８
９９
１００
１０１
１０２
１０３ 
娜儜羅密哩多縛
 
１０４
１０５
１０６
１０７
１０８
１０９
１１０ 
哩鼻羅戍物哩地
 
１１１
１１２
１１３
１１４
１１５
１１６
１１７ 
曳怛他瞢誐覧婆
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１１８
１１９
１２０
１２１
１２２
１２３
１２４ 
縛都扇底迦覧怛
 
１２５
１２６
１２７ 
縛伱也
 
１２８
１２９
１３０
１３１
１３２
１３３
１３４ 
拽怛瞢誐覧娑迦
 
１３５
１３６
１３７
１３８
１３９
１４０
１４１ 
羅奴灑尾曩捨係
 
１４２
１４３
１４４
１４５
１４６
１４７
１４８ 
奴縛曰 娑寧娑
 
１４９
１５０
１５１
１５２
１５３
１５４
１５５ 
躰怛縛多鉢羅縛
 
１５６
１５７
１５８
１５９
１６０
１６１
１６２ 
蘭縛部縛麽蘭尾
 
１６３
１６４
１６５
１６６
１６７
１６８
１６９ 
伱哩底野拶都盧
 
１７０
１７１
１７２
１７３
１７４
１７５
１７６ 
毗寧舎縛舎寧怛
 
１７７
１７８
１７９
１８０
１８１
１８２
１８３ 
多瞢誐覧婆縛都
 
１８４
１８５
１８６
１８７
１８８
１８９
１９０
１９１ 
扇底迦蘭答縛伱也
 
 ｗ阿弥陀讃
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
那慕弥陀婆也那
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
慕弥陀庾灑那慕
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１ 
振底也愚拏迦羅
 
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８  
怛麽寧那慕弥陀
 
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５ 
婆也邇那也低謨
 
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２ 
尼蘇佉縛底縄也
 
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９ 
弥陀縛奴檢婆也
 
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６ 
蘇佉縛底縄迦那
 
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３ 
迦尾質怛羅迦那
 
６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０ 
南摩奴羅
𤚥
蘇誐
 
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７ 
他蘇蘖羅稜訖哩
 
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４ 
躭縛室羅耶答
 
８５
８６
８７
８８
８９
９０
９１ 
鉢羅躰多愚拏寫
 
９２
９３
９４
９５
９６
９７
９８ 
地摩多 耶弥
 
９９
１００
１０１
１０２
１０３
１０４
１０５ 
躭莫護愚拏羅怛
 
１０６
１０７
１０８
１０９ 
曩珊者鹽
 
 ｘ四波羅蜜
 
１
２
３
４ 
５
６
７ 
薩怛縛縛曰囉
 
８ 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４ 
謨率都帝薩怛吠
 
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１
２２ 
縛曰哩曩謨率都帝
 
２３
２４
２５
２６
２７
２８ 
２９  
囉怛曩 羅
 
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６  
謨率都帝囉
跢
寧
 
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４  
縛曰哩曩莫率都帝
 
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１
５２
５３
５４ 
達麽縛曰羅曩
 
５５
５６
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３
６４  
達吠縛曰哩曩謨率都帝
 
６５
６６
６７
６８
６９
７０
７１
７２
７３
７４  
羯麽縛曰羅曩謨率都帝
 
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４  
羯吠縛曰哩曩謨率都帝
 
 ｙ金剛薩埵
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１
２
３
４ 
５
６
７
８  
縛曰羅薩怛縛摩訶
 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４
１５
１６  
薩怛縛 縛
 
１７
１８
１９
２０ 
２１
２２
２３
２４  
怛他蘖多三曼多跛
 
２５
２６
２７
２８ 
２９
３０
３１
３２  
怛羅縛曰羅伱耶縛
 
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１  
曰羅波儜曩謨娑都帝
 
 ｚ金剛寶
 
１
２
３
４ 
５
６
７
８  
縛曰羅羅怛曩蘇縛
 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４
１５
１６ 
曰羅羅他縛曰 迦
 
１７
１８
１９
２０ 
２１
２２
２３
２４ 
賖摩訶摩抳阿迦賖
 
２５
２６
２７
２８ 
２９
３０
３１
３２ 
蘖婆縛曰羅荼縛曰
 
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０ 
羅蘖婆曩謨娑都帝
 
 
α金剛法
 
１
２
３
４ 
５
６
７
８  
縛曰羅達麽蘓薩怛
 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４
１５
１６ 
縛羅他 鉢娜
 
１７
１８
１９
２０ 
２１
２２
２３
２４ 
麽蘓輸駄迦路計濕
 
２５
２６
２７
２８ 
２９
３０
３１
３２ 
縛羅蘓縛曰羅乞刄
 
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０ 
縛曰羅寧怛羅曩謨
 
４１
４２
４３ 
率都帝
 
 
β金剛業
 
１
２
３
４ 
５
６
７
８  
縛曰羅羯磨蘓縛曰
 
９
１０
１１
１２ 
１３
１４
１５
１６  
囉訖讓羯磨縛曰羅
 
１７
１８
１９
２０ 
２１
２２
２３
２４ 
蘓薩縛誐縛曰羅謨
 
２５
２６
２７
２８ 
２９
３０
３１
３２ 
伽摩呼娜哩耶縛曰
 
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１ 
羅尾濕縛曩謨娑都帝
 
 
γ佛名
 
１
２
３ 
ン南無
 
４ 
５
６
７  
８ 
９
１０
１１ 
歸命頂礼
 
大日如来
 
１２ 
１３
１４
１５  
１６
１７
１８
１９ 
恭敬供養
 
弘法大師
 
 
δ教化
 
１
２
３
４ 
５
６
７
８ 
９
１０
１１
１２  
龍女ハホトケニナリニケリ
 
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０ 
２１
２２
２３
２４ 
ナトカワレラモナラサラム
 
２４
２５
２６
２７
２８ 
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６ 
五障ノクモコソアツク モ
 
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７ 
如来月輪カクサレヌモノ
 
４８
４９
５０
５１
５２
５３ 
コソアリケレ
 
５４
５５
５６
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３
６４
６５ 
龍女ハホトケニナリニケリ
 
